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扉･スケッチ 能・序の舞一二千年を舞う－

杉本雄三･画く元･関西電力病院長〉 人口と開発ノ目次
巻
頭
言
／
「
新
」
少
子
社
会
の
兆
し

■
人
ロ
か
ら
見
た
印
世
紀
と
幻
世
紀

少
子
高
齢
化
Ⅱ
女
性
の
進
出
／
世
界
人
ロ
会

議
を
日
本
で
／
飢
餓
に
苦
し
む
８
億
の

人
々
／
日
本
初
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
新
潟
で
／
食
料

安
保
確
保
で
新
潟
閉
幕
／
東
京
の
赤
ち
ゃ
ん

○
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
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・
新
潟
宣
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四
世
紀
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「
地
球
家
族
」
の
平
和
の
た
め
に

明
石
康
鈍

次
期
世
界
人
ロ
会
議
を
日
本
で

（
解
説
）
Ａ
Ｆ
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Ｐ
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ア
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開
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言
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Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
セ
ミ
ナ
ー
Ⅱ
世
界
の
食
料
不
安
ｌ
日
本
の
コ
メ
と
農
業
錘

○
ブ
カ
レ
ス
ト
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
カ
ウ
ン
ス
ル
開
く

７５

○
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
〈
三
開
く

妬

Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
第
６
回
大
会
、
新
潟
で
開
く

’
二
○
○
四
年
の
国
際
人
口
開
発
会
議
、
ア
ジ
ア
地
域
で
開
催
を
Ｉ

○
清
水
嘉
与
子
・
本
財
団
理
事
が
環
境
庁
長
官
に

ｏ
サ
デ
ィ
ッ
ク
国
連
人
口
基
金
事
務
局
長
に
日
大
が
博
士
号

大
阪
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
ー
『
少
子
・
高
齢
化
』
を
ど
う
乗
り
切
る
か
Ⅱ

に
ゅ
－
す
ふ
ぉ
１
ら
む

国
際
化
／
日
本
の
知
恵
、
途
上
国
支
援
／
少

子
化
は
売
り
上
げ
減
少
に
／
世
界
人
□
４
倍

の
帥
億
突
破
／
国
連
公
認
㈹
億
人
目
誕
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家
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計
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遅
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第
二
次
大
戦
後
か
ら
最
近
ま
で
の
わ
が

国
に
お
け
る
出
生
低
下
の
プ
ロ
セ
ス
を
み

る
と
、
二
つ
の
ス
テ
ッ
プ
を
経
て
き
て
い

る
。
’
九
四
七
’
四
九
年
の
ベ
ビ
ー
・

ブ
ー
ム
期
の
後
、
出
生
率
は
十
年
間
で
半

減
す
る
と
い
う
人
類
史
上
初
め
て
の
経
験

を
し
た
が
、
七
○
年
代
初
頭
ま
で
人
口
置

き
換
え
水
準
の
出
生
率
は
ほ
ぼ
維
持
さ
れ

て
き
た
。
こ
こ
ま
で
の
出
生
低
下
の
第
一

ス
テ
ッ
プ
は
、
夫
婦
の
持
つ
子
供
数
の
減

少
、
特
に
第
四
子
、
第
五
子
の
出
生
確
率

の
低
下
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ

る
。七
三
年
の
第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
以

降
に
再
び
出
生
率
が
低
下
し
始
め
、
九
二

年
の
『
国
民
生
活
白
書
』
で
は
「
少
子
社

会
」
と
い
う
新
造
語
が
登
場
し
た
。
九
○

年
代
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
ほ
ぼ
低
下
の

一
途
を
た
ど
っ
て
き
て
い
る
が
、
こ
の
第

二
の
出
生
低
下
の
ス
テ
ッ
プ
は
、
未
婚
率

巻
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言
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Ｂ
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●
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グ
ー
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夕
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ｈ
グ
』
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Ｐ
ミ
グ
■
グ
ｂ
ｂ
Ｐ
ｑ
ロ
グ
●
ｑ
Ｆ
ｕ
Ｊ
ｈ
Ｐ
Ｋ
Ⅵ
ｒ
、
ｆ
、
夕
Ａ
■
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、
Ｐ
、
Ｐ
、
グ
｜
こ
げ
巳
刀
ｒ
１
Ｄ
已
幻
Ⅲ
Ｊ
ロ
、
グ
、
グ
ｈ
ｒ
ｈ
Ｄ
ｆ

の
上
昇
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
て
き
た

と
一
般
的
に
考
え
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ

が
、
一
九
九
○
’
九
五
年
の
出
生
低
下

を
、
結
婚
、
第
一
子
、
第
二
子
、
第
三

子
、
第
四
子
、
第
五
子
以
上
、
と
分
解
し

て
分
析
し
て
み
る
と
、
九
○
年
以
前
と
は

著
し
く
変
わ
っ
た
出
生
低
下
メ
カ
ニ
ズ
ム

が
起
こ
っ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
確
か

に
、
未
婚
率
の
上
昇
に
よ
る
影
響
も
相
当

に
大
き
い
も
の
の
、
出
生
低
下
の
最
大
要

新｣■少子社+会の兆し

日本大学人口研究所

次長小川直宏

因
は
第
一
子
が
産
ま
れ
る
確
率
が
減
少
し

た
こ
と
で
あ
っ
た
。

七
○
年
代
、
八
○
年
代
の
少
子
化
現
象

は
、
晩
婚
化
・
未
婚
化
に
よ
っ
て
も
た
ら

さ
れ
た
が
、
九
○
年
代
で
は
結
婚
し
て
も

第
一
子
を
産
ま
な
い
夫
婦
が
合
計
特
殊
出

生
率
を
著
し
く
引
き
下
げ
て
い
る
の
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
「
新
」
少
子
社
会
と
呼
ぶ

べ
き
状
況
が
出
現
し
つ
つ
あ
る
。
こ
の
原

因
が
、
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
に
よ
る
先
行

き
の
不
透
明
感
に
よ
る
も
の
で
あ
る
の

か
、
ま
た
は
、
「
結
婚
し
て
も
、
必
ず
し

も
子
供
を
産
む
必
要
が
な
い
」
と
い
う
価

値
観
が
近
年
急
速
に
広
ま
っ
た
こ
と
に
よ

る
の
か
、
現
段
階
で
は
明
確
な
判
断
を
下

す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
が

既
に
出
産
期
に
突
入
し
て
い
る
が
、
こ
の

よ
う
な
新
し
い
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
今
後
一
層

顕
著
に
な
る
と
、
あ
ま
り
大
き
な
出
生
数

の
回
復
を
二
十
一
世
紀
初
頭
に
期
待
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
状
況
に
な
っ
て
き
て
い

る
。
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年 次

夫

世
界
人
口
は
長
期
に
わ
た
り
停
滞
を
続

け
、
増
加
の
足
取
り
が
か
た
ま
っ
た
の
は
、

産
業
革
命
が
始
ま
っ
た
十
七
世
紀
の
頃
で
あ

る
。
十
九
世
紀
に
入
っ
て
も
年
率
○
・
五

（
日
本
大
学
人
ロ
研
究
所
名
誉
所
長
）

紀
包

二
十
世
紀
は
人
類
の
長
い
歴
史
の
中
で
の
大
転
換
期
（
ポ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
）
と
い

わ
れ
る
。
も
っ
と
も
明
確
に
こ
の
節
目
の
区
切
り
を
示
し
て
い
る
の
は
二
十
世
紀
後

半
か
ら
始
ま
っ
た
人
ロ
爆
発
で
あ
る
。
人
ロ
爆
発
と
い
う
呼
称
は
も
う
い
い
古
さ
れ

て
、
そ
の
よ
う
な
時
代
は
終
わ
っ
た
の
だ
と
い
う
意
見
も
少
な
く
な
い
。

し
か
し
、
事
実
は
こ
れ
か
ら
が
本
番
で
あ
る
と
い
っ
て
も
よ
い
深
刻
な
時
代
に
入

る
こ
と
に
な
る
。
人
ロ
爆
発
の
前
期
か
ら
後
期
の
新
し
い
段
階
に
入
る
。
二
十
世
紀

前
半
は
前
期
の
異
常
な
増
加
率
を
中
心
と
し
た
歴
史
的
大
変
動
期
で
あ
り
、
二
十
一
世

紀
は
増
加
率
は
低
下
す
る
も
の
の
、
世
界
人
ロ
の
規
模
の
異
常
な
大
き
さ
が
も
た
ら
す

地
球
扶
養
力
の
可
能
性
と
い
っ
た
人
類
の
生
存
に
か
か
わ
る
重
大
な
時
代
で
あ
る
。

爆
発
前
期
の
特
徴

蕊
ロ
鑿
の
２
篤
鐵 魚
驚

％
、
二
十
世
紀
前
半
で
一
％
に
近
い
○
・
八

％
と
い
う
増
加
率
に
達
し
た
。
さ
ら
に
二
十

世
紀
後
半
に
入
る
と
年
率
二
％
と
い
う
驚
く

べ
き
水
準
に
達
し
た
。
’
九
六
○
年
代
の
十

鱸:！

４
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iii篝iii議|iii 世界人ロの増加、西暦零年から安定化まで表

人口
（１０億）

年
間
に
続
く
一
九
七
○
年
代
前
半
の
十
五
年

間
は
二
％
の
増
加
率
、
三
十
五
年
間
で
倍
増

す
る
と
い
う
異
常
に
高
い
水
準
で
あ
る
。
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〈学歴>日本大学商経学部卒、東京商科大
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人口研究所留学、フランス国立人

ロ研究所留学、中国吉林大学名誉

教授、韓国東亜大学名誉経済学博

士

<WMi歴>厚生省人ロ問題研究所長、日本大

学教授、同人ロ研究所長
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日本経済新聞社、「高齢化社会を

生きる」東洋経済新報社、「日本
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人
口
爆
発
の
象
徴
は
三
つ
の
指
標
で
示
す

こ
と
が
で
き
る
。
第
一
は
前
述
の
増
加
率
で

あ
る
。
戦
後
の
わ
ず
か
な
期
間
に
み
ら
れ
た

2010 ６．７９

７．５０

８１１

８５８

８．９１

９．４６

９．７５

１０億余

２０２０

２０３０

２０４０

２０５０

２１００

2150

2200年後安定化に接近

著
し
い
増
加
率
は
、
世

界
的
な
出
生
力
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
の
普
及
に
と
も

な
っ
て
低
下
を
続
け
、

今
日
で
は
一
・
三
％
に

達
し
て
い
る
。
第
二
は

世
界
人
口
の
年
間
増
加

人
口
の
大
き
さ
で
あ

る
。
表
２
と
図
２
（
次

Source：UnitedNationsPopulationDivisio､．

頁
）
に
は
年
間
増
加
率
と
共
に
年
平
均
増
加

人
口
が
示
し
て
あ
る
が
、
一
九
八
○
年
代
と

一
九
九
○
年
代
前
半
に
は
年
平
均
八
千
万
の

増
加
、
特
に
一
九
八
○
年
代
後
半
に
は
八
千

六
百
万
人
に
達
し
て
い
る
。
こ
れ
を
頂
点
と

し
て
増
加
規
模
は
縮
小
し
て
い
る
。
人
口
爆

発
の
第
三
の
頂
点
は
世
界
人
口
の
規
模
で
あ

る
。
第
一
と
第
二
の
人
口
爆
発
の
頂
点
は
終

了
し
て
い
る
が
、
第
三
の
世
界
人
口
の
大
き

さ
の
頂
点
は
人
口
爆
発
の
後
期
に
残
さ
れ
て

い
る
。

こ
の
よ
う
な
人
口
爆
発
の
危
機
に
つ
い
て

詳
細
な
分
析
を
行
っ
て
警
告
を
発
し
た
の
は

ロ
ー
マ
ク
ラ
ブ
が
行
っ
た
専
門
家
に
よ
る
研

究
の
「
成
長
の
限
界
」
二
九
七
二
）
で

あ
っ
た
。
人
口
の
異
常
な
増
加
と
著
し
い
経

済
成
長
が
持
続
す
る
と
食
糧
の
不
足
や
環
境

の
悪
化
に
よ
っ
て
死
亡
率
は
急
上
昇
し
、
百

年
を
ま
た
ず
し
て
絶
滅
の
危
機
に
お
ち
い
る

と
い
っ
た
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
す
が

に
、
当
時
は
こ
の
実
証
的
な
ぼ
う
大
な
資
料

に
も
と
づ
く
報
告
の
結
論
に
つ
い
て
は
一
般

の
理
解
は
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
一
部
に
は
極

端
な
意
見
で
あ
り
、
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
え

な
い
と
い
っ
た
否
定
的
な
主
張
も
あ
っ
た
。

５

、
巡』
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的
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と
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ち
ま
ち
世
界
中
の
国
々
に
翻
訳
さ
れ
て
い
っ

た
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
人
口
問
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の
深
刻

さ
に
つ
い
て
の
感
触
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国
際
的
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深
ま
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と
思
わ
れ
る
。

調
さ
れ
、
認
識
さ
れ
た
。
国
連
機
関
の
会
議
６

国
連
の
人
口
に
対
す
る
対
応
は
早
か
つ

に
お
い
て
い
わ
ば
タ
ブ
ー
で
あ
っ
た
家
族
計

た
。
特
に
、
地
域
委
員
会
、
た
と
え
ば
ア
ジ

画
、
人
口
増
加
抑
制
、
出
生
カ
コ
ン
ト
ロ
ー

ァ
太
平
洋
経
済
社
会
委
員
会
は
、
い
ち
早
く

ル
と
い
っ
た
人
口
政
策
思
想
が
定
着
し
始
め

一
九
六
三
年
に
第
一
回
ア
ジ
ア
人
口
会
議
を

た
。

ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
で
開
催
し
た
。
人
口
の
激
増

世
界
的
規
模
で
人
口
問
題
が
と
り
あ
げ
ら

と
そ
の
経
済
的
、
社
会
的
影
響
の
深
刻
さ
と
れ
た
の
は
、
一
九
七
四
年
の
ブ
カ
レ
ス
ト
の

経
済
離
陸
ど
こ
ろ
か
低
い
生
活
水
準
が
さ
ら
国
連
世
界
人
口
会
議
で
あ
っ
た
。
ア
ジ
ア
人

に
悪
化
す
る
こ
と
を
訴
え
、
家
族
計
画
の
普

口
会
議
か
ら
さ
ら
に
東
京
で
の
第
二
回
ア
ジ

及
に
よ
る
人
口
増
加
の
抑
制
の
必
要
性
が
強

ァ
人
口
会
議
（
一
九
七
二
）
の
あ
と
で
あ
っ

た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
世
界
人

口
の
家
族
計
画
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ｎ
Ｗ
口
爆
発
の
後
期
の
特
徴
ｌ
蕊

人
口
爆
発
の
発
火
点
と
も
い
う
べ
き
人
口
す
る
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。

増
加
率
な
ら
び
に
人
口
の
年
増
加
数
か
ら
み
し
か
し
、
世
界
人
口
の
総
数
は
な
お
持
続

る
限
り
、
最
高
水
準
の
段
階
は
終
わ
っ
て
い
す
る
。
出
生
率
が
低
下
し
、
年
増
加
数
が
縮

る
。
し
か
し
、
人
口
爆
発
は
第
二
の
段
階
と
小
し
て
い
く
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
世
界
人
口

し
て
の
後
期
に
移
り
つ
つ
あ
る
。
そ
の
基
本
自
体
は
ま
だ
ま
だ
肥
大
を
続
け
る
。
最
近
、

的
特
徴
は
世
界
人
口
の
絶
対
数
の
頂
点
で
あ
国
連
に
よ
っ
て
報
道
さ
れ
た
如
く
一
九
九
九

る
。
世
界
人
口
が
無
限
に
増
加
し
え
な
い
こ
年
十
月
に
は
世
界
人
口
は
六
十
億
に
達
し
た

と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
ど
こ
か
に
限
界
が
と
い
わ
れ
る
。
一
九
六
○
年
に
三
十
億
で

あ
る
は
ず
で
あ
る
。

あ
っ
た
か
ら
三
十
九
年
間
で
世
界
人
口
は
倍

二
十
一
世
紀
は
人
口
爆
発
の
後
期
で
あ
増
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
二
○
五
○

る
。
そ
こ
で
は
人
口
増
加
率
は
二
○
五
○
年
年
に
は
八
十
九
億
に
達
す
る
と
推
計
さ
れ
て

に
は
○
・
三
八
％
に
ま
で
低
下
し
、
ま
た
年
い
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
推
計
値
は
一
九
九

増
加
率
も
、
一
九
八
○
年
代
の
後
半
に
見
ら
八
年
の
も
の
で
あ
っ
て
、
六
年
前
の
一
九
九

れ
た
九
千
万
に
近
い
規
模
が
二
○
四
○
年
代
二
年
で
は
、
一
○
○
・
一
九
億
、
四
年
前
の

に
は
一
一
一
分
の
一
に
近
い
一
一
一
千
一
一
一
百
万
に
収
縮
一
九
九
四
年
で
は
九
八
・
三
一
一
一
億
、
二
年
前

る
十
年
間
に
、
世
界
の
家
族
計
画
政
策
は
予

想
を
裏
切
っ
て
み
ご
と
な
展
開
を
見
せ
た
。

そ
の
結
果
、
世
界
人
口
の
合
計
特
殊
出
生
率

は
一
九
五
○
年
代
（
一
九
五
○
－
一
九
五

五
）
五
人
が
一
九
七
○
年
代
後
半
に
は
四

人
、
そ
し
て
最
近
で
は
二
・
七
人
ま
で
低
下

し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
人
口
増
加
率
も

一
九
六
○
年
代
の
年
率
二
％
が
一
・
三
％
に

ま
で
低
下
し
て
い
る
。

国
際
的
な
協
力
、
特
に
国
連
人
口
基
金
を

中
心
と
す
る
国
連
シ
ス
テ
ム
の
強
力
な
援
助

と
共
に
各
国
の
努
力
に
よ
っ
て
と
も
か
く
も

人
口
増
加
を
抑
制
す
る
効
果
を
あ
げ
つ
つ
あ

る
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
。

の
一
九
九
六
年
で
は
九
三
・
六
七
億
と
な
っ

て
い
る
。
推
計
年
次
が
新
し
く
な
る
ご
と
に

二
○
五
○
年
の
将
来
推
計
人
口
は
小
さ
く

な
っ
て
い
る
。
新
し
い
統
計
資
料
の
人
手
あ

る
い
は
改
訂
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
推
計
で
あ

る
か
ら
、
新
し
い
も
の
が
よ
り
現
実
的
で
あ

る
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
五
十
年

後
の
世
界
人
口
と
し
て
考
え
る
場
合
、
ほ
ぼ

九
十
億
な
い
し
百
億
を
問
題
の
対
象
の
大
き

さ
と
し
て
考
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
し
か
し
、
人
口
爆
発
の
最
後
の
頂
点
と

も
い
う
べ
き
静
止
人
口
は
上
述
の
推
計
人
口

よ
り
も
若
干
大
き
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

国
連
は
、
二
○
五
○
年
の
八
十
九
億
が
さ
ら

に
百
五
十
年
後
の
二
二
○
○
年
頃
に
は
百
億

を
若
干
超
え
る
と
こ
ろ
で
安
定
化
す
る
と
推

計
し
て
い
る
。
百
五
十
年
間
で
約
十
億
程
度

増
加
す
る
こ
と
は
二
○
五
○
年
の
時
点
で
人

口
爆
発
は
ほ
ぼ
終
焉
し
た
と
考
え
る
こ
と
も

で
き
よ
う
。

人
口
爆
発
も
人
口
の
規
模
か
ら
み
る
限

り
、
あ
と
約
半
世
紀
で
終
了
す
る
こ
と
に
な

る
と
し
て
も
な
お
そ
の
大
き
さ
の
頂
点
で
経

過
す
る
こ
と
自
体
に
経
済
的
、
社
会
的
あ
る

７

い
は
具
体
的
に
食
糧
、
環
境
、
エ
コ
ロ
ジ
ー

、



の
分
野
の
問
題
が
介
在
し
て
く
る
こ
と
は
い

う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
で
問
題
と

な
る
の
は
、
人
口
爆
発
の
後
期
に
発
生
す
る

人
口
構
造
と
人
口
分
布
の
著
し
い
変
化
で
あ

る
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
の
人
口
現
象
の
変
化

は
五
十
年
と
い
う
短
期
間
内
で
生
ず
る
極
め

て
現
実
性
の
高
い
も
の
で
あ
る
こ
と
に
注
目

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

人
口
の
年
齢
構
造
の
劇
的
な
変
化
は
高
齢

化
で
あ
る
。
世
界
人
口
に
占
め
る
六
十
五
歳

以
上
人
口
の
割
合
は
一
九
五
○
年
で
は
わ
ず

か
に
五
・
二
％
で
あ
っ
た
。
五
十
年
後
の
二

○
○
○
年
に
は
六
・
九
％
に
増
大
し
た
。
こ

の
二
十
世
紀
前
半
の
高
齢
化
は
極
め
て
緩
慢

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
二
十
一
世
紀
前
半
の

五
十
年
間
に
一
六
・
四
％
と
二
倍
以
上
に
増

大
す
る
。
こ
の
水
準
は
日
本
人
口
の
今
日
の

水
準
に
等
し
い
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
高
齢
化

の
深
刻
度
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

人
口
の
年
齢
構
造
で
も
う
一
点
留
意
す
べ

き
点
は
、
高
齢
化
は
出
生
率
の
低
下
の
結
果

と
し
て
生
ず
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い

が
、
低
下
前
の
高
い
出
生
率
の
結
果
と
し
て

若
い
人
口
が
一
時
的
に
激
増
す
る
こ
と
で
あ

る
。
一
九
九
五
年
に
お
け
る
世
界
人
口
の
中

で
十
五
～
二
十
四
歳
の
青
年
人
口
は
十
億
を

超
え
て
い
る
（
十
億
二
千
二
百
八
十
万
）
。

こ
の
ぼ
う
大
な
人
口
は
結
婚
年
齢
と
密
接
な

関
係
が
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
大
量
の
結

婚
人
口
と
し
て
出
生
に
参
加
す
る
と
い
う
こ

と
で
、
平
均
出
生
数
が
減
少
し
た
と
し
て
も

結
婚
数
が
著
し
く
大
き
い
だ
け
に
出
生
数
の

絶
対
数
も
大
き
く
な
り
、
人
口
増
加
を
続
け

る
要
因
と
な
る
。
こ
れ
は
人
口
モ
メ
ン
タ
ム

あ
る
い
は
人
口
的
惰
性
、
あ
る
い
は
最
近
で

は
一
人
口
ボ
ー
ナ
ス
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
日

本
に
お
い
て
も
一
九
四
七
’
一
九
四
九
年
の

出
生
ブ
ー
ム
世
代
（
団
塊
の
世
代
）
が
一
九

七
○
年
前
後
の
約
十
年
に
わ
た
っ
て
結
婚
期

に
入
っ
た
た
め
出
生
率
が
高
く
な
っ
た
こ
と

が
あ
る
。

世
界
人
口
の
人
口
ポ
ー
ス
で
特
に
注
目
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
こ
の
青
年
人
口
の

大
部
分
は
途
上
国
に
お
い
て
生
ず
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
十
億
余
の
世
界
の
青
年
人
口

の
う
ち
八
億
六
千
万
人
で
あ
る
か
ら
八
四
％

を
占
め
て
い
る
。
こ
の
途
上
国
の
ぼ
う
大
な

青
年
人
口
は
前
述
の
よ
う
に
結
婚
年
齢
人
口

と
し
て
人
口
増
加
を
強
め
る
と
共
に
労
働
年

齢
人
口
と
し
て
労
働
機
会
を
必
要
と
す
る
人

口
で
あ
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
８

う
。
最
終
段
階
に
達
す
る
人
口
爆
発
の
過
程

に
お
い
て
、
人
口
の
内
部
構
造
に
お
い
て
高

齢
化
と
青
年
化
と
い
う
よ
う
に
い
ら
ざ
る
課

題
を
抱
え
る
こ
と
に
な
る
こ
と
に
留
意
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

さ
ら
に
、
都
市
化
と
い
う
人
口
の
地
理
的

分
布
の
大
変
化
も
、
こ
の
人
口
爆
発
の
終
息

過
程
に
お
い
て
発
生
す
る
。
世
界
人
口
の
中

で
都
市
に
住
む
人
口
の
割
合
は
一
九
五
○
年

で
は
三
○
％
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
二
○
○
○

年
に
は
約
五
○
％
（
四
七
・
四
）
に
達
し

た
。
さ
ら
に
、
二
○
三
○
年
に
は
六
一
％
に

達
す
る
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。
先
進
地
域
で

は
す
で
に
八
○
％
に
近
い
都
市
化
率
に
達
し

て
い
る
が
、
途
上
地
域
で
は
な
お
四
○
％

（
一
一
○
○
○
）
、
し
か
し
一
一
○
三
○
年
に
は
六

○
％
近
く
に
ま
で
都
市
化
が
進
行
す
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。
人
口
爆
発
の
最
終
段
階
に
は

さ
ら
に
人
口
の
都
市
集
中
と
い
う
難
問
に
直

面
す
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
で
あ
る

一
つ
○
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人
口
爆
発
の
理
解
に
あ
た
っ
て
重
要
な
こ

と
は
人
類
の
歴
史
と
い
う
超
長
期
的
視
点
か

ら
の
考
察
で
あ
る
。
す
で
に
前
述
し
た
通

り
、
人
口
の
爆
発
的
増
加
は
人
類
と
い
う
生

物
の
長
い
歴
史
の
中
で
突
如
と
し
て
発
生
し

た
現
象
で
あ
る
。
人
間
も
生
物
で
あ
る
限

り
、
そ
の
生
存
を
支
え
る
扶
養
能

力
に
依
存
す
る
。
し
か
し
、
人
間

の
場
合
は
他
の
生
物
と
異
な
っ

て
、
扶
養
能
力
を
拡
大
す
る
と
い

う
知
能
と
技
術
の
開
発
力
を
も
つ
職

て
い
る
。
そ
の
結
果
、
人
類
は
増
扣

加
の
制
約
を
極
め
て
緩
慢
で
あ
る
た

が
、
克
服
し
て
い
っ
た
。
二
○
○
硯
、

○
年
前
の
西
暦
の
初
め
に
は
人
類
勲

は
わ
ず
か
一
一
一
億
人
で
あ
っ
た
と
推
轤

定
さ
れ
る
が
、
一
八
○
○
年
に
は
鋼

十
億
に
、
増
加
率
も
年
率
一
％
に
超

達
し
た
。
人
類
と
い
う
生
物
の
大
酔

躍
進
時
代
に
入
り
、
人
口
増
加
率

も
二
％
と
倍
増
し
、
一
九
九
九
年

卜

に
は
一
八
○
○
年
の
十
億
が
六
十

億
に
達
し
た
。
人
類
に
と
っ
て
無

ｎ
川
内
ロ
爆
発
の
超
長
期
的
視
点

０
５

１三
．
『
｜
Ｑ
Ｕ
Ｃ
□
Ｅ
一
四
一
一
。
。
｜
ゴ
ロ
一
一
一
一
◎
。

で
①
『
ｎ
⑩
．
芹
一
コ
、
『
の
凹
め
の
ロ
の
『
ペ
の
⑬
「

（
兵

■
Ｉ

限
の
広
大
さ
を
も
っ
て
い
た
地
球
も
こ
の
ぼ

う
大
な
人
類
の
扶
養
に
制
約
を
感
じ
始
め

た
。あ
と
わ
ず
か
半
世
紀
で
地
球
上
の
人
類
は

百
億
前
後
に
達
す
る
可
能
性
が
大
き
い
と
思

わ
れ
る
。
個
々
の
国
や
地
域
単
位
の
人
口
間

8000 40002000 2000400060008000 ００００

ＢＣ Ａ、

資料 Salk,」onasIiThenextEvoIutionaryStepintheAssentofMan
intheCosmos,mLeonardovoL180no､４，１９８５

慶懸:；

題
は
、
今
日
で
は
人
類
と
い
う
生
物
単
位
の

問
題
と
な
っ
て
き
た
こ
と
は
特
に
留
意
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

国
連
は
百
億
を
若
干
超
え
た
規
模
で
世
界

人
口
は
安
定
化
す
る
で
あ
ろ
う
と
予
測
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
世
界
人
口
の
安
定
化
を

人
類
の
歴
史
と
い
う
超
長
期
的
視
点
か
ら
明

ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
の
が
、
」
。
：
、
、
巴
穴

博
士
で
あ
る
ｏ
西
暦
紀
元
前
八
○
○
○
年
か

ら
西
暦
八
○
○
○
年
ま
で
の
将
来
に
つ
い
て

世
界
人
口
の
動
き
を
予
測
し
て
い
る
。
年
率

二
％
の
増
加
率
が
い
か
に
巨
大
な
も
の
で

あ
っ
て
、
そ
の
持
続
期
間
が
い
か
に
短
期
的

な
も
の
で
あ
る
か
を
図
３
に
よ
っ
て
理
解
す

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
図
は
、
人
口
爆

発
が
い
か
に
瞬
間
的
な
一
時
的
な
も
の
で
あ

る
か
を
示
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
問
題
の
深

刻
性
を
示
す
も
の
で
あ
っ
て
、
極
め
て
短
期

で
あ
る
か
ら
心
配
無
用
を
意
味
す
る
も
の
で

は
な
い
。

来
る
べ
き
二
十
一
世
紀
、
特
に
そ
の
前
半

に
は
人
口
爆
発
の
残
し
た
重
大
な
課
題
に
対

応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
安
定
化
へ
の
円

滑
な
移
転
へ
は
決
し
て
容
易
で
は
な
い
。

９

上
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鍵
でけ

璽測
国
む
つ
へ
人
っ
Ｉ
ｆ
赴
斯
へ
由
ど
く
慾
刷

川
リ
ニ
李
ソ
ム
デ
レ
↑
ン

蕊

可

７

山賎 弾

少
子
・
高
齢
化
に
対
す
る
対
策
を
協
議
し
、
現
状
の
啓
発
を
促

す
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
大
阪
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
⑪
『
少
子
・
高

齢
化
』
」
を
ど
う
乗
り
切
る
か
ｌ
日
本
の
活
力
あ
る
再
生
を
求

め
て
ｌ
」
が
、
九
月
二
十
七
日
（
月
）
午
前
十
時
か
ら
大
阪
市
・

南
海
サ
ウ
ス
タ
ワ
ー
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た
。

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
ロ
・
開
発
協
会
（
Ａ

Ｐ
Ｄ
Ａ
）
、
国
連
人
ロ
基
金
（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
）
主
催
、
大
阪
府
、

大
阪
市
、
社
団
法
人
関
西
経
済
連
合
会
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
阪
放
送
局
の

後
援
で
、
約
五
○
○
名
の
聴
衆
が
参
加
。
同
問
題
に
対
す
る
人
々

の
関
心
の
高
さ
を
う
か
が
わ
せ
た
。

ナ
フ
ィ
ス
・
サ
デ
ィ
ッ
ク
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
事
務
局
長
（
安
藤
博
文

Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
事
務
局
次
長
代
読
）
の
開
会
挨
拶
で
始
ま
っ
た
同

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
中
山
太
郎
・
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
理
事
長
、
趙
利
済
・
米

国
東
西
セ
ン
タ
ー
上
級
顧
問
、
小
川
直
宏
・
日
本
大
学
人
ロ
研
究

所
次
長
、
□
パ
ー
ト
・
ク
リ
ケ
ッ
ト
人
口
・
家
族
研
究
セ
ン
タ
ー

名
誉
所
長
（
ベ
ル
ギ
ー
）
、
Ｍ
・
ニ
ザ
ム
デ
ィ
ン
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
技

術
政
策
部
長
（
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
み
参
加
）
と
、
国

内
外
の
人
口
問
題
の
専
門
家
を
講
師
に
招
き
、
広
瀬
次
雄
・
Ａ
Ｐ

懲
戦
鱗
》

・
串
‐
・
鵠
弔
・
・
了
．
、
生
球
・
少

群０．イ・・・００．尹沙一・・■０．泡ｏ・ロ

騨
織
繊
輝
邪
》

い
，
蟆
巫
ざ
心
：
》
‐
趣
烈
全

Ｔ
・
・
妬
ｏ
Ｄ
ｏ
０
Ｃ
命
か
。
、
や
り
Ｆ
０
ｐ
Ｑ

辨辮》》露
・
か
ん
・
子
・
訳
：
北
。
．
シ
・
守
・
一

子
・
好
人
・
と
子
よ
飯
。
。
」
・
・
・
一

織
鐵
溌
灘
掛

騨
蕊
騨
笠

・
瞳
徴
》
・
笂
鞍
》

●

1０

裂〆
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(左から）ロバート・クリケット・家族研究センター名

誉所長、安藤博文ＵＮＦＰＡ事務局次長、中山太郎

ＡＰＤＡ理事長、趙利済・米国東西センター上級顧

問、小川直宏・日本大学人ロ研究所次長、Ｍ･ニザム

ディンＵＮＦＰＡ技術政策部長

鱗灘;繍蕊現
代
は
人
口
の
長
期
的
な
歴
史
か
ら
見
れ

ば
人
口
爆
発
の
時
代
で
あ
り
、
同
時
に
都
市

化
の
時
代
で
も
あ
る
。
欧
米
は
、
人
口
転
換

（
Ⅱ
多
産
多
死
か
ら
多
産
少
死
を
経
て
、
少
産

水
が

ヨ

石
油
に
代
わ
る
商
品
に

趙
利
済
米
国
東
西
セ
ン
タ
ー
上
級
顧
問

:画:ＷＩＰ

１ｉ竺１

地
球
の
人
ロ
・
現
状
と
そ
の

己
１
１
世
界
人
ロ
の
激
増
と
環

高
齢
化
問
題
は
日
本
だ
け
で
は
な
く
、
世

界
的
に
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
’
九

九
○
年
代
に
開
か
れ
た
、
社
会
開
発
に
関
す

る
一
連
の
国
連
主
催
会
議
で
、
同
問
題
が
取

り
上
げ
ら
れ
国
際
社
会
の
意
識
が
大
き
く
変

わ
っ
た
。
一
九
九
九
年
は
国
連
総
会
で
決
め

ら
れ
た
一
国
際
高
齢
者
年
一
で
あ
り
、
高
齢

化
問
題
に
つ
い
て
国
際
的
に
啓
発
活
動
が
行

わ
れ
た
年
で
も
あ
る
。
一
九
九
四
年
の
国
連

少
死
に
至
る
過
程
）
を
一
世
紀
か
ら
二
世
紀

か
け
て
成
し
遂
げ
、
そ
の
結
果
、
都
市
化
や

爆
発
的
な
人
口
増
加
が
見
ら
れ
た
。
こ
の
よ

う
な
歴
史
的
な
波
は
、
二
十
世
紀
に
太
平
洋

'凶哩■

Ｄ
Ａ
常
務
理
事
・
事
務
局
長
が
総
合
司
会
を
務
め
た
（
フ
ォ
ー
ラ

ム
の
詳
細
は
、
平
成
十
二
年
度
に
当
財
団
か
ら
出
版
予
定
）
。

主
催
「
国
際
人
口
開
発
会
議
」
で
も
高
齢
化

問
題
を
認
識
し
、
高
齢
者
の
活
用
な
ど
を
含

め
た
提
言
が
な
さ
れ
て
い
る
。

今
後
途
上
国
政
府
は
、
深
刻
な
高
齢
者
問

題
に
直
面
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
途
上
国

の
多
く
は
知
識
、
財
源
、
制
度
的
な
能
力
が

不
足
し
て
お
り
、
経
験
豊
富
な
日
本
の
指

導
、
ア
ド
バ
イ
ス
は
、
彼
ら
に
と
っ
て
非
常

に
重
要
な
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。

を
越
え
、
ま
ず
日
本
、
つ
い
で
東
ア
ジ
ア
、

ア
ジ
ア
諸
国
、
そ
し
て
南
米
に
移
っ
た
が
、

ア
ジ
ア
に
お
い
て
は
欧
米
諸
国
よ
り
急
速
に

人
口
転
換
が
起
き
て
い
る
。

’
九
九
○
年
、
世
界
人
口
の
七
八
％
が
開

発
途
上
国
に
、
二
二
％
が
先
発
開
発
諸
国
に

住
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
先
発
開
発
諸

国
の
人
口
は
、
西
暦
二
○
三
○
年
に
は
一
四

％
、
二
十
一
世
紀
の
末
に
は
七
％
に
ま
で
落

ち
込
み
、
先
発
開
発
諸
国
（
日
本
を
含
む
）

の
人
口
は
少
数
派
と
な
る
。
つ
ま
り
、
二
○

１Ｊ

･辻



団
塊
の
世
代
の
生
ま
れ
た
当
時
、
日
本
の

出
生
率
（
合
計
特
殊
出
生
率
Ⅱ
女
の
人
が
生

涯
に
持
つ
子
ど
も
数
）
は
四
・
五
人
程
度
で

あ
っ
た
が
、
急
速
に
低
下
し
、
現
在
は
一
・

i騨蕊i鱸i鰯

五
○
年
ま
で
の
人
口
増
加
の
九
七
％
が
、
ア

フ
リ
カ
、
ア
ジ
ア
、
南
米
で
起
こ
る
こ
と
に

な
る
。
そ
の
結
果
、
「
出
生
率
低
下
．
待
て

る
国
一
と
「
人
口
激
増
．
待
た
ざ
る
国
」
と

の
間
、
と
り
わ
け
東
ア
ジ
ア
と
南
ア
ジ
ア
間

の
格
差
が
更
に
広
が
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。人
口
の
規
模
（
大
き
さ
）
と
そ
の
増
加
速

度
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
量
や
環
境
の
ス

ト
レ
ス
な
ど
に
関
連
し
て
お
り
、
重
要
な
環

境
変
化
の
因
子
で
あ
る
。
人
口
と
環
境
の
関

係
が
自
然
の
限
界
を
超
え
れ
ば
、
こ
の
バ
ラ

ン
ス
は
崩
壊
す
る
。

少
子
化
・
高
齢
化
対
策
に
総
合
的
な
視
点
を

小
川
直
宏
日
本
大
学
人
口
研
究
所
次
長

麹
日
本
人
ロ
の
趨
勢
ユ
ェ
ト
｛
」
一
雄

篭
症
１
１
少
子
・
高
齢
化
の
現
状
醤

三
八
人
で
あ
る
。
来
世
紀
、
人
類
史
上
か
つ

て
な
い
高
齢
化
社
会
が
誕
生
す
る
。
出
生
率

低
下
の
最
大
の
理
由
は
、
第
一
子
を
持
た
な

い
こ
と
に
あ
る
。
今
は
生
涯
結
婚
し
な
い

ま
た
、
水
の
安
定
確
保
は
社
会
・
経
済
の

開
発
、
そ
し
て
文
明
の
安
定
に
と
っ
て
不
可

欠
で
あ
る
ｃ
し
か
し
、
富
め
る
国
も
貧
し
い

国
も
持
続
で
き
な
い
方
法
で
水
を
使
用
し
て

お
り
、
十
年
以
内
に
水
が
石
油
に
代
わ
っ

て
、
乏
し
い
貴
重
な
商
品
と
な
り
、
紛
争
と

平
和
構
築
の
中
心
と
な
る
だ
ろ
う
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
人
口
、
環
境
の
問
題
に
つ

い
て
も
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
だ
け
で
な

く
、
世
界
を
つ
な
ぐ
核
心
的
な
メ
ン
バ
ー
と

し
て
、
こ
の
歴
史
的
に
重
要
な
転
換
期
に
日

本
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
の
か
が
課

題
と
な
る
だ
ろ
う
。

liililli1illliiiiiｌｌｉｉｉ

か
、
結
婚
し
て
も
子
ど
も
を
持
た
な
い
か
の

ど
ち
ら
か
で
あ
る
。

日
本
の
高
齢
化
の
問
題
は
、
二
七
○
万
人

生
ま
れ
た
こ
の
団
塊
の
世
代
を
ど
う
や
っ
て

支
え
る
か
と
い
う
点
に
あ
る
。
団
塊
の
世
代

の
人
は
今
の
若
者
と
価
値
観
が
違
う
。
こ
の

価
値
観
の
違
う
今
の
若
者
が
将
来
ど
う
や
っ

て
高
齢
者
を
支
え
て
い
く
の
か
、
価
値
観
の

変
化
を
踏
ま
え
た
高
齢
化
議
論
を
本
格
的
に

す
べ
き
で
あ
る
。

人
口
の
年
齢
構
造
は
、
六
十
五
歳
以
上
が
増

加
し
、
○
’
十
四
歳
の
子
ど
も
が
減
少
す
る
。

六
十
五
歳
以
上
は
、
現
在
二
一
○
○
万
人
ぐ
ら

い
だ
が
、
二
○
二
一
年
に
は
こ
れ
が
今
の
一
一
倍

近
く
の
一
一
一
三
六
○
万
人
ま
で
達
す
る
だ
ろ
う
。

高
齢
化
社
会
を
乗
り
切
る
に
は
、
地
域
に

い
る
老
人
を
小
学
校
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
に
呼

ん
で
、
そ
の
老
人
の
若
い
頃
の
話
や
、
そ
の

地
域
の
話
を
し
て
も
ら
う
な
ど
、
老
人
と
地

域
の
子
供
た
ち
の
問
に
”
連
帯
感
“
を
持
た

せ
る
こ
と
が
必
要
だ
。

女
性
の
寿
命
の
方
が
長
い
た
め
、
高
齢
化

社
会
は
女
性
の
社
会
と
な
る
。
未
世
紀
に
は

八
十
五
歳
以
上
の
高
齢
女
性
が
増
え
る
が
、

彼
女
た
ち
は
独
居
の
可
能
性
が
高
く
、
寝
た

１２
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き
り
や
ボ
ケ
た
場
合
に
誰
が
面
倒
を
見
る
の

か
が
政
策
上
で
問
題
に
な
っ
て
く
る
。
近
年

の
深
刻
な
介
護
者
不
足
に
加
え
、
家
族
の
扶

養
能
力
は
今
後
十
年
間
で
間
違
い
な
く
半
減

す
る
。
こ
こ
で
発
想
の
転
換
を
行
い
、
「
老

人
に
よ
る
、
老
人
の
た
め
の
、
老
人
の
福

祉
」
、
つ
ま
り
若
い
老
人
が
年
を
取
っ
た
老

人
を
支
え
る
よ
う
な
老
人
同
士
の
支
え
合
い

シ
ス
テ
ム
を
考
え
る
べ
き
だ
。

高
齢
化
を
乗
り
切
る
も
う
一
つ
の
方
法

は
、
二
○
○
○
年
に
は
老
人
の
割
合
が
一
七

二
％
に
な
る
。
今
後
六
十
五
歳
以
上
を
高

齢
者
と
考
え
る
の
で
は
な
く
、
年
寄
り
の
方

か
ら
一
七
・
一
％
だ
け
を
老
人
と
呼
ぶ
よ
う

な
社
会
を
作
る
こ
と
だ
。
二
○
二
五
年
に
七

十
三
・
二
歳
を
老
人
と
呼
ぶ
よ
う
な
社
会
を

構
築
で
き
れ
ば
、
日
本
は
ず
っ
と
高
齢
化
率

を
一
七
・
一
％
で
維
持
で
き
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
定
年
制
を
は
じ
め
、
年

金
な
ど
全
シ
ス
テ
ム
を
六
十
五
歳
か
ら
七
十

三
歳
に
シ
フ
ト
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
史

上
初
め
て
十
年
間
で
出
生
力
が
半
減
し
て
高

齢
化
社
会
に
な
る
の
だ
か
ら
、
来
世
紀
、
史

上
初
の
高
齢
化
対
策
が
迫
ら
れ
る
の
は
当
然

の
結
果
で
あ
る
。

現
在
の
先
進
国
に
お
け
る
人
口
の
高
齢
化

は
、
単
に
人
口
の
高
齢
化
に
よ
る
も
の
で
は

な
く
、
若
年
層
の
空
洞
化
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。
将
来
、
人
口
の
ゼ
ロ
成
長
モ
デ
ル
に

そ
っ
て
、
出
生
率
が
世
代
間
の
人
口
維
持
水

準
ま
で
回
復
し
た
と
す
れ
ば
、
短
期
的
に
は

従
属
人
口
す
な
わ
ち
被
扶
養
者
が
増
え
る

が
、
長
期
的
に
は
、
あ
る
程
度
高
齢
化
の
負

担
を
軽
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
移
民
政
策
を
行
う
こ
と
で
、
受
け

入
れ
国
側
で
人
口
の
減
少
が
か
な
り
相
殺
さ

れ
、
脱
若
年
化
を
遅
ら
せ
、
労
働
人
口
の
減

少
や
高
齢
化
を
食
い
止
め
る
こ
と
が
可
能
と

な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
長
期
的
に
は
人
口

の
年
齢
構
造
に
そ
れ
ほ
ど
影
響
が
な
い
と
思

わ
れ
る
。
ま
た
、
文
化
的
に
大
き
く
違
う
外

国
人
が
大
量
に
移
民
と
し
て
入
る
こ
と
で
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
す
で
に
見
ら
れ
て
い
る
よ
う

』
蝋
。

長
寿
に
生
命
と
し
て
の
視
点
を

１
体
薑
則
な
限
界
を
超
え
た
呈
寿
は
避
け
る
べ
き
ｌ

□
パ
ー
ト
・
●
ク
リ
ケ
ッ
ト
人
ロ
・
家
族
研
究
セ
ン
タ
ー
須
譽
所
長

北
欧
に
お
け
る
高
齢
者
対
策

な
社
会
的
な
問
題
も
出
て
く
る
。

近
代
化
を
迎
え
、
革
命
的
に
寿
命
が
延
び

た
。
そ
し
て
、
死
因
が
感
染
症
な
ど
の
外
因

的
な
も
の
か
ら
、
老
衰
と
い
っ
た
内
因
的
な

も
の
に
変
わ
っ
て
き
た
。
現
在
は
医
療
の
進

歩
に
よ
っ
て
、
非
常
に
治
癒
の
難
し
い
病
気

に
か
か
っ
た
場
合
、
痛
み
や
苦
し
み
を
経
験

し
な
が
ら
も
、
な
か
な
か
死
に
き
れ
な
く

な
っ
て
い
る
。
二
十
一
世
紀
に
お
い
て
は
、

そ
の
生
物
的
、
医
学
的
な
進
歩
が
さ
ら
に
見

ら
れ
、
種
と
し
て
の
自
然
の
寿
命
を
超
え

て
、
寿
命
を
延
長
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
る

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
種
と
し
て
あ
る

べ
き
寿
命
を
超
え
、
人
間
と
し
て
の
寿
命
を

自
然
の
限
界
よ
り
延
ば
す
こ
と
に
つ
い
て

は
、
慎
重
に
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
高
齢

に
お
け
る
寿
命
を
さ
ら
に
延
ば
す
こ
と
は
、

生
活
の
質
が
落
ち
る
可
能
性
が
あ
り
、
寿
命

１３



が
延
び
る
こ
と
で
死
へ
の
過
程
に
お
け
る
痛

み
と
望
ま
し
く
な
い
状
況
が
出
て
く
る
。

最
近
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
”
自
助
“
を
柱

に
し
て
、
で
き
る
限
り
多
く
の
人
が
自
分
の

生
活
に
責
任
を
持
つ
よ
う
に
政
策
が
転
換
し

て
き
て
い
る
。
調
査
に
よ
っ
て
も
、
若
い
高

齢
者
な
ら
び
に
超
高
齢
者
も
自
助
を
望
ん
で

い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

高
齢
化
に
は
、
心
理
的
に
も
肉
体
的
に
も

大
き
な
個
体
差
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い

る
今
日
、
画
一
的
な
法
定
早
期
退
職
は
非
合

理
的
で
あ
り
、
考
え
直
す
必
要
が
あ
る
。
健

康
状
況
や
教
育
水
準
の
改
善
や
、
生
物
と
し

て
個
体
差
が
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
退

職
年
齢
や
労
働
参
加
に
つ
い
て
、
よ
り
柔
軟

な
政
策
が
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。

今
後
五
十
年
、
先
進
国
は
高
齢
化
の
波
に

の
ま
れ
、
過
去
の
政
策
や
対
策
を
見
直
す
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。
近
代
化
に
よ
っ
て
女
性

が
社
会
進
出
を
果
た
し
、
介
護
者
と
し
て
の

女
性
に
期
待
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
現
在
、

男
性
も
介
護
に
関
わ
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
ま
た
牡
会
保
障
制
度
も
、
世
帯
間

公
平
を
考
慮
し
た
、
個
人
の
一
生
を
通
じ
て

の
対
策
と
し
て
再
考
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

日
本
の
総
人
口
は
少
子
化
の
影
響
で
百
年

後
に
は
約
六
千
万
人
を
き
り
、
国
家
の
力
と

い
う
点
で
大
き
な
問
題
と
な
る
。
ベ
ビ
ー

ブ
ー
ム
で
、
出
生
率
が
高
い
時
期
も
あ
っ
た

が
、
こ
れ
が
徐
々
に
下
が
り
、
今
や
日
本
の

合
計
特
殊
出
生
率
は
一
・
三
八
と
、
ス
ペ
イ

ン
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
並
に
低
く
な
っ
た
。
合
計

特
殊
出
生
率
が
二
・
○
一
あ
れ
ば
、
そ
の
時

の
人
口
を
維
持
で
き
る
が
、
二
を
割
っ
て
一

・
三
八
で
は
、
人
口
は
ど
ん
ど
ん
減
少
す
る
。

ま
た
高
齢
化
に
つ
い
て
は
、
六
十
五
歳
以

上
の
人
口
比
率
が
七
％
か
ら
一
四
％
に
増
え

る
ま
で
の
時
間
は
、
ア
メ
リ
カ
は
七
十
年
、

鍵繍繍i； 私
た
ち
は
高
齢
化
と
い
う
大
き
な
課
題
に

直
面
し
て
お
り
、
全
く
新
し
い
概
念
に
適
応

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
産
業
諸
国

の
高
齢
化
の
現
象
は
、
次
世
紀
の
半
ば
で

ピ
ー
ク
に
至
り
、
政
策
的
に
今
後
も
主
要
な

積
極
的
な
政
策
と
予
算
確
保
に
全
力

少
子
・
高
齢
化
は
国
家
を
ど
（
銭

中
山
太
郎
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
理
事
長

イ
ギ
リ
ス
は
四
十
七
年
、
ド
イ
ツ
は
四
十

年
、
フ
ラ
ン
ス
は
百
二
十
八
年
だ
が
、
日
本

は
わ
ず
か
二
十
四
年
と
、
欧
米
と
比
べ
て
か

な
り
急
速
に
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。

高
齢
者
の
増
加
は
、
医
療
費
の
増
加
を
も

た
ら
す
。
つ
ま
り
、
老
人
福
祉
に
関
す
る
支

出
は
大
き
く
な
り
、
本
人
と
国
民
全
体
が
負

担
す
る
金
額
が
増
え
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

少
子
・
高
齢
化
に
併
せ
て
、
今
世
界
で
一

番
大
き
な
問
題
で
あ
る
国
際
化
、
グ
ロ
ー
バ

ル
化
に
よ
っ
て
、
日
本
の
国
内
産
業
の
構
造

は
大
き
く
変
わ
る
。
今
後
サ
ー
ビ
ス
産
業
が

強
く
な
り
、
例
え
ば
宅
配
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の

課
題
と
な
り
続
け
る
。
家
族
制
度
や
経
済
の

変
化
な
ど
大
き
な
社
会
的
な
流
れ
を
ふ
ま
え

て
、
現
行
の
シ
ス
テ
ム
を
さ
ら
に
効
果
的
に

し
、
長
期
に
持
続
で
き
る
も
の
に
す
る
改
善

の
余
地
は
残
っ
て
い
る
。

I‘
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大阪国際フォーラム開く

熱心に講演に耳をかたむける参加者

個
人
へ
の
サ
ー
ビ
ス
や
、
寝

た
き
り
老
人
へ
訪
問
サ
ー
ビ

ス
な
ど
の
医
療
・
健
康
関
連

の
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
、
第
四

次
産
業
が
成
長
す
る
。
ま
た

新
し
い
産
業
と
し
て
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
に
代
表
さ

れ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
産
業
も

登
場
す
る
。
こ
れ
は
労
働
生

産
力
の
向
上
に
大
き
く
貢
献

す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
肝
心
の

十
五
歳
か
ら
六
十
歳
ぐ
ら
い

ま
で
の
労
働
人
口
が
徐
々
に

減
少
し
、
団
塊
の
世
代
が
六

十
歳
の
定
年
年
齢
を
迎
え
る

二
○
’
○
年
頃
か
ら
、
深
刻

な
労
働
力
不
足
が
起
こ
っ
て

く
る
。
よ
っ
て
女
性
の
労
働

参
加
は
不
可
欠
で
、
女
性
が

男
性
と
一
緒
に
働
け
る
社
会

を
構
築
し
、
特
に
大
都
市
に

お
い
て
は
、
女
性
た
ち
が
社

会
活
動
を
し
や
す
い
よ
う
に

ｌ
例
え
ば
、
時
間
外
保

育
、
育
児
休
業
中
の
所
得
の
改
善
な
ど
ｌ

今
の
社
会
で
欠
落
し
て
い
る
部
分
を
政
治

の
力
で
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

少
子
化
対
策
と
し
て
、
母
親
の
負
担
を
軽

く
し
、
女
性
が
働
き
や
す
い
環
境
作
り
を
行

う
の
と
同
時
に
、
不
妊
治
療
の
費
用
が
保
険

適
用
と
な
る
よ
う
、
現
在
予
算
の
確
保
に
努

力
し
て
い
る
。
ま
た
、
児
童
手
当
の
支
給
対

象
年
限
の
引
き
あ
げ
、
駅
前
保
育
所
・
託
児

所
の
整
備
、
子
ど
も
に
関
す
る
役
所
の
管
理

の
一
本
化
、
教
育
減
税
の
実
施
な
ど
、
様
々

な
政
策
が
こ
の
国
会
で
も
議
論
さ
れ
て
い

る
。高
齢
者
に
対
す
る
政
策
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の

高
齢
者
の
健
康
、
｜
雇
用
状
況
に
応
じ
て
、
必

要
の
な
い
人
に
は
支
給
し
な
い
こ
と
が
必
要

に
な
っ
て
く
る
と
思
う
。
働
け
る
能
力
の
あ

る
人
た
ち
は
、
各
自
が
そ
れ
に
応
じ
て
、
自

治
体
が
行
う
サ
ー
ビ
ス
と
個
人
の
生
き
方
の

中
で
、
ど
の
よ
う
な
選
択
を
す
る
か
が
非
常

に
大
切
で
あ
る
。

１５



「
少
子
・
高
齢
化
を
ど
う
乗
り
切
る
か
」

と
題
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
、

パ
ネ
リ
ス
ト
に
Ｍ
・
ニ
ザ
ム
デ
ィ
ン
Ｕ
Ｎ
Ｆ

Ｐ
Ａ
技
術
政
策
部
長
を
迎
え
、
趙
利
済
・
東

西
セ
ン
タ
ー
上
級
顧
問
の
司
会
で
進
め
ら
れ

た
。そ
の
中
で
小
川
教
授
は
「
人
口
問
題
は
、

常
に
南
北
問
題
が
絡
ん
で
い
る
。
高
齢
化
問

題
に
直
面
す
る
北
の
先
進
国
は
、
人
口
爆
発

国
務
大
臣
・
環
境
庁
長
官

清
水
嘉
与
子
・
本
財
団
理
事
が
環
境
庁
長
官
に

ジ
ョ
ン
途
上
国
の
高
齢

に
苦
し
む
南
に
対
す
る
援
助
が
困
難
に
な

り
、
そ
の
結
果
、
新
た
な
次
元
の
南
北
問
題

が
生
ま
れ
て
い
る
」
と
発
言
。
Ｍ
・
ニ
ザ
ム

デ
ィ
ン
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
技
術
政
策
部
長
は
、

「
先
進
国
の
高
齢
化
も
深
刻
だ
が
、
発
展
途

上
国
で
は
膨
大
な
人
口
が
経
済
発
展
も
な
く

高
齢
化
を
始
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
国
の
状

況
は
、
社
会
的
基
盤
も
資
源
も
乏
し
い
だ
け

に
、
よ
り
深
刻
で
悲
劇
的
で
あ
る
一
と
指
摘

【ロ無倒鱗聿鋼蝿

蕊清
水
嘉
与
子
参
議
院
議
員

|蕊；蕊ｉｉ繍蕊

し
た
。

引
き
続
い
て
行
わ
れ
た
質
疑
応
答
で
は
、

聴
衆
の
「
高
齢
者
を
社
会
的
負
担
と
み
な
す

か
、
資
産
と
み
な
す
の
か
？
」
と
の
質
問
に

対
し
、
中
山
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
理
事
長
は
「
健
康
な

老
人
は
社
会
的
資
産
で
あ
り
、
不
健
康
な
老

人
は
、
社
会
的
に
保
護
を
受
け
る
負
の
資

産
。
元
気
に
働
く
人
々
が
働
け
な
い
高
齢
者

を
負
担
す
る
相
互
シ
ス
テ
ム
を
作
る
必
要
が

あ
る
」
と
答
え
た
。

最
後
に
趙
博
士
が
総
括
を
行
い
、
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
閉
会
し
た
。
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ナ
フ
ィ
ス
・
サ
デ
ィ
ッ
ク
国
連
人
口
基
金
・
事
務
局
長
に
、
十
月

五
日
、
日
本
大
学
か
ら
、
女
性
で
初
め
て
の
経
済
学
博
士
号
が
授
与

さ
れ
た
。

地
球
規
模
の
人
口
と
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
活
動
へ
の
貢

献
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

授
与
式
に
は
、
Ｔ
・
ハ
ツ
サ
ン
・
パ
キ
ス
タ
ン
大
使
は
じ
め
二
百

本
協
会
理
事
で
、
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
・
事
務
局
長
の
清

水
嘉
与
子
・
参
議
院
議
員
（
自
民
）
が
、
小
渕
第
二
次
改
造
内
閣
の

国
務
大
臣
・
環
境
庁
長
官
と
し
て
入
閣
し
た
。

清
水
長
官
は
、
東
京
都
生
ま
れ
、
東
京
大
学
医
学
部
衛
生
看
護
学

科
を
卒
業
の
後
、
関
東
逓
信
病
院
看
護
婦
長
、
厚
生
省
看
護
課
長
を

歴
任
し
、
参
議
院
議
員
に
当
選
。
労
働
政
務
次
官
、
党
参
院
政
策
審

ｌ
女
性
で
は
初
め
て
Ｉ

サ
デ
ィ
ッ
ク
国
連
人
ロ
基
金
事
務
局
長
に
曰
大
が
博
士
号

Ｃも

名
が
出
席
、
安
藤
博
文
・
同
基
金
次
長
、
黒
田
俊
夫
・
日
本
大
学
人

口
研
究
所
名
誉
所
長
ら
が
祝
辞
を
述
べ
同
女
史
を
祝
福
し
た
。

サ
デ
ィ
ッ
ク
事
務
局
長
は
、
昭
和
四
十
六
年
か
ら
国
連
人
口
基
金

に
勤
務
、
昭
和
五
十
二
年
に
事
務
局
長
補
、
同
六
十
二
年
に
女
性
で

は
国
連
史
上
初
め
て
事
務
局
長
に
就
任
。
平
成
六
年
に
カ
イ
ロ
で
の

国
際
人
口
開
発
会
議
（
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
）
を
成
功
に
導
い
た
。

議
会
筆
頭
副
会
長
、
文
教
委
員
長
な
ど
を
歴
任
。
当
選
二
回
。

人
口
分
野
で
は
、
人
口
懇
事
務
局
長
と
し
て
ア
ジ
ア
諸
国
の
人
口

・
開
発
事
情
視
察
議
員
団
に
参
加
ｐ
人
口
と
開
発
分
野
で
活
躍
し
て

き
た
が
、
今
回
の
入
閣
は
人
口
問
題
と
密
接
に
関
係
す
る
所
管
大
臣

だ
け
に
、
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

ナ
フ
ィ
ス
・
サ
デ
ィ
ッ
ク
事
務
局
長

ざ
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人
ロ
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ

Ｄ
）
の
大
会
が
新
潟
市
で
十
月
三
・
四
の
両
日
、
国
際
人
ロ
問
題

議
員
懇
談
会
（
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
）
共
催
、
国
連
人
口
基
金
、
新
潟
県
、

財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
ロ
・
開
発
協
会
の
後
援
で
開
催
さ
れ
た
。

大
会
に
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
、
中
国
、
フ
ィ
ジ
ー
、
イ
ン
ド
、
イ
ラ
ン
、
日
本
、
カ
ザ
フ

ス
タ
ン
、
キ
ル
ギ
ス
タ
ン
、
ラ
オ
ス
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
モ
ン
ゴ

ル
、
ネ
パ
ー
ル
、
パ
プ
ア
・
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
パ
キ
ス
タ
ン
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ロ
シ
ア
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
、
タ

イ
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
、
ベ
ト
ナ
ム
の
二
十
六
カ
国
が
ア
ジ
ア
・

太
平
洋
地
域
か
ら
参
加
し
た
。
ま
た
、
人
ロ
と
開
発
に
関
す
る
ア

フ
リ
カ
・
ア
ラ
ブ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ｆ
Ａ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
）
を
代
表
し

て
ガ
ー
ナ
と
ザ
ン
ビ
ア
か
ら
国
会
議
員
が
参
加
、
国
連
大
学
（
Ｕ

Ｎ
Ｕ
）
、
国
連
食
糧
農
業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
、
国
際
家
族
計
画
連
盟

も
出
席
し
た
。
国
会
議
員
九
十
八
名
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
を
含
め
る

と
総
計
約
百
七
十
名
に
よ
る
大
会
と
な
っ
た
。

今
回
の
大
会
は
、
千
年
紀
最
後
で
あ
り
二
千
年
紀
に
お
け
る
ア

ア
ジ
ア
地
域
で
開
催
を

国
際
人
ロ
開
発
会
議

１８
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第６回ＡＦＰＰＤ大会一新潟で開く

ＡＦＰＰＤ第６回大会プログラム

■1999年10月４日（月）

午前

開会式

歓迎挨拶：桜井新・ＡＦＰＰＤ議長

活動報告：プラゾップ・ラタナコーンＡＦＰＰＤ事務総長

開会挨拶：伊藤宗一郎・衆議院議長

挨拶：中山太郎・ＪＰＦＰ会長

基調講演：ナフィス・サディックＵＮＦＰＡ事務局長

セッションＩ2000年期におけるアジア太平洋の人口

一アジアにおける社会・経済的影響一

議長：プラソップ・ラタナコーン上院議員（タイ）

講演：黒田俊夫日本大学人口研究所名誉所長

午後

セッションⅡ２１世紀の食料安全保障・水・環境

護長：エディス・ヨトコ・ビラヌエヴァ議員（フィリピン）

講演：①レスター・ブラウンワールドウオッチ研究所所長
②辻井博京都大学教授

セッションⅢ次の３年の人口とりプロダクティブ・ヘルス問題に対する

資源動員

議長：レオ・スミス議員（フィジー）

講演：①インガー・ブリュッゲマンＩＰＰＦ事務局長

②ジーン・オーガスティン議員（カナダ）
起草委員会

ジ
ア
の
人
口
と
開
発
に
関
す
る
戦
略
を
討
議
す
る
記
念
す
べ
き
大

会
と
な
る
こ
と
か
ら
、
次
の
千
年
に
お
け
る
ア
ジ
ア
の
人
口
を

テ
ー
マ
と
し
た
協
議
も
行
い
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
の
次
の
世
紀
に
向
け

た
戦
略
を
討
議
し
た
。
こ
の
内
容
は
、
「
新
潟
宣
一
一
一
一
百
」
と
し
て
纒

テ
ー
マ
と
し
た
協
議
も
行
い
、

た
戦
略
を
討
議
し
た
。
こ
の

め
ら
れ
、
採
択
さ
れ
た
。

■1999年10月５日（火）

午前

セッションⅣアジアにおける男女平等と議員の役割

パネルディスカッション

議長：ジョカペシ・コロイ上院議員（フィジー）

識演：①パトリシア.Ｍ・サレナス議員（フィリピン）

②レチン・ナランゲレル議員（モンゴル）

ＡＦＰＰＤ総会

議長報告

事務総長報告

財務報告

午後

人口と開発に関する国内委員会からの活動報告

議長：コリン・ホリス議員（オーストラリア）

ニュージーランド、オーストラリア・バングラディッシュ・中国

・フィジー・インド・日本・韓国・キルギス・マレーシア・モン

ゴル・ネパール・パキスタン・フィリピン・スリランカ・タイ・

ベトナム

ＡＦＰＰＤ役員選挙

ＡＦＰＰＤ新潟宣言の採択

閉会式

桜井新ＡＦＰＰＤ議長挨拶

上田秀明外務省総合外交政策局国際社会協力部長挨拶

シフ・カレＡＦＰＰＤ事務局長感謝の言葉

新
潟
は
佐
藤
隆
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
の
初
代
議
長
、
お
よ
び
桜
井
新
現

議
長
の
ふ
る
さ
と
で
あ
り
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
の
揺
篭
の
地
で
も
あ

る
。
こ
れ
ま
で
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
大
会
は
、
イ
ン
ド
、
中
国
、
タ
イ
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
開
催
さ
れ
て
き
た
。

■1999年１０月６日（水）

終日佐渡島で特別養護老人ホーム等を視察・解散
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①
人
口
問
題
が
地
球
環
境
に
大
き
な
影
響

を
与
え
る
こ
と
、
②
現
在
、
世
界
の
人
口
問

題
が
多
様
な
様
相
を
示
し
て
い
る
こ
と
、
③

思
春
期
の
若
者
が
空
前
の
規
模
に
達
し
て
い

る
こ
と
な
ど
を
挙
げ
、
大
会
の
盛
会
と
成
功

を
期
待
す
る
と
挨
拶
を
行
っ
た
。

桜
井
議
長
が
再
選
、
キ
ル
ギ
ス
タ
ン
と

フ
ィ
リ
ピ
ン
が
新
役
員
に

大
会
で
は
、
一
一
○
○
一
一
年
の
大
会
ま
で
の
に
は
張
懐
西
全
人
代
常
任
委
員
会
委
員
（
中

役
員
改
選
を
行
い
、
議
長
に
桜
井
新
・
衆
議
国
）
、
ア
ペ
ー
ー
サ
・
ク
リ
サ
キ
ラ
（
ブ
イ

院
議
員
、
事
務
総
長
に
プ
ラ
ソ
ッ
プ
・
ラ
タ
ジ
ー
）
、
イ
ン
ド
、
コ
リ
ン
ホ
リ
ス
議
員

ナ
コ
ー
ン
上
院
議
員
（
タ
イ
国
）
が
再
選
さ
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）
が
、
財
務
担
当
に
グ

れ
、
副
事
務
総
長
に
は
ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
ム
エ
ン
・
テ
ィ
・
タ
ン
（
ベ
ト
ナ
ム
）
が
そ
れ

ロ
ッ
ク
・
ハ
ジ
・
ア
ワ
ン
・
ダ
ミ
ッ
ト
議
員
ぞ
れ
再
選
さ
れ
た
。

（
マ
レ
ー
シ
ア
）
が
選
出
さ
れ
た
。
副
議
長
今
回
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
憲
章
の
改
定
が
行
わ

院
議
長

』曰）

今
世
紀
は
か
っ
て
な
い
ほ
ど
の
争
い
の
世

紀
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
わ
ず
か
百
年
の
間

に
十
六
億
五
千
万
人
の
人
口
が
六
○
億
を
越

え
た
。
地
球
の
人
口
扶
養
力
に
は
限
界
が
あ

り
、
人
口
増
加
を
無
条
件
に
続
け
る
わ
け
に

は
い
か
な
い
。
そ
の
人
口
増
加
の
抑
制
が
飢

挨■■■口拶

長期的視点と整合

性持つものに食料

貿易ルール

蛾
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
の
か
、
リ
プ
ロ
ダ

ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
の
普
及
に
よ
っ
て
な

さ
れ
る
の
か
は
、
今
の
行
動
に
か
か
っ
て

い
る
。

Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
が
創
設
さ
れ
た
一
九
八
一

年
と
現
在
で
は
、
世
界
の
人
口
増
加
率
が

れ
役
員
会
の
メ
ン
バ
ー
が
二
名
増
員
さ
れ

た
。
新
役
員
に
ジ
ャ
ム
ギ
ル
ベ
ッ
ク
・
ポ
コ

シ
ョ
フ
（
キ
ル
ギ
ス
タ
ン
）
と
ネ
レ
ウ
ス
・

ア
コ
ス
タ
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）
が
選
出
さ
れ

た
。
イ
ン
ド
は
、
選
挙
中
で
あ
り
、
役
員
を

決
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
選
挙

後
に
イ
ン
ド
国
内
で
副
議
長
候
補
の
互
選
を

行
い
、
議
長
を
通
じ
て
、
運
営
委
員
会
で
承

認
す
る
と
い
う
形
で
、
大
会
の
了
承
を
得

た
。

桜井

新
糠

ＡＦＰＰＤ
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第６回ＡＦＰＰＤ大会一新潟で開く

一
一
％
～
一
・
三
％
へ
と
低
下
し
た
。
こ
の
変

化
は
人
々
の
意
識
変
革
と
努
力
に
よ
っ
て
達

成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
一
九
八
四
年
の
国

連
人
口
会
議
（
メ
キ
シ
コ
会
議
）
、
一
九
九

四
年
の
国
際
人
口
開
発
会
議
（
カ
イ
ロ
会

議
）
が
果
た
し
た
役
割
は
大
き
い
。
特
に
一

九
九
四
年
の
カ
イ
ロ
会
議
で
人
口
問
題
の
パ

ラ
ダ
イ
ム
転
換
が
行
わ
れ
、
人
口
問
題
に
取

り
組
む
具
体
的
な
方
法
で
あ
る
行
動
計
画
が

纏
め
ら
れ
た
意
義
は
極
め
て
大
き
い
。
こ
の

カ
イ
ロ
会
議
で
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
、

行
動
計
画
起
草
の
原
動
力
と
な
っ
た
の
が
国

連
人
口
基
金
（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
）
の
ナ
フ
ィ
ス

・
サ
デ
ィ
ッ
ク
事
務
局
長
で
あ
る
。

Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
の
活
動
は
一
九
九
四
年
以

降
、
ア
ジ
ア
域
内
に
と
ど
ま
ら
ず
世
界
的
に

拡
大
し
、
国
際
会
議
を
開
催
し
、
政
府
間
会

議
に
対
し
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
提
言
を
行
っ

た
。
こ
れ
ら
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
醸
成
に
寄

与
し
得
た
こ
と
を
誇
り
に
思
う
。
さ
ら
に
、

国
連
人
口
基
金
で
国
会
議
員
活
動
を
支
援
し

て
き
た
安
藤
次
長
の
努
力
に
感
謝
し
た
い
。

国
際
化
の
進
展
の
中
で
、
国
際
協
定
や
条

約
が
重
要
性
を
持
っ
て
い
る
。
特
に
食
料
貿

易
な
ど
の
ル
ー
ル
が
、
人
口
問
題
の
よ
う
な

長
期
的
な
視
点
と
整
合
性
を
持
っ
た
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
年
二
月
に
Ｉ
Ｃ
Ｐ

Ｄ
評
価
活
動
の
一
環
と
し
て
オ
ラ
ン
ダ
の

ハ
ー
グ
で
開
か
れ
た
国
際
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
ハ
ー
グ
宣
言
の
精
神
が
、
国
連
総
会
文
書

に
反
映
さ
れ
た
こ
と
を
、
参
加
者
に
感
謝
し

た
い
。

狭
く
な
っ
た
地
球
の
中
で
人
類
が
初
め
て

「
人
類
」
と
い
う
概
念
を
机
上
の
も
の
と
し

て
で
は
な
く
具
体
的
に
理
解
し
始
め
た
。
後

世
の
歴
史
家
に
二
十
世
紀
を
「
人
類
が
か
っ

て
な
い
ほ
ど
の
危
機
に
直
面
し
た
争
い
と
混

乱
の
世
紀
で
あ
り
、
人
類
が
地
球
の
限
界
に

一
九
八
一
年
の
設
立
以
来
の
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ

の
活
動
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
南
北
ア
メ
リ
カ
と

-ﾛｰｰｰ△ﾛ二’‐-.-----~1１１~弓＝--1-
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ＡＦＰＰＤの過去

３年間の活動につ

いて

直
面
し
た
世
紀
だ
。
し
か
し
、
人
類
は
そ

の
混
乱
と
争
い
の
中
か
ら
叡
智
を
持
っ
て

人
類
共
通
の
利
益
を
理
解
し
、
共
栄
で
き

る
社
会
を
築
き
始
め
た
世
紀
で
あ
る
」
と

言
わ
せ
よ
う
。

国
会
議
員
は
、
人
間
が
人
間
ら
し
く
尊

厳
を
も
っ
て
生
き
る
こ
と
の
で
き
る
社
会

を
作
る
た
め
に
働
い
て
い
る
。
そ
し
て
希

望
に
あ
ふ
れ
た
社
会
を
作
る
こ
と
が
私
た

ち
の
使
命
で
あ
る
。
皆
様
と
手
を
つ
な

ぎ
、
国
会
議
員
活
動
を
活
性
化
さ
せ
る
こ

と
で
人
口
問
題
の
解
決
と
持
続
可
能
な
開

発
の
達
成
に
向
け
た
私
た
ち
の
政
治
的
な

意
志
を
実
現
さ
せ
よ
う
。

カ
リ
ブ
海
、
そ
し
て
ア
フ
リ
カ
・
ア
ラ
ブ

の
国
会
議
員
活
動
に
大
き
な
影
響
を
与
え

プラソップ･ラタナコーン

ＡＦＰＰＤ事務総長
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今
回
の
大
会
は
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
、
国
際
人
口

問
題
議
員
懇
談
会
、
財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
口

・
開
発
協
会
に
と
っ
て
特
別
な
意
義
を
も
つ

会
議
で
あ
る
。
世
界
最
初
の
人
口
問
題
に
関

す
る
超
党
派
議
連
で
あ
る
国
際
人
口
問
題
議

員
懇
談
会
の
活
動
の
中
か
ら
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
が

生
ま
れ
、
両
者
は
特
に
密
接
な
関
係
を
も
っ

て
い
る
。

地
球
環
境
が
人
類
の
活
動
に
よ
っ
て
限
界

に
き
て
い
る
。
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め

た
。
ま
た
一
九
九
○
年
に
タ
イ
の
バ
ン
コ
ク

に
常
設
事
務
局
が
で
き
て
か
ら
の
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ

Ｄ
活
動
の
発
展
を
誇
り
に
思
っ
て
い
る
。
現

在
で
は
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
ほ
と
ん
ど
の

国
が
人
口
と
開
発
に
関
す
る
国
会
議
員
国
内

挨皿二lfILJ拶

一人一人が変われ

ば世界は変わる

に
は
、
国
会
議
員
同
士
が
人
類
の
未
来
の
た

め
に
を
携
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

日
本
の
少
子
・
高
齢
化
問
題
は
深
刻
で
、
今

の
ま
ま
で
い
け
ば
日
本
の
社
会
が
、
近
い
将

来
、
高
齢
者
を
支
え
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

る
。
急
速
な
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、

活
力
あ
る
国
創
り
を
進
め
る
た
め
に
も
、
子

供
を
産
み
た
い
人
が
子
供
を
持
て
る
よ
う
な

社
会
づ
く
り
を
急
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

人
口
問
題
を
解
決
し
持
続
可
能
な
開
発
を

委
員
会
を
も
つ
に
い
た
っ
て
い
る
。

一
九
九
九
年
の
活
動
は
、
地
域
会
議
だ
け

で
も
、
モ
ン
ゴ
ル
で
極
東
ア
ジ
ア
お
よ
び
Ｃ

Ｉ
Ｓ
諸
国
会
議
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
会
議
、
ス
リ
ラ
ン
カ
で
南
ア
ジ
ア
会
議
を

中山太 郎

国際人ロ問題議員懇談会会長

い
。
”
世
界
を
変
え
る
と
い
う
こ
と
は

方
も
な
く
大
変
な
こ
と
の
よ
う
に
思
え

が
、
｜
人
一
人
が
変
わ
れ
ば
世
界
は
変

る
”
・
国
会
議
員
と
し
て
の
も
て
る
能

を
活
用
し
な
が
ら
、
子
供
た
ち
の
未
来

禍
根
を
残
さ
な
い
よ
う
、
果
敢
に
取
り

も
う
。

動
様
式
を
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

実
現
す
る
た
め
に
は
、
人
々
の
意
識
、

開
催
し
た
。
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
は
次
の
世
紀
に

向
け
て
さ
ら
に
数
多
く
活
動
を
予
定
し
て

お
り
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
お
よ
び
Ｃ

Ｉ
Ｓ
諸
国
の
国
会
議
長
会
議
を
開
催
す
る

予
定
で
あ
る
。

組に力わる途
ノーー

イ丁
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第６回ＡＦＰＰＤ大会一新潟で開く

本
年
二
月
に
開
催
さ
れ
た
ハ
ー
グ
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
経
て
、
七
月
に
は
第
二
十
一
回
国
連

特
別
総
会
が
開
か
れ
、
総
会
決
議
と
し
て
、

Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
の
完
全
実
施
の
た
め
の
行
動
を
促

す
文
書
を
採
択
し
た
。
ナ
フ
ィ
ス
・
サ

デ
ィ
ッ
ク
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
事
務
局
長
は
こ
の
Ｉ

Ｃ
Ｐ
Ｄ
か
ら
五
年
の
評
価
を
踏
ま
え
て
講
演

を
行
っ
た
。

今
回
の
一
連
の
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
評
価
活
動
の
中

で
人
口
、
食
料
安
全
保
障
、
持
続
可
能
な
開

発
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
と
ラ
イ

ッ
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
人
口
、
人
口
の
年
齢
構

造
な
ど
主
要
な
分
野
で
進
展
が
あ
っ
た
。
次

の
十
年
間
の
人
口
政
策
の
如
何
に
よ
っ
て
世

界
的
に
見
た
場
合
の
将
来
の
食
料
需
要
を
満

;'1.-Ｗﾄ

ﾒ『八《Ｌ

{｣j『
K'１１

ｌＣＰＤ行動計画

の完全実施には資

金が不足

た
せ
る
か
ど
う
か
が
決
ま
る
。
女
性
の
エ
ン

パ
ワ
ー
メ
ン
ト
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
最

貧
困
の
人
口
が
貧
困
か
ら
抜
け
出
す
こ
と
で

世
界
の
人
口
増
加
は
緩
慢
に
な
り
安
定
す

る
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
今
年
の
夏
開
か
れ
た
人

口
特
別
総
会
で
は
、
世
界
の
認
識
を
啓
発
す

る
た
め
の
開
か
れ
た
議
論
お
よ
び
各
国
か
ら

提
出
さ
れ
た
五
年
間
の
進
展
を
協
議
す
る
と

い
う
二
つ
の
方
法
で
議
論
が
行
わ
れ
た
。
こ

の
人
口
特
別
総
会
で
は
女
性
や
女
児
の
非
識

字
率
の
低
減
、
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
ヘ
ル
ス
ヶ

ア
、
家
族
計
画
、
産
科
ケ
ア
、
妊
娠
出
産
に

伴
う
病
気
や
性
行
為
感
染
症
、
出
産
へ
の
熟

練
し
た
介
添
え
人
の
立
ち
会
い
率
、
家
族
計

翻霊l鍵i：

鑿:護議議i蕊鐸議事

ナフィス･サディック

ＵＮＦＰＡ事務局長

画
希
望
率
と
利
用
率
の
ギ
ャ
ッ
プ
、
青
年

人
口
の
増
大
に
伴
い
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ

の
予
防
方
法
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
な
ど
に
関
し
て
、
い
く
つ
か
の
分
野

に
お
い
て
は
そ
の
進
展
を
図
る
指
標
の
設

定
を
行
う
こ
と
が
望
ま
れ
、
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
行

動
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
強
く

求
め
ら
れ
た
。

Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
行
動
計
画
を
完
全
実
施
す
る

た
め
の
資
金
が
不
足
し
て
い
る
。
政
府
開

発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
に
国
民
総
生
産
（
Ｇ

Ｎ
Ｐ
）
の
○
・
七
％
を
向
け
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
総

額
の
四
・
五
’
五
％
を
人
口
お
よ
び
リ
プ

ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
分
野
に
向
け
る

と
い
う
公
約
さ
れ
た
目
標
を
達
成
し
、
日

本
の
国
会
議
員
が
日
本
政
府
に
対
し
人
口

と
開
発
分
野
で
こ
れ
ま
で
以
上
に
活
発
な

役
割
を
に
な
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
働
き

か
け
て
ほ
し
い
。

世
界
人
口
が
六
○
億
人
を
突
破
し
た
。

国
会
議
員
が
必
要
な
資
金
を
満
た
す
た
め

に
い
っ
そ
う
の
努
力
を
行
っ
て
欲
し
い
。

詔



Ｉ
霊

一顯露露墨騒罰
現
在
世
界
人
口
は
、
長
期
的
な
視
点
か
ら

見
る
と
人
口
爆
発
の
只
中
に
い
る
。
毎
年
七

八
○
○
万
人
も
の
人
口
が
増
え
続
け
て
い

る
。
そ
の
中
で
こ
れ
か
ら
再
生
産
活
動
を
行

う
思
春
期
人
口
が
一
○
億
人
も
お
り
、
現
在

の
対
応
が
、
地
球
の
将
来
を
決
め
る
。
同
時

に
高
齢
化
も
進
展
し
て
お
り
、
国
連
の
中
位

推
計
に
従
え
ば
、
一
九
九
五
年
に
お
い
て
一

名
の
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
人
口
を
十
一
名

曲
一
一
一
○
○
○
年
期
に
お
け
る
ア
ジ
ア
太
平
洋

シ
Ｉ
の
人
ロ
ー
ァ
ジ
ァ
に
お
け
る
社
会
纒
富
ィ

物一
ン
パ
ク
ト

議
長
“
プ
ラ
ソ
ッ
プ
・
ラ
タ
ナ
コ
ー
ン
事
務
総
長

講
演
窪
黒
田
俊
夫
日
本
大
学
人
ロ
研
究
所
名
誉
所
長

現
在
の
対
応
が
地
球
の
将
来
を
決
め
る

黒田俊夫日本大学

人ロ研究所名誉所長

の
経
済
活
動
年
齢
人
口
が
支
え
て
い
た
が
、

二
○
五
○
年
に
は
四
名
で
一
名
の
高
齢
者
を

支
え
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。

ア
ジ
ア
に
目
を
転
じ
る
と
、
ア
ジ
ア
の
人

口
密
度
は
一
九
九
五
年
の
時
点
で
一
平
方
キ

ロ
あ
た
り
一
一
○
名
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
三

二
名
、
ア
フ
リ
カ
の
一
一
三
名
に
比
べ
て
人
口

密
度
が
高
い
こ
と
が
特
色
で
あ
る
。
そ
れ
が

国
連
の
中
位
推
計
で
世
界
人
口
増
加
が
停
止

す
る
と
考
え
ら
れ
る
、
二
一
五
○
年
に
は
、

世
界
人
口
百
八
億
人
の
う
ち
、
ア
ジ
ア
の
人

口
は
六
○
億
人
を
占
め
、
そ
の
人
口
密
度
は

一
平
方
キ
ロ
あ
た
り
二
百
名
に
も
上
る
。
耕

地
減
少
や
、
環
境
破
壊
、
淡
水
資
源
の
不
足

の
現
状
は
ま
す
ま
す
厳
し
さ
を
増
し
て
お

２‘



第６回ＡＦＰＰＤ大会一新潟で開く

或一シⅡ
別
世
紀
の
食
料
安
全
保
障
・
水
・
環
境

物一

歴Ⅲ側Ｗの菖莚と耕地の減少と地下水位

レ
ス
タ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン
所
長
は
二
十
一
世

紀
に
そ
の
解
決
が
迫
ら
れ
る
問
題
を
三
つ
挙

げ
た
。

①
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
蔓
延
、
②
一
人

り
、
こ
の
ま
ま
で
は
人
口
安
定
す
る
ま
で
こ

の
地
球
社
会
が
持
た
な
い
だ
ろ
う
。

現
在
の
政
策
決
定
が
未
来
の
人
口
の
生
活

の
質
、
生
活
水
準
に
劇
的
な
影
響
を
与
え
る

レスター･ブラウン

ワールドウォッチiH究所所長
当
た
り
耕
地
の
減
少
、
③
地
下
水
位
の
低
下

で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
新
し
く
生
じ

た
問
題
か
予
測
で
き
な
か
っ
た
問
題
で
あ
る
。

Ｈ
ｌ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
蔓
延
に
つ
い
て
、

二
○
五
○
年
の
人
口
推
計
が
か
つ
て
九
十
四

億
人
と
予
測
さ
れ
て
い
た
も
の
が
八
十
九
億

人
へ
と
五
億
人
減
少
し
た
こ
と
を
挙
げ
、
こ

の
主
因
は
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

サ
ハ
ラ
以
南
の
ア
フ
リ
カ
で
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ

Ｉ
Ｄ
Ｓ
は
深
刻
な
状
況
に
な
っ
て
お
り
、
ジ

と
い
う
観
点
か
ら
、
参
加
し
た
国
会
議
員

は
、
未
来
を
決
定
づ
け
る
重
要
性
を
持
つ
人

口
問
題
に
対
し
、
そ
の
解
決
の
た
め
に
指
導

的
な
役
割
を
担
っ
て
欲
し
い
。

ン
バ
ブ
エ
で
は
二
○
一
○
年
の
平
均
余
命
が

六
十
一
歳
と
予
測
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
Ｈ

Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
影
響
で
三
十
九
歳
に
ま

で
低
下
し
た
。
多
く
の
途
上
国
は
、
人
口
増

加
の
続
く
中
で
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
へ
向
け

た
対
策
費
の
増
加
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
と
指
摘
し
た
。

次
に
、
一
人
当
た
り
耕
地
の
減
少
に
つ
い

て
。
そ
の
主
な
原
因
は
、
人
口
増
加
、
生
活

水
準
の
向
上
、
消
費
パ
タ
ー
ン
の
変
化
、
耕

地
の
喪
失
な
ど
に
よ
る
。
地
域
に
よ
っ
て

は
、
か
つ
て
な
い
ほ
ど
膨
れ
上
が
っ
た
人
口

に
よ
っ
て
限
ら
れ
た
耕
地
が
分
割
さ
れ
た
結

果
、
農
民
が
自
分
で
食
べ
る
も
の
を
も
賄
え

な
い
ほ
ど
耕
地
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
。
ま
た
、
生
活
水
準
の
向
上
は
、
食
物

連
鎖
の
上
位
の
食
料
（
Ⅱ
肉
な
ど
）
の
摂
取

を
増
や
し
、
そ
の
飼
料
に
す
る
た
め
の
穀
物

需
要
を
急
激
に
押
し
上
げ
て
い
る
。

さ
ら
に
淡
水
資
源
の
不
足
は
現
在
も
っ
と

も
過
小
評
価
さ
れ
て
い
る
問
題
で
あ
る
。
１

ト
ン
の
小
麦
を
作
る
た
め
に
一
○
○
○
ト
ン

の
水
が
い
る
。
こ
の
小
麦
を
生
産
す
る
た
め

㈹州Ⅷ洲川巫乢託ＭＴＭ緬肘凰蜥川肚坊



辻
井
教
授
は
、
食
料
不
足
を
も
た
ら
す
政

治
的
要
因
、
供
給
要
因
、
需
要
要
因
三
つ
の

要
因
に
つ
い
て
述
べ
た
。
政
治
的
要
因
と
し

て
は
、
一
九
八
○
年
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア

メ
リ
カ
の
政
策
変
更
に
よ
り
穀
物
備
蓄
率
は

ゴｒ－
ＬＤ－ＬＰＰ

講
演
“
辻
井
博
京
都
大
学
教
授

匪珀抽滑硯飢柵懸鮒榊蝿楜朏壊

脈
の
枯
渇
を
も
た
ら
し
、
短
期
的
に
は
低
コ

ス
ト
な
方
法
か
も
し
れ
な
い
が
長
期
的
に
は

非
常
に
高
く
つ
く
。
多
く
の
国
で
、
補
給
量

よ
り
多
い
水
の
使
用
が
続
い
た
結
果
、
地
下

水
位
は
低
下
し
続
け
、
枯
渇
し
か
か
っ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
現
状
が
い
つ
ま
で
も
維
持

で
き
る
も
の
で
は
な
い
と
述
べ
た
。

最
後
に
、
こ
の
地
球
は
国
連
の
中
位
推
計

の
人
口
を
扶
養
で
き
る
と
は
思
え
な
い
。
い辻井博

京都大学教授
一
九
八
七
年
以
降
低
下
し
て
い
る
。
そ
の
結

果
、
世
界
の
穀
物
価
格
は
上
昇
し
た
。
供
給

要
因
と
し
て
は
、
一
人
当
た
り
穀
物
生
産
量

の
低
下
、
耕
作
地
の
不
足
、
淡
水
の
不
足
、

農
業
用
地
の
転
用
、
土
壌
の
質
の
低
下
、
そ

し
て
肥
料
消
費
、
灌
概
、
ト
ラ
ク
タ
ー
投
入

に
よ
る
生
産
性
の
減
少
な
ど
が
あ
る
。
さ
ら

に
、
需
要
の
面
で
は
、
途
上
国
の
一
人
当
た

り
Ｇ
Ｎ
Ｐ
の
伸
び
が
消
費
量
急
増
の
主
な
原

因
で
あ
る
。
人
口
の
増
加
は
需
要
を
押
し
上

げ
る
。
そ
の
結
果
、
世
界
の
食
料
備
蓄
水
準

ず
れ
に
し
て
も
、
人
口
は
抑
制
さ
れ
ざ
る
を

得
な
い
が
、
そ
れ
が
、
飢
餓
や
疾
病
に
よ
っ

て
な
さ
れ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
世
帯
規
模
の

縮
小
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
の
か
は
わ
か
ら
な

い
。
こ
の
意
味
で
国
会
議
員
が
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ

や
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
と
手
を
つ
な
ぎ
人
口
問
題
に
取

り
組
む
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
と
総
括
し

た
。

と
っ
て
、

く
な
り
、

述
べ
た
。

は
低
い
も
の
と
な
っ
た
。
次
の
世
紀
に
入
っ

て
も
、
需
要
は
増
加
し
続
け
る
と
考
え
ら

れ
、
食
料
安
全
保
障
の
面
か
ら
不
安
定
な
状

態
が
続
く
。

辻
井
教
授
は
、
世
界
貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ

Ｏ
）
の
自
由
貿
易
ル
ー
ル
が
各
国
の
主
食
の

自
給
を
促
進
す
る
も
の
と
な
る
べ
く
変
更
を

加
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

他
の
穀
物
と
比
べ
、
コ
メ
は
貿
易
で
流
通
し

て
い
る
量
が
生
産
量
に
比
べ
著
し
く
少
な

い
。
し
た
が
っ
て
、
コ
メ
の
貿
易
に
現
在
の

Ｗ
Ｔ
Ｏ
ル
ー
ル
を
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
こ
と

に
な
る
と
、
コ
メ
を
主
食
と
し
て
い
る
ア
ジ

ア
の
数
多
く
の
貧
困
者
や
飢
え
た
人
々
に

と
っ
て
、
食
料
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
難
し

く
な
り
、
食
料
安
全
保
障
は
破
壊
さ
れ
る
と

‘
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が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
、
人
間
資
源

が
重
要
で
あ
る
と
強
調
し
て
、
各
国
政
府
が

資
金
を
動
員
す
る
た
め
に
は
国
会
議
員
活
動

加
し
よ
う
と
す
る
動
機
づ
け
、
そ
し
て
資
金

行
動
計
画
目
標
達
成
の
た
め
に
活
動
す
る

た
め
に
は
、
人
間
資
源
、
人
々
が
活
動
に
参

こ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
行
動
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
資
金
の
現
状
を

検
証
し
た
。

セッション

ーⅢ－

議
長
“
レ
オ
・
ス
ミ
ス
議
員
（
フ
ィ
ジ
ー
）

講
演
坤
イ
ン
ガ
ー
・
ブ
リ
ュ
ッ
ゲ
マ
ン
国
際
家
族
計
画
連
巽
－
Ｐ
Ｐ
Ｆ
）
事
務
局
長

溶
只
金
不
足
が
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
行
動
計
画
目
標
達
成

の
最
大
の
障
害

次
の
一
一
一
年
の
人
ロ
と
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・

ヘ
ル
ス
問
題
に
対
す
る
資
源
動
員

イソガー・ブリュッゲマン

国l嫁iii計画連盟(|PPF)繍罷

扉

が
重
要
で
あ
る
と
述
べ
た
。
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｐ

講
演
“
ジ
ー
ン
・
オ
ー
ガ
ス
テ
ィ
ン
カ
ナ
ダ
国
会
議
員

１
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
行
動
計
画
成
功
の
た
め
に
は

〃
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
原
則
“
が
重
要

ジーン･オーガスティン

カナダ国会議員

先
進
国
か
ら
供
与
さ
れ
た
資
金
が
、
多
く

の
途
上
国
で
人
口
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・

ヘ
ル
ス
分
野
の
最
大
の
資
金
源
と
な
っ
て
い

る
。
国
会
議
員
が
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
の
戦
略
に
必
要

な
資
金
の
安
定
供
給
を
図
る
上
で
重
要
な
役

割
を
も
っ
て
い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
行
動
計
画
成

Ｄ
か
ら
五
年
の
検
証
の
中
で
、
資
金
不
足
が

Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
行
動
計
画
目
標
達
成
の
最
大
の
障

害
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
は
っ
き
り
と
な
っ

た
。
そ
こ
で
、
資
金
の
一
層
の
動
員
を
図
る

と
同
時
に
、
限
ら
れ
た
資
金
の
効
率
的
利
用

を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
の
重
複
を
避
け
る
た

め
の
調
整
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
資
金
動

員
の
た
め
に
新
た
な
戦
略
を
作
る
こ
と
、
そ

し
て
そ
れ
が
、
明
確
な
も
の
で
あ
り
、
責
任

を
も
っ
た
も
の
で
あ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
し

て
そ
の
資
金
を
社
会
的
弱
者
に
向
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

2７



２曰目
月５曰

第
1０

過
去
数
十
年
間
、
国
連
は
女
性
の
置
か
れ

た
状
況
に
焦
点
を
当
て
て
き
た
。
ハ
ー
グ
の

国
際
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
も
、
女
性
の
社
会

お
よ
び
政
治
参
加
を
妨
げ
て
い
る
、
法
的
、

社
会
的
、
文
化
的
障
壁
を
取
り
除
く
こ
と
の

重
要
性
が
挙
げ
ら
れ
た
。
女
性
の
権
利
や
男

女
平
等
の
達
成
を
妨
げ
て
い
る
も
の
を
取
り

除
く
活
動
は
、
終
わ
り
の
な
い
活
動
で
あ

る
。
差
別
は
今
な
お
存
在
し
て
い
る
が
、
そ

或一アジアにおける男女平等と
伽訓議員の役割

歴
肱
川
繩
鰹
綴
鰹
加
腱
蝿
雛
て
い
る

功
の
た
め
に
は
、
”
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の

原
則
”
が
非
常
に
重
要
で
あ
り
、
相
互
支
援

の
実
施
や
費
用
分
担
の
責
任
を
分
か
ち
合
う

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
は
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
形
成
を
促
し
て
お
り
、
カ
ナ
ダ
も
人

講
演
⑬
レ
チ
ン
・
ナ
ラ
ン
ゲ
レ
ル
議
員

邇珊加川軟蜘平等でなく、実行される
モ
ン
ゴ
ル
で
は
女
性
の
地
位
と
そ
の
置
か
い
女
性
の
識
字
率
や
ヘ
ル
ス
サ
ー
ビ
ス
の
利

れ
た
立
場
を
尊
敬
す
る
伝
統
が
あ
る
。
七
○
用
可
能
性
、
雇
用
機
会
を
も
た
ら
し
た
。
｜

年
間
に
わ
た
る
共
産
主
義
は
、
相
対
的
に
高
九
九
○
年
以
降
、
社
会
、
政
治
、
経
済
生
活

れ
は
克
服
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
各
国

口
と
開
発
に
関
す
る
国
会
議
員
組
織
と
し
て

人
口
と
開
発
に
関
す
る
カ
ナ
ダ
国
会
議
員
連

盟
（
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
）
を
設
立
し
、
カ
ナ
ダ
か

ら
人
口
分
野
へ
の
協
力
を
増
加
さ
せ
る
た
め

に
働
い
て
い
る
。
人
口
問
題
を
解
決
に
向
け

の
国
会
議
員
が
交
流
す
る
こ
と
で
、
ア
ジ
ア

で
男
性
や
女
性
の
た
め
に
活
動
し
て
い
る
グ

ル
ー
プ
の
置
か
れ
た
困
難
な
現
況
を
理
解

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
異
な
っ
た
経
験
を
交
換
す

る
こ
と
は
大
き
な
希
望
と
な
る
。

る
た
め
に
は
、
各
国
国
内
に
お
け
る
資
源
動

員
と
国
際
社
会
か
ら
の
資
源
動
員
の
バ
ラ
ン

ス
を
取
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。蕊 蕊篭i鑓
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の
面
で
劇
的
な
変
化
が
起
こ
っ
て
お
り
、
こ

の
移
行
期
経
済
の
結
果
、
男
女
と
も
に
社
会

的
な
保
護
が
脆
弱
化
し
て
し
ま
っ
た
。
市
場

経
済
化
の
結
果
、
遊
牧
民
の
子
弟
は
し
ば
し

ば
学
校
を
休
み
、
遊
牧
に
従
事
す
る
よ
う
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
自
由
経
済
化
の
も
た
ら
し
た
プ

ラ
ス
の
面
も
あ
り
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・

ヘ
ル
ス
や
ラ
イ
ッ
に
関
す
る
立
怯
が
成
立
し

た
。
一
九
九
六
年
に
は
「
女
性
に
関
す
る
国

家
プ
ラ
ン
」
が
成
立
し
、
一
九
九
七
年
に
は

「
国
家
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
が
成
立
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
努

力
が
性
行
動
に
関
す
る
情
報
・
教
育
、
リ
プ

ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
お
よ
び
ラ
イ
ッ
を

改
善
し
て
い
る
が
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
を

含
む
性
行
為
感
染
症
を
誰
で
も
予
防
で
き
る

よ
う
に
努
力
を
続
け
る
必
要
が
あ
る
。

公
的
な
地
位
に
関
し
て
も
女
性
は
比
較
的

高
い
地
位
に
就
い
て
い
る
が
、
男
性
に
比
べ

る
と
や
や
低
い
。
男
女
平
等
が
紙
の
上
で
実

現
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
政
府
の
あ
ら
ゆ
る

レ
ベ
ル
で
実
現
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

日
本
か
ら
は
、
南
野
知
惠
子
参
議
院
議
員

・
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
副
事
務
総
長

が
国
際
人
ロ
問
題
議
員
懇
談
会
を
代
表
し
活

１－騒葦､燕:霊露悪顯癩窪麺

議
長
》
コ
リ
ン
・
ホ
リ
ス
議
員
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）

Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
の
役
員
改
選
、
憲
章
の
改
定
な
ど
の
後
、
加
盟
各
国
の
三
年
間
の
活
動
報
告
が

行
わ
れ
た
。
ま
ず
。
議
長
の
コ
リ
ン
・
ホ
リ
ス
議
員
が
今
回
参
加
で
き
な
か
っ
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
の
活
動
報
告
を
読
み
上
げ
、
こ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
始
め
た
。

各
国
報
告
を
行
っ
た
の
は
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
正
規
会
員
国
を
中
心
と
し
た
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
・
中
国
・
フ
ィ
ジ
ー
・
イ
ン
ド
・
日
本
・
韓

国
・
キ
ル
ギ
ス
・
マ
レ
ー
シ
ア
・
モ
ン
ゴ
ル
・
ネ
パ
ー
ル
・
パ
キ
ス
タ
ン
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ス

リ
ラ
ン
カ
・
タ
イ
・
ベ
ト
ナ
ム
の
以
上
の
一
八
カ
国
で
あ
る
。

南
野
議
員
（
参
院
）
が
曰
本
の
活
動
を
報
告

セッション

－Ｖ－

午後から

人
口
と
開
発
に
関
す
る
国
内
委
員
会

か
ら
の
活
動
報
告

田
臨
閑
団

南野知惠子

参議院議員

動
報
告
を
行
っ
た
。
そ
の
中
で
、
一
九
九
七

年
に
一
二
回
、
’
九
九
八
年
に
は
一
三
回
、

一
九
九
九
年
に
は
十
月
ま
で
に
一
○
回
の
会

合
を
行
い
活
発
な
活
動
を
繰
り
広
げ
て
い

る
。
ま
た
、
日
本
政
府
の
厳
し
い
財
政
状
況

の
中
か
ら
国
連
人
口
基
金
へ
の
拠
出
を
維
持

し
続
け
た
と
、
日
本
が
人
口
分
野
で
確
固
た

る
姿
勢
で
責
任
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
を
参
勿

加
者
に
報
告
し
た
。
ま
た
、
日
本
の
少
子
．



討
議
の
結
果
を
受
け
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
新
潟

宣
言
（
案
）
が
提
出
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
各

専
門
家
の
講
演
、
討
議
を
纏
め
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
全
体
討
議
・
採
択
の
席
で
南
野
知

惠
子
議
員
が
、
二
○
○
四
年
の
国
際
人
口
開

発
会
議
を
ア
ジ
ア
地
域
で
開
催
す
る
と
い
う

一
文
を
入
れ
る
と
い
う
提
案
を
行
っ
た
。
こ

高
齢
化
に
つ
い
て
触
れ
、
少
子
化
は
途
上
国

と
は
違
っ
た
意
味
で
は
あ
る
が
、
日
本
の
女

性
が
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ラ
イ
ッ
を
十
分

に
実
現
で
き
な
い
現
状
に
置
か
れ
て
い
る
こ

と
の
証
拠
で
あ
る
と
述
べ
、
日
本
の
活
力
を

維
持
す
る
た
め
に
も
喫
緊
の
政
策
課
題
と
し

て
強
力
に
こ
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

さ
ら
に
、
性
的
暴
力
、
児
童
虐
待
防
止
法
を

二
○
○
四
年
の
国
際
人
口
開
発
会
議
を

Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
新
潟
盲
一
言
の
採
択

ア
ジ
ア
で

●
閉
会
式

の
追
加
提
案
も
含
め
二
十
一
世
紀
に
向
け
た

Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
の
意
思
の
表
明
で
あ
る
新
潟
宣

言
は
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

議
員
立
法
で
準
備
し
て
い
る
。
ま
た
低
容
量

ピ
ル
の
解
禁
に
成
功
し
、
日
本
の
女
性
の
選

択
肢
が
増
え
た
と
い
う
だ
け
に
止
ま
ら
ず
、

Ｏ
Ｄ
Ａ
利
用
法
の
選
択
肢
も
増
え
た
と
述
べ

た
。少
子
・
高
齢
化
問
題
に
対
し
て
は
ア
ジ
ア

諸
国
の
、
人
口
問
題
の
未
来
の
姿
で
あ
る
だ

け
に
各
国
と
も
関
心
が
高
か
っ
た
。

閉
会
式
で
は
、
議
長
に
再
選
さ
れ
た
桜
井

南
野
議
員
が
提
案

新
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
の
挨
拶
、
上
田
秀
明
外

務
省
総
合
外
交
政
策
局
国
際
社
会
協
力
部
長

挨
拶
の
後
、
シ
フ
・
カ
レ
ー
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
事
務

局
長
か
ら
新
潟
県
を
は
じ
め
と
す
る
後
援
団

体
、
参
加
者
に
対
す
る
感
謝
が
述
べ
ら
れ
た
。

桜
井
議
長
は
、
今
本
当
に
必
要
な
こ
と
、

な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
見
極
め
て

活
動
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
し
て

混
乱
と
争
い
、
人
口
爆
発
の
今
世
紀
の
終
わ

り
に
な
っ
て
、
人
類
が
初
め
て
こ
の
地
球
に

住
む
運
命
共
同
体
で
あ
る
と
い
う
意
識
を
理

解
し
始
め
た
こ
と
は
大
き
な
希
望
で
あ
る
。

こ
の
地
球
と
い
う
限
ら
れ
た
世
界
の
中
で
、

持
続
可
能
な
開
発
を
実
現
す
る
た
め
に
、
国

際
的
ル
ー
ル
や
条
約
を
変
え
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
述
べ
た
。

外
務
省
の
上
田
部
長
は
、
日
本
政
府
が
人

間
の
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
国
際
貢
献
を
行

い
、
Ｇ
Ｉ
Ｉ
で
も
当
初
子
定
額
以
上
の
貢
献

を
行
っ
た
と
日
本
の
立
場
を
説
明
し
た
。
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第６回ＡＦＰＰＤ大会一新潟で開く

！

三
日
目
は
終
日
、
佐
渡
島
を
視
察
。
そ
の
中

で
、
医
学
的
な
介
護
の
必
要
な
高
齢
者
を
集
め

た
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
や
は
た
の
里
」
、

佐
渡
金
山
、
ト
キ
保
護
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
し
た
。

「
や
は
た
の
里
」
で
は
、
村
長
や
施
設
長

佐渡島研修旅行

[塾 トキ保護センター特養ホーム

ミニチュア版･日本を体験

各国の実情に合わせた改革をおみやげに

が
一
行
を
歓
迎
し
た
。
人
口
増
加
が
抑
制
さ

れ
た
後
、
生
じ
る
問
題
で
あ
る
高
齢
者
ケ
ア

に
参
加
者
の
関
心
は
高
く
、
特
に
そ
の
経
費

分
担
方
法
、
職
員
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
に

質
問
が
集
中
し
た
。

多
く
の
参
加
者
は
、
こ
の
施
設
を
見
て
、

人
口
問
題
の
一
つ
の
側
面
と
し
て
だ
け
で
な

く
、
社
会
に
寄
与
し
た
高
齢
者
が
大
切
に
さ

れ
る
こ
と
の
重
要
性
、
こ
の
よ
う
な
福
祉
施

設
・
政
策
を
各
国
の
実
情
に
合
わ
せ
、
将
来

的
に
作
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
夢
を
語
っ
て

い
た
。
佐
渡
の
金
山
で
は
、
現
在
で
い
う
都

市
の
ホ
ー
ム
レ
ス
（
無
宿
人
）
、
犯
罪
者
な

ど
を
集
め
て
金
採
掘
が
行
わ
れ
て
き
た
当
時

の
模
様
を
聞
き
、
時
代
の
変
化
に
深
い
関
心

を
寄
せ
て
い
た
。
ト
キ
保
護
セ
ン
タ
ー
で

は
、
こ
の
よ
う
に
自
然
が
保
護
さ
れ
て
い
る

環
境
で
す
ら
、
ト
キ
の
絶
滅
が
起
こ
っ
た
点

か
ら
、
人
間
の
活
動
と
環
境
破
壊
に
関
心
が

集
ま
っ
た
。
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次
の
千
年
期
と
世
界
人
口
六
○
億
人
の
前

夜
、
日
本
国
、
新
潟
に
二
八
か
国
か
ら
九
六

名
の
国
会
議
員
が
集
い
、
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
＋
５
の

成
果
と
過
去
の
成
果
お
よ
び
将
来
活
動
計
画

を
踏
ま
え
、
人
口
と
開
発
に
関
す
る
私
た
ち

の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
刷
新
す
る
。
ア
ジ
ア

は
世
界
人
□
の
六
一
％
を
占
め
て
お
り
、
二

○
○
○
年
期
の
世
界
の
人
口
の
動
向
は
、
ア

ジ
ア
の
政
府
、
国
会
議
員
、
そ
し
て
人
々
が

ど
の
よ
う
な
人
口
関
連
の
決
断
を
す
る
か
に

か
か
っ
て
い
る
。

’
九
八
一
年
に
設
立
さ
れ
て
か
ら
今
日
ま

で
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
は
こ
の
地
域
内
外
の
人
口

と
開
発
問
題
お
よ
び
活
動
に
関
す
る
啓
発
と

支
援
を
行
う
上
で
指
導
的
役
割
を
担
っ
て
き

た
。
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
は
ア
フ
リ
カ
・
ア
ラ
ブ
諸

国
を
含
む
、
数
多
く
の
人
口
と
開
発
に
関
す

る
他
地
域
の
国
会
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
設
立

に
大
き
く
貢
献
し
、
極
め
て
重
要
な
意
味
を

も
つ
ハ
ー
グ
で
の
「
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
評
価
の
た
め

の
国
際
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ｉ
Ｆ
Ｐ
）
」
を

組
織
し
た
。

こ
こ
数
十
年
の
間
に
ア
ジ
ア
は
多
大
な
進

展
を
遂
げ
た
。
こ
の
地
域
は
地
域
と
し
て
の

統
合
性
を
も
っ
て
い
る
が
そ
の
方
向
性
は
多

様
で
、
そ
の
発
展
段
階
も
多
岐
に
わ
た
っ
て

お
り
、
そ
の
中
に
は
先
進
国
も
、
開
発
途
上

国
も
、
経
済
移
行
期
の
国
も
あ
る
。
ア
ジ
ア

の
国
々
は
近
年
の
経
済
危
機
影
響
を
被
っ
て

い
る
か
、
構
造
改
革
の
真
只
中
に
い
る
。
豊

富
な
天
然
資
源
、
水
資
源
、
食
料
を
も
っ
て

い
る
国
も
あ
れ
ば
、
そ
の
人
口
を
扶
養
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
か
、
ま
た
は
そ
の
国
民
の

基
本
的
ニ
ー
ズ
す
ら
満
た
せ
な
い
国
も
あ

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
人
口
の
状
況
は
そ
れ

ぞ
れ
に
異
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
各
国
の
経
済

的
そ
し
て
社
会
的
現
実
を
作
り
上
げ
て
い
る
。

ア
ジ
ア
の
人
口
は
、
急
速
な
人
口
学
的
な

変
化
を
経
験
し
て
い
る
国
と
置
き
換
え
水
準

よ
り
や
や
多
い
か
少
な
い
か
の
国
々
、
年
少

人
口
の
多
い
国
と
急
速
に
高
齢
人
口
が
増
加

し
て
い
る
国
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
罹
患

率
が
高
い
、
ま
た
は
急
速
に
広
が
り
つ
つ
あ

る
国
と
、
ま
だ
罹
患
者
が
少
な
い
国
も
あ

る
．
多
く
の
国
で
は
人
口
移
動
ｌ
特
に

都
市
へ
の
人
口
移
動
の
問
題
に
直
面
し
て
い

る
。
女
性
の
教
育
、
乳
児
な
ら
び
に
妊
産
婦

死
亡
、
思
春
期
の
妊
娠
率
、
質
の
高
い
リ
ブ

Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
行
動
計
画
と
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
の
前
夜

カ
イ
ロ
で
採
択
さ
れ
た
一
人
口
と
開
発
に
関

す
る
カ
イ
ロ
宣
言
」
を
再
確
認
す
る
。
Ｉ
Ｃ

Ｐ
Ｄ
行
動
計
画
を
更
に
推
進
す
る
た
め
の
指

針
を
与
え
る
「
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
評
価
の
た
め
の
国

際
国
会
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
含
む
Ｉ
Ｃ
Ｐ

Ｄ
｜
「
５
の
一
連
の
活
動
を
歓
迎
す
る
。

全
て
の
政
府
に
対
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
行
動
計

画
を
実
施
し
、
市
民
社
会
と
の
密
接
な
連
携

の
下
で
、
水
、
食
料
、
天
然
資
源
、
環
境
と

人
口
の
相
互
に
関
す
る
問
題
を
解
決
に
向
け

る
た
め
の
長
期
的
展
望
と
戦
略
を
開
発
す
る

こ
と
を
強
く
呼
び
か
け
る
。
ま
た
、
男
女
平

等
（
○
の
且
閂
回
。
日
ご
）
実
現
の
立
ち
遅

れ
と
男
性
の
参
加
、
特
に
青
年
期
の
人
口
を

対
象
と
し
た
質
の
高
い
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ

・
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
情
報
と
サ
ー
ビ
ス
へ
の

ア
ク
セ
ス
、
同
様
に
高
い
妊
娠
中
絶
率
を
引

き
起
こ
し
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
、
性
行

為
感
染
症
・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
蔓
延
、

ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
情
報
と

サ
ー
ビ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
、
そ
し
て
平
均
余
命

に
関
し
て
も
、
か
な
り
大
き
な
格
差
が
あ
る
。

行
動
の
呼
び
か
け
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人口と開発に関するｱｼﾞｱ議員
お
よ
び
高
い
乳
児
お
よ
び
妊
産
婦
死
亡
率
の

問
題
を
解
決
す
る
よ
う
要
請
す
る
。
こ
の
問

題
を
各
国
で
議
題
に
載
せ
、
（
そ
の
問
題
を

解
決
す
る
た
め
の
）
｜
致
し
た
行
動
を
と

り
、
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
行
動
計
画
の
進
展
を
モ
ー
タ
ー

す
る
よ
う
同
僚
国
会
議
員
に
要
請
す
る
。

人
口
と
持
続
可
能
な
開
発
問
題
が
不
可
分

で
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
。
私
た
ち
は
す
べ
て

の
政
府
に
対
し
国
際
的
な
協
定
や
条
約
、
特
に

国
際
貿
易
ル
ー
ル
が
食
料
安
全
保
障
と
完
全
な

一
貫
性
を
確
保
す
る
こ
と
で
、
基
本
的
ニ
ー
ズ

と
食
料
や
水
の
よ
う
な
人
間
生
存
に
不
可
欠
な

基
本
的
条
件
を
満
た
す
よ
う
要
請
す
る
。

地
域
委
員
会
を
含
む
国
連
機
関
、
特
に
国

連
人
口
基
金
に
対
し
人
口
政
策
お
よ
び
戦
略

の
形
成
と
立
案
の
支
援
を
行
う
上
で
引
き
続

き
、
中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
よ
う
要
請
す

る
。
ま
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
、
Ｓ
Ａ
Ａ
Ｒ
Ｃ
や
そ

の
他
の
地
域
機
構
に
対
し
て
も
こ
の
よ
う
な

活
動
を
支
援
す
る
よ
う
要
請
す
る
。
ま
た
、

国
連
に
対
し
二
○
○
四
年
の
国
際
人
ロ
開
発

会
議
を
ア
ジ
ア
で
開
催
す
る
よ
う
呼
び
か
け

る
。人
口
と
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス
に
対

人
口
六
十
億
人
、
次
の
千
年
期
の
前
夜
で

あ
る
今
こ
そ
行
動
を
起
こ
す
時
で
あ
る
。
人

口
と
開
発
問
題
を
早
急
に
解
決
す
る
よ
う
包

括
的
か
つ
戦
略
的
方
法
で
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
私
た
ち
国
会
議
員

の
活
動
が
人
々
と
各
国
政
府
の
考
え
方
と
行

す
る
資
源
の
不
足
が
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
行
動
計
画
を

実
施
す
る
上
で
の
最
大
の
障
害
で
あ
る
。
す

べ
て
の
支
援
国
政
府
に
対
し
Ｇ
Ｎ
Ｐ
の
○
・

七
％
を
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
に
向
け

る
と
い
う
目
標
を
達
成
し
、
そ
の
四
・
五
％

か
ら
五
％
を
人
口
と
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
ヘ

ル
ス
分
野
に
向
け
る
よ
う
呼
び
か
け
る
。
被

援
助
国
政
府
に
対
し
、
各
国
の
国
内
予
算
の

中
で
人
口
と
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス
ヘ

の
割
合
を
増
加
さ
せ
る
よ
う
要
請
す
る
。
ま

た
、
同
僚
国
会
議
員
に
対
し
ソ
ー
シ
ャ
ル
セ

ク
タ
ー
へ
の
投
資
を
も
っ
と
増
や
し
、
特
に

人
口
と
開
発
分
野
に
よ
り
資
源
を
向
け
る
た

め
に
努
力
し
、
す
べ
て
の
当
事
者
が
そ
の
資

源
を
効
率
的
に
利
用
す
る
よ
う
呼
び
か
け

る
。

動
を
変
え
、
人
々
の
抱
え
る
問
題
を
立
法
な

ら
び
に
各
国
政
府
の
行
動
の
中
に
反
映
さ
せ

る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認

す
る
。
こ
の
よ
う
な
各
国
お
よ
び
地
域
の
行

動
を
支
え
る
地
球
規
模
的
な
支
援
を
提
供
す

る
た
め
に
、
ハ
ー
グ
で
勧
告
さ
れ
た
よ
う
に

Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
の
加
盟
国
に
人
口
と
開
発
に
関

す
る
世
界
規
模
の
国
会
議
員
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
作
る
上
で
指
導
的
役
割
を
果
た
す
よ
う

呼
び
か
け
る
。

自
ら
の
個
人
的
な
関
心
を
、
各
国
、
お
よ

び
地
域
に
お
け
る
人
口
と
開
発
問
題
に
対
す

る
積
極
的
な
支
援
活
動
に
向
け
る
。
具
体
的

に
は
、
す
べ
て
の
人
が
基
本
的
ニ
ー
ズ
を
満

た
し
、
平
和
、
繁
栄
そ
し
て
公
正
を
も
た
ら

す
た
め
、
人
口
政
策
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
支
援
す

る
こ
と
を
、
強
く
誓
約
す
る
。
”
世
界
を
変

え
る
と
い
う
こ
と
は
途
方
も
な
い
こ
と
の
よ

う
に
思
え
る
が
一
人
一
人
が
変
わ
れ
ば
世
界

は
変
わ
る
“
。
｜
人
の
人
間
と
し
て
、
国
会

議
員
と
し
て
こ
の
宣
言
を
実
行
に
移
す
よ
う

誓
約
す
る
。
私
た
ち
に
は
そ
う
す
る
権
限
と

そ
し
て
責
任
が
あ
る
。

’
九
九
九
年
十
月
六
日

新
潟
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一
九
九
九
年
十
月
、
世
界
の
人
口
は
人
類

史
上
初
め
て
六
○
億
人
に
達
し
た
（
国
連
推

計
）
。
人
類
が
地
球
に
現
れ
て
以
来
、
人
口

規
模
の
拡
大
は
技
術
革
新
に
よ
る
生
産
能
力

の
拡
大
と
医
療
水
準
の
向
上
の
反
映
で
あ
っ

た
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
六
○
億
人
の
達
成

は
一
面
で
は
誠
に
慶
賀
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
特
に
二
十
世
紀
後
半
の

一
九
六
○
年
代
か
ら
一
九
七
○
年
代
前
半
に

Ｉ
は
じ
め
に

か
け
て
年
に
二
％
と
い
う
驚
異
的
な
成
長
率

を
も
た
ら
し
た
人
口
急
増
と
人
類
の
諸
活
動

の
活
発
化
は
、
国
境
を
越
え
て
、
人
類
生
存

の
母
体
で
あ
る
地
球
の
人
口
扶
養
能
力
に
深

刻
な
影
響
を
引
き
起
こ
す
に
至
っ
て
い
る
。

幸
い
各
国
政
府
お
よ
び
国
連
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
長

年
に
わ
た
る
懸
命
な
努
力
に
よ
り
、
近
年
確

か
に
爆
発
的
な
人
口
増
加
の
勢
い
に
歯
止
め

が
か
か
り
始
め
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま

人
ロ
問
題
協
議
会
会
長
明
石

康

ｃ
ｃ
冗
閂
仲

で
の
人
口
急
増
の
余
波
は
二
十
一
世
紀
に
も

確
実
に
引
き
継
が
れ
、
そ
の
も
た
ら
す
影
響

は
地
球
環
境
の
悪
化
、
食
糧
供
給
の
不
安
定

化
、
貧
困
の
拡
大
、
水
不
足
、
難
民
問
題
や

地
域
紛
争
な
ど
に
も
及
び
、
人
類
の
安
全
保

障
に
さ
え
重
大
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
る
。
｜
方
、
先
進
国
を
中
心

に
進
ん
で
き
た
高
齢
化
の
波
は
、
次
第
に
開

発
途
上
国
に
も
押
し
寄
せ
、
い
ま
や
世
界
的

規
模
で
人
類
の
諸
活
動
に
影
響
を
及
ぼ
そ
う

と
し
て
い
る
。
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２１世紀の「地球家族」の平和のために次期世界人ロ会議(2004年)を日本で

次期世界人ロ会議の日本開催に関する「提言』をコフィ・アナン国連事務

総長に手渡す明石康・人口問題協議会会長（1999年11月１１日国連大学で）

二
十
一
世
紀
の
人
類
は
途
上
国
で
の
引
き

続
く
人
口
増
加
と
、
世
界
的
規
模
で
の
高
齢

化
の
進
行
と
い
う
難
問
へ
の
同
時
対
処
を
迫

ら
れ
て
い
る
。

日
本
の
人
口
学
研
究
者
や
報
道
関
係
者
で

構
成
さ
れ
て
い
る
人
口
問
題
協
議
会
は
、
世

界
の
人
口
問
題
の
行
方
に
重
大
な
関
心
を
持

ち
、
二
十
一
世
紀
の
世
界
が
国
境
や
民
族
の

壁
を
越
え
た
「
地
球
家
族
」
と
し
て
、
人
口

の
変
化
が
も
た
ら
す
様
々
な
障
害
を
克
服
し

て
、
私
た
ち
の
子
孫
が
明
る
い
展
望
の
も
と

で
生
き
ら
れ
る
よ
う
、
こ
こ
に
国
連
と
日
本

政
府
に
対
し
次
の
提
言
を
行
う
も
の
で
あ

る
ｃ新
し
い
世
紀
の
幕
開
け
に
際
し
、
将
来
の

世
界
平
和
と
人
類
の
安
全
保
障
に
大
き
な
責

任
を
持
つ
国
連
と
、
国
際
協
力
の
拠
点
と
し

て
国
連
外
交
に
大
き
な
重
点
を
置
い
て
き
た

日
本
政
府
が
、
私
た
ち
民
間
人
と
新
し
い

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
築
き
上
げ
て
い
く

為
、
積
極
的
に
こ
の
提
言
の
実
現
に
取
り
組

む
こ
と
を
強
く
希
望
す
る
。
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人
口
が
世
界
規
模
で
社
会
・
経
済
に
も
た

ら
す
様
々
な
影
響
と
そ
の
対
策
に
つ
い
て

は
、
国
連
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
各
国

政
府
・
国
際
機
関
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
よ
っ
て
、
十

年
に
一
度
の
割
合
で
世
界
各
地
で
、
世
界
人

口
会
議
が
開
か
れ
て
き
た
。

｜
九
五
四
年
ロ
ー
マ
で
人
口
学
者
に
よ
っ

て
産
声
を
上
げ
た
人
口
会
議
は
、
一
九
六
五

年
の
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
会
議
を
経
て
、
一
九
七

四
年
に
は
ブ
カ
レ
ス
ト
に
お
い
て
各
国
政
府

代
表
に
よ
る
初
め
て
の
世
界
人
口
会
議
に
発

展
し
た
。
こ
の
ブ
カ
レ
ス
ト
の
世
界
人
口
会

議
で
は
、
人
口
政
策
を
め
ぐ
る
各
国
の
意
見

の
対
立
を
越
え
て
開
発
政
策
に
占
め
る
人
口

の
重
要
性
や
家
族
計
画
の
必
要
性
に
つ
い
て

各
国
で
の
共
通
の
認
識
が
深
ま
り
、
世
界
的

規
模
で
人
口
安
定
化
へ
の
合
意
が
得
ら
れ

た
。
一
九
八
四
年
の
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
で
の

国
際
人
口
会
議
で
は
、
全
て
の
国
の
人
口
政

Ⅲ
世
界
人
ロ
会
議
の
沿
革

一
一
○
○
四
年
に
予
定
さ
れ
る
次
期
世
界
人
ロ
会
議
の
日
本
開
催
を
要
望
す
る

Ⅱ
国
連
お
よ
び
曰
本
政
府
へ
の
提
言

策
の
実
施
報
告
が
行
わ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
強

化
政
策
が
合
意
さ
れ
た
。

一
九
九
四
年
、
エ
ジ
プ
ト
の
カ
イ
ロ
で
開

催
さ
れ
た
「
国
際
人
口
開
発
会
議
」
で
は
、

人
権
問
題
へ
の
国
際
的
な
関
心
の
高
ま
り
を

反
映
し
て
人
口
問
題
に
お
け
る
「
人
権
ア
プ

ロ
ー
チ
へ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
一
が
図
『
わ
れ

た
。
と
り
わ
け
、
こ
れ
ま
で
の
社
会
的
弱
者

と
み
な
さ
れ
て
き
た
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ

ン
ト
（
能
力
と
地
位
の
向
上
）
と
リ
プ
ロ
ダ

ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ッ
（
性
と
生
殖

に
関
す
る
権
利
と
健
康
）
の
保
障
と
推
進
が

人
口
問
題
解
決
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
前
面
に

据
え
ら
れ
た
。
カ
イ
ロ
会
議
か
ら
五
年
を
経

た
本
年
夏
に
は
国
連
人
口
開
発
特
別
総
会
が

開
か
れ
、
「
行
動
計
画
」
の
推
進
状
況
の
検
証

が
行
わ
れ
、
新
た
な
目
標
が
設
定
さ
れ
た
。

②
日
本
開
催
を
提
案
す
る
理
由

私
た
ち
が
次
期
世
界
人
口
会
議
の
曰
本
開

催
を
要
請
す
る
理
由
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
ア
ジ
ア
で
初
め
て
の
世
界
人
ロ
会
議
を

日
本
で

世
界
人
口
会
議
の
長
い
歴
史
の
中
で
、
世

界
人
口
の
三
分
の
二
を
占
め
、
世
界
人
口
の

帰
趨
を
決
め
る
と
い
わ
れ
る
ア
ジ
ア
地
域
で

政
府
間
世
界
会
議
が
開
催
さ
れ
た
実
績
は
な

い
。
中
国
、
イ
ン
ド
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど

世
界
有
数
の
「
人
口
大
国
」
が
存
在
す
る
ア

ジ
ア
地
域
で
、
来
る
べ
き
二
十
一
世
紀
の
人

口
戦
略
を
論
議
す
る
こ
と
は
極
め
て
人
類
史

的
意
義
を
有
す
る
も
の
と
考
え
る
。

特
に
西
ア
ジ
ア
、
南
・
中
央
ア
ジ
ア
を
除

く
ア
ジ
ア
地
域
で
は
、
日
本
を
筆
頭
に
東
ア

ジ
ア
、
ア
セ
ァ
ン
諸
国
で
の
「
多
産
多
死
」

か
ら
「
少
産
少
死
」
へ
の
人
口
転
換
を
成
し

遂
げ
た
経
験
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
、
ア
フ

リ
カ
を
初
め
と
す
る
人
口
急
増
国
へ
の
貢
献

が
期
待
で
き
る
。

②
戦
後
日
本
の
経
験
と
世
界
へ
の
貢
献

日
本
は
第
二
次
世
界
大
戦
の
敗
戦
直
後
、

経
済
生
産
シ
ス
テ
ム
の
崩
壊
、
海
外
か
ら
の

六
二
五
万
人
に
の
ぼ
る
軍
人
や
市
民
の
大
量

引
揚
げ
と
平
和
の
訪
れ
と
と
も
に
起
こ
っ
た

ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
に
よ
っ
て
、
深
刻
な
人
口
過

3６
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剰
と
食
糧
難
、
大
量
失
業
な
ど
を
経
験
し

た
。
し
か
し
、
戦
後
の
日
本
の
社
会
は
こ
の

よ
う
な
困
難
を
克
服
し
、
「
多
産
」
か
ら

「
少
産
」
へ
の
出
生
力
転
換
を
十
年
間
と
い

う
前
例
の
な
い
短
期
間
で
成
し
遂
げ
た
。
他

方
、
八
○
○
万
を
超
え
る
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
人

口
は
十
五
年
後
に
は
経
済
成
長
に
必
要
な
若

年
労
働
者
の
供
給
源
と
な
り
、
ま
た
少
子
化

は
家
庭
の
経
済
や
健
康
の
向
上
に
貢
献
し
、

「
人
口
ボ
ー
ナ
ス
」
と
し
て
高
度
経
済
成
長

の
大
き
な
要
因
と
な
っ
た
。
こ
の
日
本
の
経

験
は
そ
の
後
、
中
国
・
韓
国
・
台
湾
・
香
港

な
ど
の
東
ア
ジ
ア
諸
国
・
地
域
や
ア
セ
ァ
ン

諸
国
の
人
口
転
換
を
促
し
、
こ
れ
ら
地
域
の

経
済
発
展
に
寄
与
し
た
こ
と
は
多
く
の
研
究

者
が
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

日
本
の
経
験
で
特
に
注
目
す
べ
き
は
死
亡

率
の
顕
著
な
改
善
で
あ
る
。
乳
児
死
亡
率
は

出
生
一
○
○
○
に
対
し
す
で
に
四
以
下
に
達

し
、
ま
た
平
均
余
命
は
男
女
共
に
世
界
一
の

長
寿
を
達
成
し
て
い
る
。
特
に
女
性
の
平
均

余
命
が
八
十
四
歳
に
達
し
た
こ
と
は
世
界
的

に
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
日
本

の
人
口
転
換
に
関
す
る
成
功
の
裏
に
は
、
今

日
開
発
途
上
国
で
重
視
さ
れ
て
い
る
初
等
．

世
界
各
国
の
人
口
政
策
は
各
国
の
主
権
に

属
す
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
だ
が
、
以
上
の

よ
う
な
戦
後
日
本
の
経
験
は
、
貧
困
か
ら
脱

出
す
る
た
め
に
人
口
転
換
の
早
期
実
現
に
努

力
し
て
い
る
多
く
の
開
発
途
上
国
に
大
き
な

中
等
教
育
の
普
及
と
、
草
の
根
レ
ベ
ル
に
お

け
る
助
産
婦
・
保
健
婦
・
医
師
な
ど
の
献
身

的
な
努
力
が
果
た
し
た
役
割
を
見
逃
し
て
は

な
ら
な
い
。

日本の乳児死亡率及び平均余命の変遷

一日本の保健指標の顕著な向上一

示
唆
を
与
え
る
も
の
と
確
信
す
る
。

③
高
齢
化
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
の

日
本
の
役
割

二
十
一
世
紀
の
世
界
を
人
口
問
題
の
視
点

か
ら
展
望
す
る
と
、
も
う
一
つ
の
大
き
な
課

題
は
人
口
構
造
の
高
齢
化
で
あ
る
。
一
九
七

○
年
代
ま
で
は
北
欧
な
ど
先
進
国
の
み
の
問

題
と
み
な
さ
れ
て
き
た
高
齢
化
問
題
は
、
次

第
に
開
発
途
上
国
に
及
び
、
六
十
五
歳
以
上

の
高
齢
者
が
世
界
人
ロ
全
体
に
占
め
る
高
齢

化
率
は
二
○
○
○
年
に
は
六
・
九
％
、
二
○

五
○
年
に
は
一
六
・
四
％
に
達
し
、
地
球
全

体
が
高
齢
化
社
会
に
突
入
す
る
。

「
人
口
大
国
」
中
国
で
も
二
○
○
○
年
に

は
高
齢
化
率
が
六
・
八
％
と
な
り
、
二
○
五

○
年
に
は
二
二
・
六
％
に
も
達
し
、
人
口
約

一
五
億
人
の
う
ち
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者

は
実
に
三
億
三
千
万
人
に
及
ぶ
と
推
定
さ
れ

て
い
る
。
保
健
・
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や

年
金
な
ど
の
社
会
保
障
体
制
が
十
分
で
な
い

開
発
途
上
国
に
と
っ
て
、
高
齢
化
の
波
が
平

和
を
脅
か
す
大
き
な
負
担
に
な
る
こ
と
は
避

け
ら
れ
な
い
。

す
で
に
六
十
五
歳
以
上
が
一
六
％
を
超
え

る
高
齢
社
会
の
た
だ
中
を
進
ん
で
い
る
日
本

3７
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平均余命男’５０
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77(男女とも

８４世界一の長寿）



は
、
世
界
の
高
齢
化
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
で

あ
り
、
二
○
’
五
年
に
は
人
口
の
四
人
に
一

人
が
、
さ
ら
に
二
○
五
○
年
に
は
三
人
に
一

人
が
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
に
な
る
と
予

測
さ
れ
て
い
る
。

日
本
で
は
最
近
の
財
政
窮
迫
の
中
で
、
高

齢
社
会
に
ど
う
対
応
し
て
い
く
か
が
内
政
上

の
最
大
課
題
に
な
っ
て
い
る
が
、
人
類
が
経

験
す
る
初
め
て
の
試
練
に
取
り
組
ん
で
い
る

日
本
の
諸
施
策
を
紹
介
す
る
な
ど
、
他
の
先

潜在的扶養割合

-21世紀における新しい人口危機は「高齢化」

注：潜在的扶養割合（PoIentialSupportRatio）高齢化の一つの
指標。何人の生産年齢人口が65歳以上の高齢者1人を扶溌する
ことになる力､の指標。

進
諸
国
及
び
二
十
一
世
紀
に
高
齢
化
が
一
挙

に
本
格
化
す
る
途
上
国
と
の
交
流
を
図
る
こ

と
は
、
日
本
が
世
界
に
貢
献
で
き
る
貴
重
な

道
で
あ
る
。

④
国
連
人
口
基
金
の
最
大
の
拠
出
国

日
本
政
府
は
、
世
界
規
模
の
人
口
問
題
解

決
に
寄
与
す
る
た
め
国
連
人
口
基
金
（
Ｕ
Ｎ

Ｆ
Ｐ
Ａ
）
に
対
し
、
毎
年
相
当
額
の
拠
出
を

行
っ
て
き
た
。
初
め
て
拠
出
を
行
っ
た
一
九

七
一
年
以
来
年
々
増
額
し
、
一
九
八
六
年
か

ら
は
世
界
第
一
位
の
拠
出
国
と
し
て
率
先
し

て
人
口
問
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ

と
は
、
国
連
の
み
な
ら
ず
世
界
各
国
か
ら
高

く
評
価
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
加
え

て
日
本
政
府
が
カ
イ
ロ
会
議
に
先
立
っ
て
一

九
九
四
年
に
提
唱
し
た
米
国
と
の
共
同
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
｜
地
球
問
題
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

（
Ｇ
ｌ
ｌ
ｍ
Ｃ
｝
Ｃ
ケ
煙
］
］
閉
巨
①
砂
］
皀
旨
巴
】
ご
①
）
」

は
、
日
米
両
国
が
率
先
し
て
地
球
規
模
の
人

口
・
エ
イ
ズ
問
題
に
取
り
組
む
姿
勢
を
明
ら

か
に
し
た
も
の
と
し
て
国
際
的
評
価
を
得

た
。人
類
滅
亡
の
危
機
を
招
く
核
兵
器
を
持
た

ず
、
専
ら
人
類
の
平
和
と
共
存
を
願
う
日
本

の
こ
う
し
た
実
績
を
背
景
に
、
次
期
世
界
人

口
会
議
を
日
本
で
開
催
す
る
こ
と
は
来
世
紀
詔

最
大
の
課
題
に
日
本
が
引
き
続
き
貢
献
す
る

意
欲
を
国
際
的
に
示
す
も
の
と
し
て
有
効
か

つ
適
切
な
手
段
で
あ
る
。

⑤
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
性
化

「
地
球
サ
ミ
ッ
ト
」
（
’
九
九
二
年
・
リ
オ

デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
）
、
「
国
連
人
権
会
議
」
（
一

九
九
三
年
・
ウ
ィ
ー
ン
）
、
「
国
際
人
ロ
開
発

会
議
」
二
九
九
四
年
・
カ
イ
ロ
）
、
「
社
会

開
発
サ
ミ
ッ
ト
」
三
九
九
五
年
・
コ
ペ
ン

ハ
ー
ゲ
ン
）
、
「
第
四
回
世
界
女
性
会
議
」
（
同

・
北
京
）
な
ど
、
一
九
九
○
年
代
の
初
め
か

ら
開
催
さ
れ
た
一
連
の
国
連
主
催
の
国
際
会

議
で
は
各
国
代
表
団
に
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
代
表
が
加

わ
り
、
ま
た
世
界
各
地
か
ら
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
代
表

が
集
ま
り
国
際
的
な
連
帯
を
強
め
る
な
ど
影

響
力
を
発
揮
し
た
。
特
に
女
性
の
人
権
と
男

女
平
等
を
求
め
る
声
は
国
際
会
議
の
趨
勢
と

な
り
、
来
世
紀
に
入
っ
て
も
政
策
決
定
へ
の

参
加
を
求
め
る
女
性
の
声
は
ま
す
ま
す
強
ま

る
も
の
と
み
ら
れ
る
。

日
本
に
お
い
て
は
阪
神
淡
路
大
震
災
や
新

潟
沖
の
石
油
流
出
事
件
の
際
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
盛
り
上
が
り
や
、
対
人
地
雷
条
約

の
批
准
推
進
運
動
な
ど
に
み
ら
れ
る
よ
う
な

1997年 2050年

アジア 11人 ４人

中国 １０人 ３人

インド １３人 ４人

日本 ４人 ２人
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二
十
一
世
紀
の
人
口
に
立
っ
た
今
、
世
界

の
国
々
は
先
進
国
・
途
上
国
の
枠
を
越
え
、

地
球
規
模
の
共
通
課
題
に
取
り
組
む
べ
き
時

を
迎
え
て
い
る
。
毎
年
八
○
○
○
万
人
近
く

の
人
口
増
加
が
続
き
、
二
○
五
○
年
に
は
現

在
六
○
億
人
の
世
界
人
口
が
約
九
○
億
人
に

達
す
る
。
ま
た
高
齢
化
社
会
は
地
球
規
模
で

迫
り
来
る
。
こ
れ
ら
の
課
題
に
関
し
、
先
進

国
と
途
上
国
が
お
互
い
に
学
び
合
う
こ
と
は

一
究
極
の
資
源
」
と
し
て
の
人
類
英
知
の
発

揮
に
他
な
ら
な
い
。

日
本
は
世
界
人
口
の
三
分
の
一
一
を
占
め
る

ア
ジ
ア
に
位
置
し
、
過
剰
人
口
を
克
服
し
、

世
界
一
の
ス
ピ
ー
ド
で
高
齢
化
の
道
を
歩
ん

で
い
る
。
日
本
が
率
先
し
て
世
界
人
口
会
議

を
招
致
す
る
こ
と
は
「
地
球
家
族
」
と
し
て

Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
の
動
き
は
あ
る
も
の
の
、
全
体

と
し
て
は
ま
だ
「
揺
藍
期
」
に
あ
る
。

世
界
人
口
会
議
の
日
本
開
催
は
、
地
球
規

模
の
問
題
に
対
す
る
世
論
喚
起
を
促
し
、
人

口
関
係
諸
団
体
の
活
性
化
の
み
な
ら
ず
、
先

進
的
な
世
界
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
交
流
を
通
じ

て
、
わ
が
国
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
豊
か
な
国
際
経
験

を
積
む
絶
好
の
機
会
と
な
ろ
う
。

①
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ
イ

ッ
の
継
承
・
強
化

過
去
の
世
界
人
口
会
議
の
歴
史
を
踏
ま
え

て
一
九
九
四
年
の
国
際
人
口
開
発
会
議
で
採

択
さ
れ
、
さ
ら
に
一
九
九
九
年
の
国
連
人
口

開
発
特
別
総
会
（
カ
イ
ロ
・
プ
ラ
ス
５
）
で

再
確
認
さ
れ
た
「
行
動
計
画
」
の
基
本
理
念

は
、
二
十
一
世
紀
に
お
い
て
も
確
実
に
引
き

継
が
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
こ

れ
ま
で
の
伝
統
社
会
の
な
か
で
は
不
平
等
に

扱
わ
れ
て
き
た
女
性
へ
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
よ

る
一
切
の
差
別
待
遇
を
排
し
、
教
育
、
雇

用
、
政
策
決
定
な
ど
の
場
で
平
等
の
機
会
を

保
障
し
（
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
卜
）
、
特
に
女

性
に
子
ど
も
を
持
つ
か
持
た
な
い
か
に
関
す

る
自
主
的
な
権
利
を
認
め
、
生
涯
に
わ
た
る

健
康
を
保
障
す
る
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ

ル
ス
／
ラ
イ
ッ
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
二

十
世
紀
後
半
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
と
な
っ

た
人
権
思
想
の
一
つ
の
発
露
と
し
て
後
戻
り

の
世
界
平
和
と
人
類
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
意
義
を
持
つ
も
の
と
確
信
す
る
。

（
幸
福
・
福
利
）
を
実
現
す
る
上
で
大
き
な

Ⅲ
吉
丞
泉
会
議
（
二
○
○
四
年
）
の
基
本
構
想

で
き
な
い
価
値
を
有
し
て
い
る
。

従
っ
て
、
東
京
会
議
が
実
現
す
れ
ば
「
行

動
計
画
」
の
目
標
年
次
で
あ
る
二
○
一
五
年

を
目
指
し
て
同
計
画
お
よ
び
「
カ
イ
ロ
・
プ

ラ
ス
５
」
で
新
た
に
掲
げ
ら
れ
た
就
学
率
、

識
字
率
、
乳
児
死
亡
率
、
妊
産
婦
死
亡
率
、

資
金
の
調
達
な
ど
に
関
す
る
諸
指
標
改
善
の

達
成
に
向
け
て
更
な
る
ア
ク
セ
ル
を
踏
む
こ

と
が
第
一
義
的
に
求
め
ら
れ
る
。
同
時
に
、

個
人
の
人
権
を
重
視
し
た
こ
の
基
本
路
線
が

最
終
的
に
地
球
全
体
の
人
口
安
定
化
に
つ
な

が
る
と
い
う
こ
と
を
一
層
明
ら
か
に
す
る
努

力
が
払
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

②
少
干
・
高
齢
化
社
会
へ
の
世
界
共
同
戦
略

二
十
一
世
紀
に
お
け
る
地
球
全
体
の
人
口

現
象
は
、
開
発
途
上
国
に
お
け
る
過
去
の
爆

発
的
な
人
口
急
増
の
惰
性
（
モ
メ
ン
タ
ム
）

と
し
て
、
な
お
当
分
の
間
、
年
間
約
八
○
○

○
万
人
の
量
的
拡
大
が
予
想
さ
れ
る
。
他

方
、
前
述
の
よ
う
に
世
界
的
な
規
模
で
の
人
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ロ
転
換
が
進
み
、
先
進
国
の
出
生
率
の
さ
ら

な
る
低
下
と
と
も
に
開
発
途
上
国
で
の
高
齢

化
が
次
第
に
本
格
化
す
る
。
二
十
一
世
紀
の

後
半
は
、
世
界
の
増
加
人
口
の
ほ
と
ん
ど
が

高
齢
人
口
と
な
る
。
出
生
率
の
低
下
と
平
均

余
命
の
延
長
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
高
齢

化
の
進
展
は
人
類
の
文
明
が
も
た
ら
さ
れ
必

然
的
な
方
向
で
あ
り
、
人
類
が
初
め
て
経
験

す
る
も
の
で
、
そ
の
影
響
は
労
働
力
や
購
買

力
、
資
金
フ
ロ
ー
な
ど
の
動
向
を
通
じ
て
国

際
経
済
に
も
大
き
な
変
化
を
及
ぼ
す
こ
と
に

な
ろ
う
。

日
本
を
初
め
先
進
国
で
は
そ
の
対
応
に
追

わ
れ
て
い
る
が
、
年
金
・
健
康
保
険
制
度
な

ど
が
未
成
熟
な
途
上
国
に
と
っ
て
は
高
齢
化

社
会
へ
の
軟
着
陸
に
は
先
進
国
以
上
の
困
難

が
予
想
さ
れ
る
。
中
国
や
イ
ン
ド
の
よ
う
な

「
人
口
大
国
」
も
近
年
、
急
増
す
る
高
齢
人

口
へ
の
対
応
に
強
い
関
心
を
示
し
て
い
る
。

東
京
会
議
は
先
進
国
に
お
け
る
少
子
・
高

齢
化
に
つ
い
て
先
進
国
間
の
情
報
・
政
策
に

関
す
る
建
設
的
な
意
見
交
換
の
場
に
な
る
。

さ
ら
に
、
高
齢
化
に
関
し
て
は
先
進
国
・
途

上
国
間
の
協
力
関
係
を
強
化
す
る
た
め
の
共

同
戦
略
を
打
ち
出
し
、
援
助
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
基
盤
を
形
成
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

③
環
境
・
食
糧
な
ど
マ
ク
ロ
的
問
題
へ
の

取
り
組
み

人
口
の
増
減
や
そ
の
年
齢
構
造
の
変
化
な

ど
の
人
口
変
動
は
人
類
の
諸
活
動
に
大
き
な

イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
。
将
来
の
人
類
の
生

存
を
す
ら
左
右
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
地

球
環
境
問
題
と
人
口
問
題
が
不
可
分
の
関
係

に
あ
る
こ
と
は
、
’
九
九
二
年
の
地
球
サ

ミ
ッ
ト
で
も
確
認
さ
れ
た
通
り
で
あ
る
。

地
球
環
境
問
題
を
め
ぐ
っ
て
は
、
先
進
国

と
途
上
国
の
間
に
異
な
る
見
解
が
あ
る
こ
と

は
否
定
で
き
な
い
。
途
上
国
が
主
張
す
る
よ

う
に
産
業
革
命
以
来
の
先
進
国
の
「
大
量
生

産
・
大
量
消
費
・
大
量
投
棄
」
と
い
う
産
業

及
び
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
あ
り
方
が
地
球
環

境
に
大
き
な
負
荷
を
与
え
て
い
る
こ
と
は
事

実
で
あ
ろ
う
。
地
球
温
暖
化
の
要
因
と
さ
れ

る
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
に
つ
い
て
も
工

業
や
生
活
様
式
か
ら
生
じ
る
排
出
量
に
お
い

て
先
進
国
側
の
責
任
は
大
き
い
。

他
方
、
途
上
国
側
で
も
人
口
の
増
大
及
び

人
類
の
諸
活
動
の
拡
大
に
伴
っ
て
薪
の
調
達

に
よ
る
森
林
の
荒
廃
、
焼
き
畑
農
業
の
サ
イ

ク
ル
の
短
縮
化
等
に
よ
る
森
林
の
砂
漠
化
は

避
け
ら
れ
な
い
現
実
で
あ
る
。
ま
た
、
途
上

国
の
工
業
化
の
進
展
や
生
活
水
準
の
向
上
に

伴
う
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
量
の
増
加
が
地
球
環
境

に
及
ぼ
し
て
い
る
影
響
も
無
視
で
き
な
い
。

人
類
共
通
の
課
題
で
あ
る
地
球
環
境
問
題
に

つ
い
て
は
長
期
的
展
望
に
立
っ
て
先
進
国
と

途
上
国
間
の
技
術
移
転
や
資
金
調
達
を
通
じ

た
一
層
の
協
力
関
係
の
強
化
が
不
可
避
で
あ

る
。地
球
規
模
に
お
け
る
食
糧
の
需
給
関
係
に

つ
い
て
は
短
期
的
、
長
期
的
視
点
に
よ
っ
て

楽
観
論
、
悲
観
論
が
交
錯
し
て
い
る
の
が
現

状
で
あ
る
。
将
来
の
食
糧
確
保
の
面
で
バ
イ

オ
技
術
の
発
展
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
る
見

方
も
あ
る
。
し
か
し
、
耕
作
地
拡
大
の
限

界
、
水
資
源
の
枯
渇
、
有
機
肥
料
や
薬
剤
の

過
剰
使
用
に
よ
る
土
地
生
産
性
の
劣
化
な
ど

の
要
因
を
考
え
れ
ば
、
将
来
の
巨
大
人
口
を

養
う
に
足
る
食
糧
確
保
に
つ
い
て
何
人
も
無

責
任
な
楽
観
論
に
は
立
て
な
い
だ
ろ
う
。

東
京
会
議
は
、
人
口
と
環
境
、
人
口
と
食

糧
と
い
っ
た
地
球
的
・
長
期
的
視
点
に
立
っ

た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
も
世
界
の
英
知
を
集
め

る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
’
九
九
四
年
の
カ
イ
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２１世紀の「地球家族」の平和のために次期世界人ロ会議(2004年)を日本で

ロ
に
お
け
る
国
際
人
口
開
発
会
議
は
リ
プ
ロ

ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ッ
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
一
人
ひ
と
り
の
女
性
の
人
権
と
自

立
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
最
終
的

に
人
口
増
加
の
速
度
を
緩
め
る
新
し
い
方
途

を
打
ち
出
し
た
。
世
界
の
人
口
問
題
に
関
わ
る

研
究
者
や
行
政
担
当
者
の
中
に
は
こ
の
新
方
針

の
歴
史
的
意
義
を
認
め
る
一
方
で
、
本
来
、
人

口
が
持
っ
て
い
る
マ
ク
ロ
的
な
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム

を
見
失
い
が
ち
だ
と
い
う
不
満
も
あ
る
。

東
京
会
議
で
は
東
京
に
拠
点
を
置
く
本
会

議
の
ほ
か
国
際
会
議
場
を
持
つ
首
都
圏
の
自

治
体
の
協
力
を
得
て
テ
ー
マ
毎
の
分
科
会
を

設
け
、
人
口
と
開
発
、
人
口
と
環
境
、
人
口

と
食
糧
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
を
め
ぐ
る
国
際
協

力
の
あ
り
方
に
裾
野
を
広
げ
て
焦
点
を
当

て
、
世
界
の
研
究
者
や
政
策
決
定
者
な
ど
の

頭
脳
を
動
員
す
べ
き
で
あ
る
。

④
Ｎ
Ｇ
Ｏ
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催

日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
自
立
へ
の
努
力
が
試
み

ら
れ
て
い
る
が
、
前
述
の
よ
う
に
そ
の
存
立

基
盤
の
脆
弱
さ
な
ど
か
ら
未
だ
世
界
の
Ｎ
Ｇ

Ｏ
に
比
し
て
十
分
な
力
を
発
揮
す
る
に
至
っ

て
い
な
い
。
東
京
会
議
が
実
現
す
れ
ば
、
人

口
、
保
健
、
女
性
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
な
ど

人
口
に
か
か
わ
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
み
な
ら
ず
、
環

境
、
貧
困
、
教
育
等
に
関
す
る
世
界
の
民
間

団
体
と
の
交
流
に
よ
っ
て
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
期
待
さ
れ
る
。

こ
の
た
め
首
都
圏
を
は
じ
め
自
治
体
の
協

力
を
得
て
、
世
界
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
よ
る
交
流
、

提
言
活
動
の
場
を
設
定
、
各
国
政
府
代
表
と

の
意
見
交
換
を
含
め
た
各
種
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

開
催
す
る
こ
と
が
、
世
界
人
口
会
議
の
意
義

を
高
め
る
こ
と
に
役
立
つ
で
あ
ろ
う
。

⑤
国
会
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催

世
界
の
人
口
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に

は
、
各
国
の
政
策
決
定
に
大
き
な
役
割
を
持

つ
立
法
府
の
積
極
的
な
関
与
が
不
可
欠
で
あ

る
。
世
界
に
先
駆
け
て
設
立
し
、
活
動
を
続

け
て
い
る
日
本
の
「
国
際
人
口
問
題
議
員
懇

談
会
」
（
会
長
・
中
山
太
郎
元
外
相
）
は
ア

ジ
ア
議
員
連
盟
の
中
核
的
な
役
割
を
果
た

し
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
（
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア

ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
の
設
立
を
は
じ
め
、

世
界
各
地
域
に
人
口
・
開
発
に
関
す
る
国
会
議

員
連
盟
を
設
立
す
る
こ
と
に
貢
献
し
て
き
た
。

東
京
会
議
を
機
会
に
国
連
人
口
基
金
（
Ｕ

Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
）
と
の
協
力
の
下
に
世
界
の
国
会

議
員
が
人
口
、
環
境
、
食
糧
、
資
源
、
開
発

等
の
問
題
に
つ
い
て
大
所
高
所
か
ら
国
益
を

越
え
て
、
二
十
一
世
紀
の
平
和
戦
略
を
世
界

に
向
け
て
発
す
る
こ
と
は
重
要
な
意
義
を
持

つ
で
あ
ろ
う
。

⑥
ユ
ー
ス
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
お
よ
び
シ
ニ
ア

・
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
の
十
分
な

ケ
ア
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
さ
れ
て
い
な
い
若

者
、
と
り
わ
け
十
五
歳
か
ら
二
十
四
歳
の
グ

ル
ー
プ
は
、
二
○
○
○
年
に
世
界
人
口
の
一

七
・
六
％
を
占
め
る
。
年
齢
層
を
十
歳
か
ら

二
十
四
歳
に
拡
大
す
る
と
世
界
人
口
の
三
○

％
に
及
ぶ
。
二
十
一
世
紀
の
社
会
は
高
齢
者

人
口
と
若
者
人
口
が
共
存
し
、
共
に
国
際
社

会
の
な
か
で
「
新
し
い
世
代
」
を
形
成
し
て

い
く
。
私
た
ち
の
未
来
は
、
こ
れ
ら
の
増
大

す
る
「
新
し
い
世
代
」
の
ニ
ー
ズ
に
、
家
族

と
社
会
が
ど
の
よ
う
に
応
え
て
い
く
か
に
か

か
っ
て
い
る
と
一
一
一
一
□
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

人
類
に
と
っ
て
全
く
新
し
い
課
題
を
も
つ
高

齢
者
と
若
者
の
共
存
す
る
社
会
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
世
界
の
高
齢
者
と
若
者
が
日
本
に

参
集
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

す
る
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
。

（
一
九
九
九
年
十
一
月
）
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西
暦
二
○
○
○
年
が
開
け
た
。
後
世
の
史

家
は
過
ぎ
去
っ
た
二
十
世
紀
を
何
と
名
付
け

る
だ
ろ
う
か
。
あ
る
人
は
「
世
界
戦
争
の
世

紀
」
と
呼
び
、
他
の
人
は
「
革
命
的
技
術
革

新
の
時
代
」
と
呼
ぶ
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の

歴
史
的
総
括
は
そ
の
人
の
価
値
観
や
立
場
に

よ
っ
て
様
々
に
異
な
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

誰
に
も
否
定
で
き
な
い
二
十
世
紀
の
も
う
一

つ
の
大
き
な
特
徴
、
そ
れ
は
「
人
口
爆
発
の

時
代
」
で
あ
っ
た
。
百
年
前
に
十
五
億
人
で

あ
っ
た
地
球
上
の
住
人
は
世
紀
末
に
は
六
十

億
人
と
四
倍
に
膨
れ
上
が
っ
た
の
で
あ
る
。

人
口
圧
力
が
人
々
の
生
活
に
も
た
ら
す
様
々

な
影
響
を
考
え
る
と
、
こ
れ
を
単
純
に
「
人

類
の
勝
利
」
と
手
放
し
で
自
賛
す
る
人
は
い

な
い
だ
ろ
う
。

￣

尾崎美干生

し
か
も
、
こ
の
人
口
の
騰
勢
は
二
十
一
世

紀
に
も
確
実
に
引
き
継
が
れ
る
。
世
紀
の
半

ば
ま
で
は
毎
年
七
千
八
百
万
人
、
つ
ま
り
ド

イ
ツ
大
の
国
が
毎
年
誕
生
す
る
勘
定
に
な

り
、
わ
が
国
を
例
に
と
れ
ば
一
年
半
で
日
本

と
同
規
模
の
国
が
増
え
て
い
く
こ
と
に
な

る
。
二
十
一
世
紀
の
終
わ
り
に
は
百
億
人
に

も
達
す
る
人
口
圧
力
が
、
地
球
環
境
や
、
食

糧
、
水
、
貧
困
や
健
康
と
い
っ
た
人
々
の
暮

ら
し
に
も
た
ら
す
影
響
を
考
え
れ
ば
「
人
類

の
繁
栄
」
は
「
人
類
滅
亡
」
に
転
ず
る
危
険

さ
え
内
包
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

カ
イ
ロ
で
の
国
際
人
口
開
発
会
議
か
ら
五

年
、
今
年
三
月
の
国
連
人
口
開
発
委
員
会
で

は
次
の
世
界
人
口
会
議
の
開
催
年
や
開
催
国

が
話
題
に
の
ぼ
る
は
ず
だ
。
そ
れ
に
先
立
ち

私
た
ち
人
口
問
題
協
議
会
（
明
石
康
会
長
）

は
昨
年
秋
、
小
渕
首
相
と
コ
フ
ィ
・
ア
ナ
ン

国
連
事
務
総
長
に
対
し
、
カ
イ
ロ
会
議
か
ら

十
年
後
の
二
○
○
四
年
に
日
本
で
次
の
世
界

人
口
会
議
を
開
く
よ
う
提
言
し
た
。
日
本
こ

そ
二
十
一
世
紀
の
地
球
的
課
題
で
あ
る
人
口

問
題
へ
の
取
組
み
を
通
し
て
世
界
の
平
和
と

人
々
の
福
祉
に
貢
献
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
と

考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
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世界人ロ会議の日本開催に結集を

わ
が
国
に
お
け
る
人
口
学
者
や
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
関
係
者
で
作
っ
て
い
る
人
口
問
題
協

議
会
の
明
石
康
会
長
、
黒
田
俊
夫
氏
（
ジ
ョ

イ
セ
フ
理
事
長
）
ら
は
、
昨
年
十
一
月
十

日
、
首
相
官
邸
に
小
渕
首
相
を
訪
ね
、
同
協

議
会
が
ま
と
め
た
「
二
十
一
世
紀
の
地
球
家

族
の
平
和
の
た
め
に
次
期
世
界
人
口
会
議

を
日
本
で
」
ｌ
国
連
お
よ
び
日
本
政
府
へ

の
提
言
Ｉ
（
資
料
参
照
）
を
提
言
し
た
．

席
上
、
明
石
会
長
は
日
本
開
催
の
根
拠
と

し
て
、

｜
、
世
界
人
口
の
三
分
の
二
を
占
め
る
ア
ジ

ア
で
こ
れ
ま
で
一
度
も
世
界
会
議
が
開
か

れ
て
い
な
い
こ
と

―
、
過
剰
人
口
を
短
期
間
に
解
決
し
て
、
経

済
発
展
に
結
び
付
け
た
戦
後
日
本
の
経
験

昨
年
十
月
、
次
期
世
界
人
口
会
議
を
ア
ジ

ア
で
開
く
こ
と
を
「
新
潟
宣
言
」
で
う
た
っ

た
「
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員

フ
ォ
ー
ラ
ム
【
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
）
を
は
じ
め
、

政
府
や
経
済
界
、
多
く
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
女
性
団

体
な
ど
の
関
係
者
が
日
本
開
催
の
実
現
に
向

け
て
大
き
く
結
集
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

Ｌ
／
、
〉

／
、

は
く
丁
日
の
開
発
途
上
国
に
役
立
つ
こ
と

『
急
速
な
高
齢
化
社
会
に
入
っ
て
い
る
日

本
を
は
じ
め
先
進
国
と
、
次
第
に
高
齢
化

が
波
及
し
つ
つ
あ
る
途
上
国
が
協
力
し
て

対
応
策
を
講
ず
る
こ
と
は
人
口
問
題
の
次

の
課
題
で
あ
る

一
、
日
本
は
国
連
人
口
基
金
へ
の
最
大
の
拠

出
国
で
あ
り
、
人
口
分
野
に
お
け
る
わ
が

国
の
貢
献
は
国
連
や
各
国
の
高
い
評
価
を

得
て
い
る
こ
と

―
、
世
界
会
議
に
集
ま
る
各
国
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と

交
流
す
る
こ
と
は
、
わ
が
国
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の

力
量
の
向
上
に
大
き
く
資
す
る
こ
と

ｌ
種
ど
を
指
摘
、
小
渕
首
相
が
掲
げ
る

「
人
間
の
安
全
保
障
「
｜
の
観
点
か
ら
も
日
本

で
の
開
催
は
有
意
義
で
あ
る
と
強
調
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
小
渕
首
相
は
他
国
の
動
向

や
開
催
国
決
定
の
段
取
り
と
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ

ト
、
経
費
な
ど
に
つ
い
て
熱
心
に
質
問
、
政

府
内
で
の
検
討
を
約
し
た
。

続
い
て
十
一
日
に
は
来
日
中
の
コ
フ
ィ
・

ア
ナ
ン
国
連
事
務
総
長
に
も
、
国
連
大
学
で

旧
知
の
明
石
会
長
か
ら
「
提
言
」
を
伝
達

（
写
真
・
次
頁
）
、
同
事
務
総
長
は
「
す
ば
ら

し
い
（
ワ
ン
ダ
フ
ル
）
ア
イ
デ
ィ
ア
だ
。
国

一
方
、
昨
年
十
月
、
新
潟
市
に
ア
ジ
ア
の

二
十
九
カ
国
か
ら
九
十
六
人
の
国
会
議
員
が

集
ま
っ
て
開
い
た
「
人
口
と
開
発
に
関
す
る

ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
（
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ

Ｄ
）
は
そ
の
「
新
潟
宣
言
」
の
中
で
次
の
世

界
人
口
会
議
を
ア
ジ
ア
で
開
催
す
る
よ
う
呼

び
か
け
た
。
ア
ジ
ア
に
は
十
二
億
人
の
人
口

を
擁
す
る
中
国
を
は
じ
め
、
来
世
紀
に
は
中

国
を
抜
く
イ
ン
ド
、
二
億
人
以
上
の
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
な
ど
「
人
口
大
国
」
が
ひ
し
め
い
て

い
る
。
ア
ジ
ア
が
解
決
さ
れ
れ
ば
世
界
の
人

口
問
題
は
峠
を
越
え
る
と
さ
え
言
わ
れ
る

が
、
一
九
九
四
年
に
一
部
関
係
者
の
間
で
日

本
開
催
を
模
索
す
る
動
き
が
あ
っ
た
も
の

の
、
未
だ
に
一
度
も
世
界
会
議
は
開
か
れ
て

い
な
い
。
こ
う
し
た
な
か
で
、
米
国
が
人
権

問
題
の
観
点
か
ら
そ
の
人
口
政
策
に
批
判
の

連
の
関
係
者
に
伝
え
た
い
一
と
積
極
的
な
姿

勢
を
示
し
た
。

人
口
問
題
協
議
会
は
、
こ
れ
に
先
立
ち
来

日
し
た
国
連
人
口
部
の
ジ
ョ
セ
フ
・
シ
ャ

ミ
ー
部
長
に
も
協
力
を
要
請
、
同
部
長
も
強

い
関
心
を
示
し
た
。

◇
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矢
を
向
け
て
い
る
中
国
や
、
国
境
紛
争
や
民

族
問
題
を
抱
え
て
い
る
イ
ン
ド
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
で
の
開
催
は
事
実
上
困
難
と
見
る
向
き

が
多
く
、
ア
ジ
ア
で
の
開
催
と
い
う
こ
と
に

な
れ
ば
日
本
が
本
命
視
さ
れ
て
く
る
。
戦
後

日
本
の
出
生
力
転
換
を
経
済
発
展
に
結
び
つ

け
た
い
わ
ゆ
る
「
人
口
ボ
ー
ナ
ス
｜
の
活
用

は
、
そ
の
後
韓
国
、
台
湾
、
香
港
、
中
国
な

人口問題協議会

人口・家族計画・リプロダクティブヘルス

分野の専門家やマスメディア関係者が中心に

なり1973年１月に設立された人口問題研究グ

ループ。現在の会員数約100名。会長：明石

康前国連事務次長、代表幹事：尾崎美千生

氏。

資源、環境、開発、女性などあらゆる角度

から人口問題を究明し、その本質を広く一般

に啓発・提言していくことを目的としてい

る。年１回「世界人口デー」記念特別シンポ

ジウムを７月に、また年６回程度の定例研究

会を最新のテーマに基づいて開催している。

1974年「世界人口会議｣(ブカレスト)､1984

年の「国際人口会議｣(メキシコシティ)､1994

年の「国際人口開発会議」（カイロ）などの

国際会議には協議会会員の多数が政府代表団

団員やＮＧＯ代表として参加している･

ど
の
東
ア
ジ
ア
や
ア
セ
ァ
ン
諸
国
の
人
口
転

換
を
促
し
経
済
発
展
に
も
寄
与
し
て
き
た
。

他
方
、
現
在
先
進
国
が
直
面
し
て
い
る
人

口
構
造
の
高
齢
化
現
象
は
、
次
第
に
開
発
途

上
国
に
も
押
し
寄
せ
よ
う
と
し
て
お
り
、
高

齢
化
は
ま
さ
に
二
十
一
世
紀
の
人
類
的
課
題

に
な
る
。
世
界
一
の
ス
ピ
ー
ド
で
高
齢
化
が

進
行
し
て
い
る
日
本
の
対
応
と
経
験
は
、
再

び
ア
ジ
ア
の
み
な
ら
ず
世
界
に
大
き
な
示
唆

を
与
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
女
性
八
十

四
、
男
性
七
十
七
歳
と
い
う
世
界
一
の
平
均

寿
命
と
、
世
界
一
低
い
乳
児
死
亡
率
を
達
成

し
た
「
長
寿
健
康
国
・
日
本
」
が
平
和
的
手

段
で
世
界
に
貢
献
す
る
意
義
は
大
変
に
大
き

い
と
言
え
る
。
新
し
い
世
紀
を
「
地
球
家

族
」
の
一
共
生
の
世
紀
」
と
す
る
た
め
に
も
。

事務局

財団法人家族計画国際協力財団

（ジョイセフ：ＪＯＩＣＦＰ）

〒l62-0843東京都新宿区市谷田町１－１０

保健会館新館ジョイセフ人口問題協議会事務局

電話（０３)3268-3150ＦＡＸ（03)3235-9776

Ｅ－ｍａｉｌ：info＠joicfp・ｏｒ・jｐ

4４



勺ＪＣｐｂ‐け■■ＬｊｈＤｆ、７■〃ｈひｂヴミグ且〃Ｐ、ＪＦ、ＢＫＰ■ｂｇＢ５ＪＥＰ正ｊｑＪ６ＱＦＬＰＬＰＬＰ、夕、ｐ０Ｑｒ９ＰＪＬ夕Ⅲ■ｂ‐ひ、グｑＪＩ７ｎ〃ＰｈｐＦ、Ｊ巳ＵＩＤｔｊ□ＤＩＤ■ロアロＪＬＪｈＪ１ｐｈＪ、ｆ、〃■〃Ｑ〃Ｌβ、Ｊ、Ｆ９Ｊｈｐ、夕も：夕、ｆＪｕＪｑＬｒ、イｂｆＬイＢ■ＪＳＰ■、ｒ、Ｆ、ｒ１ｒもβ、β●：、Ｐ、〃、〃凸ＯＲＰイｊｆもｆ、Ｆ、〃、Ｐ、〃、〃、〃、〃ｈ●〃、くづ、夕、〃、夕ｈＪｈｐｑＪ８ＦＨＰＵ砂５７，〃、〃、●Ｐ■グ、Ｐ、夕乢グロゾ、●Ｐ、〃、ＰＣＰ、ＰＧ。■〃Ｌ■、づｂ●：β、グミ●Ｐｓ刀ｌｐＦ、■くＪＬＤ巴ｂｆＤＥＪｑ刀Ⅱｐ■ＥＵＤＥＤｇＪｒ１Ｐ、：〃ｒｎＪｒ３ＰｊＫＵＵ、ｒｎＪＬａＵ３ｂけ

本協会は、１０月21日の臨時理事会で寄附行為の－部変更を議決

し、評議員会を設置し、評議員の選出した。これは、平成８年９

月20日、並びに平成９年12月１６日の「公益法人の設立許可及び指

導監督基準」及び「公益法人に対する検査等の委託等に関する基

準」の閣議決定に基づくものである。

選出された評議員各氏は次の通り。（五十音順）

現職

元厚生省人口問題研究所所長

牡)東京銀行協会専務理事

大阪産業大学教授

早稲田大学人間科学部教授

東京慈恵会医科大学環境保健医学講座主任教授

京都大学大学院農学研究科教授

㈱日本鉄鋼連盟常務理事

電気事業連合会専務理事

卿日本電機工業会専務理事

東海大学教授

東京大学東洋文化研究所所長

氏名(敬称略）

岡崎陽

菅野

桐生

明
稔
夫
佑
博
元
一
夫
二
介
之

晴
英
弘
猷
信
謙
洋

嵯峨座

清水

辻井

田
塚
井
野

戸
殿
永
中
原
船
降
谷
柳
山

津
矢
津
瀬
田
岡

雄
一
男
彦
郎
平

昭
憲
義
友
三
茂

(肋日本原子力文化振興財団専務理事

㈱日本家庭問題研究協会副会長

衆議院議員・農林水産総括政務次官

前ネパール国特命全権日本国大使

日本大学生物資源科学部教授・東京大学名誉教授

㈱日本自動車工業会事務局長吉

`５



醤辮興檸L１

．Ｊ

蝿

整合性のある

Ⅲ
世
紀
の
革
新
的
な
援
助
の
枠
組
み
を
求
め
て

内
田
康fｆ

ハ

鋤

雄
（
神
戸
大
学
院
教
授
）

財
源
か
ら
補
助
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
な
公
共

保
健
部
門
へ
の
開
発
援
助
は
、
他
の
社
会

開
発
部
門
と
、
財
務
上
の
運
営
維
持
の
面
で

同
様
の
困
難
を
ほ
ぼ
不
可
避
に
抱
え
て
い

る
。
社
会
開
発
部
門
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
に
よ
っ
て
一
定
の
料
金
を
課
し
、
費
用
回

収
を
図
る
こ
と
が
、
最
貧
国
で
は
特
に
難
し

い
こ
と
が
多
い
。
ま
た
サ
ー
ビ
ス
の
社
会
的

公
正
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
高
率
の
費
用
回

収
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
こ
と
が
普
通
で
あ

る
。
例
え
ば
、
小
学
校
教
育
、
公
衆
衛
生
な

ど
ほ
ぼ
無
料
で
供
給
さ
れ
る
べ
き
も
の
か
ら

若
干
の
使
用
者
負
担
を
課
す
簡
易
水
道
な
ど

様
々
で
あ
る
が
、
し
か
し
こ
れ
ら
は
高
い
費

用
回
収
を
図
る
よ
う
に
は
そ
も
そ
も
計
画
さ

れ
て
い
な
い
。
従
っ
て
、
税
収
に
よ
る
政
府

は
じ
め
に

サ
ー
ビ
ス
な
の
で
あ
る
。
そ
の
一
方
、
保
健

省
等
の
社
会
サ
ー
ビ
ス
関
連
省
庁
の
経
常
予

算
は
、
そ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
管
理
費

用
及
び
給
与
部
分
に
既
に
ほ
ぼ
充
当
さ
れ
て

お
り
、
援
助
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
新
た
に
受
け

取
る
こ
と
で
、
あ
る
部
門
（
例
え
ば
地
域
保

健
）
に
充
当
さ
れ
て
い
る
経
常
予
算
を
削
減

す
る
こ
と
で
、
新
規
案
件
の
維
持
管
理
費
用

を
捻
出
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
こ
と
が
発

展
途
上
国
（
特
に
最
貧
国
）
の
保
健
部
門
で

は
生
じ
や
す
い
。

理
論
的
に
は
、
他
の
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
経

費
を
削
っ
て
も
余
り
あ
る
よ
う
な
社
会
開
発

効
果
の
高
い
新
規
案
件
の
み
が
、
受
け
手
国

の
財
政
逼
迫
下
で
は
厳
選
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
現
実
に

は
そ
う
し
た
配
慮
は
、
各
々
の
援
助
機
関

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
惑
、
事
情
な
ど
で
行
動

す
る
こ
と
が
多
い
た
め
に
、
う
ま
く
働
く
こ

と
が
な
く
、
多
く
の
最
貧
国
の
保
健
部
門
で

は
稀
少
資
源
の
効
率
的
な
連
携
が
失
わ
れ
て

し
ま
う
こ
と
が
少
な
く
な
か
っ
た
。

ま
た
様
々
な
援
助
機
関
に
よ
る
バ
ラ
バ
ラ

の
援
助
が
続
く
と
、
そ
の
セ
ク
タ
ー
は
言
わ

ば
「
虫
喰
い
」
状
態
に
な
っ
て
し
ま
う
。
実
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際
、
様
々
の
援
助
機
関
が
個
別
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
毎
の
目
標
制
定
を
す
る
こ
と
で
、
セ
ク

タ
ー
全
休
の
整
合
的
な
政
策
と
戦
略
が
設
計

で
き
な
い
、
あ
る
い
は
壊
れ
て
し
ま
う
と

い
っ
た
こ
と
が
稀
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
そ
う
し
た
連
携
の
弱
い
援
助
資
源
供
給

を
改
め
、
稀
少
資
源
の
効
率
的
な
運
用
の
た

め
に
、
保
健
セ
ク
タ
ー
全
体
的
（
ｍ
の
２
。
『
ｌ

亘
〔
庁
）
な
政
策
と
戦
略
を
ホ
ス
ト
国
（
被
援
助

ア
フ
リ
カ
諸
国
（
サ
ブ
サ
ハ
ラ
以
南
ア
フ

リ
カ
）
始
め
、
様
々
の
低
所
得
発
展
途
上

国
、
最
貧
国
で
は
、
自
律
発
展
性
の
あ
る
自

国
の
保
健
シ
ス
テ
ム
の
形
成
に
は
プ
ロ
ジ
ェ

１．

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
支
援
の
限
界
と
援
助
協
調

●内田康雄くうちだやすお＞
1947年三重県生まれ

<現職>神戸大学大学院国際協力研究科教

授

<学歴>東京大学社会医学系大学院博士課

程修了

<職歴>アジア開発銀行、ＯＥＣＤ、ＪＩＣＡ

等国際援助機関のアドバイザー、

ＣＡＲＥＪＡＰＡＮ評議員

<主な著醤>"PotentialandConstrains

inJapan･ｓＤｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔＡｓｓｉ‐

stanceinPopulation"PRB

Washington，Ｄ、01999．「タイ

王国の健康保険制度の拡充とヘル

スケアの政府部門・民間部門の複

合化｣、「国民経済雑誌』第178号

第５号1998年、「再貧国の保健部

門のコミュニティー・ファイナン

シングの考察」ｒ国際協力論集」

第３巻第２号1995年、「薬剤回転

資金（ＤＦＲ）のモデルと一般的

問題点」「薬剤回転資金に関する

研究」1995年度医療科学研究所助

成研究、「プログラム予算化手法

の研究」「途上国における地域保

健財源確保の方法」国際開発高等

教育機構1994年

ク
ト
型
支
援
は
あ
ま
り
貢
献
す
る
こ
と
は
な

か
っ
た
と
い
う
評
価
が
次
第
に
広
く
認
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
援
助
に
よ

る
働
き
か
け
（
］
貝
の
『
ど
の
昌
一
。
。
）
が
、
｜
般

国
）
と
関
係
援
助
機
関
が
共
有
し
、
さ
ら
に
可

能
な
限
り
そ
の
セ
ク
タ
ー
の
開
発
資
源
を
共

同
の
資
金
（
で
。
。
］
旨
、
驚
国
ご
鴨
冒
・
貝
）
と

し
て
管
理
し
て
い
こ
う
と
す
る
動
き
が
拡
大

し
て
き
て
い
る
。
そ
の
代
表
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ

と
し
て
Ｓ
Ｗ
Ａ
Ｐ
（
の
①
２
．
局
－
三
一
号
ン
頃
）
‐

局
・
目
豈
８
℃
３
頭
日
目
白
一
コ
、
）
が
注
目
さ
れ

て
き
て
い
る
。

的
に
保
健
セ
ク
タ
ー
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
化

（
百
・
。
］
の
（
営
圏
底
○
二
）
に
陥
っ
た
こ
と
に
よ

る
問
題
点
は
こ
の
よ
う
に
要
約
で
き
る
。
行

き
過
ぎ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
化
は
、
⑪
包
括
的

で
統
一
の
あ
る
保
健
セ
ク
タ
ー
政
策
の
構
築

へ
の
熱
意
を
削
い
で
し
ま
っ
た
、
②
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
毎
に
持
ち
込
ま
れ
る
多
種
多
様
な

管
理
規
則
が
、
保
健
省
及
び
関
係
組
織
内
で

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
分
断
化
に
な
っ
て
し
ま

い
、
曰
、
葺
員
」
・
目
］
８
℃
色
白
亘
は
弱
ま
れ

ど
強
化
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
保
健
セ
ク

タ
ー
の
資
源
配
分
の
是
正
が
進
ま
ず
、
政
策

分
析
が
セ
ク
タ
ー
全
体
的
な
配
慮
で
進
ま

ず
、
い
つ
も
個
別
の
問
題
毎
の
対
応
に
終
っ

て
し
ま
っ
た
③
こ
の
よ
う
な
保
健
資
源
の

運
営
体
制
の
断
片
化
が
、
長
期
的
な
整
合
性

の
保
た
れ
た
発
展
の
た
め
の
基
本
と
な
る
保

健
セ
ク
タ
ー
の
組
織
と
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
の

発
展
強
化
を
妨
げ
て
し
ま
っ
た
と
。

ま
た
ホ
ス
ト
国
の
一
貫
し
た
政
策
（
ｍ
ｇ
８
『

己
・
冒
望
）
と
そ
の
適
用
と
い
う
点
で
、
消
極

的
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
バ
ラ
バ
ラ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
保
健
セ
ク
タ
ー
を
容
易
に
席
巻

し
て
し
ま
う
こ
と
を
許
し
て
し
ま
っ
た
原
因

で
も
あ
る
。
他
に
援
助
機
関
が
そ
れ
ぞ
れ
の

`７



働
き
か
け
（
旨
冨
目
。
『
］
昼
。
。
）
の
優
先
度

を
固
辞
す
る
こ
と
も
問
題
軽
減
の
障
害
と

な
っ
て
き
た
。
開
発
援
助
は
、
マ
ー
ケ
ッ
ト

に
あ
る
売
り
手
と
買
い
手
の
よ
う
に
原
理
的

に
は
対
等
に
な
り
え
る
よ
う
な
交
渉
関
係

が
、
働
き
に
く
い
特
異
な
関
係
で
あ
る
。
買

い
手
（
援
助
受
容
側
）
は
、
特
に
最
貧
国
な

ど
は
売
り
手
（
援
助
機
関
）
に
対
し
て
交
渉

力
（
ず
色
『
、
巴
。
ご
血
で
（
）
葛
臼
・
）
を
ほ
と
ん
ど

待
ち
え
な
い
こ
と
が
現
実
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
の
援
助
が
、

保
健
セ
ク
タ
ー
に
お
い
て
も
中
心
的
な
援
助

Ｓ
Ｗ
Ａ
Ｐ
と
は
、
、
の
。
←
Ｂ
ｉ
三
国
の
少
己
ご
‐

８
月
ロ
ー
ｏ
Ｐ
ｄ
ｍ
国
曰
目
〕
冒
頭
の
省
略
の
形

で
あ
る
。
特
に
こ
こ
で
は
、
保
健
セ
ク
タ
ー
に

着
目
し
た
の
ミ
ン
で
ご
｛
｝
』
の
庫
の
四
』
曰
、
の
９

８
門
を
念
頭
に
お
い
て
議
論
を
進
め
る
。
因
み

に
Ｓ
Ｗ
Ａ
Ｐ
と
い
う
用
語
法
以
外
に
、
Ｓ
Ｉ
Ｐ

（
の
①
。
５
門
旨
く
①
、
日
〕
の
昌
勺
局
。
、
円
四
日
、
）
と
い

う
表
現
も
あ
る
。
後
者
は
、
主
に
世
界
銀
行
に

よ
る
ご
円
・
沙
。
⑪
の
。
－
．
門
凹
む
頁
○
四
：
に
よ
る

セ
ク
タ
ー
・
ロ
ー
ン
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ

２
Ｓ
Ｗ
Ａ
Ｐ
【
の
：
。
『
－
富
（
旨
シ
ｂ
胃
・
鱒
昌
一
・
博
。
、
国
目
口
員
】
と
は

形
態
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
う
し
た
援
助
の

受
け
手
で
あ
る
低
所
得
発
展
途
上
国
で
は
、

既
に
述
べ
た
よ
う
に
政
府
予
算
（
特
に
経
常

部
分
）
が
住
々
に
し
て
逼
迫
状
態
に
あ
り
、

且
つ
様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
援
助
が
援
助

調
整
な
し
に
供
給
さ
れ
て
き
た
結
果
、
そ
れ

ぞ
れ
の
案
件
の
維
持
管
理
費
用
も
不
足
が
ち

な
た
め
、
当
初
考
え
ら
れ
た
開
発
効
果
も
あ

げ
る
こ
と
な
く
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
内
包
す

る
施
設
や
機
材
が
早
々
と
劣
化
し
て
い
く
と

い
う
こ
と
が
珍
し
く
は
な
か
っ
た
の
で
あ

る
ｃ

も
Ｓ
Ｗ
Ａ
Ｐ
の
一
形
態
と
考
え
ら
れ
る
。
た

だ
、
Ｓ
ｌ
Ｐ
に
お
い
て
は
、
最
大
ド
ナ
ー
の
世

界
銀
行
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
強
く
現
れ
る
と

い
う
面
が
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
当
該
セ
ク

タ
ー
の
共
通
の
政
策
合
意
に
基
づ
き
、
す
べ
て

の
援
助
資
金
を
理
想
的
に
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
・

フ
ァ
ン
ド
に
組
み
入
れ
る
こ
と
を
目
指
す
と
い

う
点
で
共
通
し
て
い
る
。

特
に
世
界
銀
行
の
Ｓ
Ｉ
Ｐ
は
、
セ
ク
タ
ー

の
包
括
的
で
整
合
性
の
と
れ
た
政
策
形
成
の

面
で
、
中
心
的
な
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
と
な
っ

た
と
い
え
る
。
｜
方
、
援
助
の
受
け
入
れ
側

諸
国
で
は
、
ホ
ス
ト
国
と
し
て
他
と
の
関
係

性
の
薄
い
自
分
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
個
別
毎

の
運
営
に
の
み
関
心
を
も
つ
援
助
機
関
と
結

ば
れ
て
き
た
受
動
的
な
関
係
を
脱
皮
し
て
い

く
べ
き
だ
と
い
う
意
識
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。

従
っ
て
、
援
助
機
関
に
は
長
期
的
視
野
に

た
っ
て
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
い
う
こ
と

を
よ
く
考
慮
し
、
包
括
的
な
合
意
の
と
れ
た

国
家
的
政
策
の
支
援
者
と
し
て
協
力
し
て
も

ら
う
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
一

つ
と
し
て
、
援
助
機
関
毎
の
そ
れ
ぞ
れ
の
計

画
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
体
制
を
統
一
あ
る
も
の

に
し
て
い
こ
う
と
す
る
動
き
が
あ
る
。
そ
う

す
る
こ
と
で
人
的
、
財
政
的
管
理
コ
ス
ト
を

抑
え
、
よ
り
透
明
性
の
あ
る
、
ア
カ
ウ
ン
タ

ブ
ル
な
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
る
。

こ
の
よ
う
に
Ｓ
Ｗ
Ａ
Ｐ
に
は
、
援
助
資
源

の
整
合
的
な
投
入
を
、
政
策
面
で
図
る
と
い

う
こ
と
の
他
、
資
金
管
理
面
で
も
共
通
の
国

際
公
共
財
と
し
て
バ
ス
ケ
ッ
ト
・
フ
ァ
ン
ド

を
創
設
し
、
種
々
の
援
助
資
金
を
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
と
す
る
二
つ
の
枠
組
み
か
ら
な
る
。
特
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Ｓ
Ｗ
Ａ
Ｐ
の
構
成
要
素
は
、
こ
の
よ
う
に

考
え
ら
れ
る
。
⑥
セ
ク
タ
ー
に
関
す
る
政
策

と
戦
略
、
⑪
セ
ク
タ
ー
の
必
要
資
源
の
計
画

（
多
年
度
の
歳
出
の
枠
組
み
が
あ
る
こ
と
が

望
ま
し
い
）
、
何
ホ
ス
ト
国
（
援
助
受
け
手

国
）
の
シ
ス
テ
ム
に
合
う
、
共
通
の
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
枠
組
み
が
設
定
さ
れ
る
こ
と
、
そ

し
て
、
⑪
共
通
の
基
準
に
基
づ
く
審
査
、
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
、
評
価
の
体
制
で
あ
る
。
こ
う
し

た
Ｓ
Ｗ
Ａ
Ｐ
の
仕
組
み
の
な
か
で
は
、
様
々

の
資
金
供
与
の
仕
組
み
（
、
①
ｇ
ｏ
局
す
こ
局
の
一

２
層
・
１
・
酸
の
。
一
・
円
白
く
①
印
一
日
の
貝
肩
・
‐

ぬ
国
【
Ｐ
ｂ
Ｃ
Ｃ
一
一
コ
”
胃
田
口
、
の
目
の
貝
）
や
特

定
の
調
達
条
件
の
付
い
た
援
助
ま
で
も
が
、

有
効
に
組
み
入
れ
編
成
し
よ
う
と
す
る
も
の

に
後
者
は
、
援
助
機
関
、
と
り
わ
け
自
国
の

国
益
な
ど
か
ら
自
由
に
な
り
に
く
い
二
国
間

援
助
機
関
に
と
っ
て
は
、
合
意
が
容
易
で
は

な
い
か
も
し
れ
な
い
。
バ
ス
ケ
ッ
ト
・
フ
ァ
ン

ド
（
あ
る
い
は
己
（
〕
Ｃ
｝
曰
”
宵
田
口
明
①
白
①
ご
一
）

と
は
、
Ⅲ
最
終
的
に
は
、
す
べ
て
の
援
助
資

金
を
共
通
の
フ
ァ
ン
ド
に
組
み
入
れ
管
理
す

3．

Ｓ
Ｗ
Ａ
Ｐ
の
枠
組
み

で
あ
る
。

従
っ
て
、
Ｓ
Ｗ
Ａ
Ｐ
を
推
進
さ
せ
る
に

は
、
こ
の
よ
う
な
制
度
的
環
境
の
整
備
が
不

可
欠
と
な
る
。

Ｈ
マ
ク
ロ
経
済
の
安
定
。

口
政
府
予
算
会
計
シ
ス
テ
ム
の
透
明
化
、

関
連
業
務
と
の
結
び
つ
き
の
明
確
化
を
図

り
、
援
助
資
金
の
己
。
。
」
旨
血
自
国
□
ぬ
の
‐

日
・
具
の
基
本
条
件
を
整
え
る
。

曰
保
健
部
門
の
全
体
的
な
政
策
の
み
な
ら

ず
、
各
サ
ブ
セ
ク
タ
ー
に
つ
い
て
も
包
括

的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
戦
略
の
形
成
。

側
公
的
部
門
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
分
権
化

と
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
に
対
す
る
州
等
の

各
地
方
ベ
ー
ス
の
支
援
体
制
を
強
化
。

る
こ
と
を
目
指
し
、
②
そ
の
計
画
と
管
理
の

責
任
を
、
ホ
ス
ト
国
政
府
と
関
係
援
助
諸
機

関
と
も
に
負
う
③
ま
た
、
援
助
運
営
の
諸

手
続
を
統
一
し
、
そ
の
た
め
の
作
業
計
画
を

ホ
ス
ト
国
政
府
と
関
係
援
助
諸
機
関
と
が
合

同
し
て
作
成
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

実
施
レ
ベ
ル
で
み
る
と
以
下
の
よ
う
な
一

連
の
取
り
組
み
が
な
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

・
ホ
ス
ト
国
の
保
健
省
と
援
助
諸
機
関
と
の

定
期
協
議
（
四
半
期
ご
と
に
開
催
）
。

・
援
助
資
金
の
一
定
部
分
を
地
方
レ
ベ
ル
の

活
動
の
経
常
費
用
（
リ
カ
レ
ン
ト
・
コ
ス

ト
）
と
し
て
プ
ー
ル
す
る
。

・
技
術
支
援
、
薬
剤
等
の
消
耗
品
輸
入
も
バ

ス
ケ
ッ
ト
・
フ
ァ
ン
ド
の
枠
組
み
内
で
行

》
つ
◎

・
縦
の
系
列
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
サ
ブ
セ
ク

タ
ー
の
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
再
編
成
し
直

す
。

・
予
算
計
画
・
管
理
そ
し
て
会
計
、
監
査
の

諸
能
力
の
強
化
。

・
統
合
さ
れ
た
審
査
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
評

価
の
推
進
。

⑰
援
助
機
関
間
の
援
助
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
の
体
制
が
、
ホ
ス
ト
（
受
け
手
）

国
内
で
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

尚
援
助
機
関
間
の
諸
資
金
に
対
し
て
合
同

の
審
査
と
評
価
、
監
査
の
体
制
が
整
う
こ

と
。

㈹
包
括
的
且
つ
正
確
な
情
報
管
理
が
で
き

る
体
制
が
準
備
さ
れ
る
こ
と
。
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プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
支
援
の
限
界
に
つ
い
て

の
評
価
が
定
ま
っ
て
く
る
に
つ
れ
、
保
健
セ

ク
タ
ー
全
体
を
睨
ん
だ
支
援
政
策
を
考
え
る

こ
と
の
重
要
性
が
援
助
諸
機
関
に
も
徐
々
に

理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ

う
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
支
援
の
限
界
を
明

確
に
し
、
Ｓ
Ｗ
Ａ
Ｐ
に
よ
る
保
健
セ
ク
タ
ー

を
推
進
し
て
い
る
ガ
ー
ナ
を
一
例
と
し
て
取

り
上
げ
る
。
ガ
ー
ナ
は
、
一
九
八
○
年
代
に

入
る
と
保
健
セ
ク
タ
ー
へ
の
援
助
額
が
急
増

し
、
一
九
八
四
年
に
は
百
万
ド
ル
相
当
で

あ
っ
た
も
の
が
、
一
九
九
○
年
に
は
千
二
百

万
ド
ル
相
当
、
一
九
九
五
年
に
は
二
千
五
百

万
ド
ル
相
当
に
膨
れ
上
が
り
、
援
助
機
関
数

も
、
二
国
間
、
多
国
間
合
わ
せ
十
五
機
関
が

関
与
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
九
九
○
年
代
ま
で
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て

の
援
助
機
関
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
の
援
助

を
続
け
、
そ
れ
ぞ
れ
個
別
の
案
件
目
標
、
資

源
／
活
動
の
投
入
を
行
っ
て
き
た
。
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
発
掘
と
形
成
は
、
援
助
機
関
の

一
方
的
な
主
導
で
普
通
行
わ
れ
て
き
た
。
多

4．

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
支
援
か
ら
の
Ｓ
Ｗ
Ａ
Ｐ
へ

ｌ
ガ
ー
ナ
の
例
に
基
づ
き
Ｉ

く
の
案
件
で
、
機
材
、
専
門
家
・
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
派
遣
費
用
な
ど
の
買
付
が
国
外
で
の

諸
費
用
（
◎
南
：
。
円
の
の
恩
田
〕
、
の
、
）
、
あ
る

い
は
外
貨
ポ
ー
シ
ョ
ン
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
総

費
用
の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
い
た
。
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
型
援
助
に
関
す
る
交
渉
は
、
も
っ

ぱ
ら
援
助
機
関
と
保
健
省
と
で
行
わ
れ
て
、

財
務
省
の
関
与
は
極
く
小
さ
い
も
の
に
止

ま
っ
て
い
た
。
実
際
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
援

助
に
ほ
と
ん
ど
代
替
的
な
メ
カ
ー
ー
ズ
ム
の
入

る
余
地
は
残
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
（
二
国
間

援
助
機
関
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
多
数
の
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
ー
を
有
す
る
）
。
ガ
ー
ナ

に
お
い
て
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
支
援
が
は
ら

む
問
題
点
は
明
確
化
さ
れ
て
き
た
が
、
援
助

諸
機
関
が
援
助
協
調
（
巴
』
８
。
『
＆
己
昌
・
己
）

に
踏
み
出
す
に
は
も
う
し
ば
ら
く
の
時
間
を

要
し
た
Ｐ

し
か
し
、
一
九
九
○
年
代
初
頭
に
入
る

と
、
ア
メ
リ
カ
国
際
援
助
庁
（
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｉ

Ｄ
）
の
食
料
援
助
に
よ
る
見
返
り
資
金
を
保

健
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
充
当
す
る
よ
う
に
な
り
、

ま
た
保
健
セ
ク
タ
ー
へ
の
目
的
使
用
す
る

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体
（
Ｅ
Ｃ
）
の
構
造
調
整

関
連
の
資
金
供
給
が
始
ま
っ
た
。
そ
し
て
、

Ｅ
Ｃ
は
ガ
ー
ナ
保
健
財
政
の
う
ち
給
与
部
分

以
外
の
経
常
経
費
の
八
○
％
を
資
金
供
給
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
一
九
九
三
年
に

中
期
戦
略
の
枠
組
み
が
作
ら
れ
、
こ
の
こ
ろ

か
ら
徐
々
に
Ｓ
Ｗ
Ａ
Ｐ
を
現
実
的
な
も
の
と

し
て
準
備
す
る
環
境
が
整
っ
て
き
た
よ
う
で

あ
る
。

保
健
政
策
と
保
健
資
源
の
体
系
的
な
調
整

は
、
こ
れ
ま
で
作
ら
れ
て
き
た
入
り
組
ん
だ
組

織
の
構
造
と
命
令
系
統
な
ど
、
こ
の
セ
ク
タ
ー

の
制
度
再
編
を
必
要
と
す
る
。
新
た
に
再
編
成

さ
れ
た
保
健
省
に
Ｐ
Ｐ
Ｍ
Ｅ
（
宅
。
』
】
Ｃ
学
国
四
ロ
ー

コ
ヨ
”
】
二
。
ゴ
ー
一
・
国
ご
函
四
ご
ｑ
固
く
巴
巨
ｇ
」
。
ご

ロ
日
Ｃ
が
設
置
さ
れ
、
援
助
に
よ
る
投
入

資
源
が
保
健
政
策
と
整
合
性
を
と
れ
る
よ
う
に

援
助
調
整
の
役
割
を
担
う
こ
と
と
な
っ
た
。

援
助
機
関
が
供
与
す
る
資
金
フ
ロ
ー
と
保

健
省
と
の
関
係
は
、
厄
介
な
問
題
で
あ
っ

た
。
な
ぜ
な
ら
保
健
省
の
財
務
管
理
能
力
が

高
く
評
価
さ
れ
て
お
ら
ず
、
援
助
機
関
の
多

く
は
直
接
自
分
た
ち
の
援
助
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

資
金
を
支
出
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
援
助
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機
関
が
各
々
異
な
る
支
出
と
会
計
の
取
り
決

め
を
維
持
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
再
編
成

さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
は
直
ぐ
に
は
う
ま
く
機
能

す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
保
健
省

は
財
務
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
強
化
が
ク
リ
テ
ィ
カ

ル
・
パ
ー
ス
と
考
え
、
一
九
九
三
年
に
財
務

担
当
官
（
８
日
『
・
］
〕
閂
）
を
設
置
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
動
き
に
対
応
す
る
よ
う
に
、

セ
ク
タ
ー
支
援
が
英
国
（
当
時
Ｏ
Ｄ
Ａ
／
英

国
海
外
開
発
庁
）
な
ど
か
ら
供
与
さ
れ
た
こ

と
に
弾
み
が
つ
き
、
援
助
調
整
を
機
能
さ
せ

る
た
め
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
強
化
が
進
む
こ
と
と

な
っ
た
。

実
際
ガ
ー
ナ
で
は
、
⑥
セ
ク
タ
ー
に
関
す

る
政
策
と
戦
略
、
⑪
セ
ク
タ
ー
の
多
年
度
の

歳
出
の
枠
組
み
の
形
成
、
回
ホ
ス
ト
（
受
け

手
）
国
の
シ
ス
テ
ム
に
合
う
形
で
、
共
通
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
枠
組
み
が
設
定
さ
れ
、
そ

し
て
、
⑪
組
織
制
度
能
力
（
旨
い
冒
巳
」
。
：

］
の
賀
）
蝕
臼
口
）
を
含
め
た
共
通
の
基
準
に
基

づ
く
審
査
方
法
な
ど
が
徐
々
に
形
作
ら
れ
て

い
る
。
例
え
ば
、
合
同
の
審
査
に
関
し
て
、

世
界
銀
行
、
Ｄ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｄ
Ａ
（
デ
ン
マ
ー
ク

国
際
開
発
庁
）
Ｏ
Ｄ
Ａ
等
が
協
議
を
重
ね
、
共

通
の
枠
組
み
が
設
計
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

Ｓ
Ｗ
Ａ
Ｐ
は
、
こ
れ
ま
で
の
援
助
の
方

法
、
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
見
直
し
、
援
助
調
整
が

十
全
に
機
能
す
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
の
構
築

を
目
指
し
て
い
る
。
こ
の
革
新
的
な
試
み

は
、
依
然
様
々
な
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な

が
ら
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
を
中
心
に
、
い
く
つ

か
の
発
展
途
上
国
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。

従
っ
て
、
ま
だ
明
確
に
評
価
結
果
が
出
る
程

に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、
Ｓ
Ｗ
Ａ
Ｐ
は
二
十

一
世
紀
の
援
助
の
基
本
的
な
枠
組
み
と
な
る

と
思
わ
れ
る
。
援
助
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

に
は
、
強
い
政
治
的
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
と
ホ

ス
ト
国
と
援
助
諸
機
関
の
間
と
の
協
同
が
必

要
で
あ
る
。
実
際
、
多
く
の
ア
ク
タ
ー
が
関

わ
る
た
め
、
こ
の
作
業
に
は
忍
耐
強
い
努
力

と
多
方
面
に
わ
た
る
理
解
が
必
要
と
な
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
ア
ク
タ
ー
（
ホ
ス
ト
国
と
援
助

諸
機
関
）
の
業
務
手
続
き
の
特
徴
を
理
解

し
、
可
能
な
限
り
す
べ
て
の
関
係
者
が
受
け

入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
選
択
肢
を
明
確
化
す

る
た
め
に
、
詳
細
な
作
業
が
必
要
で
あ
る
。

こ
う
し
た
過
程
に
は
か
な
り
の
「
抵
抗
」
が

発
生
す
る
こ
と
が
避
け
が
た
く
、
そ
の
度
に

当
該
セ
ク
タ
ー
を
と
も
に
改
善
強
化
し
て
い

る
と
い
う
連
帯
感
に
基
づ
き
基
本
的
協
定
が

守
ら
れ
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

実
際
、
Ｓ
Ｗ
Ａ
Ｐ
の
推
進
に
は
、
こ
れ
ま

で
様
々
な
困
難
や
反
対
に
直
面
し
て
い
る
ｃ

日
本
の
援
助
関
係
機
関
は
、
Ｓ
Ｗ
Ａ
Ｐ
に
対

し
て
「
日
本
の
顔
」
が
見
え
な
く
な
る
と
い

う
主
張
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
し
か
し
、
バ

ス
ケ
ッ
ト
・
フ
ァ
ン
ド
に
参
加
で
き
な
く
と

も
、
セ
ク
タ
ー
の
政
策
と
戦
略
の
形
成
に
は

参
加
が
可
能
で
あ
る
。
ま
た
そ
こ
で
大
い
な

る
知
的
貢
献
が
で
き
る
は
ず
で
あ
ろ
う
し
、

そ
う
す
る
こ
と
で
、
「
日
本
の
顔
」
も
ハ
ツ

キ
リ
し
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
保
健
セ
ク
タ
ー

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
化
（
ロ
。
］
の
。
ご
ｍ
口
ご
ｏ
ご
）

に
よ
る
諸
問
題
に
関
す
る
深
い
分
析
が
進
む

な
か
、
包
括
的
な
戦
略
形
成
の
場
を
回
避
し

て
「
日
本
の
顔
」
を
主
張
す
る
こ
と
は
も
は

や
で
き
な
い
相
談
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
我
が
国

は
Ｓ
Ｗ
Ａ
Ｐ
の
枠
組
み
と
ど
こ
ま
で
協
調
で

き
る
か
真
剣
な
検
討
を
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
を

中
心
に
低
所
得
発
展
途
上
国
の
長
期
的
な
発

展
と
い
う
視
点
か
ら
、
始
め
る
必
要
が
あ
る

》
つ
。

釘
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醒
眼
い
ぃ
肚
岻
軒
騨

凸
４
３
⑪
ｉ
１
．
Ｊ
＆
白
。
、
・
２
ｒ
Ｔ
Ｊ

ｎ
Ｕ
Ａ
図
。
「
『

ぬ
一
Ａ
厘
料
不
安

識
。

lii
＄

蕊

鰯 0ｋ
少f

開会の挨拶をする広瀬次雄

常務理事(上)と講演者の辻

井博教授(左）

■■■・■一口口金■■曰沢口■■。■■一山へ■■形

題
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、

辻
井
博
・
京
都
大
学
大
学
院
教
授

金
沢
市
の
読
売
会
館
ホ
ー
ル
（
石

中
央
会
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
金
沢
放
送
局
、

金
沢
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
・
ビ
ュ
ー

に
は
山
形
市
の
山
形
国
際
交
流
プ

世
界
人
ロ
が
六
十
億
人
を
超
え
、

曰
本
の
．

イヒギ界を司約ン新Ｊ
が｜人広開世三シ間Ａ 、

人
ロ
と
食
料
問
題
が
地
球
規
模
の
重
要
課

こ
の
状
況
を
広
く
、
｜
股
に
訴
え
る
た
め
、

を
講
師
に
迎
え
、
十
月
二
十
二
日
（
金
）
に

川
県
、
金
沢
市
農
業
セ
ン
タ
ー
、
Ｊ
Ａ
石
川

テ
レ
ビ
金
沢
、
読
売
新
聞
社
北
陸
支
社
、
卿

□
Ｉ
の
後
援
）
で
、
十
一
月
十
九
日
（
金
）

ラ
ザ
・
交
流
サ
ロ
ン
（
山
形
県
、
山
形
市
、

山
形
中
央
会
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
山
形
放
送
局
、
山
形

、
山
形
放
送
、
山
形
テ
レ
ビ
、
山
形
コ
ン
ベ

ョ
ン
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
後
援
）
で
県
内
か
ら

○
○
人
が
参
加
し
て
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
セ
ミ
ナ
ー

界
の
食
料
不
安
ｌ
日
本
の
コ
メ
と
農
業
ｌ
」

催
し
た
。

瀬
次
雄
本
協
会
常
務
理
事
が
一
一
千
年
来
の
世

ロ
の
推
移
、
人
ロ
と
食
料
、
環
境
、
エ
ネ
ル

の
関
連
と
来
世
紀
に
日
本
が
直
面
す
る
少
子

も
た
ら
す
国
防
、
治
安
維
持
、
年
金
を
支
え

〆
と
農
業

で■■一・一閾

く
｣_
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辻
井
博
に
教
授
講
演
千
要
旨
▲

》
世
界
の
三
大
穀
物
の
特
徴
と
コ
メ
の
自
給
体
制
曇

世
界
の
食
料
生
産
を
見
る
と
、
高
所
得
国
護
に
よ
り
過
剰
に
生
産
さ
れ
、
貧
し
い
発
展

の
農
業
政
策
の
転
換
、
人
口
爆
発
、
所
得
水
途
上
国
に
は
輸
出
補
助
金
付
き
で
ダ
ン
ピ
ン

準
と
食
料
消
費
構
造
の
転
換
、
農
地
や
水
不
グ
輸
出
さ
れ
て
き
た
。

足
に
よ
る
食
料
生
産
や
農
業
技
術
の
進
歩
の
ア
ジ
ア
で
は
、
農
家
、
農
村
、
地
域
、
国

限
界
な
ど
か
ら
二
○
二
○
年
頃
に
は
世
界
の
の
ど
の
レ
ベ
ル
で
も
、
コ
メ
は
ま
ず
自
給
・

食
料
生
産
は
逼
迫
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
｜
消
費
す
る
こ
と
が
優
先
さ
れ
る
。
一
方
、
米

方
、
世
界
銀
行
や
米
国
国
際
食
糧
政
策
研
究
穀
の
稲
作
農
家
の
調
査
で
は
、
自
分
の
作
っ

所
な
ど
は
、
世
界
の
食
料
は
充
分
間
に
合
う
た
コ
メ
の
味
を
知
ら
な
い
農
家
が
多
く
、
国

と
の
見
解
を
出
し
て
い
る
。

や
農
家
は
コ
メ
が
自
給
的
穀
物
で
は
な
く
、

コ
メ
は
、
世
界
総
生
産
量
の
九
一
％
が
ア
販
売
・
輸
出
の
増
加
を
目
的
と
し
て
き
た
。

ジ
ア
で
集
中
的
に
生
産
さ
れ
、
そ
の
ほ
と
ん
世
界
の
コ
メ
貿
易
市
場
は
、
非
常
に
不
安

ど
を
ア
ジ
ア
で
消
費
す
る
ア
ジ
ア
の
自
給
的
定
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
コ
メ
の
世
界
総

穀
物
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
畑
作
穀
物
の
生
産
量
の
わ
ず
か
四
％
が
貿
易
市
場
を
流
通

小
麦
と
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
生
産
地
は
地
球
上
す
る
だ
け
と
い
う
、
非
常
に
薄
い
市
場
性
の

の
全
大
陸
に
分
散
し
、
こ
れ
ら
の
需
要
が
大
た
め
で
あ
る
。
他
の
主
要
穀
物
の
貿
易
市
場

陸
別
の
自
給
的
穀
物
で
は
な
く
、
北
・
中
部
を
見
る
と
、
小
麦
一
九
％
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

ア
メ
リ
カ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
高
所
得
国
の
保
が
一
四
％
、
大
麦
一
二
％
、
大
豆
二
九
％
な
鐙

る
若
者
の
人
口
減
少
な
ど
に
つ
い
て
一
一
十
一
世
紀
の
国
家
的
緊
急
課
題
で
あ
る

と
開
会
の
挨
拶
を
行
っ
た
。

辻
井
博
教
授
の
講
演
内
容
は
次
の
通
り
。



》
日
本
の
コ
メ
輸
入
と
巨

大
冷
害
に
よ
り
作
況
指
数
が
七
十
五
で

あ
っ
た
一
九
九
三
年
の
日
本
の
平
成
の
コ
メ

騒
動
で
は
、
二
五
○
万
ト
ン
の
ジ
ャ
ポ
ー
ー
カ

米
の
輸
入
が
必
要
と
な
っ
た
。
ジ
ャ
ポ
ニ
カ

米
は
一
五
○
万
ト
ン
し
か
世
界
市
場
を
流
通

し
て
お
ら
ず
、
日
本
の
輸
入
は
不
可
能
で

あ
っ
た
。
こ
れ
が
平
成
の
コ
メ
騒
動
の
原
因

で
あ
っ
た
。

日
本
の
コ
メ
緊
急
輸
入
は
、
’
九
九
三
年

～
’
九
九
四
年
で
二
八
八
万
ト
ン
、
特
に
一

九
九
四
年
度
は
一
八
四
万
ト
ン
と
日
本
が
薄

い
世
界
の
コ
メ
市
場
で
、
突
然
世
界
最
大
の

と
と
コ
メ
に
比
べ
そ
の
割
合
が
高
い
。

ア
ジ
ア
諸
国
で
主
食
で
賃
金
財
で
あ
る
コ

メ
は
、
価
格
が
高
騰
し
た
り
供
給
が
不
安
定

に
な
る
と
政
治
的
な
不
安
定
性
が
増
し
、
暴

動
な
ど
を
発
生
さ
せ
、
し
ば
し
ば
政
変
に
な

る
こ
と
か
ら
、
政
治
財
と
呼
ば
れ
る
。
そ
の

た
め
、
ア
ジ
ア
で
は
薄
く
不
安
定
な
世
界
の

コ
メ
市
場
は
頼
り
な
い
と
判
断
し
、
主
食
で

政
治
財
で
あ
る
コ
メ
の
国
内
供
給
と
価
格
の

安
定
を
図
る
た
め
、
自
給
達
成
・
維
持
政
策

日
本
の
コ
メ
輸
入
と
国
際
価
格
変
動

》
蘂

一
一
○
一
一
○
年
の
世
界
穀
物
需
要

世
界
の
穀
物
在
庫
率
は
、
’
九
八
七
年
以
％
で
Ｆ
Ａ
Ｏ
の
安
全
水
準
の
一
七
％
ぎ
り
ぎ

降
傾
向
的
に
減
少
し
、
穀
物
価
格
が
高
騰
し
り
か
そ
れ
を
大
幅
に
下
回
っ
て
い
る
。
こ
の

て
い
る
。
穀
物
合
計
の
予
想
在
庫
率
は
、
｜
よ
う
な
状
況
を
反
映
し
て
、
シ
カ
ゴ
穀
物
先

九
九
七
／
九
八
年
末
に
一
五
・
三
％
、
う
ち
物
価
格
や
バ
ン
コ
ク
の
コ
メ
輸
出
価
格
は
一

小
麦
は
二
一
・
五
％
、
コ
メ
は
一
四
％
、
ト
九
九
五
年
か
ら
一
九
九
六
年
に
か
け
て
大
幅

ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
の
飼
料
穀
物
は
二
・
八
に
上
昇
し
た
。

コ
メ
輸
入
国
と
な
っ
た
。
日
本
の
大
量
輸
入

は
、
イ
ン
デ
ィ
カ
米
の
価
格
ま
で
急
騰
さ

せ
、
世
界
最
大
の
コ
メ
輸
出
国
タ
イ
の
バ
ン

を
と
っ
て
き
た
。

ア
ジ
ア
の
コ
メ
か
ら
の
カ
ロ
リ
ー
摂
取

は
、
日
本
が
二
五
％
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
七
七

％
、
タ
イ
五
五
％
、
イ
ン
ド
三
○
％
、
中
国

が
三
五
％
と
平
均
五
○
％
を
占
め
る
重
要
な

食
料
で
あ
る
。
’
九
八
○
年
朴
政
権
下
の
韓

国
で
は
、
農
政
の
失
敗
に
よ
り
コ
メ
が
四
○

％
減
産
し
、
コ
メ
の
緊
急
輸
入
に
よ
り
、
コ

メ
の
国
際
価
格
が
急
騰
し
た
。

型驫蕊蕊1駁

コ
ク
Ｆ
Ｏ
Ｂ
輸
出
コ
メ
価
格
を
一
九
九
三
年

十
月
の
六
千
バ
ー
ツ
か
ら
五
カ
月
で
一
万
二

千
バ
ー
ツ
に
急
騰
さ
せ
た
。
第
二
の
コ
メ
輸

出
国
で
あ
る
米
国
の
コ
メ
輸
出
価
格
も
同
時

期
に
倍
増
し
た
。
日
本
の
コ
メ
緊
急
輸
入

は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
の
発
展
途
上
国
の

コ
メ
小
売
価
格
を
急
騰
さ
せ
、
低
所
得
・
貧

困
層
を
危
機
に
追
い
込
む
こ
と
に
な
り
、
ア

ジ
ア
の
飢
餓
人
口
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

巖

iii
蘆~iii

5邸



ＡＰＤＡセミナ

政
策
要
因
を
見
る
と
、
欧
米
は
戦
後
一
九

八
○
年
代
中
期
ま
で
農
業
保
護
政
策
に
支
え

ら
れ
世
界
の
穀
物
過
剰
・
輸
出
地
帯
・
国
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
欧
米
は
一
九
八
○
年
代

後
半
か
ら
そ
れ
以
前
の
保
護
強
化
・
過
剰
生

産
・
ダ
ン
ピ
ン
グ
輸
出
政
策
か
ら
保
護
引
き

上
げ
・
過
剰
削
減
・
地
域
格
差
是
正
・
環
境

保
全
政
策
へ
農
業
政
策
を
転
換
し
て
き
た
。

Ｅ
Ｃ
の
食
料
政
策
転
換
は
、
’
九
八
二
年
の

生
産
調
整
と
支
持
価
格
引
き
下
げ
に
始
ま

り
、
徐
々
に
強
化
さ
れ
、
生
産
調
整
・
直
接

補
助
に
よ
る
中
小
規
模
経
営
の
保
護
な
ど
を

内
容
と
す
る
一
九
九
二
年
の
大
農
政
改
革
と

な
り
、
一
九
九
三
年
の
ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ

ン
ド
合
意
に
つ
な
が
る
。
米
国
も
一
九
八
五

年
、
一
九
九
○
年
の
農
業
法
で
生
産
制
限
と

輸
出
補
助
金
制
度
が
強
化
さ
れ
た
。
そ
し

て
、
こ
の
保
護
削
減
、
過
剰
抑
制
は
一
九
九

三
年
の
ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
農
産
物
貿

易
合
意
へ
引
き
継
が
れ
た
。
こ
の
転
換
は
、

’
九
九
二
年
の
Ｅ
Ｃ
の
農
政
改
革
、
一
九
九

○
年
の
米
国
農
業
法
と
一
九
九
三
年
末
の
ウ

ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
の
農
産
物
合
意
に

よ
っ
て
強
化
さ
れ
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
体
制
と
米
国
の

一
九
九
六
年
農
業
法
と
Ｅ
Ｕ
の
農
業
保
護
削

減
の
継
続
下
、
二
十
一
世
紀
に
か
け
て
継
続

さ
れ
八
○
年
代
中
期
か
ら
逓
減
し
て
き
た
世

界
穀
物
在
庫
を
低
位
に
保
ち
、
高
位
貿
易
穀

物
価
格
の
状
態
が
維
持
さ
れ
る
。

供
給
要
因
を
見
る
と
、
穀
物
の
長
期
供
給

規
定
要
因
と
し
て
土
地
、
水
・
灌
概
な
ど
自

然
資
源
が
あ
る
。
人
口
爆
発
に
よ
り
、
世
界

の
人
口
一
人
当
た
り
の
穀
物
収
穫
面
積
は
一

九
五
○
年
の
○
・
二
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら
一

九
九
四
年
の
○
・
一
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
へ
傾
向

的
に
減
少
し
て
き
た
。
世
界
の
穀
物
総
収
穫

面
積
も
七
七
年
の
七
・
六
億
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

ピ
ー
ク
ま
で
増
加
し
た
が
、
そ
れ
以
降
傾
向

的
に
減
少
し
、
’
九
九
四
年
に
は
六
・
九
億

ヘ
ク
タ
ー
ル
に
な
っ
た
。
Ｆ
Ａ
Ｏ
の
一
九
八

九
年
の
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、
世
界
の
総
耕
地

は
約
十
五
億
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
う
ち
八
億
へ
ク

タ
ー
ル
が
途
上
国
に
あ
る
。
二
十
一
世
紀
に

か
け
て
経
済
の
急
成
長
と
人
口
爆
発
は
、
主

と
し
て
途
上
国
で
発
生
す
る
か
ら
、
農
地
の

供
給
の
問
題
は
ま
ず
途
上
国
の
放
牧
地
と
森

林
の
う
ち
ど
れ
だ
け
が
穀
物
生
産
に
転
用
で

き
る
か
で
あ
る
。
経
済
成
長
に
伴
う
農
地
法

制
度
の
よ
う
な
農
地
を
確
保
す
る
制
度
が
存

在
し
な
い
、
か
つ
経
済
成
長
の
早
い
ア
ジ
ア

で
は
、
特
に
速
く
起
こ
る
。
中
国
、
タ
イ
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
で
、
優
良
農
地
が
工

場
、
住
宅
、
道
路
な
ど
へ
急
速
に
転
用
さ
れ

て
き
た
。
土
壌
劣
化
は
世
界
で
進
行
し
て
い

る
。
あ
る
研
究
に
よ
れ
ば
、
地
球
上
の
百
三

十
億
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地
の
う
ち
一
五
％
に

あ
た
る
二
十
億
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
壌
が
劣
化

の
影
響
を
受
け
て
い
る
。
世
界
の
潅
概
面
積

は
、
’
九
六
○
年
代
か
ら
一
九
七
○
年
代
に

は
年
二
％
強
あ
っ
た
が
一
九
八
○
年
代
に
は

一
％
強
に
減
少
し
て
い
る
。
一
九
七
八
年
か

ら
人
口
一
人
当
た
り
の
灌
概
面
積
は
、
そ
れ

ま
で
の
増
加
傾
向
か
ら
反
転
し
て
減
少
し
始

め
た
。
こ
の
傾
向
は
、
経
済
的
、
管
理
的
そ

し
て
環
境
的
原
因
よ
る
。
農
業
は
、
世
界
の

淡
水
供
給
の
三
分
の
二
を
使
用
し
て
お
り
、

こ
の
農
業
用
水
資
源
に
も
強
い
制
約
が
働
い

て
い
る
。
世
界
各
国
の
経
済
成
長
か
ら
く
る

農
業
用
水
の
工
業
・
生
活
用
水
へ
の
転
用
、

米
国
、
中
国
北
部
、
イ
ン
ド
な
ど
で
の
地
下

水
の
農
業
用
水
へ
の
過
剰
利
用
に
よ
る
枯

渇
、
年
々
悪
化
す
る
黄
河
断
流
と
灌
概
へ
の

投
資
の
停
滞
な
ど
が
あ
る
。
遺
伝
子
転
換
や

遺
伝
子
地
図
作
製
の
方
法
に
よ
る
バ
イ
テ
ク

は
、
過
去
二
十
年
間
作
物
単
収
を
大
幅
に
を

５５



…骸新
農
業
基
本
法
の
基
礎
と
な
っ
た
食
料
・

農
業
・
農
村
基
本
問
題
調
査
会
答
申
（
一
九

九
八
年
九
月
）
と
新
農
業
基
本
法
政
策
大
綱

二
九
九
八
年
二
月
）
は
、
農
地
と
政
策
を

大
規
模
経
営
に
集
積
し
、
生
産
性
の
高
い
大

規
模
経
営
を
発
展
さ
せ
て
日
本
農
業
の
中
心

と
し
、
農
産
物
の
内
外
価
格
格
差
を
縮
小

し
、
価
格
形
成
に
市
場
原
理
主
義
を
一
層
活

用
し
、
価
格
下
落
に
は
農
業
所
得
確
保
政
策

を
導
入
す
べ
し
と
し
、
市
場
原
理
主
義
を
農

政
に
導
入
す
べ
き
こ
と
を
新
農
業
基
本
法
と

上
げ
る
と
期
待
さ
れ
た
が
、
現
在
現
実
的
成

果
は
ほ
と
ん
ど
得
ら
れ
て
い
な
い
。

需
要
要
因
を
見
る
と
、
世
界
人
口
は
、
二

十
一
世
紀
に
も
衰
え
る
こ
と
な
く
増
加
し
、

二
○
二
○
年
に
か
け
て
発
展
途
上
国
で
の
人

口
爆
発
は
そ
れ
だ
け
で
穀
物
必
要
員
を
爆
発

さ
せ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
期
間
に
穀
物
供
給

量
も
急
増
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
二
○
二

○
年
に
ア
ジ
ア
の
発
展
途
上
国
で
三
・
二
億

ト
ン
の
膨
大
な
穀
物
の
不
足
が
発
生
す
る
。

そ
の
う
ち
中
国
は
一
・
七
億
ト
ン
、
イ
ン
ド

新
農
業
基
本
法
の
あ
る
べ
き
姿

比
べ
よ
り
明
確
に
提
示
し
て
い
る
。
’
九
九

九
年
四
月
に
始
ま
っ
た
平
成
農
政
改
革
体
制

内
の
重
要
な
変
革
で
あ
る
コ
メ
輸
入
関
税
化

は
、
そ
の
他
の
農
産
物
に
も
拡
大
さ
れ
る
で

あ
ろ
う
。
内
外
価
格
格
差
を
埋
め
る
形
で
初

め
に
決
定
さ
れ
る
関
税
率
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
体
制

の
関
税
化
で
は
国
際
交
渉
で
決
ま
る
率
で
長

期
的
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
国
内
農
産
物
価
格

は
長
期
的
に
低
下
し
、
火
山
列
島
の
地
形
の

日
本
の
高
生
産
費
国
内
農
業
・
農
村
を
消
滅

さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
。
日
本
国
民
の
大
部

は
○
・
一
五
億
ト
ン
、
世
界
全
体
で
は
四
・
一

七
億
ト
ン
ほ
ど
の
巨
大
な
不
足
に
な
る
。
こ

の
よ
う
な
大
量
な
穀
物
不
足
が
発
生
す
る
の

は
、
発
展
途
上
国
の
人
口
爆
発
と
中
国
を
中

心
と
す
る
ア
ジ
ア
や
そ
の
他
の
途
上
国
の
高

度
経
済
成
長
が
動
物
性
蛋
白
質
消
費
の
増
加

を
引
き
起
こ
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
飼
料
穀
物

需
要
が
爆
発
的
増
加
を
引
き
起
こ
す
こ
と

と
、
発
展
途
上
国
を
中
心
に
自
然
資
源
・
環

境
・
農
業
技
術
制
約
が
穀
物
供
給
の
増
加
を

制
約
す
る
た
め
で
あ
る
。

錦繍蕊鶏姦

分
が
望
む
食
料
安
全
保
障
の
確
保
や
農
業
・

農
村
の
多
面
的
機
能
の
維
持
増
進
が
達
成
さ

れ
な
く
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
韓
国
や
台
湾

な
ど
の
北
東
ア
ジ
ア
で
も
同
じ
問
題
が
発
生

す
る
。コ
メ
の
関
税
化
の
場
合
、
競
争
輸
入
に
近

い
Ｓ
Ｂ
Ｓ
輸
入
米
価
を
基
礎
に
す
る
と
現
在

の
関
税
率
は
四
○
○
％
ほ
ど
で
あ
る
。
し
か

し
、
関
税
化
後
す
で
に
何
度
も
米
国
の
大
統

領
や
通
商
代
表
部
代
表
な
ど
が
強
く
こ
の

「
高
関
税
率
」
引
き
下
げ
を
要
求
し
て
お

り
、
本
年
十
一
月
か
ら
の
新
ラ
ウ
ン
ド
や
二

○
○
○
年
か
ら
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
再
交
渉
で
大
幅
引

き
下
げ
を
強
制
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
二

○
○
五
年
に
は
輸
入
米
の
関
税
率
が
一
六
○

％
以
下
に
な
り
、
コ
メ
輸
入
が
急
増
し
、
市

場
原
理
に
従
い
、
見
え
ざ
る
手
に
導
か
れ
、

日
本
の
稲
作
規
模
と
コ
メ
自
給
率
は
急
減
す

る
可
能
性
が
高
く
な
る
。

日
本
を
は
じ
め
各
国
は
、
コ
メ
の
自
給
を

す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
他
の
農
産
物
も
経
済

的
条
件
の
み
な
ら
ず
政
治
、
社
会
、
文
化
、

環
境
、
自
然
資
源
条
件
を
考
慮
し
て
農
産
物

別
に
最
適
自
給
率
を
決
め
、
そ
の
範
囲
で
貿

易
自
由
化
す
べ
き
で
あ
る
。
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ブカレストでヨーロッパ･カウンスル開く

べ,蝋〔殿堂課毒溌hiP藁i縦
－－､クーノ
ＧＪ－、～－

，－←′～－

ﾌﾞｶﾚｽﾄで畷
ｌ型ご

ﾖｰﾛｯﾊﾟ･ｶｳ:ﾉｽﾉﾚ開く蕊
」7ざ／

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
カ
ウ
ン
ス
ル
移
民
・
難
民

・
人
口
委
員
会
の
「
人
口
学
的
変
化
と
持
続

可
能
な
開
発
に
関
す
る
国
会
議
員
会
議
」
が

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
カ
ウ
ン
ス
ル
主
催
、
ル
ー
マ

ニ
ア
国
会
の
招
待
、
国
連
人
口
基
金
（
Ｕ
Ｎ

Ｆ
Ｐ
Ａ
）
な
ら
び
に
国
際
家
族
計
画
協
会

（
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
）
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
後
援
で
一
九
九
九
年
十
月
二
十
一
日
’

二
十
二
日
、
ル
ー
マ
ニ
ア
国
、
ブ
カ
レ
ス
ト

極払嘩〉ダ
ーィ・〈市釦》

、
丸
醒ごＩ
、

β
へ
し

Ｑ‐へ一一Ｊ

人ロ学的変化と持続可能な

開発に関する国会議員会議

の
議
会
宮
殿
で
開
催
さ
れ
た
。
ま
た
、
本
年

は
ブ
カ
レ
ス
ト
で
開
か
れ
た
第
一
回
の
国
連

人
口
会
議
か
ら
二
十
五
年
目
。

同
会
議
は
、
｜
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
か
ら
五
年
目
を

迎
え
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
お
け
る
カ
イ
ロ

行
動
計
画
の
目
標
達
成
の
検
証
」
と
本
年
二

月
に
ハ
ー
グ
で
開
催
さ
れ
た
国
際
人
口
開
発

会
議
評
価
の
た
め
の
国
会
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
Ｉ
Ｆ
Ｐ
）
の
提
言
に
基
づ
き
、
「
ヨ
ー

中央サディック事務局長の左隣に谷津義男議員

ロ
ッ
パ
域
内
で
の
人
口
と
開
発
に
関
す
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
カ

ウ
ン
ス
ル
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
う

る
か
」
の
二
点
を
協
議
し
た
。

同
会
議
に
は
谷
津
義
男
・
農
林
水
産
総
括

政
務
次
官
／
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
副

幹
事
長
が
、
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア

議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
）
の
桜
井

新
議
長
／
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
幹
事

長
の
基
調
講
演
「
人
口
と
開
発
に
お
け
る
国

会
議
員
の
役
割
と
は
一
を
代
読
し
、
世
界
最

初
の
人
口
と
開
発
に
関
す
る
地
域
議
連
で
あ

る
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
の
設
立
契
機
、
議
員
活
動
の

意
義
な
ど
に
つ
い
て
発
表
を
行
っ
た
。

こ
の
基
調
講
演
は
、
一
九
九
四
年
の
国
際

人
口
開
発
議
員
会
議
以
来
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
が

主
導
し
て
開
催
し
て
き
た
国
際
議
員
会
議

で
、
桜
井
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
が
訴
え
か
け
て

き
た
、
“
世
界
の
各
地
域
に
人
口
と
開
発
に

関
す
る
地
域
議
連
を
“
、
そ
し
て
〃
世
界
各

国
に
超
党
派
の
国
内
委
員
会
を
“
と
い
う
呼

び
か
け
を
中
心
と
し
た
も
の
。

二
日
間
に
わ
た
る
熱
心
な
討
議
の
結
果
、

｜
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
に
人
口
と
開
発
に
関
す

る
超
党
派
の
国
内
委
員
会
を
設
立
す
る
」
、

５７



十
二
月
一
日
、
午
後
二
時
半
か
ら
衆
議
院

第
一
議
員
会
館
で
、
国
際
人
口
問
題
議
員
懇

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
カ
ウ
ン
ス
ル
を
母
体
と
し

て
そ
の
活
動
を
拡
大
す
る
形
で
、
全
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
を
カ
バ
ー
す
る
人
口
と
開
発
に
関
す

る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
設
立
を

検
討
す
る
」
と
い
う
勧
告
が
出
さ
れ
た
。

こ
の
勧
告
は
、
欧
州
議
会
、
欧
州
委
員
会

に
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
カ
ウ
ン
ス
ル
の
公
式
勧

Ⅲ
一
瞬

談
会
の
総
会
が
開
か
れ
た
。

桜
井
新
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
幹
事
長
が
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ

告
と
し
て
提
出
さ
れ
る
。
ア
ジ
ア
が
そ
し
て

日
本
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
構

想
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
重
要
な

会
議
と
な
っ
た
。

こ
の
会
議
に
並
行
し
て
、
同
じ
議
会
宮
殿

内
で
、
軍
事
的
な
安
全
保
障
で
あ
る
北
大
西

洋
条
約
機
構
（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
の
五
十
周
年
を

曜
守
⑰

記
念
し
た
会
議
が
開
催
さ
れ
て
い
た
。
巨
額

の
費
用
を
必
要
と
す
る
軍
事
的
な
安
全
保
障

の
会
議
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
カ
ウ
ン
ス
ル
の
人

口
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
で
人
類
の
平
和
と

福
祉
を
達
成
し
よ
う
と
い
う
両
極
の
会
議

が
、
同
じ
議
会
宮
殿
内
で
開
か
れ
た
こ
と
は

皮
肉
で
あ
っ
た
。

中
山
太
郎
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
会
長
は
挨
拶
の
な
か

で
、
「
二
十
一
世
紀
は
、
人
口
問
題
が
最
大

Ｄ
（
２
人
に
と
詐
沸
亜
八
に
嘩
盛
す

日
四
十
ま
で
の
江
に
謝
麹
鉢
椰
止
［

旧
〒
大
会
（
水
‐
冊

副
四
ｐ
Ｈ
巴
』
情
ご
ｎ
ｕ
；
」
』
」
Ｃ

国
》
醒
卿
人
口
怯
鼎

合
佳
塁
栽
臣
謹
翔
自
民
，
ひ
ム
エ
ョ
翔
矼
〆
」
君

ア
ノ

ヨ
畑
ｎ
口
叩
⑥

凸
Ⅱ
【
Ｈ
Ｌ
［
】
し
［
】
し
「
４

ｕ
Ｔ
Ｌ
ｍ
Ｆ
佇

こ出トカブ第会ジウ開十員
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国際人ロ問題議員懇談会総会開く

の
問
題
と
な
る
」
と
述
べ
、
特
に
水
（
飲
料
水
）
問
題
が

非
常
に
重
要
な
課
題
と
な
り
、
来
年
の
国
際
人
口
問
題
議

員
懇
談
会
の
活
動
は
「
水
」
に
焦
点
を
当
て
活
動
し
て
い

く
、
と
提
議
し
た
。

ま
た
、
愛
知
和
男
議
員
が
平
成
十
一
年
七
月
に
訪
問
し

た
、
パ
キ
ス
タ
ン
人
口
・
開
発
事
情
視
察
に
つ
い
て
、
視

察
団
団
長
と
し
て
報
告
を
行
っ
た
。

そ
の
後
、
礒
部
博
昭
・
外
務
省
経
済
協
力
局
国
際
機
構

課
長
が
、
来
年
度
の
日
本
政
府
の
国
連
人
口
基
金
（
Ｕ
Ｎ

Ｆ
Ｐ
Ａ
）
、
国
際
家
族
計
画
連
盟
（
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
）
へ
の
拠

出
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
近
年
の

厳
し
い
予
算
状
況
の
中
、
平
成
十
二
年
度
の
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ

へ
の
概
算
要
求
額
は
、
平
成
十
一
年
度
予
算
額
と
同
額

の
、
六
六
九
八
・
五
万
ド
ル
で
、
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
が
受
け
取

る
外
貨
（
ド
ル
ベ
ー
ス
）
で
は
、
昨
年
レ
ベ
ル
を
維
持
し

て
い
る
。

ま
た
、
平
成
十
二
年
度
か
ら
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
内
に
開
設
予

定
の
「
イ
ン
タ
ー
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
な
Ｎ
Ｇ
Ｏ
支
援
基
金
」

に
対
し
、
上
記
要
求
額
の
う
ち
一
○
○
万
ド
ル
を
イ
ヤ
ー

マ
ー
ク
し
、
ま
す
ま
す
重
要
性
が
高
ま
る
人
口
問
題
に
携

わ
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
動
支
援
に
あ
て
る
こ
と
と
し
、
Ｉ
Ｐ
Ｐ

Ｆ
に
関
し
て
は
例
年
通
り
、
拠
出
金
の
約
四
分
の
一
を
振

り
分
け
る
予
定
で
、
予
算
成
立
次
第
、
具
体
的
な
額
を
決

定
す
る
。

｛６０．０６Ａ９１９１１１０．＄・０６．０１０４△９１９１９ｌ０ｂ０６０ｌ９００１６ｒＩ９９６Ｐ９’０００１１１９１００△０１０１９１９１０６．００９．９０，０

－
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
賛
・
助
会
員
Ｔ

’
一

一
昌
一

‐
．
．
’
一

一
一

‐
く
く
～
、
ご
入
会
の
お
願
い
～
、
～
、
？
》

一人口問題は、一一十一世紀の人類生存を左右する地球上の最も璽要な課題となって一
一
い
ま
す
。
一
九
九
九
年
に
は
六
○
億
人
を
超
え
、
依
然
と
し
て
ふ
え
続
け
て
お
り
ま
す
。
ア
ジ
ア
一

一
の
人
口
は
こ
の
急
増
す
る
世
界
人
口
の
六
○
％
を
占
め
て
お
り
ま
す
。

一
人
口
の
増
加
は
、
あ
ら
ゆ
る
社
会
・
経
済
問
題
に
深
刻
な
影
辮
を
及
ぼ
し
ま
す
。

｛
世
界
人
山
の
大
半
を
占
め
る
ア
ジ
ア
人
ｕ
の
行
打
通
人
瀬
生
存
の
カ
ギ
を
握
っ
て
い
る
’
一

一
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
い
ま
、
世
界
各
地
で
叫
ば
れ
て
い
る
”
環
境
問
題
鯵
も
、
人
口
の
増
加
が
大
き
な
根
本
原
因
な
―

―
の
で
す
。
人
口
増
加
に
伴
う
食
料
不
足
を
補
う
た
め
の
焼
畑
農
業
や
、
燃
料
と
し
て
の
薪
伐
採
な
―

―
ど
は
森
林
破
壊
を
も
た
ら
し
、
一
方
で
は
急
速
な
工
業
化
は
大
気
汚
染
や
水
質
汚
濁
な
ど
多
く
の
一

一
産
業
公
害
を
引
き
起
こ
し
、
地
球
環
境
の
悪
化
は
、
も
う
こ
れ
以
上
放
霞
で
き
な
い
ギ
リ
ギ
リ
の
一

一
と
こ
ろ
に
き
て
い
ま
す
。
ま
だ
人
口
問
題
で
は
麟
発
的
に
人
口
増
加
を
続
け
て
貧
困
に
悩
む
地
一

一
域
と
、
日
本
な
ど
の
よ
う
に
、
少
子
・
高
齢
化
が
進
み
将
来
の
深
刻
な
労
働
力
不
足
や
福
祉
観
の
一

一
哨
大
、
経
済
力
の
衰
退
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
重
大
な
社
会
・
経
済
問
題
を
抱
え
て
い
る
先
進
国
も
一

一
あ
り
ま
す
。

一
一
一
れ
ら
の
根
源
は
、
す
べ
て
”
人
口
“
問
題
に
帰
結
さ
れ
ま
す
」

一八ＰＤＡ（アプダ）は、官民腿び国際機関の協力を得て、これらの問題を有効に一
一
解
決
す
る
方
策
を
さ
ぐ
る
た
め
、
日
夜
、
真
剣
に
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
．

一
何
芋
、
あ
す
の
人
頬
の
明
る
い
未
来
と
、
共
存
の
た
め
に
皆
さ
ま
の
尊
い
ご
協
力
を
心
か
ら
お
―

―
願
い
い
た
し
ま
す
。
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日
本
の
少
子
化
は
女
性
の
社
会
進
出

と
と
も
に
歯
止
め
が
か
か
る
ｌ
｜

見
、
矛
盾
す
る
シ
ナ
リ
オ
が
複
数
の
委

員
の
間
で
有
力
視
さ
れ
て
い
る
。

先
進
国
で
少
子
化
が
問
題
に
な
っ
て

い
る
の
は
日
本
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ

ア
、
ス
ペ
イ
ン
な
ど
「
女
性
の
社
会
進

出
が
比
較
的
遅
れ
た
国
」
（
木
村
氏
）
。

い
つ
で
も
女
性
が
社
会
に
戻
れ
る
制
度

が
あ
れ
ば
、
安
心
し
て
結
婚
し
子
供
を

産
め
る
。
女
性
の
進
出
が
進
ん
だ
国
ほ

ど
、
こ
う
し
た
環
境
が
整
っ
て
い
る
。

少
子
・
高
齢
化
で
労
働
力
不
足
が
深

刻
な
将
来
の
日
本
は
「
高
齢
者
と
女
性

函 に
功
う
す
ふ
ぉ
ｌ
ら
む

少
子
高
齢
化
は
女
性
の
進
出
促
す

Ｆ
Ｉ
Ｉ
加
歳
定
年
当
た
り
前
に

を
活
用
す
る
以
外
に
道
が
な
い
」
（
伊

藤
氏
）
。
女
性
の
進
出
を
促
進
す
る
制

度
が
整
備
さ
れ
、
三
段
論
法
的
に
少
子

化
は
解
消
す
る
と
い
う
シ
ナ
リ
オ
だ
。

高
齢
者
が
現
役
の
ま
ま
働
く
社
会
が

定
着
。
七
十
歳
定
年
が
当
り
前
と
な

り
、
フ
ル
タ
イ
ム
で
な
け
れ
ば
一
生
何

ら
か
の
形
で
社
会
に
関
与
す
る
こ
と
に

な
る
。
人
生
の
後
半
が
長
く
な
る
た
め

若
年
層
は
「
単
線
か
ら
複
線
の
人
生
」

（
伊
藤
氏
）
へ
の
転
換
が
進
む
。

転
職
が
当
り
前
と
な
る
ほ
か
、
「
男

女
の
出
会
い
、
別
れ
も
頻
繁
に
な
る
」

（
木
村
氏
）
と
い
う
お
ま
け
が
つ
く
。

す
で
に
離
婚
率
で
フ
ラ
ン
ス
を
上
回
っ

た
日
本
だ
が
、
将
来
、
離
婚
多
発
社
会

の
米
国
に
近
づ
く
可
能
性
も
高
い
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
仕
事
」
と
と
も

に
「
家
族
」
を
生
き
が
い
に
挙
げ
る
委

員
が
多
か
っ
た
。
た
だ
家
族
観
の
変
化

に
よ
っ
て
「
血
縁
関
係
だ
け
で
は
な
い

家
族
を
生
み
出
す
」
（
青
木
氏
）
と
の

見
方
も
あ
る
。
同
性
愛
が
広
く
認
め
ら

れ
、
結
婚
し
な
い
が
養
子
を
取
る
な

ど
、
家
族
の
定
義
は
拡
大
す
る
。

た
だ
少
子
・
高
齢
化
は
楽
観
シ
ナ
リ

オ
だ
け
で
は
な
い
。
こ
の
ま
ま
の
ペ
ー

ス
で
推
移
し
た
場
合
、
「
国
と
し
て
移

民
を
受
け
入
れ
ざ
る
を
得
な
い
」
（
清

野
、
池
尾
、
坂
村
の
各
氏
）
。
そ
の
対

応
が
遅
れ
た
ら
、
都
心
部
の
ス
ラ
ム

化
、
過
疎
地
の
超
過
疎
化
が
劇
的
に
進

み
か
ね
な
い
。

人
口
の
減
少
は
「
も
と
も
と
多
す
ぎ

た
日
本
に
と
り
、
効
率
的
な
住
み
や
す

い
社
会
へ
変
わ
る
き
っ
か
け
」
（
伊
丹

氏
）
と
い
う
楽
観
的
な
見
方
と
、
「
そ

の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
衰
退
の
道
が
確
実

に
な
る
」
（
月
尾
氏
）
と
い
う
危
機
感

が
委
員
の
間
で
も
交
錯
し
て
い
る
。

（
経
済
解
説
部
川
原
健
一
）

（
日
本
経
済
新
聞
一
九
九
九
・
十
・
一
）

人
口
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組
織
）
の

一
人
口
問
題
協
議
会
一
（
会
長
・
明
石
康

元
国
連
事
務
次
長
）
は
１
日
、
次
期
世

界
人
ロ
会
議
を
２
０
０
４
年
に
日
本
で

開
催
す
る
よ
う
政
府
と
国
連
に
要
請
す

る
こ
と
を
決
め
た
。
毎
日
新
聞
社
は
同

会
議
の
日
本
開
催
に
賛
同
し
、
同
協
議

会
の
誘
致
運
動
を
支
援
す
る
。

同
協
議
会
は
近
く
小
渕
恵
三
首
相
と

ア
ナ
ン
国
連
事
務
総
長
に
同
会
議
の
日

本
開
催
を
要
請
す
る
文
書
を
提
出
す

る
。
毎
日
新
聞
社
の
人
口
問
題
調
査
会

は
今
年
印
周
年
を
迎
え
、
全
国
家
族
計

画
世
論
調
査
な
ど
こ
れ
ま
で
の
実
績
を

踏
ま
え
、
日
本
開
催
を
推
進
す
る
方

針
。同
協
議
会
は
、
日
本
開
催
の
意
義
と

し
て
、
①
戦
後
の
日
本
が
「
多
産
多

死
」
か
ら
「
小
産
少
死
」
へ
と
、
年
間

で
人
口
転
換
さ
せ
た
経
験
を
開
発
途
上

国
の
参
考
に
し
て
も
ら
う
②
例
を
見
な

囮

世界人口会議

を日本で

人口問題協議会

政府･国連要請へ

6０



こゆ‐すふお－らむ

・
人
口
帥
億
ｌ
未
来
ど
こ
へ
…
、

・
日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
、
脱
皮
の
時
，
…
庇

・
師
年
後
、
｜
二
人
に
一
人
が
…
…
：
ね

・
地
球
人
口
的
億
人
の
重
さ
…
・
…
・
科

・
中
国
・
コ
メ
生
産
４
年
で
倍
…
・
脚

・
出
生
数
雇
用
不
｛
女
で
の
急
減
…
・
布

・
米
国
少
女
の
出
産
率
低
下
…
・
・
…
汀

・
働
く
女
性
ほ
ど
子
供
多
く
…
・
…
・
汀

・
日
本
の
知
恵
、
途
上
国
支
援

・
少
干
化
は
売
り
上
げ
減
少
に

・
世
界
人
ロ
４
倍
の
帥
億
突
破

・
国
連
公
認
帥
億
人
目
誕
生
・
…

・
家
族
計
画
遅
れ
Ⅱ
釦
億
人
…
．

・
女
権
阻
む
政
治
と
戦
う
。
…
・
…

・
東
京
の
赤
ち
ゃ
ん
国
際
化
…
・
…
・
開

・
少
子
高
齢
化
Ⅱ
女
性
の
進
出

・
世
界
人
ロ
会
議
を
日
本
で
，
…

・
飢
餓
に
苦
し
む
８
億
の
人
々

・
日
本
初
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
新
潟
で

・
食
料
安
保
確
保
で
新
潟
閉
幕

柾じ

6８６８６７６７６７６６
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・
中
国
．
｜
人
っ
子
犯
罪
予
防
・
…
犯

・
恋
愛
結
婚
す
る
人
、
師
。
－
％
・
…
ね

・
平
均
寿
命
ど
こ
ま
で
延
び
る
．
…
ね

・
次
期
人
口
会
議
日
本
開
催
を
．
…
別

・
Ｏ
Ｄ
Ａ
一
兆
四
千
億
世
界
一
・
…
躯

・
髄
歳
以
上
で
も
働
き
手
に
…
．
．
…
配

・
世
代
隔
絶
Ⅱ
意
識
の
ず
れ
・
…
・
…
銅

・
エ
イ
ズ
感
染
五
千
万
人
に
・
・
…
…
肌

・
米
Ⅱ
子
供
な
い
未
婚
一
議
摩
・
…
…
餌

。
「
内
な
る
社
会
主
義
」
克
服
へ
…
・
鮨

・
定
年
後
を
地
方
で
暮
ら
す
〃
…
・
田

・
四
世
紀
の
日
中
関
係
の
課
題
・
…
肥

・
出
産
た
め
ら
わ
せ
る
不
安
…
…
曲

地
球
上
で
明
日
の
食
料
に
も
こ
と
欠

く
栄
養
不
足
者
の
数
は
八
億
人
と
推
計

さ
れ
て
い
る
ｃ
近
年
、
国
連
食
糧
農
業

機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
な
ど
国
際
機
関
や
各

国
の
援
助
に
よ
っ
て
地
球
人
口
に
対
す

る
栄
養
不
足
者
の
割
合
は
減
少
し
て
い

る
も
の
の
、
開
発
途
上
国
で
増
え
続
け

る
人
口
の
数
は
そ
れ
ら
の
国
の
食
料
供

給
量
を
上
回
り
、
栄
養
不
足
者
の
絶
対

数
は
む
し
ろ
増
加
気
味
だ
。
栄
養
不
足

人
口
は
人
口
増
と
八
○
年
代
の
経
済
後

退
の
後
遺
症
か
ら
脱
し
切
れ
な
い
サ
ハ

い
速
度
で
高
齢
化
が
進
む
日
本
の
経
験

を
先
進
国
・
途
上
国
と
分
か
ち
合
う
③

世
界
人
□
の
３
分
の
２
を
占
め
る
ア
ジ

ア
で
初
の
開
催
と
な
り
、
少
子
高
齢
化

社
会
へ
の
世
界
共
同
戦
略
を
論
議
で
き

る
④
国
連
人
口
基
金
へ
の
最
大
の
拠
出

国
で
あ
る
日
本
が
引
き
続
き
人
口
安
定

化
に
貢
献
す
る
意
欲
を
示
す
好
機
ｌ

な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。

世
界
人
□
会
議
は
、
１
９
５
４
年

ロ
ー
マ
で
始
ま
り
、
以
後
四
年
ご
と
に

弓
傭
髄
鮒
聰
識
幹
‐

ラ
砂
漠
以
南
（
サ
ブ
・
サ
ハ
ラ
）
の
ア

フ
リ
カ
諸
国
に
多
い
。
こ
の
ほ
か
、
同

じ
人
口
増
に
悩
む
南
ア
ジ
ア
、
そ
し
て

経
済
危
機
に
見
舞
わ
れ
た
東
南
ア
ジ
ア

の
一
部
の
国
に
も
深
刻
な
食
料
問
題
が

残
っ
て
い
る
。
十
六
日
の
「
世
界
食
料

デ
ー
」
を
機
に
国
際
社
会
の
食
料
問
題

に
対
す
る
関
心
の
高
ま
り
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。
解
説
部
杉
下
恒
夫

ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
、
ブ
カ
レ
ス
ト
、
メ
キ

シ
コ
市
で
開
催
。
弘
年
の
カ
イ
ロ
会
議

で
は
、
世
界
の
人
口
政
策
を
人
口
抑
制

か
ら
女
性
一
人
一
人
の
人
権
と
自
立
を

尊
重
す
る
「
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
ヘ
ル

ス
・
ラ
イ
ッ
」
（
性
と
生
殖
に
関
す
る

健
康
と
権
利
）
へ
と
転
換
さ
せ
た
。
次

回
は
２
０
０
４
年
に
な
る
見
込
み
だ

が
、
開
催
地
は
未
定
。

【
渡
部
武
史
】

（
毎
日
新
聞
一
九
九
九
・
十
・
二
）

6１



Ｆ
Ａ
Ｏ
の
資
料
に
よ
る
と
今
年
六
月

で
も
ソ
マ
リ
ア
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
、
エ

の
時
点
で
食
料
の
緊
急
援
助
な
ど
特
別

チ
オ
ピ
ア
、
中
央
ア
フ
リ
カ
、
チ
ャ
ド

支
援
を
要
請
し
て
い
る
国
の
数
は
三
十

の
諸
国
で
は
国
民
の
帥
％
以
上
が
栄
養

七
か
国
だ
っ
た
。
栄
養
不
足
が
原
因
で

不
足
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。

死
亡
す
る
子
供
の
数
は
、
世
界
で
年
間

サ
ブ
・
サ
ハ
ラ
地
域
の
栄
養
不
足
状

で
六
百
万
人
に
達
す
る
と
言
わ
れ
て
い

態
は
、
食
料
の
消
費
量
に
端
的
に
表
れ

る
。

て
い
る
。
穀
物
の
一
人
当
た
り
年
間
消

栄
養
不
足
人
口
が
最
も
多
い
サ
ブ
・

費
量
は
、
逆
に
飽
食
が
問
題
に
な
っ
て

サ
ハ
ラ
地
域
で
は
、
四
十
六
か
国
合
計

い
る
先
進
国
平
均
の
五
分
の
一
の
百
三

で
約
二
億
人
の
栄
養
不
足
者
が
い
る
と

十
三
キ
ロ
（
八
八
’
九
○
年
平
均
）
。
ミ

み
ら
れ
、
地
域
人
口
の
蛆
％
が
栄
養
不

ル
ク
は
二
十
八
キ
ロ
（
同
）
で
先
進
国
の

足
の
状
態
に
あ
る
こ
と
に
な
る
。
な
か

七
分
の
一
。
肉
類
に
至
っ
て
は
九
・
五

1人当たりの年間食料消費量
（88富90年平均）

一
年
間
に
栄
養
不
足
で

子
供
六
○
○
万
人
死
亡

司已Ｉ

讃２．鰹i露i溌鍵筐
ｋｇ

３００

lill
200

1００

０
く

養
不
足
は
体
力

の
な
い
子
供
の

獣
（
同
）
で
、

先
進
国
の
国
民

クル
の
年
間
消
費
量

『
「
へ

の
八
分
の
一
に

し
か
な
ら
な

類
い
。
し
か
も
、

肉
多
く
の
食
料
の

⑪
年
間
消
費
量
は

類
轌
十
年
前
よ
り
も

穀
辮
減
っ
て
い
る
。

飼
こ
う
し
た
栄

サ
ブ
・
サ
ハ
ラ
諸
国
の
食
料
問
題
を

さ
ら
に
困
難
に
し
て
い
る
の
は
国
内
の

政
情
不
安
だ
。
エ
チ
オ
ピ
ア
、
ソ
マ
リ

ア
、
ル
ワ
ン
ダ
、
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国

（
ザ
イ
ー
ル
）
、
ア
ン
ゴ
ラ
な
ど
餓
死
者

が
続
出
し
て
国
際
問
題
と
な
っ
た
ケ
ー

ス
の
背
景
に
は
、
国
内
の
混
乱
が
あ
っ

た
。
ソ
マ
リ
ア
の
場
合
、
九
○
年
代
初

健
康
に
影
響
を
与
え
て
お
り
、
国
連
児

童
基
金
（
ユ
ニ
セ
フ
）
の
資
料
に
よ
る

と
同
地
域
で
の
五
歳
未
満
児
の
死
亡
率

は
Ⅳ
％
、
開
発
途
上
国
全
体
の
平
均
９

・
７
％
を
も
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。

サ
ブ
・
サ
ハ
ラ
の
ほ
と
ん
ど
の
国
が

ほ
ぼ
十
年
周
期
で
干
ば
つ
に
襲
わ
れ
て

い
る
と
い
う
厳
し
い
気
象
が
食
料
問
題

を
深
刻
に
し
た
原
因
の
一
つ
だ
が
、
も

う
一
つ
の
大
き
な
原
因
は
、
急
激
な
人

口
増
だ
。
先
日
発
表
さ
れ
た
九
九
年
国

連
人
口
基
金
（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
）
白
書
に

よ
る
と
リ
ベ
リ
ア
の
九
五
年
か
ら
二
○

○
○
年
の
年
平
均
人
口
増
加
率
推
計
は

８
．
２
％
、
エ
リ
ト
リ
ア
３
．
８
％
、
ア

ン
ゴ
ラ
３
．
２
％
、
カ
ル
メ
ー
ン
２
．
７

％
な
ど
だ
。
世
界
平
均
（
１
．
３
％
）

人
ロ
増
・
政
情
不
安
な
ど
拍
車

途
上
国
へ
支
援
急
務

頭
か
ら
の
紛
争
が
完
全
に
収
ま
っ
て
い

な
い
う
え
、
干
ば
つ
で
九
三
年
以
来
、

主
食
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
ソ
ル
ガ
ム
の

生
産
が
落
ち
込
み
、
過
去
六
年
間
の
生

産
量
は
十
年
前
の
四
割
だ
。
今
も
四
十

万
人
が
飢
餓
に
直
面
し
て
い
る
と
伝
え

ら
れ
る
。

幸
い
、
今
年
は
比
較
的
気
候
に
恵
ま

ば
か
り
か
、
途
上
国
平
均
（
－
．
６

％
）
を
は
る
か
に
超
え
る
勢
い
で
人
口

は
増
加
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
国
々
で
は
増
え
続
け
る
人

口
に
対
応
す
る
た
め
に
森
林
を
伐
採
し

て
耕
作
地
を
増
や
し
、
過
剰
な
化
学
肥

料
を
投
入
し
て
一
時
的
に
農
業
生
産
量

を
増
や
し
た
。
だ
が
、
そ
の
結
果
は
土

壌
を
劣
化
さ
せ
水
資
源
も
枯
渇
、
今
で

は
耕
作
地
の
減
少
に
も
つ
な
が
っ
て
い

る
。
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
の
九
九
年
人
口
白
書

は
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
の
一
人
当
た
り
の
穀

物
耕
作
面
積
が
二
○
五
○
年
ま
で
に
現

在
の
○
・
一
五
鯵
か
ら
○
・
○
七
粉
に
減

少
す
る
こ
と
を
警
告
し
て
い
る
ほ
ど

だ
。
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こゅ－すふぉ－らむ

れ
、
干
ば
つ
の
影
響
は
少
な
い
見
込
み

だ
が
、
慢
性
的
な
食
料
不
足
は
解
消
さ

れ
な
い
状
況
だ
。

一
方
、
一
部
の
ア
ジ
ア
の
食
料
情
勢

も
厳
し
い
。
か
ん
が
い
設
備
の
整
備
や

品
種
の
改
良
な
ど
で
八
○
年
代
に
食
料

輸
入
国
か
ら
自
給
国
に
変
わ
っ
た
イ
ン

ド
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
な

ど
の
諸
国
も
今
、
厳
し
い
食
料
事
情
に

苦
し
ん
で
い
る
。

最
近
の
食
料
不
足
に
は
、
経
済
危
機

も
起
因
し
て
い
る
が
、
ほ
と
ん
ど
の
ア

ジ
ア
諸
国
の
食
料
需
給
の
変
化
は
、
七

○
年
代
後
半
か
ら
の
経
済
成
長
に
よ
る

工
業
化
と
所
得
の
上
昇
に
よ
る
庶
民
の

5.0

4.5

4.0

3.5

3.0

2.5

2.0

1.5

食
事
の
質
の
変
化
が
大
き
い
。
工
業
化

に
よ
り
、
優
良
な
農
地
や
水
田
が
工
場

用
地
に
転
換
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
農

業
生
産
力
が
落
ち
た
の
に
加
え
、
生
活

向
上
で
肉
食
化
が
進
み
、
飼
料
用
穀
物

の
輸
入
が
急
増
し
た
た
め
だ
。

ア
ジ
ア
の
主
食
で
あ
る
米
の
生
産
量

を
見
る
と
一
時
、
自
給
を
達
成
し
た
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
だ
が
、
土

地
の
劣
化
な
ど
で
一
瀞
当
た
り
の
収
穫

量
は
頭
打
ち
気
味
の
う
え
、
そ
の
後
の

人
口
増
に
供
給
が
追
い
つ
か
ず
、
九
○

年
代
に
入
り
、
両
国
は
再
び
輸
入
国
に

一
戻
っ
て
い
る
。
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
に
よ
る

干
ば
つ
と
そ
の
後
の
豪
雨
の
被
害
に
加

加頤叩アーユ而飛”朏竪、

え
、
今
回
の
経
済

師
危
機
で
最
も
大
き

４９
な
打
撃
を
受
け
た

１９
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

８卵
場
〈
ロ
、
〈
「
年
初

鋼
め
、
米
の
備
蓄
が

８９
減
少
し
て
曰
本
な

７６
ど
か
ら
約
一
ハ
十
万

７ね
少
の
米
の
緊
急
支

沁
援
を
受
け
て
急
場

師
を
し
の
ぐ
時
期
も

鰯
あ
っ
た
。

人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員

フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
Ⅱ
議
長
・

桜
井
新
代
議
士
）
の
第
六
回
大
会
が
四

日
、
新
潟
市
内
の
ホ
テ
ル
で
二
日
間
の

日
程
で
開
幕
し
た
。
ア
ジ
ア
地
域
を
中

心
に
約
三
十
カ
国
か
ら
約
百
八
十
人
の

投
票
後
の
治
安
が
悪
化
し
て
い
る
東

テ
ィ
モ
ー
ル
で
食
料
事
情
が
重
大
な
局

面
に
立
た
さ
れ
た
。
一
時
は
七
十
万
人

以
上
の
住
民
の
食
料
と
飲
料
水
の
供
給
き

が
絶
た
れ
、
餓
死
者
の
大
量
発
生
も
危

ぐ

慣
さ
れ
た
。
東
テ
ィ
モ
ー
ル
も
エ
ル

ニ
ー
ニ
ョ
な
ど
の
被
害
で
九
八
年
の
穀

物
生
産
が
前
年
よ
り
蛆
％
も
落
ち
る
な

ど
食
料
供
給
の
基
盤
は
極
め
て
ぜ
い
弱

だ
。
数
年
後
、
独
立
し
て
も
食
料
問
題

は
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
重
大
な
課
題
と
し

て
残
る
。

ア
フ
リ
カ
、
ア
ジ
ア
以
外
で
は
ロ
シ

ア
の
食
料
事
情
が
悪
い
。
旧
ソ
連
が
崩

壊
後
、
大
規
模
農
場
の
経
営
不
振
や
、

土
壌
浸
食
な
ど
に
よ
っ
て
農
業
生
産
高

が
減
少
し
た
。
特
に
九
八
年
は
寒
波
に

図画

日
本
初

第
六
回
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
新
潟
大
会
開
催

貧
困
・
食
料
、
水
不
足
・
エ
イ
ズ
問
題
で
討
議

国
会
議
員
ら
が
参
加
し
、
二
十
一
世
紀

の
人
口
増
加
へ
の
対
応
策
な
ど
で
活
発

な
意
見
を
交
わ
し
た
。
五
日
は
持
続
的

発
展
可
能
な
新
世
紀
に
向
け
た
人
口
政

策
へ
の
提
言
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
Ａ
Ｆ

Ｐ
Ｐ
Ｄ
新
潟
宣
言
を
採
択
し
、
閉
幕
す

よ
る
枯
死
、
干
ば
つ
の
被
害
で
小
麦
の

生
産
量
は
、
九
○
年
の
約
半
分
の
五
千

万
少
し
か
な
か
っ
た
。
経
済
の
不
振
で

十
分
な
飼
料
用
穀
物
の
輸
入
も
出
来

ず
、
畜
産
物
が
不
足
、
失
業
者
や
孤
児

な
ど
の
食
卓
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

地
球
上
の
農
業
生
産
物
は
今
の
と
こ

ろ
は
ま
だ
急
増
す
る
人
口
を
養
う
の
に

十
分
あ
る
。
し
か
し
、
先
進
国
で
飽
食

が
収
ま
ら
な
い
一
方
、
途
上
国
の
農
業

生
産
力
は
落
ち
続
け
て
い
る
。
短
期
的

に
地
球
か
ら
飢
餓
を
取
り
除
く
た
め
に

は
、
地
域
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
料
配
分

が
急
務
で
あ
り
、
中
長
期
的
に
は
途
上

国
の
農
業
生
産
基
盤
の
整
備
が
欠
か
せ

な
い
。

（
読
売
新
聞
一
九
九
九
・
十
・
四
）

”



感
染
を
挙
げ
、
「
今
後
人
口
の
伸
び
は

減
速
す
る
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
が
家
族
計

画
の
普
及
に
よ
る
か
、
飢
餓
や
病
気
の

ろ
ｃ同
大
会
は
三
年
に
一
回
開
か
れ
て
お

り
、
日
本
で
開
催
さ
れ
る
の
は
初
め

て
。
ア
ジ
ア
で
深
刻
な
人
口
や
食
料
、

環
境
問
題
な
ど
に
つ
い
て
、
国
際
社
会

に
積
極
的
な
提
言
を
行
っ
て
い
る
。
今

回
は
二
十
世
紀
最
後
の
大
会
と
な
る
た

め
、
「
次
の
千
年
に
お
け
る
ア
ジ
ア
の

人
口
｜
を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換
し
た
。

こ
の
日
は
、
三
つ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
に

分
け
て
、
五
人
の
研
究
者
に
よ
る
講
演

と
討
論
を
行
っ
た
。
第
二
セ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、
ワ
ー
ル
ド
ウ
オ
ッ
チ
研
究
所

（
米
国
）
の
レ
ス
タ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン
所

長
が
二
一
十
一
世
紀
の
食
料
安
全
保
障

・
水
・
環
境
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し

た
。ブ
ラ
ウ
ン
氏
は
「
世
界
人
口
白
書
は

今
月
中
に
世
界
人
口
が
六
十
億
人
を
超

え
る
と
発
表
し
て
い
る
の
に
、
祝
典
を

す
る
と
い
う
話
は
な
い
。
そ
の
う
ち
十

三
億
人
が
貧
困
を
強
い
ら
れ
て
い
る
以

上
、
祝
う
べ
き
出
来
事
で
は
な
い
か
ら

だ
」
と
危
機
感
を
訴
え
た
。

さ
ら
に
、
将
来
的
な
食
料
や
水
の
不

足
、
ア
フ
リ
カ
な
ど
で
広
が
る
エ
イ
ズ

ま
ん
延
で
減
る
こ
と
に
な
る
か
は
、
各

国
の
リ
ー
ダ
ー
が
ど
れ
だ
け
真
剣
に
取

り
組
む
か
に
か
か
っ
て
い
る
」
と
呼
び

か
け
た
。

こ
れ
ら
の
問
題
提
起
に
対
し
中
国
の

代
表
は
「
人
口
と
開
発
は
同
時
並
行
で

進
め
る
べ
き
だ
が
、
中
国
は
開
発
が
ま

だ
終
わ
ら
な
い
段
階
で
少
子
化
社
会
に

突
入
し
た
」
と
訴
え
、
キ
ル
ギ
ス
の
代

表
は
「
中
央
ア
ジ
ア
の
水
源
地
で
あ
り

な
が
ら
、
水
資
源
を
十
分
活
用
で
き
て

い
な
い
」
と
苦
悩
の
声
を
上
げ
た
。

各
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
先
立
ち
、
開
会
式

で
伊
藤
宗
一
郎
衆
院
議
長
が
「
急
激
に

人
口
が
増
加
し
て
い
る
国
が
あ
る
一
方

で
、
少
子
高
齢
化
が
深
刻
な
社
会
問
題

と
な
っ
て
い
る
国
も
あ
り
、
今
後
は
両

者
が
い
か
に
協
調
し
て
い
け
る
か
が
重

要
な
課
題
に
な
る
」
と
あ
い
さ
つ
し

た
。
桜
井
氏
は
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
で
食

料
問
題
に
関
連
し
「
現
在
、
食
料
貿
易

に
つ
い
て
無
条
件
に
自
由
貿
易
ル
ー
ル

を
適
用
し
よ
う
と
し
て
い
る
」
と
不
満

を
表
明
し
た
。

（
新
潟
日
報
一
九
九
九
・
十
・
五
）

「
次
の
千
年
に
お
け
る
ア
ジ
ア
の
人

口
」
を
テ
ー
マ
に
新
潟
市
内
の
ホ
テ
ル

で
開
か
れ
て
い
た
「
人
口
と
開
発
に
関

囮

Ｈ
ｒ

をうたう

ＡＦＰＰＤを閉幕

す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
第

六
回
大
会
（
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
Ｉ
議
長
・
桜

井
新
代
議
士
）
は
五
日
、
「
人
口
と
開

発
に
関
す
る
世
界
規
模
の
国
会
議
員

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
る
う
え
で
指
導

的
役
割
を
果
た
す
」
な
ど
と
し
た
新
潟

宣
言
を
採
択
し
、
二
日
間
の
日
程
を
終

》
え
た
。

満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
た
新
潟
宣
言

は
前
文
で
「
次
の
千
年
と
世
界
人
口
六

十
億
人
の
前
夜
、
世
界
人
口
の
動
向
は

の
前
夜
、
世
界
人
口
の
動
向
は

六
一
路
を
占
め
る
ア
ジ

護
ァ
の
決
断
に
か
か
っ
て

壷
い
る
」
と
問
題
提
起
。

ァ
潟
「
水
、
食
料
、
天
然
資

澆
職
源
、
環
境
と
人
口
の
相

蝦
朽
互
に
関
連
す
る
問
題
の

驍
売
解
決
に
向
け
、
長
期
的

貼
乖
展
望
と
戦
略
を
開
発
す

人
の
る
」
と
呼
び
か
け
、
国

釘
諦
会
議
員
が
主
導
的
に
政

し
新
府
へ
の
働
き
か
け
を
強

幕
、

翻
珀
め
る
こ
と
を
確
認
し

し
―
―
た
。

択
Ｊ
採
ム
さ
ら
に
、
国
際
貿
易

率
一
ル
ー
ル
に
つ
い
て
「
食

籠
乃
料
安
全
保
障
と
完
全
な

新
員
一
貫
性
を
確
保
す
る
一

と
の
表
現
を
盛
り
込

“



こゅ－すふぉ－らむ

東
京
都
区
部
で
一
九
九
七
年
に
生
ま

れ
た
赤
ん
坊
の
う
ち
十
四
人
に
一
人

（
七
・
○
％
）
、
大
阪
市
は
十
三
人
に
一

人
（
七
・
六
％
）
の
親
が
外
国
人
で
あ

る
こ
と
が
、
東
京
女
子
医
大
の
李
節
子

助
教
授
（
母
性
看
護
学
）
の
分
析
で
わ

か
っ
た
。
な
か
で
も
東
京
の
港
区
、
新

宿
区
は
五
人
に
一
人
の
割
合
に
達
し
て

い
る
。
全
国
で
も
前
年
よ
り
○
二
ポ

み
、
食
料
輸
出
国
側
が
求
め
る
食
料
貿

易
の
完
全
自
由
化
に
対
し
て
く
ぎ
を
刺

し
た
。

新
潟
宣
言
の
採
択
に
先
立
ち
、
参
加

各
国
が
活
動
状
況
を
報
告
し
た
。
一
人

の
女
性
が
平
均
四
’
六
人
の
子
ど
も
を

産
み
、
出
生
率
は
世
界
平
均
よ
り
も
高

い
ネ
パ
ー
ル
の
代
表
は
｛
避
妊
具
を
使

い
た
く
て
も
持
て
な
い
人
が
三
○
略
以

上
い
る
」
と
苦
し
い
事
情
を
説
明
。

園

港
・
新
宿
区
で
は
２
割

東
京
女
子
医
大
の
李
助
教
授
が
分
析

東
京
の
赤
ち
ゃ
ん
国
際
化
急
ピ
ッ
チ

パ
パ
か
マ
マ
が
外
国
人
、
出
生
の
７
％

イ
ン
卜
高
い
二
・
八
％
と
な
っ
た
。
日

本
人
の
少
子
化
が
進
む
一
方
、
円
高
傾

向
が
定
着
し
た
一
九
八
○
年
代
後
半
以

降
に
急
増
し
た
来
日
外
国
人
の
間
で
ベ

ビ
ー
ブ
ー
ム
が
到
来
、
日
本
人
と
の
間

に
生
ま
れ
る
子
ど
も
が
増
え
て
い
る
た

め
だ
。
出
産
・
育
児
の
環
境
に
恵
ま
れ

な
い
ケ
ー
ス
も
多
く
、
乳
児
死
亡
率
が

高
い
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
代
表
は
「
国
民
の
八
五

％
を
占
め
る
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
会
が
、

ま
だ
計
画
的
な
出
産
に
対
し
て
猛
反
対

し
て
い
る
」
と
訴
え
た
。

三
十
カ
国
、
約
百
八
十
人
の
参
加
者

の
う
ち
、
約
八
十
人
の
希
望
者
が
六
日

に
佐
渡
島
を
訪
れ
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
や
ト
キ
保
護
セ
ン
タ
ー
な
ど
を

視
察
す
る
。

（
新
潟
日
報
一
九
九
九
・
十
・
六
）

国
際
結
婚
の
子
は
父
母
ど
ち
ら
か
が

日
本
人
で
あ
れ
ば
日
本
籍
を
持
つ
た

め
、
国
籍
別
に
表
す
厚
生
省
の
人
口
動

態
統
計
で
は
「
赤
ち
ゃ
ん
の
国
際
化
一

の
動
向
は
見
え
に
く
い
。
李
助
教
授
は

前
年
に
続
い
て
同
統
計
や
都
母
子
保
健

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
資
料
を
分
析
し

て
、
在
日
外
国
人
の
母
子
保
健
指
標
づ

く
り
を
進
め
て
き
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
九
七
年
の
総
出
生

数
百
二
十
万
三
千
八
百
八
十
八
人
の
う

ち
、
外
国
人
を
親
に
持
つ
子
は
三
万
一
一
一

千
七
百
四
十
八
人
で
、
十
年
前
の
一
・

九
倍
。
こ
の
う
ち
父
母
と
も
外
国
人
の

子
が
一
万
二
千
二
百
二
十
三
人
、
母
・

外
国
人
、
父
・
日
本
人
の
子
が
一
万
三

千
五
百
八
十
人
、
逆
の
組
み
合
わ
せ
は

七
千
九
百
四
十
五
人
だ
っ
た
。
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句
●
日
１

日
ロ
ム
ｖ

ｏｎ一
月
Ⅱ
０
０
祢
沢

…
、
…
肛
榊
戸
、
名
古
屋
、
川
崎
が

五
・
○
％
’
四
・
○
％
と

な
っ
て
い
る
。
都
内
で
は
、
渋
谷
区
や

豊
島
区
が
六
人
に
一
人
の
高
割
合
だ
。

外
国
人
の
母
を
持
つ
子
を
母
親
の
国

籍
で
分
け
る
と
、
韓
国
・
朝
鮮
が
六
千

九
百
九
十
一
人
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
六
千
二

十
四
人
、
中
国
五
千
百
六
十
八
人
、
ブ

ラ
ジ
ル
三
千
百
四
十
一
一
一
人
と
続
く
。
東

京
都
は
中
国
人
の
母
親
が
最
も
多
く
、

大
阪
、
京
都
は
、
韓
国
・
朝
鮮
、
群
馬

は
ブ
ラ
ジ
ル
と
、
住
み
分
け
も
進
ん
で

い
る
。
東
京
の
港
区
や
渋
谷
区
は
米
国

人
の
親
が
多
い
。

一
方
で
来
日
外
国
人
が
、
不
安
定
な

医
療
環
境
の
な
か
で
出
産
し
、
子
育
て

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
現
実
を
示
す

数
字
も
挙
が
っ
て
い
る
。
母
親
の
国
籍

別
の
死
産
率
は
、
タ
イ
が
日
本
人
の
二

・
一
倍
、
ペ
ル
ー
が
一
・
四
倍
で
、
子
ど

外
国
人
を
親
に
持
つ

子
の
比
率
が
高
い
地
域

を
み
る
と
、
東
京
都

（
五
・
七
％
）
、
大
阪

府
、
群
馬
県
（
四
・
○

％
）
、
京
都
府
（
三
・
八

％
）
、
神
奈
川
県
、
長

野
県
（
三
・
七
％
）
ｃ
大

都
市
で
は
、
京
都
、
神

6５



も
の
国
籍
別
に
み
た
一
歳
未
満
の
乳
児

死
亡
率
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
日
本
人
の
三

・
八
倍
、
タ
イ
は
二
・
五
倍
も
あ
る
（
九

一
二
九
七
年
）
。

言
葉
の
壁
に
加
え
、
超
過
滞
在
で
母

子
保
健
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
に
く
い
ケ
ー

ス
も
多
い
と
み
ら
れ
る
ｃ

東
京
・
新
宿
区
に
あ
る
総
合
病
院
で

は
、
昨
年
の
鏡
臓
約
五
百
件
の
う
ち
二

割
近
く
が
外
国
人
の
母
親
だ
っ
た
。
病

院
関
係
者
に
よ
る
と
、
外
国
人
の
な
か

に
は
、
妊
婦
健
診
を
受
け
に
来
な
い
人

が
お
り
、
産
後
の
育
児
指
導
も
意
思
疎

通
の
点
で
な
か
な
か
思
う
に
ま
か
せ
な

い
な
ど
、
課
題
も
あ
る
。
だ
が
「
ス

タ
ッ
フ
も
慣
れ
て
き
た
。
外
国
人
だ
か

ら
と
特
別
な
意
識
を
持
た
ず
、
普
通
に

接
す
る
こ
と
が
、
お
産
に
と
っ
て
は
大

事
」
と
い
う
。

李
助
教
授
は
「
外
国
に
ル
ー
ツ
を
持

つ
子
ど
も
が
、
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い

る
。
『
日
本
人
』
が
急
速
に
多
様
化
し

て
い
る
と
い
う
実
態
を
、
医
療
、
教
育

関
係
者
を
始
め
、
広
く
知
っ
て
ほ
し

い
。
自
治
体
は
、
母
子
保
健
手
帳
の
翻

訳
や
通
訳
体
制
の
確
立
を
進
め
る
な
ど

し
て
外
国
人
母
子
保
健
サ
ー
ビ
ス
を
充

実
す
べ
き
だ
」
と
話
し
て
い
る
。

こ
の
十
二
日
に
世
界
の
人
口
が
六
十

億
人
に
達
す
る
こ
と
を
国
連
人
口
基
金

が
明
ら
か
に
し
た
。
三
十
九
年
間
で
倍

増
し
た
こ
と
に
な
る
。
増
加
率
は
下

が
っ
た
と
は
い
え
、
い
ま
な
お
年
間
七

千
八
百
万
人
ず
つ
増
え
て
い
る
。

世
界
人
ロ
白
書
に
よ
る
と
、
世
界
の

人
口
は
、
二
○
五
○
年
に
は
約
九
十
億

人
に
達
す
る
見
通
し
で
あ
る
。
こ
れ
は

従
来
の
推
計
を
下
方
修
正
し
た
数
字
で

あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
予
測
を
低
く
見
直

し
た
の
は
、
ア
フ
リ
カ
な
ど
で
エ
イ
ズ

に
よ
る
死
亡
率
が
高
ま
っ
て
い
る
た
め

で
あ
る
。
ア
フ
リ
カ
の
サ
ハ
ラ
以
南
の

国
際
結
婚
、
扣
年
で
倍

全
国
の
外
国
人
登
録
者
総
数
は
八
七

年
末
現
在
で
約
八
十
八
万
人
、
総
人
口

の
○
・
七
二
％
だ
っ
た
が
、
九
七
年
に

は
百
四
十
八
万
二
千
七
百
七
人
、
九
八

年
は
百
五
十
一
万
二
千
百
十
六
人
で
、

比
率
も
一
・
二
○
％
に
達
し
た
。
そ
の

中
で
日
本
人
と
の
結
婚
も
急
増
。
九
七

囮
日
本
の
知
恵
、
途
上
国
支
援

「
人
ロ
爆
発
」
と
日
本
の
役
割

エ
イ
ズ
ま
ん
延
国
で
は
そ
れ
が
な
け
れ

ば
平
均
寿
命
は
七
年
延
び
る
計
算
で
あ

る
。
エ
イ
ズ
の
撲
滅
は
大
事
な
課
題
で

あ
る
。’
九
六
○
年
に
は
世
界
人
口
の
七
○

％
が
発
展
途
上
国
に
住
ん
で
い
た
。
現

在
、
そ
の
比
率
は
八
○
％
に
上
昇
し
て

い
る
。
先
進
国
で
の
出
生
率
低
下
に
よ

る
伸
び
悩
み
と
、
発
展
途
上
国
で
の
増

加
に
よ
っ
て
、
両
地
域
の
人
口
の
差
は

さ
ら
に
開
く
見
込
み
で
あ
る
。
都
市
住

民
の
比
率
は
現
在
の
五
○
％
が
、
二
○

三
○
年
ま
で
に
は
六
○
％
以
上
に
高
ま

る
と
い
う
。

年
に
は
妻
外
国
人
、
夫
日
本
人
の
結
婚

件
数
が
二
万
九
百
二
件
、
逆
の
組
み
合

わ
せ
が
七
千
三
百
四
十
九
件
あ
っ
た
。

日
本
人
の
結
婚
の
う
ち
二
十
八
組
に
一

組
が
国
際
結
婚
で
、
十
年
前
の
二
倍
近

く
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
推
移
が

「
子
ど
も
の
国
際
化
」
の
背
景
に
は
あ

る
。

（
朝
日
新
聞
一
九
九
九
・
十
・
八
）

こ
の
よ
う
に
一
定
の
地
域
や
都
市
に

偏
っ
た
「
人
口
爆
発
」
と
も
い
え
る
急

激
な
人
口
の
増
加
は
様
々
な
問
題
を
引

き
起
こ
す
だ
ろ
う
。
食
糧
や
水
の
確
保

は
人
間
の
生
死
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ

る
。
世
界
の
人
口
一
人
あ
た
り
の
穀
物

生
産
量
は
過
去
十
年
以
上
に
わ
た
っ
て

横
ば
い
で
あ
る
。
耕
作
地
が
減
っ
て
い

る
の
を
生
産
性
の
向
上
で
補
っ
て
き

た
。
発
展
途
上
国
に
住
む
人
の
三
人
に

一
人
は
清
潔
な
水
を
手
に
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
。

日
本
は
穀
物
の
増
産
や
水
資
源
の
開

発
に
多
く
の
実
績
を
持
つ
。
多
目
的
ダ

ム
の
建
設
は
発
電
だ
け
で
な
く
、
農
業

用
水
や
上
水
道
の
水
源
を
確
保
す
る
意

味
が
あ
る
。
国
内
の
ダ
ム
な
ど
の
開
発

は
、
将
来
の
人
口
減
少
な
ど
を
考
え
る

と
頭
打
ち
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
の
余
っ

た
力
を
も
っ
と
発
展
途
上
国
へ
の
支
援

に
向
け
よ
う
。

過
去
、
半
世
紀
の
間
に
世
界
の
平
均

寿
命
は
四
十
六
歳
か
ら
六
十
六
歳
に
延

び
て
い
る
。
二
○
五
○
年
に
は
七
十
六

歳
に
達
す
る
と
の
予
測
が
あ
る
。
二
十

一
世
紀
は
高
齢
化
対
策
が
人
口
問
題
の

焦
点
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
日

本
は
ひ
と
足
早
く
高
齢
化
社
会
に
突
入

し
、
公
的
介
護
保
険
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー

6６



こゅ－すふぉ一らむ

FＤ

出
産
率
が
過
去
最
低
を
記
録
し
長
期

的
な
少
子
化
傾
向
が
続
い
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て
、
中
小
零
細
企
業
の
経
営
者

の
八
割
が
自
社
の
経
営
上
の
観
点
か
ら

「
問
題
が
あ
る
一
と
見
て
い
る
こ
と

が
、
全
国
信
用
金
庫
連
合
会
の
総
合
研

究
所
の
調
査
で
わ
か
っ
た
。
九
月
初

め
、
全
国
の
中
小
零
細
企
業
一
万
六
千

社
を
対
象
に
聞
き
取
り
調
査
し
た
。
回

答
率
は
八
六
・
五
％
・

少
子
化
傾
向
の
認
識
を
聞
い
た
と
こ

ろ
、
「
大
変
重
大
な
問
題
」
が
一
八
・
三

％
に
達
し
、
「
重
大
な
問
題
」
「
問
題
の

一
つ
」
を
加
え
る
と
八
○
・
二
％
に

上
っ
た
。
理
由
は
、
｜
売
り
上
げ
が
減

う
し
た
知
恵
や
経
験
を
世
界
に
伝
え
る

の
も
、
世
界
一
の
長
寿
国
で
あ
る
日
本

の
大
事
な
役
割
で
あ
る
。

（
日
本
経
済
新
聞
一
九
九
九
・
十
・
九
）

皿

ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ

少
す
る
」
が
二
二
・
五
％
で
ト
ッ
プ

か
ら
「
少
産
少
死
」
へ
の
人
ロ
転
換
が

時
３
分
）
に
生
ま
れ
た
３
５
５
０
瘤
の

少子化は

売り上げ減少に

中小経営者の８割
が危愼を回答

国
連
に
よ
る
と
、
世
界
人
口
は
皿

日
、
㈹
億
人
を
突
破
し
た
。
１
９
８
７

年
以
来
わ
ず
か
胆
年
間
で
、
億
人
増

え
、
今
世
紀
初
頭
の
４
倍
に
達
し
た
。

国
連
人
口
基
金
は
皿
日
を
「
釦
億
人
の

日
」
と
し
て
、
開
発
途
上
国
の
人
口
安

定
化
に
一
層
努
力
す
る
方
針
だ
。

同
基
金
に
よ
る
と
、
「
多
産
多
死
一

だ
っ
た
ほ
か
「
社
会
保
険
・
年
金
等
の

負
担
が
増
え
る
」
が
二
一
・
四
％
、
「
税

負
担
が
重
く
な
る
」
一
三
・
五
％
と
、

社
会
負
担
の
増
加
を
心
配
す
る
声
も
多

か
っ
た
。
将
来
に
対
す
る
不
安
感
は
中

小
零
細
企
業
の
経
営
者
の
事
業
意
欲
を

そ
ぐ
可
能
性
が
あ
る
た
め
一
政
府
と
し

て
も
不
安
を
取
り
除
く
対
策
が
必
要
で

は
な
い
か
」
（
全
信
連
総
研
）
と
指
摘

し
て
い
る
。

（
朝
日
新
聞
一
九
九
九
・
十
・
九
）

函

今世紀初頭の

4倍=60億突破

衛生状態向上と

死亡率低下で

帥
億
人
目
は

サ
ラ
エ
ボ
の
赤
ち
ゃ
ん

【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ｎ
日
上
村
幸
治
】

国
連
は
ｎ
日
、
世
界
人
口
の
帥
億
人
目

は
、
ポ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ッ
ェ
ゴ
ビ
ナ
共

和
国
の
サ
ラ
エ
ボ
の
病
院
で
現
地
時
間

皿
日
午
前
０
時
３
分
（
日
本
時
間
同
７

先
進
国
で
は
半
世
紀
前
に
完
了
し
、
現

在
途
上
国
は
人
口
転
換
の
中
間
段
階
に

あ
る
と
い
う
。
衛
生
状
態
や
健
康
管
理

が
向
上
し
た
た
め
、
死
亡
率
が
低
下
し

た
の
が
人
口
急
増
の
主
因
だ
。

｜
方
、
出
生
率
は
年
々
低
下
。
日

本
、
北
米
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
団
力
国

で
は
、
次
の
世
代
に
同
じ
人
口
数
を
維

持
す
る
た
め
に
必
要
な
人
口
置
き
換
え

水
準
（
女
性
１
人
当
た
り
の
子
供
数
が

２
．
１
人
）
を
す
で
に
下
回
っ
て
い

る
。
世
界
全
体
の
年
間
人
口
増
加
率
は

１
．
羽
％
に
下
が
っ
て
い
る
ｃ

し
か
し
、
旧
歳
か
ら
凹
歳
ま
で
の
若

者
人
口
が
、
億
５
０
０
０
万
人
も
い
る

た
め
、
人
口
は
今
後
も
増
え
続
け
る
。

国
連
人
口
部
の
推
計
で
は
、
２
０
５
０

年
に
的
億
人
に
達
す
る
可
能
性
が
高

い
。

【
渡
部
武
史
】

【
ロ
ー
マ
旭
曰
Ⅱ
藤
谷
健
】
ポ
ス
ー
ー

ア
・
ヘ
ル
ッ
ェ
ゴ
ビ
ナ
の
首
都
サ
ラ
エ

ボ
で
十
二
日
に
生
ま
れ
た
男
児
が
国
連

に
よ
っ
て
地
球
上
「
六
十
億
人
目
」
と

認
定
さ
れ
た
。
モ
ス
レ
ム
人
ヤ
ス
ミ
ン

コ
・
ネ
ビ
ッ
チ
さ
ん
夫
妻
の
間
に
生
ま

れ
た
。
国
連
人
口
基
金
が
十
二
日
に
世

界
人
口
が
六
十
億
人
に
達
す
る
と
予

男
の
赤
ち
ゃ
ん
、
と
発
表
し
た
。
両
親

は
、
サ
ラ
エ
ボ
の
北
西
の
ビ
ソ
コ
と
い

う
町
に
住
む
イ
ス
ラ
ム
教
徒
だ
っ
た
。

サ
ラ
エ
ボ
を
訪
問
し
て
い
る
ア
ナ
ン
国

連
事
務
総
長
が
「
認
定
」
し
た
。
国
連

は
、
ポ
ス
ニ
ア
内
戦
の
激
戦
地
サ
ラ
エ

ボ
で
「
帥
億
人
目
」
を
認
定
す
る
こ
と

を
決
め
、
サ
ラ
エ
ボ
の
病
院
で
皿
日
の

一
番
早
い
時
間
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
を

選
ん
だ
。

（
毎
日
新
聞
一
九
九
九
・
十
・
十
一
一
）

■田

国連公認

６０億人目

サラエボ

で誕生
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皿
曰
は
「
世
界
人
口
別
債
の
日
」
。

史
上
最
多
の
人
類
を
乗
せ
た
宇
宙
船

「
地
球
号
」
の
課
題
は
多
い
。
日
本
大

学
か
ら
名
誉
経
済
学
博
士
号
を
受
け
る

た
め
こ
の
ほ
ど
来
日
し
た
ナ
フ
ィ
ス
・

サ
デ
ィ
ク
国
連
人
口
基
金
事
務
局
長

（
、
）
は
毎
日
新
聞
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

に
対
し
「
問
題
の
核
心
は
人
間
の
数
で

は
な
く
、
一
人
一
人
の
自
由
な
選
択
と

能
力
の
向
上
を
い
か
に
実
現
す
る
か
に

あ
る
。
日
本
人
は
世
界
で
も
際
立
っ
て

出
生
率
が
低
く
、
健
康
で
長
生
き
し
て

い
る
。
こ
の
経
験
を
世
界
の
国
々
と
分

か
ち
合
っ
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
た
。

ｎ
億
人
突
破
に
は
「
光
と
影
の
両
面

が
あ
る
」
と
サ
デ
ィ
ク
さ
ん
は
い
う
。

「
過
去
別
年
間
の
国
連
人
口
基
金
及
び

側
。
ア
ナ
ン
事
務
総
長
が
訪
問
予
定
の

サ
ラ
エ
ボ
の
新
生
児
が
選
ば
れ
た
。

（
朝
日
新
聞
一
九
九
九
・
十
・
十
三
）

函

家族計画遅れ

途上国で増加

国連人口基金の
事務局長に聞く

各
国
政
府
の
努
力
に
よ
っ
て
、
死
亡
率

は
低
下
し
、
人
々
の
平
均
寿
命
は
延
び

た
。
開
発
途
上
国
の
母
親
ｌ
人
当
た
り

の
子
供
数
は
６
人
か
ら
３
人
に
減
っ

た
。
こ
れ
は
喜
ば
し
い
成
果
だ
。
半

面
、
ア
フ
リ
カ
南
部
、
南
ア
ジ
ア
、
中

米
で
は
人
口
増
加
率
が
依
然
高
い
。
こ

れ
ら
の
地
域
で
は
女
性
が
家
族
計
画
を

望
ん
で
も
、
避
妊
や
安
全
な
中
絶
を
行

う
手
段
や
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
出
来

な
い
。
エ
イ
ズ
感
染
者
も
増
加
の
一
途

を
た
ど
り
、
死
亡
率
を
高
め
る
要
因
に

な
っ
て
い
る
」

世
界
人
口
は
年
間
７
８
０
０
万
人
増

え
て
お
り
、
そ
の
妬
％
以
上
を
途
上
国

が
占
め
て
い
る
と
い
う
。
サ
デ
ィ
ク
さ

ん
は
「
途
上
国
の
人
口
増
加
を
抑
え
る

に
は
、
女
性
一
人
一
人
が
自
由
に
出
産

・
避
妊
を
選
ん
だ
り
、
子
供
を
産
む
間

隔
を
決
め
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
す

る
こ
と
が
大
切
だ
。
ま
た
女
性
の
能
力

向
上
を
支
援
し
て
、
教
育
を
受
け
る
機

会
を
保
障
す
べ
き
だ
」
と
話
す
。

同
基
金
は
世
界
１
３
０
カ
国
で
人
ロ

政
策
の
助
言
、
家
族
計
画
の
推
進
、
女

性
の
能
力
向
上
な
ど
を
支
援
し
て
お

り
、
日
本
は
最
大
の
資
金
拠
出
国
。

「
経
済
大
国
の
日
本
が
私
た
ち
の
取
り

組
み
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
く
れ
る
の

カ
イ
ロ
で
１
９
９
４
年
に
開
か
れ
た
来
す
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
家
族
計
画

国
際
人
口
開
発
会
議
以
来
、
世
界
の
人
協
会
会
長
と
し
て
、
祖
母
の
活
動
を
引

口
政
策
の
基
調
と
な
っ
た
概
念
一
リ
ブ
き
継
い
で
い
る
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
・
サ

ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス
・
ラ
イ
ッ
（
性
ン
ガ
ー
氏
を
同
市
内
の
事
務
所
に
訪

と
生
殖
に
関
す
る
健
康
と
権
利
）
」
ね
、
サ
ン
ガ
ー
夫
人
の
思
い
出
や
現
在

は
、
今
世
紀
初
め
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
活
動
状
況
な
ど
を
聞
い
た
。

産
児
制
限
運
動
を
始
め
た
故
マ
ー
ガ

【
生
長
恵
理
】

レ
ッ
ト
・
サ
ン
ガ
ー
夫
人
の
思
想
に
由

創
州
増
加
Ⅱ
矧
川
叩
糾
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
一
ど
ん

ｌ
サ
ン
ガ
ー
夫
人
は
ど
ん
な
方
う
一
つ
の
テ
ー
マ
を
追
求
し
た
こ
と
に

で
し
た
か
。

敬
服
し
て
い
ま
す
。
彼
女
は
１
９
１
６

サ
ン
ガ
ー
氏
祖
母
は
と
て
も
小
柄
年
に
刑
務
所
に
入
れ
ら
れ
ま
し
た
が
、

で
、
や
わ
ら
か
い
声
で
話
し
、
大
声
を
約
別
年
後
に
は
最
高
裁
が
彼
女
の
考
え

上
げ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
を
支
持
し
、
大
半
の
州
で
中
絶
が
違
法

が
、
内
な
る
力
を
秘
め
て
い
ま
し
た
。
で
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

彼
女
は
産
児
制
限
の
た
め
に
、
大
変
な

犠
牲
を
払
い
ま
し
た
・
私
は
彼
女
が
ひ
ｌ
夫
人
が
産
児
制
限
運
動
を
始

た
む
き
に
訓
年
以
上
も
産
児
制
限
と
い
め
て
加
年
が
経
過
す
る
今
、
あ
な
た
が

は
誠
に
あ
り
が
た
い
。
日
本
が
経
済
不

況
を
克
服
し
て
途
上
国
の
人
口
安
定
化

に
一
層
貢
献
し
て
ほ
し
い
」

囮
女
性
の
権
利
阻
む
政
治
と
戦
う

受
け
継
が
れ
た
産
児
制
限
運
動

【
渡
部
武
史
】

（
毎
日
新
聞
一
九
九
九
・
十
・
十
二
）
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サ
ン
ガ
ー
氏
私
は
常
に
、
祖
母
の

仕
事
に
興
味
を
も
っ
て
い
ま
し
た
。
彼

女
が
亡
く
な
っ
た
時
、
私
は
四
歳
で
し

た
。
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
の
学
生
だ
っ

た
私
が
、
彼
女
の
評
伝
を
初
め
て
書
き

ま
し
た
。
彼
女
が
残
し
た
日
記
、
手
紙

な
ど
を
目
に
し
た
最
初
の
人
物
に
な
り

ま
し
た
。
私
は
そ
の
後
、
弁
護
士
に
な

り
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
か
か
わ
っ
て
き
ま
し

た
が
、
常
に
家
族
計
画
協
会
に
関
心
を

持
っ
て
い
ま
し
た
。

共
和
党
の
レ
ー
ガ
ン
、
ブ
ッ
シ
ュ
両

氏
が
大
統
領
だ
っ
た
時
期
、
私
は
彼
ら

の
女
性
施
策
に
腹
を
た
て
ま
し
た
。
と

り
わ
け
、
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
が
、
連
邦

か
ら
資
金
援
助
を
受
け
て
い
る
産
婦
人

科
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
妊
娠
し
た
女
性
に

対
し
、
中
絶
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
選
択
肢

に
つ
い
て
情
報
を
与
え
る
こ
と
を
禁
止

す
る
法
律
を
つ
く
っ
た
と
き
、
私
の
怒

り
は
頂
点
に
達
し
、
家
族
計
画
協
会
の

仕
事
を
フ
ル
タ
イ
ム
で
行
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
彼
ら
は
女
性
の
権
利
を
阻

も
う
と
し
ま
し
た
。
私
た
ち
は
女
性

に
、
家
族
計
画
、
教
育
、
カ
ウ
ン
セ
リ

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス
・
ラ
イ
ッ

を
守
る
活
動
に
参
加
し
て
い
る
の
は
、

な
ぜ
で
す
か
。

ｌ
今
気
が
か
り
な
こ
と
は
何
で

す
か
。

サ
ン
ガ
ー
氏
第
一
の
心
配
は
、
保

守
的
な
政
治
家
に
よ
っ
て
、
家
族
計
画

協
会
が
推
進
し
て
い
る
諸
事
業
へ
の
攻

撃
が
続
い
て
い
る
こ
と
で
す
。
保
守
政

治
家
た
ち
は
、
女
性
の
中
絶
へ
の
ア
ク

セ
ス
を
禁
止
し
、
避
妊
法
の
選
択
の
幅

を
狭
め
、
貧
し
い
女
性
へ
の
財
政
支
援

を
減
ら
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。
彼
ら

は
、
男
性
が
生
殖
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
よ
う
に
し
た
い
の
で
す
。
こ
れ
は
、

女
性
の
自
立
と
健
康
に
と
っ
て
、
大
き

な
脅
威
で
す
。
私
た
ち
は
強
く
反
対
し

て
い
き
ま
す
。

二
つ
目
は
、
米
国
で
は
、
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
な
い
女
性
や
子
供
が
増

え
て
い
ま
す
。
政
府
管
掌
保
険
が
高
す

ぎ
て
、
加
入
で
き
な
い
女
性
が
大
勢
い

ま
す
。
政
府
が
補
助
し
て
い
る
保
険
制

度
に
加
入
す
る
資
格
が
な
い
の
で
す
。

政
府
の
落
ち
度
で
避
妊
の
手
段
が
利
用

で
き
な
い
た
め
、
多
く
の
女
性
が
望
ま

な
い
妊
娠
や
性
感
染
症
の
危
険
に
さ
ら

さ
れ
て
い
ま
す
。

ン
グ
、
情
報
提
供
、
中
絶
な
ど
が
得
ら

れ
る
よ
う
に
、
戦
っ
て
き
ま
し
た
。

ｌ
あ
な
た
の
祖
母
は
鋤
世
紀
の
的
な
仕
事
に
従
事
す
る
こ
と
を
願
っ
て

人
間
の
歴
史
に
ど
ん
な
影
響
を
与
え
た
い
ま
す
。

と
思
い
ま
す
か
。

サ
ン
ガ
ー
氏
彼
女
は
、
ほ
か
の
誰
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
・
サ
ン
ガ
ー
ｌ

よ
り
も
人
間
の
生
き
方
に
多
く
の
影
響
９
４
７
年
、
米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
生

を
与
え
た
と
思
い
ま
す
。
彼
女
に
よ
っ
ま
れ
。
弁
護
士
な
ど
を
経
て
例
年
か
ら

て
、
女
性
が
初
め
て
育
児
と
生
殖
を
．
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
家
族
計
画
協
会
会

ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
長
。
性
と
生
殖
に
関
す
る
権
利
の
擁
護

た
。
彼
女
は
男
女
双
方
に
、
家
庭
を
．
の
た
め
に
米
国
内
で
活
動
す
る
一
方
、

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
権
利
と
手
段
を
与
え
同
協
会
の
国
際
協
力
部
門
ラ
ー
ガ

ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
男
女
と
も
レ
ッ
ト
・
サ
ン
ガ
ー
・
セ
ン
タ
ー
・
ィ

望
ま
な
い
妊
娠
や
育
児
に
し
ば
ら
れ
ず
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」
で
開
発
途
上
国

に
、
社
会
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
な
り
の
保
健
、
医
療
の
向
上
や
人
材
育
成
に

ま
し
た
。
彼
女
の
お
か
げ
で
、
女
性
が
も
協
力
し
て
い
る
。

職
場
に
進
出
し
、
男
性
と
対
等
な
関
係

を
築
き
、
独
立
し
た
存
在
と
し
て
社
会
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
サ
ン
ガ
ー
１
８

に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
え
８
３
年
米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
生
ま

ま
す
□

れ
。
貧
困
と
子
だ
く
さ
ん
に
あ
え
ぐ
労

働
者
階
級
の
女
性
を
解
放
し
よ
う
と
産

ｌ
日
本
の
人
々
へ
の
メ
ッ
セ
ー
児
制
限
運
動
を
關
始
。
‐
９
‐
６
年

ジ
が
あ
れ
ば
、
お
願
い
し
ま
す
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
に
世

サ
ン
ガ
ー
氏
私
は
、
低
用
量
ピ
ル
界
初
の
産
児
制
限
相
談
所
を
開
設
。
避

が
日
本
で
承
認
さ
れ
た
こ
と
を
喜
ん
で
妊
法
の
普
及
、
ピ
ル
の
開
発
、
国
際
家

い
ま
す
。
こ
れ
が
、
よ
り
新
し
い
避
妊
族
計
画
連
盟
の
設
立
に
貢
献
。
毎
日
新

方
法
や
中
絶
方
法
が
認
可
さ
れ
る
契
機
間
社
人
口
問
題
調
査
会
の
招
き
で
団
年

に
な
る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。
ま
来
日
。
船
年
死
去
。

た
、
日
本
の
男
女
が
性
や
家
族
計
画
な
（
毎
日
新
聞
一
九
九
九
・
十
・
十
三
）

ど
の
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
う
よ
う
に

な
り
、
女
性
の
地
位
が
向
上
し
、
生
産

１
１
１
１

6９



地
球
は
ｎ
世
紀
、
人
類
に
必
要
な
す

べ
て
の
食
糧
、
水
、
環
境
を
提
供
す
る

こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
生
活
の

質
（
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
・
オ
ブ
・
ラ
イ

フ
）
を
保
ち
な
が
ら
、
地
球
が
何
人
を

養
う
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
で

す
。地
球
が
養
え
る
人
口
は
、
自
然
の
制

約
と
人
類
の
選
択
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま

す
。
ぜ
ひ
、
「
制
約
」
「
選
択
」
と
い
う

国
連
に
よ
る
と
、
世
界
人
口
は
但

日
、
帥
億
人
を
突
破
し
た
。
こ
の
ま
ま

人
口
増
加
が
続
い
た
ら
、
地
球
は
ど
こ

ま
で
人
類
を
支
え
て
い
け
る
の
か
。
毎

日
新
聞
社
人
口
問
題
調
査
会
と
Ⅲ
世
紀

危
機
警
告
委
員
会
は
同
調
査
会
創
立
印

周
年
を
記
念
し
て
、
９
月
４
日
東
京
商

工
会
議
所
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
人
口
㈹

億
時
代
の
地
球
ｌ
人
口
扶
養
力
の
限
界

を
探
る
」
を
開
い
た
。
米
国
ロ
ッ
ク

フ
ェ
ラ
ー
大
学
の
ジ
ョ
エ
ル
．
Ｅ
・

函Ⅱ鱸

コ
ー
ェ
ン
氏
講
演
扶
養
力
の
限
界
を
探
る

地
球
の
養
え
る
人
口
は
制
約
と
選
択
が
決
め
る

未
来
ど
こ
へ

二
つ
の
言
葉
を
覚
え
て
お
い
て
下
さ

い
。
さ
ら
に
「
人
口
」
’
１
経
済
」
「
環

境
」
「
文
化
」
の
四
つ
も
覚
え
て
お
い

て
下
さ
い
。
人
口
、
経
済
、
環
境
と
い

う
三
つ
の
要
素
の
相
互
作
用
は
「
文

化
」
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
ま
す
。

世
界
人
口
は
今
年
後
半
、
的
億
人
に

達
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
、
年
間
で
７
８
０
０
万
人
、
１
．
３

％
の
伸
び
が
今
ま
で
あ
り
、
も
し
も
こ

コ
ー
エ
ン
教
授
は
基
調
講
演
で
「
地
球

が
養
え
る
人
口
は
、
自
然
の
制
約
と
人

類
の
選
択
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
が
、

問
題
は
人
間
の
数
で
は
な
く
、
生
活
の

質
だ
」
と
述
べ
、
人
口
、
経
済
、
環

境
、
文
化
の
四
つ
の
分
野
か
ら
人
口
扶

養
力
を
分
析
し
た
。
以
下
に
そ
の
要
旨

を
紹
介
す
る
。
あ
す
ｕ
日
は
日
本
、
中

国
の
専
門
家
６
氏
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
模
様
を
報
告
す
る
。

の
成
長
が
続
く
と
、
鍋
年
間
で
２
倍
に

人
口
が
増
え
ま
す
。

世
界
の
統
計
を
と
り
ま
す
と
、
二
つ

の
異
な
っ
た
状
況
が
覆
い
隠
さ
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
「
富
め
る
国
々
」

と
「
貧
し
い
国
々
｜
の
二
つ
の
異
な
っ

た
状
況
で
す
。

富
め
る
国
で
は
１
０
０
年
以
上
に
わ

た
っ
て
人
口
増
加
率
は
減
少
し
て
い
ま

す
ロ
日
本
で
は
肥
世
紀
か
ら
人
口
増
加

率
は
も
う
減
り
始
め
ま
し
た
ｃ
フ
ラ
ン

ス
も
同
時
期
に
人
口
増
加
率
が
減
り
始

め
ま
し
た
。
貧
し
い
国
々
で
は
第
２
次

大
戦
後
、
人
口
が
急
増
し
ま
し
た
。
こ

う
い
う
国
々
は
人
口
増
加
が
問
題
で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
よ
う
や
く
認
識
し
、

出
生
率
を
抑
え
る
よ
う
に
な
り
、
急
激

に
伸
び
率
が
下
が
り
ま
し
た
。

豊
か
な
国
々
は
胆
億
人
、
貧
し
い

国
々
に
は
灯
億
人
が
住
ん
で
い
ま
す
。

豊
か
な
国
々
で
は
年
間
所
得
が
１
万
９

０
０
０
が
以
上
、
貧
し
い
地
域
で
は
約

ｌ
０
０
０
か
ぐ
ら
い
で
す
が
、
最
も
貧

し
い
人
々
は
年
間
４
０
０
紗
ぐ
ら
い
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
富
め
る
国
々
の
人
口
の
年

間
伸
び
率
は
０
．
１
％
、
貧
し
い
国
は

年
間
に
２
％
近
く
あ
り
ま
す
。
裕
福
な

国
の
女
性
は
１
．
６
人
の
平
均
出
生

で
す
。
開
発
途
上
国
で
は
、
現
在
十
へ

な
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
‐

た
ち
が
厄
億
人
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

世
界
の
全
人
口
の
３
分
の
１
が
結
核
浜

感
染
し
、
ア
フ
リ
カ
で
は
約
半
数
の
ｊ

に
及
び
ま
す
。
世
界
人
口
の
約
半
数
件

ト
イ
レ
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。
約
皿
竺

人
の
成
人
が
文
字
を
読
め
ず
、
う
ち
法

６
億
人
が
女
性
で
す
。

世
界
に
は
人
間
を
上
回
る
家
畜
が
い

ま
す
。
田
億
の
牛
、
旧
億
の
ヒ
ツ
ジ
（

ヤ
ギ
、
ニ
ワ
ト
リ
に
至
っ
て
は
１
７
句

憶
い
ま
す
。
人
間
の
□
に
入
る
穀
物
伜

３
キ
ロ
に
対
し
、
家
畜
の
口
に
入
る
の
吟

約
２
キ
ロ
で
す
。
す
る
と
、
１
０
０
億
Ⅱ

も
の
人
間
が
皆
、
菜
食
主
義
者
に
な
指

ば
、
十
分
な
食
物
を
食
べ
る
こ
と
が
声

き
る
わ
け
で
す
。

次
は
経
済
学
の
話
を
し
ま
し
ょ
う
。

１
８
６
０
年
に
は
、
人
間
１
人
が
ち
し

う
ど
１
メ
ガ
同
時
相
当
の
無
機
エ
ネ
皿

ギ
ー
を
１
年
間
に
消
費
し
て
い
ま
‐

た
。
と
こ
ろ
が
、
１
９
９
１
年
に
は
人

子
供
を
も
う
け
て
い
ま
す
。
富
む
国
」

は
高
齢
者
、
貧
し
い
国
に
は
若
い
人
彗

多
く
い
ま
す
。

人
間
の
数
が
問
題
な
の
で
は
あ
り
一

せ
ん
。
人
間
の
生
活
の
質
が
問
題
な
の

率
、
貧
し
い
国
の
女
性
は
３
．
４
人
の

加
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間
１
人
は
旧
メ
ガ
同
時
の
年
間
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
使
い
ま
す
。
人
口
が
１
８
６
０

年
か
ら
１
９
９
１
年
ま
で
５
倍
も
増

え
、
１
人
相
当
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
四
人

相
当
に
な
る
と
、
地
上
の
人
間
の
消
費

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
年
間
９
５
０
億
メ
ガ
同

時
相
当
に
な
る
わ
け
で
す
ｃ
と
い
う
こ

と
は
、
太
陽
の
約
４
倍
の
メ
ガ
ワ
時
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
人
間
は
消
費
し
て
い
ま

す
。そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
石
炭
、
石

油
、
ガ
ス
、
そ
し
て
一
部
は
原
子
力
か

ら
来
て
い
ま
す
。
化
石
燃
料
が
作
り
出

す
二
酸
化
炭
素
な
ど
の
大
気
中
の
量

は
、
過
去
５
万
年
分
よ
り
も
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

現
在
、
世
界
の
農
民
の
半
数
以
上
が

女
性
で
す
。
１
９
７
０
年
に
は
、
男
性

労
働
者
１
０
０
人
当
た
り
女
性
労
働
者

は
訴
人
で
し
た
が
、
加
年
に
は
、
他
人

ま
で
増
え
ま
し
た
。
こ
こ
で
申
し
上
げ

た
い
の
は
、
「
人
間
の
数
が
労
働
人
口

の
規
模
を
決
定
す
る
も
の
で
は
な
く
、

労
働
人
口
の
規
模
を
決
め
る
の
は
文
化

で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

食
糧
の
話
を
し
ま
し
ょ
う
。
１
９
３

０
年
ま
で
貧
し
い
国
々
は
食
糧
を
豊
か

な
国
々
に
輸
出
し
、
第
二
次
世
界
大
戦

後
は
豊
か
な
国
が
貧
し
い
国
に
ま
す
ま

す
多
く
の
食
糧
を
輸
出
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
生
産
量
は
人
口
の
伸
び
を

上
回
っ
て
い
ま
す
。
帥
年
以
降
、
耕
作

可
能
な
土
地
の
面
積
は
増
え
て
い
ま
せ

ん
が
、
単
位
面
積
当
た
り
の
収
量
が
増

え
ま
し
た
。
印
年
の
平
均
収
量
は
世
界

平
均
で
ｌ
沙
当
た
り
１
．
２
ト
ン
、
今
は

３
ト
ン
ぐ
ら
い
で
す
。

穀
物
生
産
量
が
増
え
る
と
、
世
界
市

場
で
価
格
が
下
が
り
ま
す
。
加
年
当
時

の
価
格
を
１
０
０
と
し
ま
す
と
、
巧
年

で
は
す
べ
て
の
も
の
が
２
０
Ｏ
近
い
。

肥
年
で
は
稲
ぐ
ら
い
で
す
。
石
油
、
燃

料
以
外
の
物
価
、
農
産
物
、
金
属
や
鉱

物
な
ど
も
全
部
安
く
な
っ
て
い
ま
す
。

、
年
に
は
約
ｎ
億
人
も
の
人
た
ち
が

毎
日
お
な
か
を
す
か
せ
て
い
ま
し
た

が
、
加
年
に
は
減
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
こ
れ
に
は
問
題
が
一
つ
あ
り
ま

す
。ア
フ
リ
カ
は
人
口
増
加
率
が
最
も
高

い
地
域
で
す
が
、
栄
養
失
調
状
態
の
人

た
ち
が
大
勢
い
ま
す
。
３
人
の
う
ち
１

人
は
常
に
お
な
か
を
す
か
せ
て
い
ま

す
。
日
本
は
世
界
一
食
べ
物
が
あ
り
ま

す
が
、
人
口
増
加
率
は
低
い
。
ア
フ
リ

カ
で
は
食
べ
物
が
足
り
な
い
が
人
口
増

加
率
は
高
い
。
従
っ
て
、
食
糧
が
人
口

増
加
を
制
約
す
る
も
の
で
は
な
い
。

世
界
の
経
済
不
均
衡
も
増
大
し
て
い

ま
す
。
加
年
に
は
世
界
で
最
も
金
持
ち

の
加
％
は
、
世
界
の
全
所
得
の
和
％
を

も
ら
い
、
最
も
貧
し
い
、
％
が
全
所
得

の
２
．
３
％
し
か
も
ら
っ
て
い
な
か
っ

た
。
加
年
に
は
そ
の
貧
富
の
比
率
が
Ⅲ

対
１
、
加
年
に
は
妬
対
１
、
皿
年
に
は

帥
対
１
に
な
っ
て
い
ま
す
。

食
糧
価
格
が
下
が
り
、
食
糧
生
産
は

上
が
る
の
に
、
な
ぜ
７
億
５
０
０
０
万

人
も
の
人
た
ち
が
い
つ
も
お
な
か
を
す

ピ
ュ
リ
ッ
ァ
ー
賞
受
賞
の
「
少
女
と

ハ
ゲ
ワ
シ
」

か
せ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
答
え

は
、
貧
し
い
人
々
は
、
世
界
市
場
で
食

糧
を
買
う
お
金
が
な
い
か
ら
で
す
。

今
度
は
環
境
の
話
に
移
り
ま
し
ょ

う
。
ご
み
を
捨
て
る
場
所
が
な
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
人
口
密
度
が
増

大
す
る
と
、
人
々
は
食
糧
生
産
の
た
め

に
、
木
を
伐
採
し
、
土
地
を
開
墾
し
ま

す
。
そ
の
結
果
、
多
く
の
生
物
種
が
絶

滅
し
ま
し
た
。

生
活
の
質
が
問
題

少
女
と
ハ
ゲ
ワ
シ
を
写
し
た
、
こ
の

写
真
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
に

１
９
９
３
年
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
私

は
こ
の
写
真
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
考
え

て
き
ま
し
た
。
「
西
欧
諸
国
に
対
し
て

い
い
顔
を
す
る
た
め
に
、
ス
ー
ダ
ン
政

府
は
飢
餓
に
苦
し
ん
で
い
る
南
部
を
救

援
活
動
の
た
め
に
開
放
し
た
。
し
か

し
、
一
部
の
人
た
ち
に
と
っ
て
は
こ
れ

は
遅
過
ぎ
た
」
と
い
う
説
明
が
こ
の
写

真
に
付
い
て
い
ま
す
。
大
き
な
ハ
ゲ
ワ

シ
は
少
女
が
死
ぬ
の
を
待
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
写
真
が
意
味
す
る
の
は
、

ス
ー
ダ
ン
の
人
口
が
生
物
学
的
な
収
容

力
を
上
回
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う

か
。
決
し
て
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

八
つ
の
こ
と
を
考
え
て
い
た
だ
き
た

刀



い
。
雨
が
降
ら
な
い
と
い
う
自
然
現
象

が
あ
り
ま
し
た
。
第
２
に
、
穀
物
が
育

た
な
か
っ
た
の
は
、
基
本
的
に
は
千
ばだ
放

つ
の
せ
い
で
す
が
、
ス
ー
ダ
ン
で
は
誰

か
ん
が
い

も
ダ
ム
建
設
、
井
戸
堀
り
、
灌
慨
施
丸
江

へ
の
投
資
を
し
な
か
っ
た
。
第
３
に
、

経
済
的
に
失
敗
し
、
市
場
が
形
成
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
食
糧
需
要
に
対

応
す
る
た
め
の
市
場
が
存
在
し
て
い
な

か
っ
た
。

第
４
に
、
政
治
的
、
文
化
的
な
問
題

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
少
女
が
属
し
て
い

る
南
の
部
族
た
ち
は
、
中
央
政
府
に
対

し
て
反
乱
を
起
こ
し
、
政
府
は
飢
餓
を

武
器
と
し
た
わ
け
で
す
。
人
々
を
飢
え

さ
せ
る
方
が
鉄
砲
で
撃
つ
よ
り
も
安
上

が
り
だ
っ
た
の
で
す
。
第
５
に
、
反
乱

の
背
景
に
、
ス
ー
ダ
ン
の
宗
主
国
だ
っ

た
イ
ギ
リ
ス
と
エ
ジ
プ
ト
が
北
部
の
人

た
ち
に
権
力
を
与
え
た
と
い
う
歴
史
的

な
構
図
が
あ
り
ま
す
。

第
６
に
、
国
際
的
な
責
任
を
考
え
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
１
９
８
１
年
以

来
の
内
乱
で
１
５
０
万
人
の
命
が
失
わ

れ
ま
し
た
が
、
旧
宗
主
国
、
世
界
の
大

国
で
あ
る
米
国
や
日
本
の
、
こ
の
少
女

に
対
す
る
責
任
と
は
一
体
何
で
し
ょ
う

か
。
第
７
に
、
少
女
の
両
親
の
責
任
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。
つ
ま
り
、
内
乱
の

最
中
に
子
供
を
も
う
け
た
両
親
の
責
任

と
は
何
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
最
後

に
、
私
個
人
と
し
て
の
責
任
は
ど
の
よ

う
に
と
っ
て
い
け
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う

か
。生
物
学
的
な
収
容
力
の
限
界
で
は
な

く
、
い
ろ
い
ろ
な
要
素
が
長
時
間
に
わ

た
っ
て
相
互
作
用
を
引
き
起
こ
し
た
結

果
、
１
人
の
少
女
が
飢
え
て
い
っ
た
の

で
す
。

世
界
人
口
は
あ
と
斑
年
で
現
在
の
２

倍
に
な
っ
て
し
ま
う
け
れ
ど
も
、
そ
れ

を
２
倍
に
し
な
い
と
い
う
選
択
を
す
る

こ
と
も
可
能
で
す
。

人
に
よ
っ
て
は
「
パ
イ
を
も
っ
と
大

き
く
す
れ
ば
い
い
一
と
言
い
ま
す
ｃ
つ

ま
り
一
生
産
能
力
を
上
げ
て
、
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
を
駆
使
し
て
、
も
っ
と
資
源
、

食
べ
物
を
増
や
せ
ば
い
い
」
と
。
他
の

人
は
―
そ
の
パ
イ
を
つ
つ
く
フ
ォ
ー
ク

の
数
を
も
っ
と
減
ら
せ
ば
い
い
じ
ゃ
な

い
か
、
つ
ま
り
「
人
口
を
減
ら
し

て
、
金
持
ち
の
国
、
豊
か
な
国
の
消
費

を
減
ら
せ
ば
い
い
」
と
い
う
。
そ
し

て
、
他
の
人
た
ち
は
「
も
っ
と
み
ん
な

が
礼
節
あ
る
生
活
を
す
れ
ば
い
い
」
と

言
う
。
つ
ま
り
「
暴
力
に
お
金
を
使
わ

ず
、
教
育
に
お
金
を
使
う
。
自
由
貿
易

を
し
、
環
境
を
保
護
す
る
。
男
女
間
の

コ
ソ
ポ
紛
争
で
い
ち
早
く
現
地
入
り

し
、
緊
急
人
道
援
助
活
動
を
行
っ
た

り
、
台
湾
、
ト
ル
コ
の
大
地
震
で
も
援

助
に
駆
け
つ
け
る
な
ど
、
日
本
の
Ｎ
Ｇ

Ｏ
（
非
政
府
組
織
）
の
活
動
が
年
々
、

活
発
に
な
っ
て
き
た
ｃ
組
織
的
な
活
動

に
弱
点
が
あ
る
な
ど
問
題
も
多
い
が
、

草
の
根
レ
ベ
ル
で
の
人
と
人
の
直
接
交

流
を
通
じ
、
き
め
細
か
な
援
助
の
で
き

る
の
が
強
み
だ
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
躍
は
、

日
本
の
存
在
感
を
国
際
的
に
示
す
こ
と

で
あ
り
、
今
後
の
成
長
に
期
待
し
た

い
。

関
係
を
よ
く
し
て
不
平
等
を
な
く
す
」

と
。私
は
三
つ
と
も
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。
よ
り
大
き
な
パ
イ
、
よ
り
少
な
い

フ
ォ
ー
ク
、
そ
し
て
よ
り
正
し
い
、
お

行
儀
の
い
い
食
べ
方
。
将
来
を
決
め
る

の
は
皆
様
で
あ
り
、
世
界
中
の
若
者
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。

■
ジ
ョ
エ
ル
．
Ｅ
・
コ
ー
エ
ン

函

重
厚
長
大
型
か
ら
脱
皮
の
時

白
書
で
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
連
携
を
取
り
上
げ
る

外
務
省
は
、
十
一
年
度
の
「
Ｏ
Ｄ
Ａ

（
政
府
開
発
援
助
）
白
書
」
で
、
真
っ

先
に
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
連
携
を
取
り
上
げ
、

Ｏ
Ｄ
Ａ
へ
の
国
民
の
理
解
と
参
加
を
呼

び
か
け
て
い
る
。

日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
は
、
重
厚
長
大
型
の

道
路
や
建
物
な
ど
ハ
コ
も
の
が
中
心

で
、
ど
の
よ
う
な
基
準
で
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
対

象
の
国
や
事
業
の
選
択
が
行
わ
れ
て
い

る
の
か
不
透
明
と
い
わ
れ
て
き
た
。
こ

れ
で
は
、
長
引
く
不
況
と
財
政
事
情
の

悪
化
の
中
で
、
八
年
連
続
世
界
一
の
援

助
国
を
続
け
る
こ
と
に
国
民
の
理
解
を

米
国
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
大
学
人
口
学
研

究
所
主
任
教
授
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
人

口
学
教
授
。
一
九
四
四
年
米
国
ワ
シ
ン

ト
ン
特
別
区
生
ま
れ
。
ハ
ー
バ
ー
ド
大

学
大
学
院
修
了
。
人
口
科
学
博
士
、
熱

帯
公
衆
衛
生
学
博
士
。
米
国
生
態
学
会

マ
ー
サ
ー
賞
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
財
団
賞

受
賞
。（
毎
日
新
聞
一
九
九
九
・
十
・
十
三
）

7２
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得
に
く
い
環
境
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
批
判
へ
の
反
省
か
ら
、
外

務
省
は
効
率
的
、
効
果
的
な
Ｏ
Ｄ
Ａ
の

実
施
の
た
め
に
は
、
官
ベ
ー
ス
で
は
分

か
ら
な
い
現
地
の
実
情
や
要
望
、
効
果

の
上
が
る
援
助
方
法
な
ど
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の

ノ
ウ
ハ
ウ
の
必
要
性
を
痛
感
し
た
の
だ

ろ
う
。
ハ
コ
も
の
か
ら
ソ
フ
ト
面
重
視

に
ス
タ
ン
ス
を
変
え
よ
う
と
し
て
い
る

こ
と
は
評
価
で
き
る
。

白
書
で
は
、
減
少
傾
向
に
あ
る
Ｎ
Ｇ

Ｏ
事
業
補
助
金
を
カ
バ
ー
す
る
た
め

に
、
予
算
の
弾
力
的
運
用
な
ど
で
実
質

的
に
増
加
さ
せ
る
措
置
を
取
る
と
説
明

す
る
達
し
か
し
、
災
害
な
ど
は
突
然

や
っ
て
く
る
も
の
で
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
積
極

的
な
参
加
を
求
め
る
の
な
ら
、
資
金
に

乏
し
い
Ｋ
Ｇ
Ｏ
に
対
す
る
素
早
い
予
算

の
執
行
や
、
雨
後
の
タ
ヶ
ノ
コ
の
よ
う

に
出
て
き
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
選
別
な
ど
、
き

め
細
か
な
対
応
も
見
せ
て
ほ
し
い
。

わ
が
国
は
憲
法
面
な
ど
か
ら
国
際
貢

献
に
は
制
約
が
あ
る
。
国
際
的
に
孤
立

し
が
ち
な
日
本
と
し
て
は
、
友
好
国
づ

く
り
や
、
資
源
確
保
な
ど
に
も
つ
な
が

る
Ｏ
Ｄ
Ａ
は
外
交
手
段
の
切
り
札
で
あ

り
、
国
益
を
図
る
う
え
で
も
大
き
な
意

味
が
あ
る
。

日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
実
績
を
世
界
に
ア

世
界
の
人
口
が
つ
い
に
六
十
億
人
を

突
破
し
た
。
二
十
一
世
紀
の
人
類
は
、

人
口
爆
発
に
耐
え
ら
れ
る
の
か
。

国
連
の
報
告
書
に
よ
る
と
、
世
界
の

人
口
は
今
世
紀
の
百
年
間
で
三
倍
以
上

に
な
っ
た
。
最
近
の
十
二
年
間
で
、
十

億
人
が
新
た
に
”
地
球
付
“
の
住
人
に

な
っ
た
と
い
う
。

国
連
人
口
統
計
セ
ン
タ
ー
の
ジ
ョ
セ

フ
・
チ
ェ
ー
ミ
ー
所
長
は
、
「
人
口
統

計
学
的
に
見
て
、
二
十
世
紀
は
革
命
の

世
紀
で
し
た
。
長
寿
と
乳
児
死
亡
率
の

激
減
と
い
う
二
つ
の
革
命
で
す
」
と
、

人
口
急
増
の
背
景
を
説
明
す
る
。

ビ
ー
ル
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

さ
き
ご
ろ
、
世
界
の
人
口
は
六
十
億

人
を
超
え
た
。
途
上
国
を
中
心
に
し
た

人
口
の
爆
発
的
増
加
は
食
糧
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
環
境
な
ど
地
球
規
模
の
大
問
題

で
あ
り
、
先
進
国
は
解
決
の
た
め
ど
う

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
、
そ
の
在
り
方

が
問
わ
れ
て
い
る
。
人
口
問
題
と
取
り

組
む
国
連
人
口
基
金
は
、
国
連
の
Ｐ
Ｒ

囮

別
年
後
の
世

３

人
に

１

同
報
告
書
は
、
三
つ
の
メ
ガ
ト
レ
ン

ド
を
指
摘
す
る
。

▽
世
界
の
人
口
は
毎
年
、
七
千
八
百

万
人
ず
つ
増
え
て
い
る
曇
こ
れ
は
、
フ

ラ
ン
ス
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ギ
リ
シ
ャ
の

人
口
を
加
え
た
数
字
に
ほ
ぼ
匹
敵
す
る
。

▽
発
展
途
上
国
で
の
女
性
に
対
す
る

産
児
制
限
の
普
及
率
は
、
’
九
七
○
年

に
比
べ
、
十
倍
に
な
っ
た
。
四
十
年
前

に
は
、
｜
人
の
女
性
が
平
均
六
人
の
子

供
を
産
ん
だ
が
、
今
は
二
・
五
人
に

減
っ
て
い
る
。

▽
高
齢
人
口
が
急
速
な
勢
い
で
増
え

て
い
る
。
世
界
に
は
、
八
十
歳
か
ら
九

も
兼
ね
て
コ
ソ
ポ
の
新
生
児
を
六
十
億

人
目
と
認
定
し
た
が
、
実
は
基
金
へ
の

最
大
の
資
金
拠
出
国
は
日
本
で
あ
る
。

国
連
並
み
に
堂
々
と
実
績
を
ア
ピ
ー
ル

す
べ
き
だ
。
胸
を
張
っ
て
、
し
か
も
、

し
た
た
か
に
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
実
施
し
て
い
こ

う
で
は
な
い
か
。

（
産
経
新
聞
一
九
九
九
・
十
・
十
九
）

か
中
国
人

十
歳
の
人
が
五
千
八
百
六
十
万
人
い

る
。
さ
ら
に
九
十
歳
か
ら
百
歳
が
七
百

三
十
万
人
、
百
歳
以
上
の
人
も
十
万
人

い
る
。

現
在
、
先
進
国
で
は
、
人
口
の
ほ
ぼ

二
○
％
が
六
十
歳
以
上
で
、
二
○
五
○

年
に
は
三
分
の
一
を
占
め
る
よ
う
に
な

る
。
「
歴
史
上
初
め
て
、
六
十
五
歳
以

上
の
人
ロ
が
十
五
歳
以
下
を
超
え
る
こ

と
に
な
る
」
と
チ
ェ
ー
ミ
ー
氏
。

人
口
増
加
は
、
貧
し
い
途
上
国
ほ
ど

激
し
い
。
一
九
九
九
年
時
点
で
、
一
億

人
以
上
の
人
口
を
抱
え
る
国
が
十
数
カ

国
あ
る
が
、
先
進
国
で
は
米
国
（
二
億

七
千
六
百
万
人
）
と
日
本
二
億
二
千

六
百
万
人
）
だ
け
だ
。
中
国
（
十
二
億

六
千
六
百
万
人
）
と
イ
ン
ド
（
九
億
九

千
八
百
万
人
）
の
二
カ
国
で
、
世
界
の

人
口
の
三
分
の
一
以
上
を
占
め
る
。

五
十
年
後
の
世
界
の
人
口
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。
国
連
の
推
計
で
は
、

二
○
五
○
年
に
は
九
十
億
人
弱
に
達
す

る
。
ト
ッ
プ
テ
ン
に
入
る
先
進
国
は
三

番
目
の
米
国
（
三
億
四
千
九
百
万
人
）

だ
け
。
ト
ッ
プ
の
イ
ン
ド
（
十
五
億
二

千
八
百
万
人
）
と
二
番
目
の
中
国
（
十

四
億
七
千
七
百
万
人
）
を
合
わ
せ
る
と

三
十
億
人
を
突
破
す
る
。

四
位
以
下
は
パ
キ
ス
タ
ン
、
イ
ン
ド

”



ネ
シ
ア
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
、
ブ
ラ
ジ

ル
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
エ
チ
オ
ピ

ア
、
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
（
旧
ザ
イ
ー

ル
）
の
順
だ
。

コ
ー
ネ
ル
大
学
の
環
境
学
者
、
デ
ー

ビ
ッ
ド
・
ピ
メ
ン
テ
ル
氏
は
人
口
急
増

に
よ
っ
て
世
界
の
貧
困
化
が
進
む
と
警

告
す
る
。
二
九
六
○
年
代
か
ら
七
○

年
代
に
か
け
て
”
緑
の
革
命
〃
が
進

み
、
世
界
の
穀
物
生
産
が
急
速
に
伸
び

た
。
だ
が
、
こ
れ
も
ピ
ー
ク
を
過
ぎ
、

穀
物
生
産
量
の
減
少
、
耕
作
地
の
縮
小

と
い
っ
た
事
態
に
直
面
す
る
。
人
口
増

を
ま
か
な
う
食
糧
を
ど
う
確
保
す
る
か

が
大
問
題
に
な
る
だ
ろ
う
」

人
口
が
減
る
先
進
国
に
も
、
違
っ
た

問
題
が
出
て
く
る
。
ジ
ョ
ン
ズ
ホ
プ
キ

ン
ス
大
学
・
人
口
統
計
セ
ン
タ
ー
の
ケ

ン
・
ヒ
ル
教
授
は
労
働
力
不
足
の
深
刻

化
を
こ
う
指
摘
す
る
。

一
欧
米
で
は
、
労
働
力
の
不
均
衡
が

深
刻
に
な
る
。
単
純
労
働
力
を
、
ま
す

ま
す
移
民
に
頼
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ

う
。
生
活
水
準
の
低
下
を
防
ぐ
た
め

に
、
途
上
国
か
ら
の
移
民
を
受
け
入
れ

ざ
る
を
え
な
く
な
る
」

【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
Ⅱ
ス
テ
ィ
ー
ブ
・

ス
タ
ー
ン
バ
ー
グ
】

（
産
経
新
聞
一
九
九
九
・
十
・
二
十
）

国
連
は
十
月
十
二
日
、
世
界
の
人
口

が
六
十
億
人
を
突
破
し
た
と
発
表
し

た
。キ
リ
ス
ト
が
誕
生
し
た
当
時
、
世
界

の
人
口
は
二
億
五
千
万
人
程
度
だ
っ
た

と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
と
す
る
と
、
こ

の
二
千
年
の
間
に
人
類
は
二
十
四
倍
に

も
”
増
殖
“
し
た
こ
と
に
な
る
。

最
大
の
要
因
は
、
農
業
技
術
の
改
良

な
ど
に
よ
る
食
憧
生
産
の
増
大
だ
。
と

り
わ
け
、
新
大
陸
の
発
見
・
開
拓
が
果

た
し
た
役
割
は
大
き
い
。
ア
メ
リ
カ
と

い
う
「
世
界
の
食
糧
庫
」
が
な
け
れ

ば
、
人
口
は
こ
こ
ま
で
増
え
な
か
っ
た

だ
ろ
う
し
、
わ
が
国
の
昨
今
の
「
飽
食

文
化
」
も
な
か
っ
た
は
ず
だ
。

人
口
増
の
も
う
一
つ
の
要
因
は
医
学

の
進
歩
や
公
衆
衛
生
の
普
及
で
、
多
く

の
感
染
症
が
駆
逐
さ
れ
る
と
同
時
に
、

乳
幼
児
死
亡
率
が
大
幅
に
低
下
し
た
こ

と
だ
。

函

６０億人
の重さ

中
国
最
北
の
地
、
黒
竜
江
省
の
コ
メ

生
産
が
年
間
九
百
万
少
に
達
し
、
四
年

で
倍
増
し
た
。
日
本
の
国
内
生
産
に
匹

敵
す
る
。
｜
大
生
産
地
と
な
っ
た
三
江

平
原
は
、
朝
鮮
戦
争
に
参
加
し
た
退
役

軍
人
ら
が
次
々
に
入
植
し
、
「
北
大

荒
」
と
呼
ば
れ
た
湿
地
帯
を
農
地
に
変

過
去
半
世
紀
の
間
に
、
世
界
の
平
均

寿
命
は
四
十
六
歳
か
ら
六
十
六
歳
に
ま

で
延
び
た
。

だ
が
、
生
活
実
態
を
み
る
と
、
あ
ま

り
に
も
格
差
が
大
き
い
。

世
界
人
口
の
八
割
、
四
十
八
億
人
は

途
上
国
に
住
ん
で
い
る
。

そ
の
三
分
の
一
は
、
清
潔
な
水
の
供

給
を
受
け
て
い
な
い
。
四
分
の
一
は
、

満
足
な
住
居
を
持
っ
て
い
な
い
。
子
供

た
ち
の
五
分
の
一
は
、
小
学
五
年
ま
で

行
か
ず
に
中
退
し
て
い
る
…
…
。

国
連
は
当
初
、
六
月
に
「
六
十
億
宣

言
」
を
予
定
し
て
い
た
が
、
四
か
月
遅

ら
せ
た
。
予
想
外
に
途
上
国
の
出
生
率

が
下
が
っ
て
い
た
た
め
だ
。

図

コ
メ
生
産
、
４
年
で
倍
増

中
国
の
荒
野
、
米
国
式
農
業
で
豊
か
に

え
た
。
も
と
も
と
、
大
豆
、
小
麦
を

作
っ
て
き
た
が
、
日
本
か
ら
資
金
と
稲

作
技
術
を
導
入
。
最
近
は
農
家
も
コ
メ

の
収
益
性
に
着
目
し
て
、
作
付
け
が
一

気
に
拡
大
し
た
。
現
地
を
訪
ね
る
と
、

「
日
本
と
同
じ
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
米
（
短
粒

米
）
で
、
中
国
で
一
番
う
ま
い
コ
メ

そ
れ
で
も
、
人
口
減
は
期
待
で
き
な

い
。
世
界
の
人
口
の
半
数
は
二
十
五
歳

未
満
で
、
今
後
も
”
出
産
圧
力
〃
が
続

く
か
ら
だ
。

こ
の
ま
ま
で
は
、
来
世
妃
に
は
食
糧

や
水
を
求
め
て
破
滅
的
な
環
境
破
壊
を

引
き
起
こ
す
恐
れ
が
あ
る
。
国
連
人
口

基
金
は
「
今
後
十
年
間
の
取
り
組
み
に

か
か
っ
て
い
る
」
と
警
告
し
て
い
る

が
、
人
類
の
英
知
は
、
こ
の
危
機
を
乗

り
切
れ
る
だ
ろ
う
か
。

自
国
の
利
害
を
超
え
て
地
球
規
模
の

テ
ー
マ
を
解
決
し
た
事
例
を
、
残
念
な

が
ら
知
ら
な
い
。

（
読
売
新
聞
一
九
九
九
・
十
・
二
十
二
）

7Ｖ



すふお一らむこゆ

十
月
上
旬
、
地
平
線
ま
で
広
が
る
農

地
で
米
国
製
の
真
新
し
い
大
型
コ
ン
バ

イ
ン
が
、
う
な
り
を
あ
げ
て
、
実
っ
た

水
稲
を
次
々
と
刈
り
取
っ
て
い
た
。
中

国
・
ロ
シ
ア
国
境
を
流
れ
る
ア
ム
ー
ル

川
（
黒
竜
江
）
、
ウ
ス
リ
ー
川
、
松
花

江
に
挟
ま
れ
た
海
抜
五
○
Ｍ
以
下
の
三

江
平
原
ｏ
そ
の
中
に
あ
る
洪
河
農
場

は
、
最
も
早
く
か
ら
米
国
式
の
機
械
化

や
し
て
い
た
。

だ
一
と
対
日
輸
出
拡
大
に
も
意
欲
を
燃

（
黒
竜
江
省
チ
ャ
ム

農
業
省
直
属
の
組
織
で
、
国
境

警
備
の
役
割
も
兼
ね
て
き
た
。
朝

鮮
戦
争
帰
り
の
退
役
軍
人
十
万
人

が
五
○
年
代
後
期
、
入
植
し
た
の

を
皮
切
り
に
、
大
学
卒
業
生
や
文

化
大
革
期
に
半
強
制
的
に
駆
り
出

さ
れ
た
都
市
の
「
知
識
青
年
」
ら

合
せ
て
百
万
人
が
開
墾
に
か
か

わ
っ
た
。
面
積
五
万
四
千
平
方

キ
ロ
、
百
三
の
農
牧
場
が
あ
り
、
人

口
百
六
十
万
人
。

黒
竜
江
省
国
営
農
墾
総
局

年
九
○
○
万
ト
ン
曰
本
に
匹
敵

ｌ
黒
竜
江
省
ル
ポ
ー

農
業
を
導
入
し
て
き
た
。
省
都
ハ
ル
ビ

ン
か
ら
約
六
百
キ
ロ
。
緯
度
は
北
海
道
よ

り
高
く
、
太
陽
の
光
は
午
後
三
時
を
過

ぎ
る
と
大
き
く
傾
い
て
心
細
く
、
夜
は

気
温
が
零
度
近
く
に
下
が
っ
た
。

資
金
と
技
術
導
入
し
増
産

洪
河
農
場
は
六
百
七
十
平
方
キ
ロ
。
農

家
三
千
七
百
人
が
住
む
。
二
九
八
○

年
に
最
初
の
数
百
人
が
入
植
し
、
排
水

施
設
を
つ
く
っ
て
余
分
な
水
を
抜
い

た
ｃ
機
械
化
を
進
め
る
た
め
、
日
本
の

ト
ラ
ッ
ク
や
米
国
製
の
ト
ラ
ク
タ
ー
、

ス
市
・
鈴
木
暁
彦
）

一
木
暁
彦
）
コ
ン
バ
イ
ン
を
買
っ
た
。
ぬ
か
る
ん
だ

土
地
に
草
が
生
い
茂
り
、
蚊
が
襲
い
か

か
っ
て
大
変
だ
っ
た
」
と
、
孫
景
貴
さ

ん
は
話
す
。
今
は
洪
河
農
場
を
統
括
す

る
黒
竜
江
省
国
営
農
墾
総
局
・
建
三
江

農
墾
分
局
の
副
局
長
だ
。

ス
ル
ビ
洪
河
農
場
の
建
設
に
は
八
○
年
以

一
海
道
よ
降
、
日
本
輸
出
入
銀
行
の
融
資
な
ど
曰

｜
時
を
過
本
か
ら
の
千
三
百
五
十
万
㎡
が
利
用
さ

、
、
夜
は
れ
、
大
豆
を
日
本
に
輸
出
し
て
返
済
に

一
・
充
て
た
。
資
金
の
手
当
て
や
大
豆
の
引

き
取
り
な
ど
で
橋
渡
し
役
を
し
た
大
手

商
社
ニ
チ
メ
ン
の
渡
利
陽
社
長
は
「
当

酔
ロ
。
農
時
は
夜
に
な
る
と
オ
オ
カ
ミ
の
声
が
開

九
八
○
こ
え
た
。
空
は
満
天
の
星
だ
っ
た
」
と

一
、
排
水
振
り
返
る
。

を
抜
い
黒
竜
江
省
の
コ
メ
の
生
産
は
八
○
年

日
本
の
が
約
八
十
万
少
。
面
積
が
広
が
り
、
本

タ
ー
、
格
化
し
た
の
は
九
四
年
ご
ろ
か
ら
で
、

九
八
年
は
九
百
二
十
六
万
ト
ン
。
九
四
年

の
二
・
二
倍
で
、
同

期
間
の
全
国
平
均
の

勤
ｌ
Ⅶ
ｊ
伸
び
で
あ
る
一
三
町

～
１
．
Ｊ
、
！
／
Ⅱ

噸
繩
鶴
田
《
ヵ
勢
を
大
き
く
上
回
る
。

『『帝輌》》話辨鋤棡“”鰊萢銅腓
別
朋
陥
師
粥
化
し
似
し
め
、
九
月
下
旬
に
収

黒竜江省の水稲生産“舞繊葬鰯加州雄

昨
年
の
コ
メ
の
輸
出
は
全
省
で
約
三

万
少
（
日
本
、
韓
国
各
一
万
少
、
リ
ビ

ア
四
千
五
百
少
な
ど
）
だ
が
、
拡
大
を

目
指
す
。

農
墾
総
局
は
ニ
チ
メ
ン
と
合
弁
で
新

華
農
場
内
に
九
七
年
末
、
精
米
工
場
を

つ
く
っ
た
Ｃ
年
間
生
産
量
は
三
万
ト
ン

だ
。
農
場
を
訪
ね
る
と
、
場
長
の
原
文

成
さ
ん
が
一
も
つ
と
対
日
輸
出
を
増
や

せ
な
い
か
な
」
と
、
ニ
チ
メ
ン
食
料
本

部
の
中
田
龍
彦
さ
ん
に
働
き
か
け
て
い

味
は
日
本
に
負
け
な
い
よ

ギ
ー
の
量
は
ぎ
り
ぎ
り
だ
が
、
日
本
の

栽
培
技
術
と
品
種
改
良
で
、
増
産
を
実

現
し
た
。

三
江
平
原
の
農
場
を
統
括
す
る
省
国

営
農
墾
総
局
で
は
九
八
年
、
全
作
付
面

積
の
三
六
％
に
当
た
る
六
千
六
百
平
方

キ
ロ
（
東
京
都
の
約
三
倍
）
に
水
稲
を
植

え
、
四
百
七
十
六
万
少
を
収
穫
、
全
省

の
五
一
％
を
生
産
し
た
。
総
局
の
馬
学

利
副
局
長
に
よ
る
と
、
コ
メ
は
同
じ
面

積
で
大
豆
の
約
四
倍
、
小
麦
の
約
三
倍

の
収
量
が
あ
る
。
大
豆
、
小
麦
は
こ
こ

四
年
続
く
＋
全
皇
作
の
影
響
で
価
格
が
落
ち

て
い
る
が
、
コ
メ
は
単
位
面
積
当
た
り
の

収
量
が
多
く
、
価
格
も
そ
れ
な
り
な
の
で

米
作
へ
の
転
換
が
早
く
進
ん
で
い
る
。

市



今
年
の
出
生
数
が
五
月
以
降
急
激
に

減
少
し
て
い
る
こ
と
が
二
十
六
日
、
厚

た
。
コ
メ
輸
入
に
対
す
る
農
家
の
抵
抗

が
激
し
い
日
本
の
事
情
を
聴
い
て
、
い

ち
お
う
納
得
し
た
よ
う
だ
っ
た
が
、

囮１

(万 出
生
数
今
年
５
月
以
降
急
減

過
去
最
低
、
雇
用
不
安
が
影
響
か

７

１

生
省
の
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
。
八

月
現
在
の
集
計
で
昨
年
同
期
よ
り
一
万

｜
日
本
の
コ
メ
の
味
に
も
負
け
な
い
は

ず
」
と
自
信
を
見
せ
て
い
た
ｃ

（
朝
日
新
聞
一
九
九
九
・
十
・
二
十
八
）

１２３４５６７８９１０１１１２月

三
千
人
も
少
な
く
、
史

上
最
低
記
録
を
更
新

し
、
合
計
特
殊
出
生
率

（
平
均
生
涯
出
産
数
）

も
推
計
の
下
限
を
大
き

く
下
回
り
、
底
割
れ
必

至
の
見
通
し
。
雇
用
不

安
の
影
響
が
大
き
く
、

社
会
に
衝
撃
を
与
え
る

恐
れ
が
強
い
。

人
口
動
態
統
計
速
報

に
よ
る
と
、
今
年
一

四
月
は
昨
年
と
ほ
ぼ
同

じ
ペ
ー
ス
だ
っ
た
。
と

こ
ろ
が
、
五
月
は
約
二

千
五
百
人
、
六
月
は
約

四
千
三
百
人
、
七
月
が

約
四
千
人
、
八
月
は
約

二
千
人
そ
れ
ぞ
れ
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て

い
る
。

こ
の
ま
ま
行
け
ば
、
年
間
で
昨
年
の

約
百
二
十
万
三
千
人
は
も
と
よ
り
、
過

去
最
低
の
平
成
七
年
（
約
百
十
八
万
七

千
人
）
を
下
回
る
ペ
ー
ス
。
国
立
社
会

保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
中
位
推
計

に
よ
る
と
、
今
年
は
昨
年
よ
り
増
加
し

て
約
百
二
十
三
万
人
の
見
通
し
だ
っ
た

が
、
実
態
は
低
位
推
計
（
百
十
九
万

人
）
も
割
り
込
み
そ
う
だ
。

厚
生
省
は
、
合
計
特
殊
出
生
率
が
昨

年
の
一
・
三
八
か
ら
大
幅
に
下
落
す
る

と
み
て
い
る
。
中
位
推
計
で
は
、
今
年

と
来
年
の
一
・
三
八
を
底
に
回
復
す
る

見
通
し
だ
っ
た
が
、
一
気
に
底
割
れ
必

至
と
な
っ
た
。
元
年
に
合
計
特
殊
出
生

率
が
○
・
九
ポ
イ
ン
ト
も
激
減
し
て

”
一
・
五
七
シ
ョ
ッ
ク
“
と
騒
が
れ
た

よ
う
に
、
今
年
も
衝
撃
を
与
え
か
ね
な

い
。原
因
に
つ
い
て
厚
生
省
は
、
「
昨
年

の
婚
姻
件
数
は
一
昨
年
よ
り
約
九
千
組

増
え
て
お
り
、
五
月
以
降
に
減
少
し
て

い
る
原
因
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
不

況
に
よ
る
所
得
減
少
や
雇
用
不
安
な
ど

の
影
響
で
、
結
婚
し
て
も
当
面
は
子
供

を
見
合
わ
せ
る
夫
婦
が
増
え
て
い
る
の

で
は
な
い
か
」
と
い
う
。

設
、
幼
稚
園
の
預
か
り
保
育
実
施
な
昨

子
育
て
支
援
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

来
年
度
予
算
で
は
児
童
手
当
を
拡
充
一

所
や
公
共
施
設
の
育
児
コ
ー
ナ
ー
増

算
に
二
千
億
円
を
計
上
し
、
駅
前
保
育

・
育
児
・
介
護
や
、
仕
事
と
家
庭
里

立
に
つ
い
て
の
悩
み
が
深
い
。

「
結
婚
し
た
ら
子
供
を
持
つ
ベ
ェ

だ
」
と
い
う
考
え
方
に
つ
い
て
も
、
一

性
は
、
「
そ
う
思
わ
な
い
一
が
十
八

一
一
十
九
歳
、
三
十
代
と
も
一
一
割
以
‐

で
、
男
性
の
二
倍
近
く
に
達
す
る
。
｝

育
て
支
援
制
度
と
男
性
の
役
割
分
担
空

不
十
分
と
い
え
よ
う
。

自
民
、
自
由
、
公
明
三
党
は
、
少
一

化
問
題
を
重
視
し
て
、
今
年
度
補
正
》

だ
か
ら
、
事
態
は
深
刻
だ
。

総
理
府
の
世
論
調
査
（
今
年
二
月
〕

に
よ
る
と
、
男
性
の
三
割
が
結
婚
嵯

担
を
感
じ
、
経
済
的
な
問
題
が
大
半
一

占
め
る
。

昭
和
四
十
六
’
四
十
九
年
に
毎
年
一

百
万
人
以
上
生
ま
れ
た
団
塊
ジ
ュ
ー
ニ

（
第
二
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
）
世
代
は
、

現
在
二
十
四
’
二
十
八
歳
の
適
齢
期
』

達
し
て
い
る
。
本
来
な
ら
第
三
次
ベ

ビ
ー
ブ
ー
ム
が
起
こ
る
時
期
に
も
か
上

わ
ら
ず
、
出
生
数
が
激
減
し
て
い
る
の

女
性
は
四
割
が
負
担
を
感
じ
、
家
事

市



する､お一らむこゆ

少
子
化
の
原
因
は
、
働
く
女
性
が
増

え
た
か
ら
ｌ
・
日
本
で
は
こ
う
し

た
見
方
が
根
強
い
が
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

で
こ
の
ほ
ど
逆
の
調
査
結
果
が
発
表
さ

れ
た
。
女
性
の
就
労
率
が
高
い
ほ
ど
多

く
の
子
供
が
生
ま
れ
、
失
業
こ
そ
出
生

【
ワ
シ
ン
ト
ン
弱
曰
Ⅱ
土
井
達
士
】

米
国
内
で
昨
年
、
出
産
を
経
験
し
た
十

五
十
九
歳
の
少
女
の
割
合
は
、
一
千

人
あ
た
り
五
一
・
一
人
と
、
’
九
九
○

る
方
針
で
、
政
府
も
少
子
化
対
策
関
係

閣
僚
会
議
を
設
置
し
て
、
対
策
に
本
腰

を
入
れ
は
じ
め
て
い
た
。

（
産
経
新
聞
一
九
九
九
・
十
・
二
十
七
）

図 国

米国

働
く
女
性
ほ
ど
子
供
多
く

失
業
ほ
ど
出
生
率
ダ
ウ
ン

少女の出産率

低下一昨年

率
低
下
の
原
因
と
な
る
、
す
な
わ
ち

「
働
く
女
性
が
子
供
を
多
く
産
む
」
と

い
う
の
だ
。
埼
玉
大
学
の
竹
崎
孜
教
授

に
報
告
し
て
も
ら
っ
た
。

年
代
に
入
っ
て
か
ら
の
最
低
水
準
に

な
っ
た
こ
と
が
、
米
厚
生
省
が
二
十
五

日
に
発
表
し
た
調
査
結
果
で
明
ら
か
に

な
っ
た
。
た
だ
、
同
省
で
は
、
米
国
で

は
依
然
、
十
人
中
四
人
の
女
性
が
二
十

歳
に
な
る
前
に
一
度
は
妊
娠
を
経
験
し

て
い
る
と
指
摘
し
て
お
り
、
少
女
の
妊

娠
・
出
産
が
深
刻
な
社
会
問
題
で
あ
る

こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
と
し
て
、
妊
娠

率
低
下
の
運
動
を
進
め
て
い
く
と
し
て

い
る
。

出
産
率
低
下
の
背
景
に
は
、
｜
時
に

比
べ
て
少
年
期
の
性
交
渉
が
減
少
す
る

一
方
、
信
頼
性
の
高
い
避
妊
法
の
使
用

が
増
え
て
い
る
こ
と
な
ど
も
指
摘
さ
れ

て
い
る
。

（
産
経
新
聞
一
九
九
九
・
十
・
二
十
七
）

ｽｳｪｰﾃﾞﾝ

■
Ｉ
１
１

低
所
得
が
出
生
を
抑
制

出
生
率
が
激
し
く
低
下
す
る
わ
が
国

で
は
、
少
子
化
へ
の
対
策
が
高
齢
化
対

策
と
と
も
に
取
り
ざ
た
さ
れ
て
き
た
も

の
の
、
歯
止
め
の
か
け
よ
う
が
な
い
の

が
実
情
だ
。
子
供
か
少
な
く
な
る
の
を

め
ぐ
り
、
「
女
性
が
働
く
た
め
に
家
庭

を
離
れ
る
か
ら
だ
」
と
の
見
方
が
強

く
、
い
き
お
い
女
性
就
労
と
少
子
の
間

に
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
が
横
た

わ
っ
て
い
る
と
見
な
さ
れ
る
。

先
進
国
は
ど
こ
も
子
供
が
減
る
の
を

深
刻
に
受
け
止
め
、
頭
を
痛
め
て
い

女性，

#（
８５Ｆ

の就労率(16~64歳)と合計特殊出生率

#蟻i1iiilIil'|護Fｉ 《i:;i‘
７５

％
０
87年９０９３９５９６
（スウェーデン統計庁統計年鑑より）
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る
。
だ
が
、
北
欧
諸
国
だ
け
は
例
外

で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
出
生
率
が
高
い
国

は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
を
筆
頭
に
、
第
二
位
、

第
三
位
を
デ
ン
マ
ー
ク
と
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
が
占
め
、
六
位
が
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と

続
く
二
九
九
七
年
）
。

国
際
間
で
は
、
「
豊
か
に
な
る
と
子

供
は
減
る
」
が
通
説
や
学
説
で
あ
っ

た
。
そ
れ
だ
け
に
、
女
性
が
盛
ん
に
働

く
の
に
子
供
は
減
ら
な
い
と
い
う
の
は

ミ
ス
テ
リ
ー
に
近
い
話
だ
が
、
最
近
、

通
説
を
く
つ
が
え
す
研
究
結
果
が
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
で
発
表
さ
れ
た
。
国
家
統

計
庁
が
、
豊
か
な
時
代
に
な
っ
た
と
し

て
も
、
ま
た
、
ど
れ
ほ
ど
女
性
が
働
い

て
も
、
子
供
は
か
な
ら
ず
し
も
減
ら
な

い
と
の
発
表
を
お
こ
な
っ
た
の
だ
。

研
究
の
き
っ
か
け
は
、
失
業
や
低
所

得
が
女
性
自
身
の
経
済
状
態
を
脅
か
す

と
出
生
が
減
る
傾
向
に
気
づ
い
た
こ

と
。女
性
と
出
産
を
め
ぐ
る
デ
ー
タ
を

追
っ
て
み
る
と
事
情
が
よ
く
理
解
で
き

る
。
ま
ず
出
産
、
育
児
世
代
で
あ
る
二

十
五
歳
か
ら
二
十
九
歳
の
女
性
の
う

ち
、
有
職
者
は
お
よ
そ
七
割
と
、
男
性

に
劣
ら
ず
働
い
て
い
る
。
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と
思
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
最
大

の
原
因
が
ほ
か
に
あ
る
こ
と
は
あ
き
ら

か
だ
っ
た
。

そ
れ
が
今
回
の
調
査
テ
ー
マ
と
さ
れ

た
わ
け
だ
。
最
初
に
九
○
年
を
境
に
女

性
の
あ
い
だ
で
失
業
が
増
え
る
の
に
と

も
な
い
出
生
率
低
下
が
見
ら
れ
た
。
同

じ
く
、
就
労
す
る
女
性
が
多
け
れ
ば
出

生
率
は
高
ま
り
、
反
対
に
少
な
け
れ
ば

出
生
率
も
低
い
と
の
特
徴
が
突
き
止
め

ら
れ
た
。
女
性
の
就
労
率
が
低
い
地
域

で
は
高
い
地
域
に
比
べ
、
出
産
が
少
な

く
な
る
傾
向
も
わ
か
っ
た
。

さ
ら
に
は
、
女
性
た
ち
の
所
得
差
が

出
生
に
ど
の
よ
う
に
響
く
か
を
念
の
た

仕
事
の
安
定
が
好
影
響

出
生
率
に
つ
い
て
は
、
一
九
八
三
年

を
転
機
に
上
昇
カ
ー
ブ
を
描
き
始
め
、

九
○
’
九
二
年
に
二
・
一
台
の
最
高
に

到
達
し
た
。
こ
れ
は
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
お
い
て
は
比
類
の
な
い
高
水
準

で
、
子
供
が
減
ら
な
い
ど
こ
ろ
か
、
逆

に
増
え
る
の
は
不
可
解
と
さ
れ
た
。
し

か
し
、
そ
の
後
は
下
落
。
九
七
年
は
一

・
五
二
に
ま
で
急
落
し
て
し
ま
っ
た
。

世
論
調
査
だ
と
、
二
十
三
歳
か
ら
四
十

三
歳
年
齢
層
の
九
割
が
子
供
二
人
以
上

を
望
み
、
子
供
を
邪
魔
だ
と
か
、
負
担

生
み
育
て
る
と
い
う
こ
と
だ
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
女
性
の
職
場
進

出
か
ら
お
よ
そ
四
十
年
の
歴
史
が
あ

る
。
仕
事
が
安
定
し
、
将
来
へ
の
見
通

し
が
明
る
け
れ
ば
出
産
へ
の
意
欲
が
高

ま
る
。
逆
に
失
業
で
自
分
の
能
力
に
自

信
を
失
っ
た
り
、
経
済
的
に
不
安
を
感

じ
た
り
す
れ
ば
、
出
産
を
た
め
ら
う
の

は
当
然
だ
ろ
う
。

さ
て
、
こ
の
国
で
は
女
性
が
育
児
の

た
め
家
庭
に
と
ど
ま
る
の
は
、
も
っ
ぱ

ら
授
乳
に
必
要
な
期
間
だ
け
で
、
あ
と

は
定
年
の
六
十
歳
を
迎
え
る
ま
で
働

く
。
所
得
は
、
バ
カ
ン
ス
の
費
用
や
セ

カ
ン
ド
ハ
ウ
ス
の
ロ
ー
ン
返
済
を
含
め

め
に
調
べ
た
と
こ
ろ
、
所
得
が
ゼ
ロ
の

女
性
が
第
一
子
を
産
む
出
産
率
を
一
と

し
た
場
合
の
出
産
指
数
は
は
、
年
収
千

’
四
万
九
千
ク
ロ
ー
ネ
（
一
ク
ロ
ー
ネ

１
約
十
三
円
）
で
一
・
’
七
、
五
万
’

九
万
九
千
ク
ロ
ー
ネ
で
は
二
・
○
七
、

十
万
’
十
四
万
九
千
ク
ロ
ー
ネ
は
三
・

○
○
。
や
は
り
低
所
得
の
女
性
は
低
出

生
率
、
高
所
得
は
高
出
生
率
と
な
る
こ

と
も
確
か
め
ら
れ
た
。

し
た
が
っ
て
、
女
性
が
働
く
と
子
供

が
生
ま
れ
な
い
の
で
は
な
く
、
ま
っ
た

く
逆
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
す
な

わ
ち
、
女
性
た
ち
は
働
く
ほ
ど
子
供
を

度
は
、
近
所
の
保
育
所
の
ど
れ
か
を
選

ぶ
。
早
朝
か
ら
夕
刻
ま
で
開
い
て
い
る

保
育
所
は
若
い
家
族
に
と
っ
て
は
か
け

が
え
の
な
い
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
頼
り
に

さ
れ
て
い
る
。
職
住
接
近
に
助
け
ら

れ
、
長
時
間
保
育
な
ど
の
弊
害
も
な

く
、
親
子
と
も
ど
も
余
計
な
負
担
を
感

じ
る
こ
と
は
な
い
。

ま
た
、
子
育
て
中
の
家
族
に
対
す
る

サ
ー
ビ
ス
の
ひ
と
つ
で
あ
る
児
童
手
当

に
つ
い
て
は
、
好
況
に
支
え
ら
れ
て
国

の
財
政
も
黒
字
を
計
上
、
金
額
が
す
で

に
再
度
引
き
上
げ
ら
れ
た
う
え
、
来
年

一
月
か
ら
の
さ
ら
な
る
引
き
上
げ
が
約

束
さ
れ
て
い
る
。

た
生
活
費
に
充
当
さ
れ
る
の
は
当
然
だ

が
、
も
っ
と
重
要
な
の
は
、
定
年
後
の

経
済
的
自
立
の
た
め
の
年
金
を
目
ざ
す

か
ら
で
あ
る
。

導
入
か
ら
二
十
五
年
の
歴
史
を
持
つ

育
児
休
暇
は
、
両
親
保
険
と
の
正
式
名

称
を
持
ち
、
社
会
と
ひ
と
び
と
の
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
に
す
っ
か
り
定
着
し
た
制

度
と
な
っ
て
い
る
。
仕
事
を
休
ん
で
も

給
与
の
八
○
％
が
保
障
さ
れ
る
の
で
、

み
ん
な
が
休
暇
を
利
用
し
て
い
る
。

児
童
手
当
も
引
き
上
げ

満
一
歳
の
誕
生
日
が
過
ぎ
る
と
、
今

【
北
京
１
日
Ⅱ
石
井
利
尚
】
「
一

人
っ
子
社
会
」
が
進
む
中
国
で
一
日
、

十
八
歳
以
下
の
少
年
・
少
女
の
監
督
を

親
や
学
校
に
厳
し
く
義
務
づ
け
る
「
未

成
年
者
犯
罪
予
防
法
」
が
施
行
さ
れ

た
。
改
革
・
開
放
に
伴
う
社
会
の
変
化

で
、
窃
盗
や
薬
物
使
用
な
ど
の
少
年
犯

罪
が
急
増
、
こ
れ
に
対
応
し
た
も
の

だ
。同
法
に
よ
る
と
、
保
護
者
と
学
校

は
、
無
断
外
泊
、
ゆ
す
り
や
万
引
き
、

と
ば
く
、
わ
い
せ
つ
ビ
デ
オ
視
聴
な
ど

劇
的
な
落
ち
込
み
が
関
係
者
に
少
な

か
ら
ず
衝
撃
を
与
え
た
出
生
率
だ
っ
た

が
、
は
た
し
て
上
向
く
か
ど
う
か
ｃ
最

近
目
立
っ
て
き
た
求
人
数
の
増
加
に

よ
っ
て
、
い
ず
れ
証
明
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
そ
う
だ
。

（
日
本
経
済
新
聞一
九
九
九
・
十
・
二
十
九
）

囲聯棚辨 鰍

甘やかされた1人っ子

巧
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出
会
っ
た
き
っ
か
け
は
「
見
合
い
」

で
も
、
最
終
的
に
は
「
恋
愛
」
で
結
婚

し
た
ｌ
と
い
う
人
が
増
え
て
い

る
。
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究

所
の
「
出
生
動
向
基
本
調
査
」
に
よ
る

と
、
こ
う
い
う
人
の
割
合
は
、
一
九
六

○
’
六
四
年
に
は
見
合
い
結
婚
の
二
割

程
度
だ
っ
た
が
、
九
五
’
九
七
年
に

は
、
約
八
割
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ

た
。夫
婦
の
出
会
い
が
「
見
合
い
」
と
い

う
ケ
ー
ス
は
、
四
○
年
当
時
の
七
割
か

ら
年
々
減
少
、
六
五
’
六
九
年
の
問
に

逆
転
し
た
「
恋
愛
」
が
、
九
五
－
九
七

年
で
は
九
割
近
く
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。

の
不
良
行
為
を
防
止
す
る
義
務
を
負

う
。
十
六
歳
未
満
の
子
供
の
一
人
暮
ら

し
は
禁
じ
ら
れ
、
親
は
、
家
出
し
た
子

供
を
探
し
出
す
責
任
も
負
う
。
ま
た
、

同
法
は
、
酒
や
た
ば
こ
、
暴
力
・
わ
い

せ
つ
シ
ー
ン
を
含
む
漫
画
本
や
ビ
デ
オ

の
販
売
を
厳
禁
し
、
学
校
周
辺
で
は
、

ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
撤
去
も
求
め

圏川％恋愛結婚する人の割合
恋
愛
結
婚
志
向
は
、
出
会
い
の
場
面
で

も
決
断
の
局
面
で
も
強
ま
る
ば
か
り
の

よ
う
だ
。

そ
の
一
方
で
は
、
こ
う
し
た
傾
向
が

出
会
い
か
ら
結
婚
ま
で
を
長
期
化
さ
せ

て
お
り
、
平
均
交
際
期
間
は
八
九
年
の

二
・
五
年
か
ら
、
九
七
年
に
は
三
・
四
年

に
の
び
た
。
晩
婚
化
が
進
ん
で
い
る
原

因
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
と
見
ら
れ

る
。長
期
間
の
交
際
が
結
婚
に
結
び
つ
か

な
い
〈
永
す
ぎ
た
春
〉
も
、
増
え
て
い

る
の
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
二
分
十

秒
に
一
組
と
い
う
離
婚
の
多
さ
を
考
え

る
と
、
ど
ち
ら
が
幸
せ
な
の
か
、
難
し

て
い
る
。

同
法
施
行
の
社
会
的
背
景
に
つ
い
て

は
、
農
村
か
ら
都
市
へ
の
人
口
流
動
化

で
、
地
域
社
会
の
監
督
能
力
が
低
下
し

た
ほ
か
、
一
人
っ
子
政
策
で
子
供
を
甘

や
か
す
傾
向
が
強
ま
っ
た
点
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。

（
読
売
新
聞
一
九
九
九
・
十
｜
・
ニ
）

わ
が
国
は
、
急
速
に
高
齢
化
が
進

み
、
「
長
寿
大
国
」
を
誇
っ
て
い
る
。

厚
生
省
に
よ
る
と
、
一
九
九
八
年
の
平

均
寿
命
は
、
女
性
が
八
十
四
歳
を
超

え
、
男
性
は
前
年
を
わ
ず
か
に
下
回
り

七
十
七
歳
に
と
ど
ま
っ
た
も
の
の
、
男

女
と
も
に
先
進
国
で
は
世
界
一
だ
。
が

い
ょ
）
こ
ろ
だ
。

０
０

０
０

０
０
０
ｆ

”
％
》
印

７
６

５
４

３
２

１

函

平
均
寿
命
ど
こ
ま
で
延
び
る

心
臓
病
脳
卒
中
Ｉ

liIiiliii

蕊
△
吾

グー、

畑
、_〆

鰊

ん
、
心
臓
病
、
脳
卒
中
の
三
大
死
因
が

な
け
れ
ば
、
平
均
寿
命
は
さ
ら
に
八
、

九
歳
延
び
る
と
い
う
分
析
結
果
が
あ
る

一
方
で
、
ス
ト
レ
ス
や
環
境
悪
化
な
ど

は
寿
命
を
縮
め
る
要
因
と
み
ら
れ
る
。

果
し
て
平
均
寿
命
は
ど
こ
ま
で
延
び
る

か
１
．

（
読
売
新
聞
一
九
九
九
・
十
一
・
二
）

５
回
」
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｜
，
日
本
人
の
平
均
寿
命
は
目
覚
ま
し

く
延
び
た
。
今
後
ま
だ
延
び
る
余
地
は

あ
る
。
だ
が
、
寿
命
の
限
界
は
百
十
八

歳
ぐ
ら
い
で
し
ょ
う
」
。
こ
う
予
測
す

る
の
は
柴
田
博
・
東
京
都
老
人
総
合
研

究
所
副
所
長
。

（
高
野
義
雄
、
南
砂
、
本
田
麻

由
美
）

iｌ Ｆ
－
●
Ｌ

ゼ
ロ
歳
児

が
何
歳
ま
で

生
き
る
か
を

予
測
す
る
平

均
寿
命
は
、

日本の平均寿命の推移〈実績値と推計値）
(歳）〈国立社会保障･人口問題研究所による〉
9０

牢８０ 戦
後
ほ
ぼ
一
貫
し
て
延
び
続
け
て
き

た
。戦
後
の
四
七
年
か
ら
九
八
年
ま
で
の

五
十
一
年
間
に
、
女
性
は
三
十
・
○
五

歳
、
男
性
は
二
十
七
・
一
○
歳
も
平
均

寿
命
を
延
ば
し
、
今
や
「
人
生
八
十

年
」
時
代
。
大
阪
で
万
国
博
覧
会
が
開

か
れ
た
七
○
年
は
、
女
性
七
十
四
・
六

六
歳
、
男
性
六
十
九
・
三
一
歳
だ
っ
た
。

生
活
水
準
の
向
上
や
栄
養
摂
取
の
改

善
、
医
療
の
進
歩
に
伴
う
乳
児
死
亡
率

の
低
下
や
伝
染
病
の
克
服
な
ど
が
、
平

均
寿
命
ア
ッ
プ
に
貢
献
し
て
き
た
、
と

い
》
っ
。

7０

6０

露

5０

'9４０５０６０７０ ８０９０２０００ＩＯＺＯ３０４０５０

こ
れ
に
対
し
、
一
九
九
○
年
に
「
刎

歳
寿
命
説
」
で
世
の
中
を
驚
か
せ
た
食

生
態
学
者
、
食
生
態
学
研
究
所
の
西
丸

震
哉
所
長
は
、
環
境
ホ
ル
モ
ン
な
ど
に

よ
る
環
境
悪
化
を
危
倶
す
。

環
境
汚
染
や
、
抗
生
物
質
、
食
品
添

加
物
な
ど
に
よ
る
体
内
汚
染
は
深
刻

で
、
医
療
の
進
歩
な
ど
が
も
た
ら
す
寿

命
の
延
長
に
対
し
て
マ
イ
ナ
ス
に
働

き
、
「
近
い
将
来
プ
ラ
ス
要
因
を
覆
さ

な
い
と
い
う
保
障
は
ど
こ
に
も
な
い
」

と
警
告
す
る
。

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

情
報
調
査
分
析
部
の
石
川
晃
室
長
は
、

「
男
女
と
も
、
三
大
死
因
の
う
ち
六
十

五
歳
以
上
の
が
ん
以
外
は
、
心
臓
病
も

脳
卒
中
も
死
亡
率
が
年
々
減
っ
て
き
て

お
り
、
今
後
も
同
じ
傾
向
が
続
け
ば
、

平
均
寿
命
は
延
び
る
」
と
力
説
す
る
。

三
大
死
因
を
克
服
し
、
死
亡
率
が
ゼ

ロ
に
な
っ
た
と
仮
定
す
る
と
、
平
均
寿

命
は
女
性
で
八
・
二
歳
、
男
性
で
八
・

九
一
歳
延
び
る
計
算
だ
（
厚
生
省
分

析
）
。同
研
究
所
で
は
、
平
均
寿
命
は
二
○

ス
ト
レ
ス
、
環
境
汚
染
、
偏
食
、

ダ
イ
エ
ッ
ト
の
マ
イ
ナ
ス
要
因
も

環
境
悪
化
説
に
つ
い
て
、
東
京
都

人
総
合
研
究
所
の
柴
田
副
所
長
も
「

生
活
や
労
働
条
件
が
良
く
な
か
っ
た

前
は
、
女
性
の
寿
命
は
男
性
と
そ
う

わ
ら
な
か
っ
た
。
女
性
の
置
か
れ
た

境
が
過
酷
な
イ
ン
ド
で
は
、
女
性
の

均
寿
命
が
男
性
よ
り
一
・
二
歳
短
い

と
指
摘
。
「
今
の
日
本
で
は
ダ
イ
エ

ト
な
ど
に
よ
る
二
十
歳
代
女
性
の
痩

志
向
が
心
配
だ
。
更
年
期
以
降
、
深

な
問
題
が
現
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、

来
は
骨
粗
し
よ
う
症
、
結
核
、
肺
炎

一
○
年
に
女
性
八
十
五
・
○
五
歳
、
用

性
七
十
八
・
’
二
歳
、
二
○
五
○
年
戸

は
女
性
八
十
六
・
四
七
歳
、
男
性
七
Ｌ

九
・
四
三
歳
に
達
す
る
と
推
計
（
九
一

年
）
し
て
い
る
。

厚
生
省
が
来
年
か
ら
十
年
間
に
実
膣

す
る
健
康
作
り
計
画
一
健
康
日
本
、
」

は
、
減
塩
や
歩
行
習
慣
の
強
化
、
喫
儒

や
飲
酒
の
減
少
を
通
じ
て
、
脳
卒
中
｛

心
筋
こ
う
そ
く
の
死
亡
率
を
低
下
さ
辿

る
数
値
目
標
を
掲
げ
て
お
り
、
計
画
澪

り
に
進
め
ば
平
均
寿
命
は
さ
ら
に
延
（

そ
う
だ
。

ェ将 Ｚ干害訂睡幽
1--
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実
は
、
わ
が
国
で
平
均
寿
命
が
前
年

に
比
べ
下
が
っ
た
年
が
、
戦
後
九
回

あ
っ
た
。
下
げ
幅
は
最
大
○
・
三
五

歳
。
厚
生
省
は
、
今
年
の
発
表
で
男
性

の
平
均
寿
命
が
前
年
よ
り
○
・
○
三
歳

厚
生
省
に
よ
る
と
、
百
歳
以
上
の
お

年
寄
り
（
百
寿
者
）
は
今
年
九
月
現

ぼ
す
こ
と
も
あ
る
だ

る
・
若
い
男
性
の
偏

念
材
料
だ
。

ど
が
急１

１

2DUG

(人） 川
歳
以
上
は
一
万
一
一
一
一
四
六
人
Ⅱ
珊
年
で
阿
倍
に

増
し
て
平
均
寿
命
に
影
響
を
及

0000

lili
8000 ろ

う
」
と
予
側
す

っ
た
食
生
活
も
懸

6000 鞭・蘭4000

2000

在
、
全
国
で
一
万
千
三
百
四
十
六
人

（
約
八
割
は
女
性
）
に
達
し
、
昨
年
よ

縮
み
七
十
七
・
一
六
歳
に
と
ど
ま
っ
た

の
は
、
中
高
年
者
ら
に
よ
る
自
殺
の
大

幅
増
加
が
原
因
と
み
て
お
り
、
不
況
の

深
刻
さ
を
印
象
づ
け
た
。

さ
ら
に
、
九
五
年
は
阪
神
・
淡
路
大

震
災
（
死
者
六
千
四
百
三
十
人
）
と
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
影
響
で
低
下
し
た
ほ

か
、
残
る
七
回
は
心
臓
病
や
肺
炎
・
気

管
支
炎
、
厳
冬
な
ど
が
原
因
だ
っ
た
。

０ ■

リ
約
千
二
百
人
増
え
た
。

的
デ
ー
タ
を
取
り
始
め
た
一

蕗
九
六
三
年
の
百
五
十
三
人

に
比
べ
、
三
十
六
年
間
で

０９
実
に
七
十
四
倍
に
膨
れ
上

妬
が
っ
た
。

長
寿
日
本
一
を
誇
る
沖

０８

縄
県
で
、
百
寿
者
を
一
一
十

だ
年
間
調
査
し
て
き
た
鈴
木

、
信
・
琉
球
大
医
学
部
名
誉

７

教
授
は
、
「
百
寿
者
研
究

鐸
を
始
め
た
七
六
年
ご
ろ
、

６伯
沖
縄
県
の
百
寿
者
は
九
割

以
上
が
在
宅
で
元
気
な

『
か
く
し
ゃ
く
た
る
エ

リ
ー
ト
』
だ
っ
た
。
現
在
は
、
医
療
技

術
の
進
歩
な
ど
に
よ
っ
て
、
六
割
が
寝

た
き
り
か
ぼ
け
、
大
半
が
老
人
ホ
ー
ム

で
暮
ら
す
」
と
実
態
の
様
変
わ
り
を
指

摘
、
「
今
後
は
、
健
康
は
も
ち
ろ
ん
、

人
口
問
題
協
議
会
の
明
石
康
会
長

（
元
国
連
事
務
次
長
）
は
ｎ
日
、
東

京
・
渋
谷
の
国
連
大
学
で
、
来
日
中

の
ア
ナ
ン
国
連
事
務
総
長
と
会
談
、

次
期
世
界
人
ロ
会
議
を
２
０
０
４
年

に
日
本
で
開
催
す
る
よ
う
求
め
る
要

望
書
を
手
渡
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、

同
事
務
総
長
は
一
「
す
ば
ら
し
い
提
案

だ
・
さ
っ
そ
く
国
連
本
部
に
持
ち

帰
っ
て
検
討
し
た
い
一
と
述
べ
た
。

要
望
書
は
、
世
界
人
口
会
議
日
本

開
催
の
意
義
と
し
て
、
①
戦
後
の
日

本
が
一
多
産
多
死
」
か
ら
一
少
産
少

死
」
へ
と
、
年
間
で
人
口
転
換
さ
せ

た
経
験
を
開
発
途
上
国
の
参
考
に
し

て
も
ら
う
②
世
界
に
例
を
見
な
い
速

度
で
高
齢
化
が
進
む
日
本
の
経
験
を

四

次
期
人
口
会
議

日
本
開
催
を
要
望

先
進
国
・
途
上
国
と
分
か
ち
合
う
－

１
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
㈱

【
渡
部
武
史
】

（
毎
日
新
聞

一
九
九
九
・
十
一
・
十
二
）

生
き
が
い
も
持
っ
た
『
成
功
長
寿
」
を

目
指
す
必
要
が
あ
る
」
と
、
長
寿
の
質

が
今
後
の
課
題
と
し
て
い
る
。

（
読
売
新
聞
一
九
九
九
・
十
一
・
九
）

明石氏
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途
上
国
に
対
す
る
日
本
の
政
府
開
発

援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
の
総
額
は
一
兆
四
千

四
十
七
億
円
（
九
八
年
、
ド
ル
換
算
で

約
百
七
億
三
千
万
が
）
。
ス
ー
パ
ー
の

ジ
ャ
ス
コ
の
売
上
額
と
ほ
ぼ
同
じ
金
額

を
海
外
へ
の
援
助
に
充
て
た
計
算
だ
。

国
内
経
済
の
不
況
に
悩
ま
さ
れ
な
が
ら

も
、
九
一
年
以
来
、
世
界
一
の
座
を

保
っ
て
い
る
。

日
本
に
次
ぐ
援
助
国
は
米
国
で
約
八

十
一
億
三
千
万
が
。
以
下
、
フ
ラ
ン

ス
、
ド
イ
ツ
、
英
国
と
続
く
。
日
本
の

;iii賛ij1】露欝鰯露鐵iiii蕊鱗議 函150
援
助
額
一
兆
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100

５０

億
ド
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出所:開発援助委員会(DAC） 援

助
先
は
中
国
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
タ

イ
な
ど
ア
ジ
ア
向
け
が
六
割
。
米
国
は

イ
ス
ラ
エ
ル
向
け
が
四
分
の
一
を
占

め
、
フ
ラ
ン
ス
は
同
国
の
旧
植
民
地
へ

の
援
助
が
上
位
に
あ
る
な
ど
、
政
治
的

な
背
景
も
大
き
い
。

日
本
が
最
大
の
援
助
国
と
な
っ
て
い

る
国
は
五
十
五
カ
国
（
九
七
年
）
で
、

援
助
先
は
百
五
十
カ
国
。
最
近
、
キ
ル

ギ
ス
で
邦
人
拉
致
（
ら
ち
）
事
件
が
起

こ
っ
た
が
、
拉
致
さ
れ
た
人
は
Ｏ
Ｄ
Ａ

関
係
者
だ
っ
た
。

た
だ
、
援
助
額
で
は
世
界
一
の

日
本
だ
が
、
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ

Ｐ
）
比
率
で
み
る
と
○
・
二
八
％

で
、
開
発
援
助
委
員
会
（
Ｄ
Ａ
Ｃ

Ⅱ
二
十
一
カ
国
で
構
成
）
の
中
で

十
二
位
ま
で
下
が
っ
て
し
ま
う
。

ま
た
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
は
大
き
く
贈
与
と

借
款
（
融
資
）
に
分
か
れ
る
が
、

日
本
の
特
徴
は
借
款
の
比
率
が
高

い
こ
と
。
贈
与
比
率
は
四
割
と
Ｄ

Ａ
Ｃ
中
、
最
下
位
だ
。
箱
モ
ノ
中

心
の
従
来
型
援
助
か
ら
ソ
フ
ト
面

〈
労
働
力
率
は
卵
％
に
低
下
も
〉
高
齢

化
が
経
済
に
マ
イ
ナ
ス
影
響
を
与
え
る

と
さ
れ
る
大
き
な
理
由
の
一
つ
は
、
労

働
力
人
口
の
減
少
を
伴
う
こ
と
だ
。
労

働
力
人
口
と
は
十
五
歳
以
上
で
働
く
意

思
を
も
つ
人
を
指
し
、
就
業
者
と
完
全

失
業
者
の
合
計
だ
。
｜
定
の
年
齢
層
で

の
労
働
力
人
口
の
割
合
を
労
働
力
率
と

呼
ぶ
。

日
本
の
高
齢
者
は
外
国
に
比
べ
て
就

業
意
欲
が
高
い
と
さ
れ
る
が
、
六
十
五

歳
以
上
の
年
齢
層
に
お
け
る
労
働
力
率

は
九
五
年
で
二
五
％
に
過
ぎ
ず
、
十
五

へ
の
転
換
も
急
務
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
非
政

府
組
織
）
な
ど
と
の
連
携
強
化
も
求
め

ら
れ
て
い
る
。

一
方
、
国
内
で
は
財
政
が
悪
化
す
る

な
か
、
「
余
裕
が
な
い
の
に
、
な
ぜ
外

国
に
お
金
を
あ
げ
な
き
ゃ
な
ら
な
い

の
」
と
の
不
満
の
声
も
上
が
り
始
め
て

い
る
。
効
率
と
効
果
の
両
面
か
ら
Ｏ
Ｄ

Ａ
に
対
す
る
厳
し
い
目
が
注
が
れ
て
い

る
。

囮

閲
歳
以
上
で
も
働
き
手
に

社
会
が
う
る
お
う
高
齢
労
働
力

し
か
し
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
は
慈
善
事
業
と
は

違
う
。
九
七
年
の
ア
ジ
ア
経
済
危
機
を

受
け
て
、
日
本
は
ア
ジ
ア
各
国
へ
の
支

援
を
強
め
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
は
政

府
支
出
の
五
○
％
ま
で
支
援
額
が
拡
大

し
た
。
こ
の
援
助
が
ア
ジ
ア
経
済
に
寄

与
し
、
そ
の
結
果
、
日
本
経
済
に
好
影

響
を
与
え
た
面
は
見
逃
せ
な
い
。

（
日
本
経
済
新
聞一
九
九
九
・
十
一
・
十
四
）

’
六
十
四
歳
の
七
一
％
よ
り
か
な
り
低

い
。
十
五
’
六
十
四
歳
の
労
働
力
率
は

男
性
が
八
五
％
、
女
性
は
五
八
％
だ
。

こ
こ
で
日
本
の
人
口
を
十
五
「
六
十

四
歳
の
男
性
、
女
性
、
六
十
五
歳
以
上

の
男
女
の
三
つ
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の

労
働
力
率
が
九
五
年
の
ま
ま
推
移
す
る

と
仮
定
す
る
。
す
る
と
、
労
働
力
率
が

低
い
六
十
五
歳
以
上
の
人
口
が
増
え
、

十
五
’
六
十
四
歳
の
人
口
は
減
る
の

で
、
労
働
力
人
口
の
総
数
は
減
少
す

る
。
十
五
歳
以
上
の
全
人
口
に
お
け
る

労
働
力
率
も
低
下
し
、
九
五
年
の
六
三
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昭
か
ら
、
団
塊
の
世
代
が
六
十
五
歳
以

上
に
な
る
二
○
’
五
年
に
は
五
八
％
ま

で
落
ち
込
む
。

労
働
力
は
資
本
、
技
術
革
新
と
並

び
、
経
済
発
展
に
欠
か
せ
な
い
要
素
だ

が
、
高
齢
化
は
日
本
全
体
の
労
働
力
率

の
低
下
に
つ
な
が
る
。

〈
高
齢
者
・
女
性
を
活
用
〉
労
働
力
不

足
の
懸
念
を
払
し
ょ
く
す
る
に
は
ど
う

す
べ
き
か
。
真
っ
先
に
思
い
つ
く
の

は
、
比
較
的
低
い
高
齢
者
、
女
性
の
労

働
力
率
を
高
め
る
こ
と
だ
。

九
五
年
の
十
五
歳
以
上
の
全
人
口
に

お
け
る
労
働
力
率
は
六
三
％
。
こ
れ
を

二
○
’
五
年
時
点
で
も
維
持
す
る
た

め
、
高
齢
者
や
女
性
の
労
働
力
率
を
ど

こ
ま
で
高
め
れ
ば
よ
い
か
を
試
算
す

る
Ｃ
十
五
’
六
十
四
歳
の
男
女
の
労
働

力
率
を
九
五
年
の
ま
ま
と
し
て
、
不
足

す
る
労
働
力
の
す
べ
て
を
六
十
五
歳
以

上
の
高
齢
者
で
ま
か
な
う
に
は
、
高
齢

者
の
労
働
力
率
を
九
五
年
の
二
倍
近
い

四
四
％
に
高
め
る
必
要
が
あ
る
。

同
様
に
不
足
す
る
労
働
力
を
す
べ
て

十
五
－
六
十
四
歳
の
女
性
で
埋
め
る
に

は
、
こ
の
年
齢
層
の
女
性
の
労
働
力
率

を
九
五
年
の
五
八
％
か
ら
七
四
％
に
上

げ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

高
齢
者
は
生
産
性
が
低
い
と
考
え
ら

れ
、
企
業
の
定
年
な
ど
で
引
退
年
齢
が

ほ
ぼ
一
律
に
決
め
ら
れ
て
い
る
。
｜

方
、
多
く
の
女
性
は
税
制
上
の
配
偶
者

控
除
や
出
産
後
の
職
場
で
の
冷
遇
な
ど

で
就
業
意
欲
が
減
退
し
が
ち
だ
。
こ
う

し
た
こ
と
を
当
然
と
す
る
風
潮
を
打
破

す
る
こ
と
が
、
よ
り
良
い
高
齢
社
会
を

作
る
前
提
条
件
に
な
る
。

〈
経
験
を
生
か
す
〉
高
齢
者
が
若
い
世

代
よ
り
身
体
的
に
弱
く
な
る
こ
と
は
否

め
な
い
が
、
豊
富
な
経
験
は
貴
重
だ
。

さ
ら
に
能
力
が
再
開
発
さ
れ
れ
ば
、
社

会
に
生
か
さ
れ
る
場
面
は
多
い
。
報
酬

よ
り
も
労
働
そ
の
も
の
に
生
き
が
い
を

持
つ
高
齢
者
も
多
く
、
労
働
の
質
的
コ

ス
ト
で
は
一
概
に
生
産
性
が
低
い
と
は

い
え
な
い
。

日
本
人
の
平
均
寿
命
は
飛
躍
的
に
延

び
て
お
り
、
九
八
年
時
点
で
五
八
年
よ

り
、
男
性
が
約
十
二
歳
、
女
性
は
約
十

四
歳
長
い
。
団
塊
世
代
が
六
十
五
歳
と

な
っ
た
際
に
、
昔
の
六
十
五
歳
と
同
じ

意
識
で
と
ら
え
る
こ
と
は
妥
当
で
な
い

だ
ろ
う
。

労
働
者
と
し
て
生
き
が
い
を
持
つ
元

気
な
高
齢
者
が
増
え
れ
ば
、
高
齢
化
で

急
増
す
る
と
さ
れ
る
医
療
、
介
護
な
ど

に
か
か
る
財
政
負
担
を
予
測
よ
り
軽
く

す
る
こ
と
も
で
き
る
。

お
年
寄
り
と
の
交
流
を
望
む
児
童
・

生
徒
は
学
年
が
進
む
に
つ
れ
て
減
り
、

高
校
二
年
生
で
は
五
割
を
切
る
こ
と

が
、
文
部
省
統
計
数
理
研
究
所
の
調
査

で
わ
か
っ
た
。
高
齢
者
の
方
は
、
い
ま

ど
き
の
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
「
常
識

を
知
ら
な
い
」
と
否
定
的
に
と
ら
え
て

い
る
人
が
多
い
。
世
代
間
の
意
識
の
ず

れ
は
大
き
い
よ
う
だ
。

調
査
は
、
同
研
究
所
の
「
世
代
間
交

流
活
動
研
究
会
」
（
代
表
Ⅱ
駒
沢
勉
・

同
研
究
所
名
誉
教
授
）
が
今
年
二
’
三

月
に
ア
ン
ケ
ー
ト
し
、
児
童
・
生
徒
に

つ
い
て
は
小
学
四
年
、
六
年
、
中
学
二

年
、
高
校
二
年
の
計
一
万
五
千
六
百
九

さ
ら
に
、
高
齢
者
が
労
働
者
と
し

て
、
こ
う
し
た
財
政
負
担
を
担
う
側
に

と
ど
ま
れ
ば
、
医
療
、
介
護
な
ど
の
費

用
は
高
齢
者
の
労
働
対
価
か
ら
ね
ん
出

で
き
る
部
分
が
増
え
る
こ
と
に
も
な

る
。
そ
う
す
れ
ば
、
若
い
世
代
が
高
齢

世
代
を
支
え
る
だ
け
の
社
会
で
は
な

く
、
高
齢
世
代
内
で
支
え
合
う
同
世
代

函
世代隔絶

高
２
の
過
半
数
Ⅱ
お
年
寄
り
と
交
流
…
…
ち
ょ
っ
と

砺
歳
以
上
の
６
割
Ⅱ
今
の
子
供
、
常
識
も
礼
儀
も
な
い

十
七
人
、
高
齢
者
は
六
十
五
歳
以
上
の

千
六
百
四
十
四
人
か
ら
回
答
を
得
た
。

子
ど
も
た
ち
に
、
「
お
じ
い
さ
ん
、

お
ば
あ
さ
ん
や
お
年
寄
り
と
何
か
を
一

緒
に
し
て
み
た
い
と
思
う
か
」
と
た
ず

ね
た
と
こ
ろ
、
小
学
四
年
生
で
は
八
六

％
が
一
は
い
」
と
答
え
た
。
し
か
し
、

こ
の
比
率
は
学
年
を
追
う
ご
と
に
下
が

り
、
小
六
は
七
六
％
、
中
二
は
五
六

％
、
高
二
で
は
四
九
％
に
な
る
。

「
お
年
寄
り
に
し
て
あ
げ
た
い
こ

と
」
を
複
数
回
答
で
き
く
と
、
｜
元
気

が
な
い
時
に
励
ま
す
」
｜
好
き
な
も
の

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
」
が
と
も
に
四
割

強
で
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
高
齢
者
に

循
環
型
社
会
の
構
築
に
も
道
が
開
け

る
。
団
塊
世
代
に
は
、
こ
の
新
し
い
社

会
を
作
る
た
め
、
高
齢
労
働
者
と
し
て

活
躍
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

さ
く
ら
総
合
研
究
所

（
日
本
経
済
新
聞一
九
九
九
・
十
｜
・
十
六
）
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‘ ＋
ど
も
た
ち
に
し
て
欲
し
い
こ
と
」

」
た
ず
ね
る
と
、
最
も
多
い
回
答
は

悩
み
を
打
ち
明
け
て
も
ら
う
」
（
二
七

Ｊ
で
、
「
励
ま
し
」
は
一
六
％
、
「
プ

ゼ
ン
ト
」
七
％
に
と
ど
ま
る
。
気
づ

ち
て
も
ら
う
よ
り
も
自
分
の
方
が
役

一
立
ち
た
い
、
と
い
う
気
持
ち
の
表
れ

｝
よ
う
だ
。

高
齢
者
は
、
今
の
子
ど
も
た
ち
を
厳

）
く
見
て
い
る
。
「
甘
や
か
さ
れ
て
い

ご
（
六
四
％
）
、
「
常
識
や
礼
儀
を
知

一
な
い
」
（
五
七
％
）
、
「
言
葉
づ
か
い

癖
悪
い
」
（
五
三
％
）
、
「
感
情
が
抑
え

〉
れ
な
い
一
（
三
八
％
）
な
ど
、
上
位

』
は
否
定
的
な
回
答
が
並
ぶ
。
「
頼
も

）
い
」
と
答
え
た
人
は
一
五
％
に
と
ど

こ
た
。

た
だ
し
、
こ
う
し
た
状
況
に
つ
い

》
、
大
人
に
責
任
が
な
い
と
は
言
え
な

、
よ
う
だ
。
子
ど
も
た
ち
に
「
近
所
の

〈
か
ら
注
意
を
さ
れ
た
り
し
か
ら
れ
た

“
し
た
こ
と
は
あ
る
か
」
と
た
ず
ね
る

）
、
「
ま
っ
た
く
な
い
」
「
あ
ま
り
な

こ
を
合
わ
せ
て
七
三
％
に
な
り
、
地

『
社
会
の
「
教
育
力
」
が
衰
え
て
い
る

朴
子
が
う
か
が
え
た
。

朝
日
新
聞
一
九
九
九
・
十
一
・
十
七
）

【
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
泌
日
福
原
直
樹
】
世

界
の
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
）
感

染
者
は
５
０
０
０
万
人
を
突
破
し
、
こ

の
う
ち
す
で
に
１
６
０
０
万
人
が
死
亡

１
．
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
、
本
部

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
）
が
配
日
発
表
し
た
調
査

で
、
エ
イ
ズ
が
依
然
、
猛
威
を
振
る
っ

て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
特
に
旧
ソ

連
諸
国
で
感
染
者
が
倍
増
し
た
ほ
か
、

ア
フ
リ
カ
で
は
エ
イ
ズ
の
た
め
に
平
均

寿
命
が
５
～
加
年
後
に
皿
歳
低
く
な
る

可
能
性
が
あ
る
。

調
査
に
よ
る
と
今
年
だ
け
で
世
界
で

Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
た
人
は
５
６
０
万
人

で
、
死
者
は
過
去
最
高
の
２
６
０
万

人
。
ま
た
ア
フ
リ
カ
で
は
、
巧
～
姐
歳

の
女
性
感
染
者
が
推
定
で
１
２
２
０
万

人
と
男
性
（
１
０
１
０
万
人
）
を
初
め

て
上
回
っ
た
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
「
男
性
か
ら

女
性
に
感
染
す
る
確
率
の
方
が
そ
の
逆

よ
り
高
い
」
と
警
告
し
て
い
る
。

旧
ソ
連
諸
国
の
Ｈ
ｌ
Ｖ
感
染
者
は
、

１
９
９
７
～
朗
年
の
間
に
２
倍
に
増
え

て
お
り
、
旧
ソ
連
諸
国
と
旧
東
欧
圏
を

圏

感
染
五
千
万
人
、
死
者
千
六
百
万
人

Ｈ
－
ｖ
ソ
連
諸
国
で
深
刻
化

合
わ
せ
た
感
染
者
は
記
万
人
。
特
に
ロ

シ
ア
の
場
合
、
感
染
者
の
報
告
総
数
は

朗
年
前
半
で
２
倍
に
達
し
、
モ
ス
ク
ワ

で
は
３
倍
に
増
え
た
。
感
染
者
急
増
の

原
因
と
し
て
調
査
は
、
麻
薬
使
用
者
が

回
し
打
ち
す
る
注
射
針
を
指
摘
。
さ
ら

に
、
ア
フ
リ
カ
南
部
で
は
平
均
寿
命
が

印
年
代
か
ら
加
年
代
初
頭
ま
で
に
糾
歳

か
ら
別
歳
ま
で
延
び
た
も
の
の
、
エ
イ

ズ
の
ま
ん
延
で
２
０
０
５
～
ｎ
年
ま
で

米
国
で
最
も
典
型
的
な
家
庭
は
、
子

供
の
い
な
い
未
婚
の
カ
ッ
プ
ル
で
あ
る

と
す
る
調
査
結
果
が
二
十
四
日
公
表
さ

れ
た
。こ
の
調
査
は
シ
カ
ゴ
大
学
世
論
調
査

図圖

、
ｐ
ｒ
Ｊ
１
く
ｆ
Ｊ
、
く
く
ず
、
ｆ
、
Ｆ
、
Ｊ
、
く
く
ノ
、
く
く
〃
Ⅵ
ノ
、
ノ
Ⅱ
く
〃
且
』
、
〃
、
ｒ
、
グ
Ｂ
Ｅ
ｊ
１
ｆ
Ｊ
し
Ｊ
刊
Ｋ
２
Ｋ
〆
刊
Ｋ
Ｊ
Ｅ
Ｊ
Ｋ
〆
う
ぐ
ノ
、
ｆ
Ｊ
、
く
く
く
く
く
グ
Ｌ
〆
、
く
ノ
ミ
ノ
リ
く
〃
、
ソ
、
＃
１
Ｋ
Ｊ
、
Ｋ
Ｊ
ｊ
１
Ｋ
Ｊ
、
ｒ
３
Ｌ
グ
、
ゾ
、
ｆ
２
１
ｆ
Ｊ
、
ｆ
２
ｊ
５
く
ｆ
、
く
４
Ｊ

子供ない未婚

カップルが米

の典型的家族

に
再
び
妬
歳
ま
で
落
ち
る
と
予
測
し
て

い
る
。｜
方
、
エ
イ
ズ
対
策
が
効
果
を
上
げ

て
い
る
諸
国
も
あ
り
、
タ
イ
や
フ
ィ
リ

ピ
ン
で
は
、
エ
イ
ズ
予
防
教
育
の
効
果

で
感
染
者
増
加
に
歯
止
め
が
か
か
っ

た
、
と
指
摘
。
イ
ン
ド
で
も
コ
ン
ド
ー

ム
の
使
用
が
過
去
２
年
間
で
Ⅳ
％
か
ら

釦
％
に
増
え
た
報
告
が
あ
る
。
ま
た
ア

ジ
ア
全
体
で
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
は
別
万
人

と
い
う
。

調
査
は
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
（
皿
月
１

日
）
に
先
駆
け
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
。

（
毎
日
新
聞

一
九
九
九
・
十
〒
二
十
四
）

セ
ン
タ
ー
が
行
っ
た
も
の
で
、
そ
れ
に

よ
る
と
、
七
二
年
時
点
で
最
も
一
般
的

だ
っ
た
家
族
構
成
は
既
婚
夫
婦
に
子
供

の
い
る
家
庭
で
、
四
五
％
を
占
め
て
い

た
が
、
九
八
年
に
は
二
六
％
に
低
下
し

た
。こ
れ
に
対
し
、
未
婚
の
カ
ッ
プ
ル
で

子
供
の
い
な
い
家
庭
の
割
合
は
三
二
％

に
達
し
、
七
二
年
の
一
六
％
か
ら
倍
増

し
た
。
結
婚
し
て
子
供
の
い
な
い
家
庭

は
三
○
％
（
七
二
年
は
二
九
％
）
だ
っ

た
。調
査
に
あ
た
っ
た
ト
ム
・
ス
ミ
ス
氏
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…
壜
ｌ

上
智
大
学
教
授
（
や
し
ろ
。
な
お
ひ

ろ
）
四
六
年
生
ま
れ
。
東
京
大

卒
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
経
済
学
博

士
。
経
済
企
画
庁
、
日
本
経
済
研
究

セ
ン
タ
ー
な
ど
を
経
て
現
職
。
専
門

は
経
済
政
策
。
規
制
緩
和
、
福
祉
な

ど
の
研
究
で
知
ら
れ
る
。

迫
り
来
る
人
口
減
少
の
少
子
高
齢
時

代
を
豊
か
に
す
る
に
は
、
市
場
機
能
を

活
用
し
人
々
が
性
別
や
年
齢
を
問
わ
ず

自
由
な
働
き
方
を
選
べ
る
米
国
型
の
経

済
社
会
シ
ス
テ
ム
へ
の
変
革
が
必
要
で

あ
る
。
近
年
顕
在
化
し
た
日
本
の
経
済

社
会
の
弊
害
は
、
市
場
主
義
化
の
結
果

で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
市
場
で
対
等
な

競
争
を
求
め
る
弱
者
を
仲
間
内
だ
け
の

平
等
主
義
で
拒
絶
す
る
規
制
が
主
因

だ
。
新
時
代
は
内
な
る
社
会
主
義
の
克

は
「
家
庭
を
築
き
、
子
供
を
育
て
る
中

心
的
制
度
と
し
て
の
結
婚
は
衰
退
し
て

い
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

函
「
内
な
る
社
会
主
義
」
克
服
へ

人
ロ
減
、
自
由
な
働
き
方
で
対
応

こ
れ
ま
で
の
世
界
で
は
過
剰
人
口
が

問
題
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
二
十
一
世

紀
に
は
先
進
国
だ
け
で
な
く
、
東
ア
ジ

ア
で
も
人
口
減
少
期
を
迎
え
る
。
そ
れ

は
日
本
で
は
と
く
に
早
く
、
人
口
は
二

○
○
七
年
を
ピ
ー
ク
に
五
十
年
後
に
は

二
五
％
減
と
な
る
。
豊
か
で
質
の
高
い

労
働
者
の
増
加
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
た

日
本
の
経
済
発
展
の
基
本
条
件
が
新
世

紀
に
は
失
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

出
生
率
の
低
下
は
、
先
進
国
共
通
の

問
題
で
あ
り
、
日
本
は
特
に
低
い
グ

ル
ー
プ
に
あ
る
。
政
府
は
、
長
期
的
に

低
下
を
続
け
て
来
た
出
生
率
が
、
来
年

を
底
に
回
復
す
る
と
見
込
む
が
、
そ
の

服
と
と
も
に
始
ま
る
。

（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
１
時
事
）

（
日
本
経
済
新
聞

一
九
九
九
・
十
一
・
二
十
五
）

改
革
迫
ら
れ
る

人
口
減
少
の
時
代

根
拠
は
疑
わ
し
い
。
そ
れ
は
出
生
率
低

下
の
主
因
で
あ
る
女
性
の
就
業
率
上
昇

が
、
今
後
の
人
口
減
少
社
会
で
は
、
む
し

ろ
加
速
す
る
と
見
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。

仮
に
、
出
生
率
の
低
下
が
人
々
の
望

ん
だ
結
果
で
あ
れ
ば
や
む
を
得
な
い
。

し
か
し
、
そ
れ
が
女
性
の
就
業
継
続
と

子
育
て
の
両
立
が
困
難
な
現
行
の
社
会

的
制
度
・
慣
行
に
よ
る
の
で
あ
れ
ば
、

そ
の
改
革
は
個
人
と
社
会
の
双
方
に

と
っ
て
望
ま
し
い
は
ず
で
あ
る
。

そ
れ
に
は
ま
ず
、
男
性
が
仕
事
、
女

性
が
家
事
・
子
育
て
と
い
う
固
定
的
役

割
分
担
に
基
づ
く
雇
用
慣
行
や
、
そ
れ

を
暗
黙
の
前
提
と
し
た
税
・
社
会
保
険

の
改
革
が
求
め
ら
れ
る
。
従
業
員
の
集

中
的
な
企
業
内
訓
練
は
日
本
企
業
の
特

徴
だ
が
、
こ
れ
は
一
雇
用
保
障
の
代
償
と

し
て
、
長
時
間
労
働
や
頻
繁
な
転
勤
を
強

い
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
暗
黙

の
前
提
と
し
て
は
、
妻
の
「
内
助
の
功
」

に
支
え
ら
れ
た
男
性
像
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
今
後
の
人
口
減
少
社
会
で

は
、
女
性
が
家
庭
で
子
育
て
や
介
護
を

す
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
制
度
は
、
も

は
や
維
持
可
能
で
は
な
い
。
性
別
で
働

き
方
が
決
ま
る
社
会
は
、
個
人
の
生
ま

れ
た
家
で
職
業
が
決
め
ら
れ
て
し
ま
う

江
戸
期
の
身
分
制
度
と
同
じ
で
あ
る
。

働
く
こ
と
が
損
に

な
ら
な
い
制
度
に

出
生
率
の
低
下
は
全
人
口
に
占
め
る

高
齢
者
の
比
率
を
高
め
、
ピ
ー
ク
時
の

二
○
五
○
年
に
は
、
六
十
五
歳
以
上
が

人
口
の
三
分
の
一
を
占
め
る
。
こ
う
し

た
社
会
で
は
高
齢
者
が
「
弱
者
「
｜
で
、

社
会
的
に
扶
養
さ
れ
る
べ
き
だ
と
の
考

え
に
基
づ
く
現
行
の
社
会
保
障
制
度
が

維
持
で
き
る
は
ず
は
な
い
。

年
金
制
度
は
「
世
代
間
の
助
け
合

い
」
と
言
わ
れ
る
が
、
高
所
得
者
ほ
ど

多
く
の
給
付
を
受
け
ら
れ
る
報
酬
比
例

年
金
を
、
も
っ
ぱ
ら
後
の
世
代
の
負
担

で
保
障
す
る
こ
と
は
、
「
公
正
な
助
け

合
い
」
と
は
い
え
な
い
。

い
ず
れ
も
不
公
平
な
だ
け
で
な
く
、
労

働
市
場
で
の
競
争
を
制
限
す
る
非
効
率

な
制
度
で
あ
る
。

最
近
、
介
護
や
子
育
て
の
コ
ス
ト
を

社
会
的
に
負
担
す
る
制
度
が
、
良
き
家

族
の
伝
統
を
崩
す
も
の
で
あ
る
と
す
る

見
方
が
増
え
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
う

し
た
時
代
錯
誤
の
思
想
こ
そ
が
、
個
人

の
自
立
に
基
づ
く
新
し
い
家
族
の
形
成

を
妨
げ
、
出
生
率
低
下
の
大
き
な
原
因

と
な
っ
て
い
る
。
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￣

す
で
に
高
齢
者
世
帯
の
一
人
当
た
り

所
得
水
準
が
全
世
帯
平
均
を
超
え
る
状

況
の
下
で
、
高
齢
者
の
貧
富
の
差
に
か

か
わ
ら
ず
個
人
負
担
を
ほ
と
ん
ど
考
慮

せ
ず
際
限
な
く
使
え
る
医
療
保
険
は
、

真
の
「
弱
者
」
保
護
で
は
な
い
。

ま
た
、
は
じ
め
て
高
齢
者
に
も
応
分

の
負
担
を
求
め
た
介
護
保
険
も
、
風
前

の
と
も
し
び
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
一

方
で
、
年
齢
や
性
別
に
か
か
わ
ら
ず
、

真
の
「
弱
者
」
救
済
の
た
め
の
効
率
的

な
手
段
で
あ
る
生
活
保
護
制
度
の
充
実

は
、
組
織
の
既
得
権
に
は
関
係
な
い
た

め
か
、
｜
向
に
進
ま
な
い
。

高
齢
社
会
で
は
、
若
年
層
よ
り
所
得

格
差
の
大
き
い
高
齢
者
比
率
の
上
昇
自

体
が
、
社
会
全
体
の
不
平
等
度
を
高
め

る
大
き
な
要
因
と
な
る
。
高
齢
者
全
体

の
保
護
で
は
な
く
、
む
し
ろ
高
齢
世
代

内
部
で
の
所
得
再
分
配
の
強
化
が
必
要

で
あ
る
。
捕
そ
く
の
不
公
平
が
大
き
い

所
得
課
税
と
、
税
制
上
優
遇
さ
れ
て
い

る
年
金
課
税
の
見
直
し
を
と
も
に
進

め
、
そ
の
財
源
で
低
所
得
高
齢
者
の
保

障
に
充
て
れ
ば
、
後
の
世
代
の
負
担
を

減
ら
せ
る
の
で
あ
る
。

高
齢
社
会
へ
の
基
本
的
な
対
応
は
、

高
齢
者
の
能
力
や
所
得
の
違
い
に
か
か

わ
ら
ず
、
個
人
を
年
齢
だ
け
で
、
区
分

米
国
型
モ
デ
ル

日
本
で
こ
そ
有
効

個
人
の
自
律
性
よ
り
も
国
家
指
導
の

方
が
、
国
民
生
活
の
安
定
と
向
上
に
役

立
つ
と
い
う
思
想
に
基
づ
い
た
、
旧
社

会
主
義
国
は
自
ら
崩
壊
し
た
。
そ
れ
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
と
同
様
な
思
想

は
、
西
側
諸
国
の
内
部
で
い
ぜ
ん
健
在

で
あ
る
。

冷
戦
後
の
日
本
社
会
の
将
来
モ
デ
ル

と
し
て
は
、
個
人
の
自
由
な
働
き
方
の

米
国
型
と
、
規
制
を
通
じ
た
平
等
を
重

視
す
る
欧
州
大
陸
型
の
い
ず
れ
か
を
選

択
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
安
易
な
「
第

三
の
道
」
は
な
い
。

市
場
で
の
自
由
な
働
き
方
が
保
障
さ

れ
て
い
る
社
会
ほ
ど
、
競
争
を
通
じ

て
、
有
為
な
人
材
を
適
材
適
所
に
配
置

で
き
る
。
こ
れ
を
徹
底
し
た
の
が
米
国

で
あ
り
、
そ
の
真
の
強
み
は
世
界
で
ベ

ス
ト
の
企
業
や
人
材
を
引
き
つ
け
ら
れ

す
る
制
度
・
慣
行
を
、
米
国
の
「
年
齢

差
別
禁
止
法
一
の
よ
う
な
一
年
齢
不

問
」
の
原
則
に
改
め
る
こ
と
で
あ
る
。

年
齢
に
関
係
な
く
、
働
く
こ
と
が
損
に

な
ら
な
い
雇
用
慣
行
や
年
金
制
度
へ
の

改
革
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

る
自
由
な
市
場
に
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
日
本
社
会
で
は
、
い

つ
の
間
に
か
「
安
定
Ⅱ
善
、
変
化
Ⅱ

悪
」
の
思
想
が
根
強
く
蔓
延
（
ま
ん
え

ん
）
し
て
い
る
。
そ
れ
が
既
得
権
益
を

擁
護
す
る
政
治
的
な
圧
力
と
結
び
つ
い

て
、
名
目
上
の
規
制
緩
和
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
実
質
的
な
規
制
を
維
持
す
る
大

き
な
力
と
な
っ
て
い
る
。

「
効
率
一
辺
倒
の
政
策
で
は
不
安
定

な
社
会
を
生
む
一
と
の
見
方
が
あ
る

が
、
現
在
の
日
本
は
そ
れ
ほ
ど
効
率
的

な
社
会
な
の
だ
ろ
う
か
。
む
し
ろ
組
織

内
に
人
材
を
抱
え
込
み
、
「
仲
間
内
だ

け
の
平
等
主
義
」
を
長
期
に
わ
た
っ
て

持
続
し
た
こ
と
の
弊
害
が
、
低
成
長
期

に
な
っ
て
顕
在
化
し
て
い
る
。

終
身
雇
用
は
、
す
で
に
雇
用
さ
れ
て

い
る
者
に
と
っ
て
は
「
安
定
」
だ
が
、

企
業
外
で
高
い
能
力
を
待
つ
者
か
ら
見

れ
ば
自
由
な
市
場
競
争
を
排
除
す
る
障

壁
で
も
あ
る
。
例
え
ば
派
遣
労
働
を

「
望
ま
し
く
な
い
働
き
方
」
と
し
て
、

｜
年
以
上
の
雇
用
契
約
を
禁
止
す
る
制

度
変
更
は
、
真
の
「
弱
者
」
で
あ
る
派

遣
社
員
の
犠
牲
で
、
強
者
で
あ
る
正
社
員

Ｑ
雇
用
安
定
を
図
る
も
の
と
も
い
え
る
。

い
わ
ば
、
市
場
で
対
等
な
競
争
を
求

め
る
弱
者
が
、
組
織
労
働
者
の
年
功
賃

金
を
守
る
た
め
に
切
り
捨
て
ら
れ
て
い

る
の
が
、
日
本
の
「
雇
用
安
定
」
の
実

態
で
あ
る
。
市
場
錘
嬰
奉
を
通
じ
た
能
力
主

義
原
則
の
下
で
の
一
結
果
と
し
て
の
雇
用

安
定
」
へ
の
改
革
が
求
め
ら
れ
て
い
る
ｃ

限
ら
れ
た
正
社
員
間
だ
け
で
の
生
活

安
定
は
真
の
平
等
主
義
で
は
な
い
。
企

業
が
能
力
主
義
に
基
づ
く
効
率
化
を
進

め
る
一
方
、
政
府
は
全
国
民
を
平
等
に

保
護
す
る
と
い
う
本
来
の
役
割
分
担
を

明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
九
○
年
代

に
噴
出
し
た
日
本
の
社
会
問
題
は
、
市

場
主
義
の
結
果
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ

の
逆
で
あ
る
。
日
本
は
財
政
規
模
や
公

務
員
数
だ
け
で
見
れ
ば
「
小
さ
な
政

府
」
だ
が
、
公
益
法
人
な
ど
政
府
代
行

機
関
や
、
諸
官
庁
の
規
制
が
及
ぼ
す
負

の
影
響
は
著
し
く
大
き
い
ｃ

不
平
等
の
是
正
は
必
要
だ
が
そ
れ
は

単
に
競
争
の
排
除
で
は
達
成
で
き
な

い
。
高
い
一
雇
用
の
流
動
性
の
下
で
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
な
発
展
を
遂
げ
た
日
本
の
高

度
成
長
期
は
、
所
得
分
布
の
平
等
化
が

最
も
進
ん
だ
時
期
で
も
あ
っ
た
。

市
場
重
視
の
米
国
型
モ
デ
ル
は
、
過

剰
な
労
働
供
給
の
下
で
賃
金
格
差
の
大

き
な
米
国
自
体
よ
り
も
、
今
後
、
人
口

が
減
少
し
、
労
働
力
の
売
り
手
市
場
と

な
る
日
本
の
方
が
、
よ
り
効
果
的
な
仕
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組
み
と
な
ろ
う
。

日
本
で
は
「
賢
明
な
政
府
」
に
よ
る

「
能
力
に
応
じ
た
負
担
、
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
受
益
」
と
い
う
社
会
主
義
思
想

が
、
な
お
健
在
で
あ
る
。
し
か
し
多
様

な
能
力
と
ニ
ー
ズ
を
持
つ
高
齢
者
や
既

婚
女
性
が
労
働
市
場
で
の
主
役
と
な
る

人
口
減
少
社
会
で
こ
そ
、
政
府
で
は
な

く
個
人
の
選
択
肢
を
広
げ
る
た
め
市
場

機
能
の
強
化
が
必
要
と
な
る
。

国
際
的
な
「
ス
ピ
ー
ド
の
時
代
」

に
、
利
害
関
係
者
の
合
意
が
な
け
れ
ば

細
か
い
規
制
す
ら
改
廃
で
き
な
い
「
現

状
維
持
が
平
等
、
改
革
は
不
平
等
」
の

思
想
の
ま
ま
で
は
、
九
○
年
代
の
長
期

停
滞
は
、
世
紀
が
変
わ
っ
て
も
繰
り
返

さ
れ
よ
う
。

個
人
の
自
由
な
働
き
方
を
拒
む
「
内

な
る
社
会
主
義
」
の
克
服
が
、
新
た
な

ミ
レ
ニ
ア
ム
（
千
年
紀
）
を
迎
え
て
最

大
の
課
題
と
な
ろ
う
。

（
日
本
経
済
新
聞

一
九
九
九
・
十
一
・
二
十
九
）

〈
人
ロ
が
都
市
に
集
中
〉
高
度
経
済
成

長
の
時
期
は
若
年
層
を
中
心
に
人
口
の

大
都
市
圏
へ
の
集
中
が
進
み
、
地
方
で

は
過
疎
が
深
刻
に
な
っ
た
。
京
浜
、
中

京
、
京
阪
神
の
三
大
都
市
圏
の
人
口
は

六
○
年
に
全
国
の
約
三
四
％
だ
っ
た

が
、
九
五
年
に
は
約
四
九
％
に
増
え

た
。
こ
の
人
口
移
動
で
、
高
齢
化
は
地

方
で
先
行
し
た
。
今
後
は
都
市
圏
で
高

齢
化
が
進
み
、
そ
れ
は
団
塊
世
代
の
加

齢
と
と
も
に
加
速
す
る
だ
ろ
う
。

最
近
で
は
Ｕ
タ
ー
ン
に
加
え
、
ｌ

タ
ー
ン
と
い
う
言
葉
を
よ
く
聞
く
。
Ｕ

タ
ー
ン
は
地
方
か
ら
都
市
に
移
動
し
た

人
が
地
元
に
帰
る
こ
と
ｃ
－
タ
ー
ン
は

都
市
か
ら
地
方
に
移
る
こ
と
だ
。

各
種
の
調
査
結
果
な
ど
に
よ
っ
て
、

都
市
に
住
む
中
高
年
に
は
「
定
年
後
を

地
方
で
暮
ら
し
た
い
」
と
考
え
る
人
が

少
な
く
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

一
方
、
人
口
の
減
少
や
高
齢
化
で
地

域
の
活
力
が
失
わ
れ
る
過
疎
の
問
題
に

悩
む
地
方
の
市
町
村
は
多
い
。
こ
う
し

た
地
方
自
治
体
は
Ｕ
タ
ー
ン
や
ｌ
タ
ー

函
「
定
年
後
を
地
方
で
暮
し
た
い
」

中
高
年
向
け
の
支
援
策
を

ン
に
よ
る
都
市
か
ら
の
移
住
を
促
進
す

る
た
め
①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
活

用
し
た
地
域
情
報
の
提
供
②
転
入
定
住

者
に
対
す
る
奨
励
金
の
支
給
や
低
利
融

資
③
定
住
促
進
団
地
の
整
備
や
土
地
の

供
給
と
い
っ
た
住
宅
問
題
の
解
決
ｌ

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
過
疎
に
悩
む
自
治
体
が

産
業
の
担
い
手
と
し
て
主
に
期
待
す
る

の
は
二
十
歳
代
や
三
十
歳
代
で
、
年
齢

に
制
限
を
設
け
る
施
策
も
目
立
つ
。

〈
労
働
省
が
新
セ
ン
タ
ー
〉
Ｕ
タ
ー
ン

や
ｌ
タ
ー
ン
を
促
す
施
策
を
団
塊
世
代

を
中
心
と
し
た
中
高
年
層
に
も
向
け
、

地
方
へ
の
移
住
を
希
望
す
る
都
市
の
中

高
年
の
行
き
場
を
作
る
べ
き
だ
と
い
う

意
見
も
よ
く
聞
く
。
そ
う
す
れ
ば
地
方

の
高
齢
化
は
進
む
か
も
し
れ
な
い
が
過

疎
の
問
題
は
解
消
で
き
る
。
だ
が
、
都

市
の
中
高
齢
者
が
生
活
の
基
盤
を
地
方

に
移
す
に
は
、
き
め
細
か
い
情
報
提
供

な
ど
、
若
年
層
以
上
に
様
々
な
支
援
が

必
要
に
な
る
。

労
働
省
は
今
年
十
一
月
、
東
京
都
内

に
「
地
方
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設

置
し
た
。
地
方
で
の
就
職
に
関
す
る
総

合
的
な
情
報
提
供
や
職
業
相
談
、
紹
介

な
ど
を
す
る
。
目
的
が
同
じ
人
々
が
グ

ル
ー
プ
で
事
業
を
起
こ
し
、
移
住
先
で

需
要
が
見
込
め
る
野
参
入
す
る
こ
と
も

あ
る
だ
ろ
う
。
同
セ
ン
タ
ー
が
、
こ
う
し

た
起
業
化
へ
の
情
報
提
供
も
増
や
せ
ば
、

よ
り
多
く
の
成
果
が
あ
が
る
は
ず
だ
。

中
高
年
が
蓄
積
し
て
き
た
能
力
を
活

用
し
、
産
業
の
担
い
手
と
し
て
地
域
社

会
の
新
興
に
尽
力
す
る
の
が
理
想
だ
。

例
え
ば
、
地
方
で
整
備
が
遅
れ
気
味
な

介
護
産
業
の
担
い
手
に
な
っ
て
は
ど
う

か
。
団
塊
世
代
が
先
駆
者
と
な
り
、
後

の
世
代
の
け
ん
引
役
に
な
る
。
道
筋
が

整
え
ば
若
年
層
の
移
住
も
増
え
、
そ
の

後
の
高
齢
化
対
策
も
進
展
す
る
だ
ろ

う
。
年
齢
を
制
限
せ
ず
に
Ｕ
タ
ー
ン
や

－
タ
ー
ン
を
促
す
意
義
は
大
き
い
。

〈
新
農
業
基
本
法
の
成
立
〉
都
市
か
ら

地
方
へ
の
移
住
に
は
追
い
風
も
あ
る
。

今
年
七
月
に
農
業
再
生
を
目
指
す
新
農

業
基
本
法
が
成
立
し
た
。
柱
の
一
つ
は

農
業
経
営
の
企
業
化
推
進
で
、
こ
れ
を

通
じ
て
深
刻
化
す
る
農
業
の
担
い
手
不

足
の
解
消
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

中
高
年
の
就
農
者
は
増
加
し
て
い
る

が
、
地
方
で
農
業
を
営
む
場
合
は
資
金
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二
十
世
紀
に
は
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が

あ
っ
た
。
日
本
軍
国
主
義
が
中
国
国
民

に
与
え
た
多
一
大
な
被
害
を
、
長
く
心
に

と
ど
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
反
省
を

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
ｃ

今
の
我
々
の
大
き
な
課
題
は
、
改
革

・
開
放
政
策
に
よ
っ
て
発
展
し
た
中
国

と
の
関
係
を
い
か
に
堅
持
し
て
い
く
か

だ
。
日
中
両
国
は
、
二
国
間
ば
か
り
で

な
く
、
ア
ジ
ア
地
域
全
体
の
発
展
、
さ

ら
に
は
世
界
的
課
題
に
つ
い
て
も
、
忌

揮
な
く
意
見
交
換
し
、
行
動
し
て
い
く

べ
き
だ
。

来
世
紀
に
は
、
政
治
と
は
関
係
な

しき不こ年業人や
い地る安とがの間用
課域かをも組企関地四 の

確
保
、
農
業
技
術
の
習
得
、

係
な
ど
が
課
題
だ
。
そ
こ
で
農

業
化
が
進
め
ば
、
都
市
の
中
高

職
に
一
雇
わ
れ
る
形
で
就
農
す
る

可
能
に
な
る
。
移
住
希
望
者
の

少
し
で
も
和
ら
げ
る
こ
と
も
で

も
し
れ
な
い
。

新
興
は
地
方
分
権
と
絡
ん
で
難

題
だ
が
、
高
齢
者
の
生
活
の
選

Ⅲ
世
紀
の
日
中
関
係
と

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
の
新
秩
序

Ｉ
元
外
相
・
中
山
太
郎
氏
の
キ
ー
ノ
ー
ト
ス
ピ
ー
チ

く
、
大
き
な
変
化
が
起
き
る
。
そ
れ
は

人
口
の
急
増
だ
。
日
中
は
十
分
協
力
し

つ
つ
、
人
口
問
題
と
（
そ
れ
に
付
随
す

る
）
地
域
問
題
を
検
討
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
九
八
年
の
ア
ジ
ア
人
口
は
三

十
五
億
八
千
万
人
。
二
○
二
五
年
に
は

四
十
七
億
二
千
万
人
、
二
○
五
○
年
は

五
十
二
億
六
千
万
人
に
増
え
る
。

中
国
の
人
口
は
共
産
党
政
権
の
人
口

政
策
の
効
果
で
、
二
○
五
○
年
ご
ろ
人

口
下
降
が
始
ま
る
が
、
九
八
年
の
十
二

億
五
千
万
人
か
ら
、
二
○
二
五
年
に
は

十
四
億
八
千
万
人
に
増
え
る
。

食
糧
問
題
を
ど
う
す
る
の
か
。
工
業

択
肢
が
増
え
る
こ
と
は
望
ま
し
い
。
地

方
へ
の
移
住
は
、
受
け
入
れ
る
地
域

と
、
移
住
す
る
中
高
齢
者
の
双
方
が
と

も
に
利
益
を
得
る
形
に
な
る
べ
き
だ
。

中
高
齢
者
の
自
己
実
現
と
地
域
社
会
へ

の
貢
献
が
う
ま
く
折
り
合
う
仕
組
み
作

り
が
求
め
ら
れ
る
。

さ
く
ら
総
合
研
究
所

（
日
本
経
済
新
聞
一
九
九
九
・
十
二
・
｜
）

わ
が
国
の
合
計
特
殊
出
生
率
二
人

の
女
性
が
生
涯
に
産
む
と
思
わ
れ
る
子

供
数
）
は
一
九
七
五
年
に
二
人
を
下

回
っ
て
か
ら
、
ほ
ぼ
連
続
的
に
低
下
を

化
に
伴
い
農
地
面
積
は
減
少
す
る
。
工

業
化
で
所
得
が
増
え
た
人
々
は
、
動
物

性
た
ん
ぱ
く
を
求
め
る
。
家
畜
飼
料
を

い
か
に
確
保
す
る
か
。
鶏
卵
一
キ
ロ
生
産

す
る
の
に
三
キ
ロ
の
穀
物
が
要
る
。
人
口

と
食
糧
、
工
業
化
の
関
係
を
我
々
二
国

の
間
で
十
分
意
見
交
換
す
べ
き
だ
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
も
増
大
す
る
。
域

内
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
確
保
は
難
し
く
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
の
確
立
の
必
要

性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
量
の
う
ち
石
炭
が
布
％
を
占

め
る
中
国
の
環
境
問
題
は
ど
う
す
る
の

か
。今
後
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ

る
天
然
ガ
ス
の
利
用
を
拡
大
す
る
必
要

が
あ
る
ｃ

私
は
、
東
シ
ペ
リ
ア
な
ど
の
豊
富
な

天
然
ガ
ス
資
源
と
、
日
本
、
中
国
、
韓

四

出
産
た
め
ら
わ
す
経
済
不
安

価
値
観
の
変
化
と
バ
ブ
ル
崩
壊

国
な
ど
を
結
ぶ
天
然
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ

ン
網
建
設
を
中
核
と
す
る
ア
ジ
ア
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
共
同
体
構
想
を
提
唱
し
て
き

た
。こ
の
共
同
体
が
実
現
す
れ
ば
、
ア
ジ

ア
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
の

確
立
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
ば
か
り

で
な
く
、
地
域
の
安
全
と
発
展
の
基
盤

に
な
る
と
確
信
す
る
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
よ
り
、
域
内
の
環
境
問
題
を
緩

和
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

欧
州
や
北
米
で
は
、
す
で
に
天
然
ガ

ス
パ
イ
プ
網
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
北

東
ア
ジ
ア
で
の
整
備
は
ま
す
ま
す
重
要

に
な
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
で
の
多
国

間
機
関
の
設
立
が
望
ま
し
い
。
政
府
と

民
間
の
協
力
も
不
可
欠
だ
。

（
読
売
新
聞
一
九
九
九
・
十
一
一
・
十
五
）

続
け
、
昨
年
は
一
・
三
八
人
と
な
り
、
わ

が
国
の
史
上
最
低
記
録
を
更
新
し
た
。

こ
の
よ
う
な
長
期
的
出
生
低
下
が
持

続
す
る
中
で
、
九
二
年
度
『
国
民
生
活
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率
の
低
下
が
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ

急
速
に
進
行
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
出
生

照間 し

人
労
働
力
を
流
入
さ
せ
る
状
況
が
出
現

供
を
持
つ
こ
と
は
ほ
ぼ
不
可
能
な
現
状

産化の生 ばＥ

と
同
様
に
、
そ
の
対
応
に
多
く
の
政
府

が
苦
慮
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
わ
が

国
と
Ｅ
Ｕ
諸
国
で
は
、
出
生
低
下
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
が
著
し
く
異
な
っ
て
い
る
。

白
書
』
で
「
少
子
社
会
と
い
う
新
造
語

が
登
場
し
た
。

少
子
化
問
題
は
わ
が
国
だ
け
に
見
ら

れ
る
も
の
で
は
な
く
、
Ｅ
Ｕ
（
欧
州
連

合
）
諸
国
を
中
心
に
多
く
の
先
進
社
会

で
も
起
こ
っ
て
お
り
、
わ
が
国
の
場
合

は
主
と
し
て
晩

ロにと

ン
グ
が
遅
れ
始
め
た
こ
と
で
有
配
偶
出

そ
う
で
あ
る
。

こ
う
し
た
有
配
偶
出
生
率
の
低
下
が

題
と
な
っ
て
い
る
Ｅ
Ｕ
諸
国
と
は
対

的
に
、
わ
が
国
の
七
○
年
代
以
降
で

な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
来
世
紀

入
っ
て
も
、
多
く
の
Ｅ
Ｕ
諸
国
で
人

高
齢
化
現
象
は
進
行
し
、
再
び
外
国

率
が
下
降
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ

よ
う
な
出
産
テ
ン
ポ
の
遅
れ
が
長
期

し
た
結
果
、
一
組
の
夫
婦
が
今
後
出

適
齢
期
を
終
え
る
ま
で
に
二
人
の
子

Ｕ
諸
国
の
場
合
に
は
、
六
○
年
代
半

よ
り
、
夫
婦
が
子
供
を
持
つ
タ
イ
ミ

婚
化
・
未
婚
化
現
象
が

る
。
わ
が
国
の
出
生
減
少
を
国
勢
調
査

デ
ー
タ
と
人
口
動
態
統
計
を
使
い
、
結

婚
す
る
確
率
に
加
え
、
第
一
子
を
産
む

確
率
、
第
二
子
を
産
む
確
率
な
ど
、
出

生
順
位
別
に
変
化
を
分
析
し
て
み
る
と

幾
つ
か
の
重
要
な
結
果
が
得
ら
れ
る
。

例
え
ば
、
七
五
年
の
時
点
で
は
、
わ

が
国
の
女
性
が
結
婚
す
る
確
率
は
蛆
％

で
あ
っ
た
が
、
九
五
年
で
は
妬
％
ま
で

低
下
し
た
の
で
あ
る
。
当
然
な
が
ら
、

男
性
が
結
婚
す
る
確
率
も
減
少
し
た

が
、
そ
の
数
値
は
女
性
の
場
合
よ
り
も

一
層
深
刻
化
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

七
五
年
時
点
で
は
弧
％
も
あ
っ
た
男
性

の
結
婚
確
率
が
、
九
五
年
で
は
沼
％
に

ま
で
落
ち
込
ん
で
い
る
。
特
に
、
東
京

都
に
在
住
の
三
十
五
’
三
十
九
歳
の
男

性
三
人
に
一
人
が
独
身
で
あ
り
、
東
京

都
の
状
況
が
全
国
に
今
後
広
が
っ
て
い

く
と
、
わ
が
国
の
晩
婚
化
傾
向
に
一
層

拍
車
が
か
か
る
だ
け
で
な
く
、
男
性
結

婚
確
率
も
低
下
し
続
け
る
可
能
性
が
高

い
の
で
あ
る
。
わ
が
国
の
場
合
、
ほ
と

ん
ど
す
べ
て
の
人
が
結
婚
す
る
と
い
う

皆
婚
社
会
の
伝
統
が
こ
れ
ま
で
存
続
し

て
き
た
が
、
そ
の
パ
タ
ー
ン
が
既
に
崩

壊
し
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で

き
よ
う
。

さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
分
析
を
九
○

年
代
に
絞
っ
て
行
っ
て
み
る
と
、
最
近

新
し
い
変
化
が
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
と
な
る
。
九
○
’
九
五
年
の
五

年
間
で
合
計
特
殊
出
生
率
は
一
・
五
四

か
ら
一
・
四
二
人
へ
と
減
退
し
た
が
、

そ
の
変
化
に
男
女
の
結
婚
確
率
の
低
下

も
貢
献
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
主
要

因
は
夫
婦
の
第
一
子
を
産
む
確
率
が
顕

著
に
落
ち
込
ん
だ
こ
と
で
あ
っ
た
。
す

な
わ
ち
、
晩
婚
化
・
未
婚
化
の
進
行
に

よ
っ
て
出
現
し
た
わ
が
国
の
少
子
化
社

会
が
、
結
婚
し
て
も
子
供
を
産
ま
な
い

と
い
う
「
新
」
少
子
社
会
へ
と
転
換

し
、
Ｅ
Ｕ
型
の
出
生
低
下
パ
タ
ー
ン
に

次
第
に
移
行
し
始
め
て
い
る
と
考
え
る

こ
と
も
で
き
よ
う
。
で
は
、
ど
う
し
て

第
一
子
を
産
む
確
率
が
最
近
に
な
っ
て

減
少
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

考
え
ら
れ
る
要
因
の
一
つ
は
、
子
供

を
持
つ
こ
と
に
対
す
る
社
会
の
価
値
観

の
変
化
で
あ
る
。
総
理
府
な
ど
が
実
施

し
た
調
査
結
果
を
み
る
と
、
「
結
婚
し

て
も
、
必
ず
し
も
子
供
を
産
ま
な
く
て

も
よ
い
」
と
い
う
考
え
方
に
賛
同
す
る

二
十
歳
以
上
の
未
婚
女
性
の
割
合
は
、

九
二
’
九
七
年
の
間
に
塊
％
か
ら
開
へ

と
相
当
な
増
加
を
見
せ
て
い
る
。
つ
ま

り
、
結
婚
し
た
ら
二
人
程
度
の
子
供
を

出
産
す
る
と
い
う
従
来
の
パ
タ
ー
ン
が

●
小
川
直
宏
（
日
本
大
学
人
口
研
究

所
次
長
・
同
大
学
経
済
学
部
教
授
）

早
大
卒
。
ハ
ワ
イ
大
学
大
学
院
修
一
ら

人
ロ
経
済
論
専
攻
。
東
西
セ
ン
タ
ー
、

国
連
勤
務
な
ど
を
経
て
現
職
へ
。
弱
歳
。

（
読
売
新
聞
一
九
九
九
・
十
二
・
十
七
）

力
が
少
字
塾
化
対
策
と
し
て
急
務
で
あ
る
。

次
第
に
弱
体
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

も
う
一
つ
の
要
因
と
し
て
、
バ
ブ
ル

経
済
の
崩
壊
と
そ
れ
に
続
く
経
済
不
安

が
考
え
ら
れ
る
。
確
か
に
、
わ
が
国
で

は
七
○
年
代
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
後
に

高
ま
っ
た
経
済
の
先
行
き
不
透
明
で
、

八
○
年
前
後
に
出
生
率
が
減
少
し
た

が
、
そ
の
時
は
第
三
子
以
降
で
出
生
確

率
の
低
下
が
起
こ
り
、
第
一
子
の
出
生

確
率
に
は
影
響
が
ほ
と
ん
ど
無
か
っ
た

の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
二
十
年

前
に
見
ら
れ
た
こ
の
よ
う
な
メ
カ
ニ
ズ

ム
が
九
○
年
代
に
入
っ
て
も
存
続
し
て

い
る
と
い
う
確
証
は
な
く
、
む
し
ろ
最

近
の
リ
ス
ト
ラ
の
波
に
よ
り
、
結
婚
し

た
ば
か
り
の
カ
ッ
プ
ル
が
安
定
し
た
収

入
を
長
期
的
に
期
待
で
き
な
い
た
め
に

出
産
を
騎
謄
し
て
い
る
と
考
え
た
方
が

よ
り
自
然
で
あ
ろ
う
。
こ
の
見
方
が
正
し

い
と
す
る
と
、
マ
ク
ロ
経
済
を
順
調
な

成
長
軌
道
に
で
き
る
だ
け
早
急
に
戻
す
努
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２．東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告瞥

一インド国一

ReportontheBasicSurveyofPopulationand

DevelopmentinSoutheastAsianCountrjes

-India-

昭和58年度

１．中蕊人民共和国人口家族計画基礎調盃報告書

BasicSurvevonPopulationandFami1yPlanning
inthePeople,sRepublicofChina（英語版）

生育率和生活水平尖系中日合作凋査研究根告苓

（中同語版）

３．中華人民共和国人口・家族計画第二次些礎調査報告譜

BasicSurvey(Ⅱ）onPopulationandFhmiIyPIanning

inthePeople，ｓＲｅｐｕｂＩｉｃｏｆＣｈｉｎａ

生育率和生活水平矢系第二次中日合作澗査研究根

告苓（中国語版）

昭和59年度

’・アジア諸国の農村人口と腱業開発に関する調在報告書

一インドｌｍ－

ＲｅｐｏｒｔｏｎｔｈｅＳｕｒｖｅｙｏｆＲｕｒａｌＰｏpuIationand

AgriculturalDevelopmentinAsianCountries

-India-（英語版）

４．ネパール王国人口・家族計画基礎調森

BasicSu｢veyReportonPopulationandFbkmily

PlanningintheKingdomofBIepal（英語版）

５．日本の人口都市化と開発

UlbanizationandDevelopmentinJapan（英語版）

２．東南アジア諸国等人口・開発基礎調在報告響

一タイ国一

ReporlontheBasicSurveyofPopulationandDeve・

lopmentinSoutheastAsianCountries

-Thailand-

６．バンコクの人口都市化と生活環境・福祉調査

一データ網一

SurveyofUrbanization，LivingEnvironmentand

WelfareinBangkok－Ｄａｔａ－

（英語版）

３．日本の人口転換と農村開発

DemographicTransitioninJalpanandRuralDeve

loDment（英語版）

７．スライド

日本の都市化と人口（日本語版）

UrbanizationandPopulationinJapａｎ〈英語版）

日本的城市化与人口（中国語版）

UrbanisasiDankependudukanDiJepang

（インドネシア語版）

４．SurveyofFertiljtyandLivjngStandardsinChinese

RuralAreas-Data-AlIthehouseholdsoftwo

vilIagesinJilinProvincesurveyedbyquesliomalres

（英語版）

失干中国旗村的人ロ生育率与生活水平的凋査扱告

一対千古林省丙十村近行全戸面談凋交的培果一

＝焼ｉ１ｆＭ－（中国語版）

昭和61年度

Ｌアジア諸国の農村人口と農業開発に関する調奔報告書

一インドネシア国一

ReportontheSurveyofRuralPopulationand

AgricuIturalDevelopmentinAsianCountrles

-Indonesia-（英語版） ５．スライド日本の農業、農村開発と人口

_その軌跡一（ロ本橘1lx）

Ａｇ｢icullu｢EII＆RuralDevelopmentand，Population

inJapan（英語版）

日本衣止衣村的没展和人口的推移（中国語版）

PerkembanganPertanianMasya｢akatDesaDan

KependudukanDi」epang（インドネシア語版）

（以上４カ国版スライドは、日本産業教育スライドコ

ンクールにて優秀賞を受賞しました｡）

２．東南アジア諸国等人口・開発雅礎調奇報告諜

一インドネシア国一

ReportontheBasicSurveyofPopulationand

DeveIopmentinSoutheastAsianCountries

-Indonesia-（英語版）

３．在日留学生の学習と生活条件に関する研究

一人的能力開発の課題に即して_

昭和60年度

１．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調交報告諜

一タイ画一

ReportontheSurveyofRuralPopulationand

AgriculturaIDevelopmentinAsianCountries

-TI1aiIand-〈英語版）

４．日本の労働力人口と開発

LaborForceandDevelopmentinjapaｎ（英語版）

５．人口と開発関連統計集

DemographicandSocioEconomiclndjcatorson

PopulationandDevelopｍｅｎｔ（英語版）
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２．東南アジア諸国等人口・ＨＭ発推礎調在栩告諜

一中鹸人民共和同一

RepoYtontheBasicSurveyofPopulationand

DevelopmentinSoutheastAsianCoumr1es

-China-（英語版）

６．スライド日本の産業開発と人Ｌｌ

－その原動力・電気一〈日本語版）

’'１dustrialDevelopmentandPopula[ioninJapa11

-TheprlmeMover-Electricily- （英語版）

Ｈ本的芹止友展与人ロ

ー其原功カー山気－（中国語版）

Pembangunanlndu$tridankependudukandijepang

-PenggerakUtama-TengaListrik-

（インドネシア語版）

３．アジア諸便lからの労働力流出に関する調査研究報告瞥

一タイ国一

４．日本の人口と家族

PopulationandtheFamilVinJapan（英語版）－
７．ネパール上図人口家族計画第二次恭礎調盗

ComplementaryBasicSurveyReportonPopulation

andFamilVPlanninｇｉｎｔｈｅｋｉｎｇｄｏｍｏｆＮｅｐａｌ５．アジアの人口転換と開発一総jil･災一

DemographicTransitionandDevelopmentinAsian

Countries-Ove｢v1ewandSLatisIicalTabIe呂一

（英語版） 昭和62年度

Ｌアジア諸国の農村人Ｕと農業開発に関する調森報告諜

一中華人民共和国一

ReportonlheSurveyofRLlralPopulationalId

AgriculluralDevelopmentinAsianCountries

-China-（英語版）

６．スライド

Ｈ本の人口と家族（日本語版）

FamilyandPopuIationinJapan-AsianExperi-
ence-（英語版）

Ｈ本的人口勺家庭（中圏語版）

Penduduk＆KeluargaJepang（インドネシア語版） ２．９k南アジア諸国瀞人口・開発些礎調盗報告書

一中蕪人氏共和国一

ReportontheBasicSurveyofPopulationand

DevelopmentinSouthe窪［AsianCountrIs

-China- （英語版〉

７．ペルー共和国人ｕ家族計画些礎調企

平成元年度

l・アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調査報告書

一バングラデシュ同一

ReportontheSurveyofRuralPopulaUonand

AgriculturalDevelopmenl-Bangladesh-（英
語版）

３．アジア諸国からの労働力流出に関する調査研究報告評

一フィリピン圃一

４.日本の人口と農業開発

PopulationandAgricultur2IDeveIopmentinJapan

（英語版）

２．東南アジア諸uil等人[⑩開発基礎調炎報告書

一ネパールｌＥＨ－

ＲｅｐｏｒｔｏｒｌｔｈｅＢａｓｉｃＳｕｒｖｅｙｏｆＰopulalionand

DevelopmentinSoutheastAsianCountries

-Nepal-（英語版）

５．ネパールの人I」・悶発,環境

Popula[ion、DcvelopmentandEnvironmentinNeDal

（英語版）

６．スライド

ト１本の人口侈勤と経済発展（日本語版）

TheMIgra[oryMoverrlenlaIUdEcolIomicl〕evelop
mentinjapan（英語版）

日本的人Ll移功与難済友腱（LP図譜腿）

PerpindahaI1PendLldukDanPerkembanganEkoIUomi

DiJepang（インドネシア語版）

３．アジア諸腫lからの労動力流出に関する調森研究報告書

一マレーシアLlil-

４．Ｈ本の人口櫛造変動と開発一高齢化のアジア的祖
占一
pQ､■

Ｓｔ｢LlcturalChangeinPopulalionandDevelopmcnt

-japan,sExperiencemAging- （英語版） ７．トルコ低l人I｣家族iifillliJM;礎調森

５．スライド

高齢化社会への日本の挑戦

一生きがいのある老後を目指して－（Ⅱ本譜版）

AginginJapan－ChalIengesandProspects-
（英語版）

辺人高齢化社会的日本正面I佃挑銭一追求_具生命怠又
的老年生涯一（中倒語版）

昭和63年度

，、アジア諾1塁Iの農村人ロと農業開発に関する調森報告書

一ネパール画一

ReporlontheSurvevofRuralPopulalionand

Agricultu｢alDevelopmentinAsianCountries

-Ｎｅｐａｌ－（英語版）
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３．アジア諸国からの労働力流出に関する調査研究報告啓

一中華人民共和国一

TflnlanganMasyarakatLanjutusiaJepang

（インドネシア譜版）

４．日本の地域開発と人口-1990年代の展望一

RegionalDevelopmenIandPopulatjｏｎｉｎＪａＩｊａｎ

－Ｔ｢endsandProspectsintl1el990s-

（英語版）

６．アジア諸lrlの腱業開発－５カ国の比較一

ｓ[｢ategicMeasuregfortheA度｢iculturalDevelopment

-Compa｢ativeStrudiesonFiveAsianCountrｉｅｓ－

（英語版）

（本作品は、1990年1lb日本視聴覚教育協会主催優秀映

像教材選奨社会教育部門で優秀賞を受賞｡）
５．スライド

日本の地域開発と人口（Ｈ本語版）

ReginalDevelopmentandPopulatioｎｉｎＪａｐａｎ

（英語版）

日本的区域升友和人口（中国語版）

PermbangunanDaerahdanPopulasidiJcpang

（インドネシア版）

平成２年度

Ｌアジア諸国の農村人口と農業開発に関する調査報告啓

一フィリピンＥｌ－

ＲＧｐｏｒｔｏｎｔｈｅＳｕｒｖｅｙｏfRuralPopulalionand

AgricultLIralDevelopmenl-Philippines-（英語版）６．アジアの労働力移動

LaborMigrationinAsia（英語版）

２．束南アジア諸同等人口・開発)牒礎調斑報告書

一バングラデシュ－

RcDortontheBasicSuIveyofPopulatlonand

DevelopmentinSoutheastAsianCounmes

-Bangladesh-（英語版）

平成４年度

Ｌアジア諸国の農村人口と農業開発に関する調征報告ill‘

－マレーシア国一

ReportontheSuweyofRuralPopulationand

AgriculturaIDevelopment－Malaysia－

（英語版）
３．アジア諸国からの労働力流出に関する調査研究報告悲

一インドネシア同一

２．東南アジア諸国等人口・開発埜礎調在報告Ⅱド

ーベト十ム隆I-

ReportontheBasicSurveyofPopulationand

DevelopnmentinSoutheastAsianCoulIries

-VietNam-（英語版）

４．日本の人口

Population，

Japan

･開発・環境一アジアの経験一

DcvelopmentandEnvironmenlin

･AsianExpe｢ience-（英語版）

５．スライド

日本の環境・人口・'１M発（Ｈ本譜版）

Environment，Populatlonandl〕evelopmentin

」apa、（英語版）

日本的坏境・人口・升友（中国語版）

Lingkungan，PendudukdanPembangL1nanJepang

（インドネシア語脳）

（本作品は、1991年伽日本視聴覚教育協会主催優秀映

像教材選奨社会教育部門で優秀賞を受賞｡）

３．アジア諸国からの労働力流tljに関する調在研究報告苫

一スリランカ倒一

４．アジアの産業転換と人口

IndustrialTransitionandPopuIationinAsia

（英語版）

５．スライド

明日に生きる－日本の産業転換と人口一（Ｈ本

譜版）

LivingforTomorrow－IndustrialTransitionand

PopulaLioninJapan-（英語版）

生活在明天一日本的杵'112蒔換勺人口一（中岡諦版）

６．アジアの人口都市化一統iil･架一

PIDspeclsofUrbanizationinＡｓｉａ（英語版）

平成３年度

ｌ・アジア諸国の艇村人口と農業開発に関する調在報告書

一スリランカln-

ReportontheSurveyRuraIPopulationand

Agricultura」Development-SrilaI1ka-

（英語版）

HidupUntukHariEsok－PeralihanStruktur

lndustriDanPopulasiDiJepang-

(インドネシア語版）

２．東南アジア諸国等人口・開発蛙礎調森報告書

一フィリピン圃一

ReporIonthcBasicSurvcyolPopulationand

DevelopmentinSoutheastAsianCountries

-PhilippineS-（英語版）

平成５年度

1．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調在報告書

一ベト＋ムlｒＩ－
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平成７年度

１．アジア,i脈|の発展段階別農業・農１６１開発雅礎jiM介報flf

ilドーパキスタンlr1-

Rcpo｢ｌｏｎｔｈｅＢａｓｉｃＳｕｒｖｅｙ()nAgTicuIluralaIldRural

I)evcl0pment（〕yProg1℃ｓｓＳｔａｇｅｉｎ八s唯nCoLInt1・ieヨ

ーPakistan-（災iil緬〉

ReportontheSurveyofRuralPopulationand

AgriculturalDevelopmeｎｔ－ＶｉｅｔＮａｍ－

(英語版）

２．東南アジア諸国等人口・開発基礎調斑報告書

一スリランカ同一

ReportontheBasicSurveyofPopulationand

DevelopmentinSoLltheastAsianCountrleS

-SriLanka-（英語版）２．アジアi渚同の都市化とl;N発）,L礎満イト報f'す１１ド

ーネバールIj2l-

Repo｢tontheSurvev(〕fUIbaniza[jonandDevek)I)ment

inAsianCouI1[ries-NeDal-（災iili版）

３．アジア諸IEIの人IllI資源開発と労働力に関する調査研究

報告醤一フィリピン同一

４．アジアからの挑職一人口と開発一

ChalIengeaI1dStralegyofAsianNations

-PopulalionandSustamableDevelopment

（英語版）

３．アジアi制F1の人IMIfrilIl開発と労liMlﾉﾉにl弘ＩするIi1Mｲ,f(ijf究

雛告ヨキーインド国一

４．アジアにおける女性内エンハワーメント

ＥｍｐｏｗｅｒｍｅｎｔｏｆＷｏｍｅｎｌｎＡｓｉａ（英譜版）
５．スライド

女たちの挑戦一一女性の地位向_上とロ本の人口一

（日本語版〉

WomeI1andtheirChallenges－［mDrovements

intheStatusofWomenthePoDulationofJapan-

（英語版）

女性的挑Ikh－女性地位的提高与日本的人ロー

（中国語版）

TantanganKaumWanita-EmansipasiWan1la

danPopulasijel〕ａｎｇ－（インドネシア語版）

５．スライド

アジアを拓け－女性たち－（L１本i濡版ｊ

ＡＢｒｉｇｈｔｏ［GenderEq1lali上ｙ－Ｅｍｐｏｗｅｒｍｅｎｔｏｆ
ＷｏｍｅｎｉｎＡｓｉａ－（芙繍版）

、､住lFl迩之路一今日IIi洲女性一（il1l1Xli箔llh）

IIalpanCerahbagiPersamaaI1-KflumWaI1i[a

AsiaMerambahJalan-（インドネシアiWilUY〉

平成８年度

Ｌアジア諸国の発鵬段階;Ｉ農業・農村|刑発躯礎iilliff繩告

ｉ１ドーラオス人氏民主共flIl玉ｌ－

ＲｅｐｏｒｔｏｎｔｈｅＢａｓｊｃＳｕｒｖｅｙｏｎＡｇricuhuralHm〔ｉ

Ｒｕｒａｌｌ)evelopmentbyProgres号SlageinAsian

Counlries-LaoPeoP]e，sDemoraticRcpublic-

（英語版〉

平成６年度

1．アジア諸lijiIの発展段階別農業・農村開発基礎調在報告

書一インド国一

ReportontheBasicSurveyonAgricultuTalandRural

DevelopmentbyPr0gressStaRelnA旨ianCouJxIries

-India-（英語版）

２．アジア禰国の部ilj化と'1M発jiM缶糀itn1ト

ーフィリビン瞳l-

Repor［Ｃｌ】ZheSurvey（〕（UrbaIlizfltionan(ｌDevelop･

ｍｅｎｔiIIAsianCountrles-Philippines-（災論版）

２．アジア諸国の都iIj化と開発調査報告書一タイlヨー

RepolrtontheSurveyofUrbamzationandDevelopment

inAsianCountnes-Thailand-（英語版）

３・アジア諸国の人間資源開発と労働力に関する調迩研究

報告香－ベトナム国一

３．アジア諸国の人llMfii源'1M発と労働力に1糺Iするji1iililf研究

報告Ｔｌドーラオス国一 ４．アジアの女'性労働力参加と経済発展

－２１世紀の戦略一

Women，sLaboTParticipationandEconomicDevelop

mentinAsia-Strategytowaｒｄ２１Ｃｅｎｔｕｒｙ－

（英語版）

４．２１世紀の人口・食WI()i難バーアジアと世界

PopulationandFoodStra[egyfor21stcentu｢ｙ

－ＡｓｉａａｒＩｄＷｏｒｌｄ－（英語艇）

５．スライド

2025年への決断一アジアの人1ｺ荊力Ⅱと食料

ChallengeaI1dDecisioni､ortheYear2025

-PopuIatiopII1crcascandFoodinAsia-

（共諦版）

５．スライド

アジアの女性たちはいま……（日本語版）

NewHorizonsfortheWomenofAsia（英語版）

並洲姐女的新巧程（中国語版）

WanitaAsiaKini……（インドネシア諾版〉
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地球からの警告一アジア．水と食料の未来一

ＡＷａｍｉｎｇｆｒｏｍｔｈｅＥａｒｔｈ－ＴｈｅＦｕｔｕｒｅｏｆAsia，

ＷａｔｅｍｎｄＦｏｏｄ－（英語版）

来自地球的警告一亜洲、水和糠食的未来一

（中国語版）

Peringa(ａｎｄａｒｉＢｕｍｉ－ＭａｓａＤｅｐａｎＡｓｉａ－Ａｉｒｄａｎ

Ｐａｎｇａｎ－（インドネシア語版）

|(1識2025年的Ａ断一］li洲的人口噌任和独食一

(rl1lI1iilIilUfj

TekadUntukTahun2025-PertambabanPopulasi

danPangandiAsi邑一（インドネシア語版）

平成９年度

１．アジア諸国の発腿段階;|｣膿業・農村|#１発jlL礎調jOf報肯

苫一ラオス人民民主共ｷﾞⅡ国一

ReportolltheBasicSu｢veyol1AgricXllluraIand

Rul-alDevelopmentbyPTogressS慾ｇｅｉｎＡｓｉａｎ

Ｃ()LIPtries-L日oPeople，sDemograticRepublic-

２．アジアの社会'''1発と人１１１Ⅱ|Ⅱ益

Ｓ()cialDcvclpmen【andHumanDeveloDmcnt

ir1Asia

３．アジア識圃の人lI1Iiifi1lMI＃1発と労働ﾉﾉにIlljする洲iIf研究

慨ｉ１ｉｉｌＩ－マレーシア同一

4．水をめぐる21阯紀の危機

一アジア人ロを1k点として－

WaterClisisil】KheTwentyFirslCeI11u｢y

-ProspectofAsianPopulationandDevejopment-

５．スライド

水はﾘﾐきている一人口と水資源一

WaterisA11ve-PopulationandWater・

ResDurces-（英謡版）

水ﾉﾑｲi2h命的一人し１号水威iii（－（'１１国識版）

ＡｉｒｉｔｕＨｉｄｕｐ－Ｐｅｎｄｕｋｄ〔ｌｎＳｕｍｄｅｒＡｉｒ－

（インドネシアiili版）

平成１０年度

1．アジア諸国の発展段階別農業・農村開発些礎調査報告

醤一カンボジアｌｒ１－

ＲｅｐｏｒｔｏｎｔｈｅＢａｓｉｃＳｕｒｖｅｙｏｎAgriculturaland

RuralDevelopmentbyProgressStageinAsian

Counlries-Cambodia-

２．アジア諸国の高齢化と保健の実態調査報涛薔

－大韓民国一

ＲｅｐｏｒｔｏｎｔｈｅＳｕｒｖｅｖｏｆＡｇｉｎｇｆｌｎｄＨｅallh

inAsianCountrIes-TheRepublicofKorea

３．アジア諸国の聯業安定制度と雇用政策に関する調査研

究報告香一イラン国一

４．発展の制約一中国・インドを中心に－

ConstrainsonDeveloplnent-FocuｓＣｈｉｎａａｎｄ

ｌｎｄｉａ－

５．スライド・ビデオ
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1996年５１１にマレーシアのクアラルンプールで１１Nかｵし

た．人口と食撒安全保障に|１０するＡＦＰＰＤ（人口とｌｌＩＩ

釜に関するアジア議貝フォーラム）特５１１浬営委ｌｌ会で、

ベトナムlFl会社会委員会.鍵且催グエン・テイ・タン縦

貝とマグサイサイ徹受徴掎である符緒な農推学替ポー

トン・ズアン'9[士の比橡倫文のＨ本論版の合ｲﾐ`、世界

食料サミットにIiijけた盗料として作成された」

1．『国際人ロ開発会鰻行勤計画要旨＝1995年（和文）

（内容：1994年カイロの国際人に'１１１１発会議(ICPD)の行

釛計画の要旨，｜可文書関連の出版物としては本邦初｡）

2．『国際人ロ開発鍛員会鰯』、国際人ロ開発鱗員会鱗麟事

録、1995年（和文）

（１A]容：1994年カイロで国際人ullM発会縦(ICPD)に先

駆けて開(iilされた｢１１会議貝会議である'五l際人口開発議

Ｈ合繊の識２１$鍬。何会議には117力同約300名の国会議

且か参加した。会議宣言文はICPD総会でも発表された。

また、この会議を契機としてアフリカ・アラブ地域の

同会iiiin-フォーラムが碓備された`」

９．ｒ国際食料安全保障・人ロ・開発蝋員会魍｣、国際食料

安全保障・人ロ・開発鯛貝会鰻(IMPFSPD)繊璽録、

1997年（和文）

（内容：食料農業機関(ＦＡＯ)主雌の１１t界食料サミ＞'ト

（WFS)にい､せ.lll9I1frllllIユスィｘ･ジュネーブで開

催ざｉした屈際食料安全保障,人口・IMI発識、会議

（IMPFSPD)のｉｉ１ｆＩｊ露炎｜可会議の成果は、１１錦食料サミヅ

トで公式に配布され、またＷＴＯルソェーロg}＄務同l之

にも桜井新・会議議踵から乎渡された。） ３．国運人ロ基金「世界人ロ・開発援助の現状一日本の貢

献-,995年（和文）

（内容：現ｲI;の人口分ilW二対する接llllの現状と、溢金

の流jしを分析。我が国の人口分野への貢献も併憐）

10．国連人ロ基金「未来のための食料11997年（和文）

（内容：国述人口堆命出叛物ＦｏｏｄｆｏｒｔｈｅＦｕｔｕｒｅの

Ⅱ本譜版。人1ｺﾊﾟｲi加の仰Ii1と食料確保を行うために、

女竹;の参力Ⅱが不ｎJ欠であることをざまざな呉体|ｸﾘから

解きほぐしている。）

４．『国際人ロ・社会開発麟員会蟻J、国際人ロ・社会開発

鯛員会識OMPPSD)鯛寧録、1996年（和文）

（内存：世界社会開発サミヅト（WSSD)にあわせ、１９９５

年３月にデンマーク・コペンハーゲンで開樅された人

口と社会1111発に側する凶会議且会議議斗；錐）

11．国連食粗農蕊機榊(FAO）ｌ'リソース・シリーズ４世界

食料サミット1996年世界食料安全保障のためのローマ

宣言および世界食料サミット行動計画ハ1997年（和文）

（内容：世界食料サミゾトのローマ宜曰とｲ『動計画の

イえｆＩｊ初の翻訳であり、多分野から|司文111:のＨ本翻iil<の

決定版として高い評価を受けた｡）

５．黒田俊夫署「リソース・シリーズ１国連人ロ会蹴20年

の軌跡一ブカレストからカイロヘーユ、1996年（和文）

（内容：国連主雌の第一回人口会議であるブカレスト

全戒から1994年カイロの国際人[｣開発会議まですべて

のlf1j1lL主催の人[二I会識に参りⅡし、人11分軒における世

界的大家である符者が、その推移を概観し、分析した｡）

12．了リソース・シリーズ５FiveYearsfromlCPPD-国

際人ロ開発識員会醗から５年一人ロと開発に関する国

会議員会識宣言文』1998年（和・英）

〈内容：カイロの国際人口開発会議から５年目を迎え．

この機会に人口とl刑発にl乳Iする国際議貝会議、地域i雛

且会議の萱笥文を集成。今後の更なる発展のための盗

料とした｡）

６．ToshioKuroda，Resou｢ceSeries2《FromBucha‐

resttoCairo-20YearsofUnitedNationsPopuIa-

tionConferences-,,,Ｉｇｇｅ（英文）

（内容：好iliをもって迎えられたｒリソース・シリー

ズ１」の英文版｡）

13．「リソース・シリーズ６PopulationPolicyinAsiaj

I998年（英文）

（内容：当財、が主({Mする「人１１と開発に'１Mするアジ

ア同会議貝会議」で呼びかけをおこない、各国の人[=Ｉ

政漿を各ＩＲＩ政府責任者もしくはｌＷ１家方記述した。各

Ｉ型|の政策に尚任を持つ国会議LIがl對与している点で、

餓例を見ない｡）

14.ｕリソース・シリーズ７欠乏の時代の政治学一引き裂

かれる水資源一』（和文）

（内容：ワールドウオッチ研究所からl:lI行きれたSandra

Pos[eliDfWoIldwatchPape｢l32

DividingtheWatersFoodSecu｢ity，Ecosvstem

Health,andtheKewPoliticsofScarcitvの)IjiRo今後

人鮒社会に大きなiliI約を与・えるのか、淡水YbiiMlの不ＩＩＬ

である。端え続ける人LIを支えるための農業２k崖もま

７．F国際女性・人ロ・開発職員会議ざ、国際女性・人ロ・

開発鍛圓会餓OMPGPD)鰯事録、1996年（和文）

（内容：第４回H1界女性会議(ＦＷＣＷ)にあわせ、１９９５

年９１－]に来京で1刑催さｊした国際女性・人口・'淵発議貝

会議(IMPGPD)の縦１１F鍼。同会議には第４囮l世界女性

会議に対する谷風政府代表を中心とする国会議風が参

加した。）

8．ＦＡＯ／ＵＮＦＰＡおよびボートン・ズアン、グエン゛

デイ・タン署、『リソース・シリーズ３食料安全保障

と人口：資料小1997年（和文）

（内容：世界食料サミットヘのf(Miiとして国連食料農

業機１１０(ＦＡＯ)がIRI述人[1｣代金との共同研究された、「人

Ｉ]｣牌加と」二鰻劣化」に関する論文の日本語H1および、

９５



た淡水資源の逼迫によって大きく制約を受けると考え

られている。地球は水の惑星といわれるが飲料や農業

用に安定して使用できる水の総}itは地球上の水の0.00

0008％に過ぎない二二の水の総fitは、有史以来変わっ

ておらず、人'二Ｉが墹加する分だけ、－人当たり使用で

きる水の遇はどんどん減少しているのが現実だが、こ

のことが卜分に認識されていない。人口期力Ⅱを支えて

いる地球の限界が目の前に迫っていることに鮮告を発

している｡）（Ｈ本譜版版権取得）

15．国連人ロ基金「人類のための環境」（和文）

（内容：圧1連人口基金出版物EnvironmentforPeople

の日本語版。人口問題、環境問題、開発問題を効率的

かつ実肛的に解決するためには、その３つの領域の間

に架け樵を懸け、相関関係を躯祝することが必要であ

るとの視点に立って、主に潔境と人口の間に横たわる

様々な問題を例に、解決のために必要な視点、方法、

手段を探っている｡）

１６．ParIiamentarians,ActivitiesonPopuIationand

DeveIopment-HistoryofParliamentarians9Activitiesand

ltOsFindings．（英文、－部スペイン語）

1992年２月ハーグの同|祭フォーラムに合わせて開催さ

れた「llil際人l]１$Ⅱ発会識評価のためのl玉1会議貝フォー

ラム（ＩＦＰ)」のために]iﾘiIiliされた出版物である。こ

の出版物は1994年ｸﾞ)国際人口開発会議以降の人口と開

発に関するアジア議貝フォーラム(ＡＦＰＰＤ）を始め

とし、アメリカ地域人口・開発国会議貝グループ（Ｉ

ＡＰＧ）、アフリカ・アラブ地域人口開発識且フォー

ラム（ＦＡＡＰＰＤ）、ヨーロッパ地域の国会議貝活

動の成果である宣言文と、芥議連の活動史を翻ぬた１１：

界で初めての|Ⅱ版物である⑩国会議貝活動の地球規模

での広がりをも象徴している。

17．国際人ロ開発会幾評価のための国会蟻員フォーラム

（ＩＦＰ）報告轡

199211ﾕ２月ハーグのIEl際フォーラムに骨わせてIHI雌さ

オした「IFl際人口Ⅲ1発会議;ＷＩ１ｉのための雁l会議i｣フォー

ラム（ｌ「Ｐ)＿の綴l4filfである.同公雛にはl()３方凶

からおよそ２１０名の、会議貝が参加した‘liTI会識では

剰際人I11lM発会識から５年ＩＨＩの進捗状況とその進展を

１１１１む|鞭１１ｷﾞについて熱心な｢;↑識が行わ/Ｌ人LIと排銃口Ｊ

能な開発を－１１ルた拠点で扱うlfを強く求めた￣１１１際

人口開発合繊汗luiのための国会縦ロフォーラム・ハー

グ・Ili言一が採択当ノした。この内容は合繊1#務総｣之を傍

ぬた桜)|新ＡＦＰＰＤ,憐低の手によって、ヘーググ)'１:１

際フォーラムならびに３１]にニューヨークでIlllllllされ

たiviIj1ii会議のj＃でも発表き/した＿
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・
ア
ラ
ブ

地
域
か
ら
ガ
ー
ナ
と
ザ
ン
ビ
ア
の
２
カ
国
、
合
計
昭
力
国
か
ら
、
国

会
議
員
船
名
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
を
含
め
る
と
総
計
約
ｎ
名
が
参
加
。

広
瀬
次
雄
常
務
理
事
、
楠
本
修
主
任
研
究
員
、
星
合
千
春
国
際
課

長
、
加
藤
祐
子
国
際
課
長
補
佐
が
出
席
。

、
月
５
日
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
第
６
回
大
会
研
修
ツ
ア
ー
を
実
施
。
佐
渡
島
佐
和
田

町
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
佐
渡
金
山
跡
、
ト
キ
保
護
セ
ン

タ
ー
を
視
察
。
参
加
者
合
計
別
名
。

楠
本
修
主
任
研
究
員
、
星
合
千
春
国
際
課
長
、
加
藤
祐
子
国
際
課

長
補
佐
が
同
行
。

ｎ
月
ｎ
日
セ
ミ
ナ
ー
「
世
界
の
食
料
不
安
ｌ
日
本
の
コ
メ
と
農
業
ｌ
」
開
催

準
備
の
た
め
、
遠
藤
正
昭
業
務
推
進
委
員
が
金
沢
市
に
出
張
。

皿
月
Ⅲ
日
本
協
会
臨
時
理
事
会
を
赤
坂
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
開
催
。

⑪
寄
附
行
為
の
一
部
改
正

②
評
議
員
の
選
出

を
承
認
、
議
決
し
た
。

四
月
皿
日
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
カ
ウ
ン
ス
ル
移
民
・
難
民
・
人
口
委
員
会
の
「
人

～
皿
曰
口
学
的
変
化
と
持
続
可
能
な
開
発
に
関
す
る
国
会
議
員
会
議
」

に
、
楠
本
修
主
任
研
究
員
を
派
遣
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
カ
ウ
ン
ス
ル
・
ル
ー
マ
ー
ー
ア
国
会
主
催
、
国
連
人

口
基
金
（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
）
、
国
際
家
族
計
画
連
盟
（
ｌ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
）
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
後
援
。

同
会
議
で
は
、
谷
津
義
男
・
農
林
水
産
総
括
政
務
次
官
／
国
際
人

ロ
問
題
議
員
懇
談
会
副
幹
事
長
が
、
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ

ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
）
の
桜
井
新
議
長
／
国
際
人

ロ
問
題
議
員
懇
談
会
幹
事
長
の
基
調
講
演
「
人
口
と
開
発
に
お
け

る
国
会
議
員
の
役
割
」
を
代
読
。

、
月
詑
日
セ
ミ
ナ
ー
「
世
界
の
食
料
不
安
ｌ
日
本
の
コ
メ
と
農
業
ｌ
」
石
川

県
、
金
沢
市
農
業
セ
ン
タ
ー
、
Ｊ
Ａ
石
川
中
央
会
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
金
沢

放
送
局
、
テ
レ
ビ
金
沢
、
読
売
新
聞
社
北
陸
支
社
、
側
金
沢
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
後
援
で
金
沢
読
売
会
館
・
ホ
ー
ル

で
開
催
。
講
師
は
辻
井
博
・
京
大
大
学
院
教
授
、
主
催
者
挨
拶
を

広
瀬
次
雄
常
務
理
事
。

ｎ
月
２
日
厚
生
省
・
国
際
厚
生
事
業
団
委
託
調
査
「
ア
ジ
ア
諸
国
の
高
齢
化

と
保
健
の
実
態
調
査
」
の
研
究
会
を
開
催
。

ｎ
月
５
日
セ
ミ
ナ
ー
「
世
界
の
食
料
不
安
ｌ
日
本
の
コ
メ
と
農
業
ｌ
」
開
催

準
備
の
た
め
、
遠
藤
正
昭
業
務
推
進
委
員
が
山
形
市
に
出
張
。

ｎ
月
ｎ
日
平
成
ｎ
年
度
社
会
貢
献
者
表
彰
式
典
（
主
催
㈱
日
本
顕
彰
会
）
に

遠
藤
正
昭
業
務
推
進
委
員
が
出
席
。

ｎ
月
ｎ
日
農
林
水
産
省
委
託
調
査
一
ア
ジ
ア
諸
国
の
発
展
段
階
別
農
業
・
農

村
開
発
基
礎
調
査
ｌ
モ
ン
ゴ
ル
国
」
の
調
査
報
告
会
を
開
催
。

ｎ
月
四
日
セ
ミ
ナ
ー
「
世
界
の
食
料
不
安
Ｉ
日
本
の
コ
メ
と
農
業
ｌ
」
山
形

県
、
山
形
市
、
Ｊ
Ａ
山
形
中
央
会
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
山
形
放
送
局
、
山
形

新
聞
社
、
山
形
放
送
、
山
形
テ
レ
ビ
、
㈱
山
形
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
後
援
で
山
形
国
際
交
流
プ
ラ
ザ
・
交
流
サ
ロ
ン

で
開
催
。
講
師
は
辻
井
博
・
京
大
大
学
院
教
授
、
主
催
者
挨
拶
は

広
瀬
次
雄
常
務
理
事
。

ｎ
月
四
日
労
働
省
．
｜
雇
用
能
力
開
発
機
構
委
託
調
査
「
ア
ジ
ア
諸
国
の
職
業

安
定
制
度
と
雇
用
政
策
に
関
す
る
調
査
研
究
ｌ
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

国
」
調
査
報
告
会
を
開
催
。

皿
月
１
日
国
際
人
ロ
問
題
議
員
懇
談
会
・
総
会
を
開
催
。
中
山
太
郎
会
長
が

挨
拶
、
愛
知
和
男
衆
議
院
議
員
が
、
パ
キ
ス
タ
ン
国
人
ロ
・
開
発

事
情
視
察
に
つ
い
て
報
告
。
桜
井
新
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
幹
事
長
が
、
Ａ
Ｆ

Ｐ
Ｐ
Ｄ
大
会
に
つ
い
て
報
告
。
｜
日
本
の
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
／
Ｉ
Ｐ
Ｐ

Ｆ
へ
の
拠
出
状
況
」
に
つ
い
て
、
礒
部
博
昭
・
外
務
省
経
済
協
力

局
国
際
機
構
課
長
が
説
明
。

、
、

、、９７



◇
同
時
に
、
わ
れ
わ
れ
が
生
き
て
い
る
こ
の
「
地
球
」
の
シ
ス
テ
ム
、
「
生

命
」
と
い
う
一
番
大
切
な
基
本
を
、
早
急
に
人
口
問
題
解
決
策
に
と
り
こ
ん

で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
両
分
野
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
な
く
し

て
、
真
の
総
合
的
な
「
人
口
問
題
」
の
解
決
は
成
り
立
た
な
い
。

（
Ｔ
・
Ｈ
）

◇
一
方
、
国
内
で
は
亡
国
の
”
少
子
化
〃
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
倍
以
上

の
ス
ピ
ー
ド
で
進
行
し
て
い
る
“
高
齢
化
“
現
象
に
直
撃
さ
れ
て
い
る
。
二

○
五
○
年
に
は
日
本
の
高
齢
化
率
が
世
界
一
の
躯
・
羽
附
に
な
る
と
い
う
推

計
が
あ
る
。
子
育
て
の
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
と
若
者
の
意
識
改
革
教
育
。

人
生
八
十
年
時
代
の
医
療
、
年
金
な
ど
社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
の
見
直
し
、
生

き
甲
斐
の
あ
る
”
幸
齢
募
ら
し
“
の
実
現
に
、
国
を
あ
げ
て
目
配
り
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

◇
献
寿
』
今
年
は
新
し
い
千
年
紀
の
年
頭
で
あ
り
、
、
世
紀
悼
尾
の
年
で
も

あ
る
。
昨
年
十
月
、
地
球
人
口
は
㈹
億
人
を
突
破
し
た
。
こ
の
百
年
間
に
地

球
人
口
は
四
倍
に
膨
れ
あ
が
っ
た
。
爆
発
す
る
人
口
増
加
が
原
因
で
環
境
悪

化
、
資
源
、
食
料
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
水
不
足
問
題
が
顕
在
化
し
て
警
鐘
が
鳴

ら
さ
れ
、
｜
方
で
は
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
、
ラ
イ
ッ
が
論
じ
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
深
刻
な
課
題
は
急
ぎ
解
決
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
は
論
を
ま
た
な
い
。

表紙の写真説明

折り重なる奇岩は、深い紅葉に埋まり、古

刹．山寺．は、その大自然の中にあった。

．是好日をしみじみ感じたひとときで

あった虜

山形･みちの<立石寺

晩秋の、みちの〈は山々が赤く染まってい

た。

山形での人口・食料セミナーの帰りみち、

俳人・芭蕉が奥の細道の旅で、心を奪われた

立石寺（りっしやくじ）を訪ねた。

好天に恵まれ、穏やかで落ち着いた日であ

る．
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＝￣ミー

鞭日本自動車工業会

これからのために、

れだけのことを。こ

豊かな環境藍次の世代に伝えるために.私たちは環境縢全に取り組ﾊﾉでいま談
環境とクルマ社会の調和が､強く求められている今l]・

'二1動車業界でも環境と人とクルマとの共生の視点から､省エネルギー活動、
リサイクル活動など､具体的な取り組みを行なづています６

あしたへ｡ＥＣＯ－ＭＯＴ１ＯＮ

地球温暖化の抑制

ンな

を ●

使用済み自動車の溺静
’リサイクルに

現在の自動車のリサイクル率は約75％･
リサイクルを考慮した自動車づくりへ。

－－－－


